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ং

　一般国道 7 号は、新潟市から日本ւԊいに、山形県庄内地ํ、秋田県を経て青৿

市にࢸるװઢ国道です。新潟県内においては、新潟市と新発田市・胎内市・村্市の

相ޓ交ྲྀをࢧえる主要װઢ道࿏であるとともに、地域の生׆道࿏としてもॏ要な໾割

をՌたしています。

　一般国道 7 号新発田拡幅事業は、市֗地部でのຫ性的な交通ौ଺の؇࿨、Ԋઢ地

域のৼ׆・ڵ性化を目的として、現道拡幅੔උを行うものです。੔උ事業が行われる

ことによりԁ滑な૸行環境が֬保され、広域ωットϫーΫとしての機能ڧ化、ΞΫη

ε্޲によるまちͮくりのࢧԉ、ٸٹൖૹによる໋ٹ率の্޲なͲ、ޮՌが大きいと

期଴されています。

　本書は、新発田拡幅事業にઌ立ち、2012・2013 年౓に実ࢪした小船渡遺跡の発

掘調査報告書です。調査によって、平҆時代の畑地と鎌૔時代からࣨ町時代の集落を

発見しました。特に鎌૔時代からࣨ町時代に築かれた集落では遺構がີ集しており、

な状޷໛の大きな集落の一部を調査したと考えられます。中でも井戸は、ඇ常にྑن

態で発見され、当時の土木ٕज़の高さを஌ることができました。また、井戸を埋め戻

すときには様ʑなϚπリが行われたことも明らかになりました。これらの成Ռは、当

時の人ʑの฻らしぶりを஌る্でوॏなࢿ料となります。

さ༺׆料として広くࢿ料と本報告書が、地域のྺ史をղ明するためのࢿճの調査ࠓ　

れ、埋蔵文化財にରするཧղと認ࣝをਂめるܖ機となれば޾いです。

、ԉॿをいたͩいた新発田市教育委員会ޚとྗڠޚに、この調査に関して多大なޙ࠷　

並ͼに地元ॅຽのํʑ、また発掘調査から報告書ץ行にࢸるまで格別のޚ配ྀをいた

ͩいた国土交通ল北཮地ํ੔උہ新潟国道事຿所のօ様にްくྱޚをਃし্͛ます。

2014 年 3 月

新潟県教育委員会     

教 育 長　高　井　੝　雄



ݴ　　　ྫ

1 　本書は、新潟県新発田市中曽根 1 丁目 150-1 ほかに所在する小船渡遺跡の発掘調査記録である。

2 　この調査は、一般国道 7 号新発田拡幅事業に൐い、国土交通ল北཮地ํ੔උہ新潟国道事຿所（以Լ、国交ল）か

ら新潟県教育委員会（以Լ、県教委）がडୗしたもので、調査主ମである県教委は財団法人新潟県埋蔵文化財調査事

業団（以Լ、埋文事業団）に調査をґཔした。

3 　埋文事業団は、掘࡟作業౳を株式会社ノガミに委ୗして、2012・2013 年౓に発掘調査を実ࢪした。

4 　出土遺物ٴͼ調査に係る֤種ࢿ料（ؚ࡯؍σーλ）は、一ׅして県教委が保؅している。σーλの༗ແやӾཡر๬

は、県教委に໰い合せئいたい。

5 　遺物の஫記は小船渡遺跡のུ記号を調査年౓͝とに「12 コϑφ」（2012 年౓調査）、「13 コϑφ」（2013 年౓調査）

とし、出土地点や層位なͲをଓけて記した。

6 　本文のਤ中でࣔすํ位は、す΂て真北である。

7 　本書にࡌܝした遺物番号は種別に関わりなく通し番号とし、本文ٴͼ࡯؍ද・ਤ面ਤ൛・ࣸ真ਤ൛の番号はす΂て

一கしている。

8 　Ҿ༻文ݙは、著者ٴͼ発行年（੢ྐྵ）を文中にʦ　ʧࣔし、巻末に一ׅしてࡌܝした。また、作成したਤ൛のうち、

。成の地ਤを使༻した৔合は、それぞれにその出యを記したط

9 　調査成Ռの一部は、現地આ明会、広報ࢽʰ埋文にいがたʱ/P�81・83、新潟県埋蔵文化財調査事業団年報（平成

24 年౓）、第 19 ճ遺跡発掘調査報告会、新潟県考古学会第 25 ճ大会研究発ද会でެ։しているが、本書をもって

正式な報告とする。

10　ࣗવՊ学分ੳ（花ค分ੳ・د生஬ཛ分ੳ・২物ࢎܔମ分ੳ・์ࣹઢ୸ૉ年代ଌ定・थ種ಉ定）は、株式会社古環

境研究所に委ୗし、その݁Ռを第ᶜষ１～̑にࡌܝした。

11　第ᶜষ̒にࡌܝした「新潟県新発田市小船渡遺跡に現れた෾࠭、ߑ水ଯ積物なͲの考古地磁ؾ研究」については、

富山大学大学Ӄཧ޻学研究部　酒井英男研究ࣨよりߘۄをいたͩいた。

12　遺構ਤのトϨーεٴͼ֤種ਤ൛作成・編集は株式会社ノガミに委ୗした。

13　本書のࣥචは、加藤　学（埋文事業団　൝長）、石垣義則・佐藤　俊・長谷川一郎（株式会社ノガミ　調査員）が

当たり、編集は加藤が୲当した。ࣥච分୲は以Լのとおりである。

　　第ᶗষ、第ᶙষ、第ᶝষɿ加藤　　　第ᶘষ、第ᶚষ１A・̎、第ᶛষ１A・̎ɿ石垣

　　第ᶛষ１#・%� 佐藤　　　第ᶚষ̎# １）、第ᶛষ１$、１Eɿ石垣・佐藤

　　第ᶚষ１# ̎）～̑）ɿ石垣・佐藤・長谷川

14 ਤ൛中のトーϯは、֤ਤ൛にຌྫをࣔした。また、அ面εミృりの土器実ଌਤは須恵器をදす。

15 発掘調査から本書の作成にࢸるまで、Լ記のํʑから多くの͝教ࣔ・͝ྗڠをいたͩいた。ここに記してްくँײ

ਃし্͛る。（ܟশུ、ेޒԻॱ）

　　相Ӌॏಙ　　ઙ井উར　　๼部ްࢤ　　酒井英男　　௽巻ࢤ߁　　前ౢ　හ　　水ᖒ޾一　໼田俊文



目　　　次

第ᶗষ　ং　　　આ
１　調査にࢸる経緯 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1

掘・֬認調査の݁Ռʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢼ　̎ 2
A　調 査 の ମ ੍ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2
#　調査の݁Ռとऔѻい ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2

̏　本発掘調査と੔ཧ作業の経ա ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2
A　調査・੔ཧのମ੍ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2

#　調 査 の 経 ա ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 3

$　੔ཧ作業の経ա ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 5

第ᶘষ　遺跡の位置と環境
１　地 ཧ 的 環 境 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 6

̎　ྺ 史 的 環 境 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 8
A　古　　　代 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 8
#　中　　　世 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 10

第ᶙষ　調 査 の ֓ 要
１　άリッドと調査区のઃ定 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 14

̎　基　本　層　ং ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 14

̏　調 査 の ֓ 要 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 16

４　調査の基本ํ਑ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 17

A　遺構名の付しํ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 17

#　土層࡯؍の記ํࡌ法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 17

$　遺構の記ड़ํ法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 17

第ᶚষ　遺　　　構
１　্層（中世）の遺構 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 19

A　֓　　　要 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 19
#　֤　　　આ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 20

̎　Լ層（古代）の遺構 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 29
A　֓　　　要 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 29
#　֤　　　આ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 31

第ᶛষ　遺　　　物
１　্層（中世）の遺物 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 36

A　֓　　　要 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 36



#　中世の土器・陶磁器 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 36

$　石 製 品 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 39
%　金　属　製　品 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 41

E　木 製 品 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 41

̎　Լ層（古代）の遺物 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 46
A　֓　　　要 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 46

#　器種分類と記ड़ํ法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 47

$　֤　　　આ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 50

%　木 製 品 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 55

第ᶜষ　ࣗ વ Պ 学 分 ੳ
１　花　ค　分　ੳ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 56

A　は じ め に ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 56

#　ํ　　　法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 56

$　݁　　　Ռ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 56

د　̎ 生 ஬ ཛ 分 ੳ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 64
A　は　じ　め　に ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 64

料 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　　　ࢼ　# 64

$　分 　 類 　 群 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 64

生஬ཛ群集の特徴 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜد　% 65

E　考　　　࡯ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 65

̏　২物ࢎܔମ分ੳ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 66
A　は　じ　め　に ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 66
#　分 ੳ 法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 66
$　݁　　　Ռ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 66

４　์ࣹ性୸ૉ年代ଌ定 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 72
A　は　じ　め　に ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 72
A　ࢼ 料 と ํ 法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 72

$　ଌ　定　݁　Ռ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 72
%　所　　　見 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 74

̑　थ　種　ಉ　定 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 74
A　は　じ　め　に ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 74
料 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ　　　ࢼ　# 74
$　ํ　　　法 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 75

%　݁　　　Ռ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 75

E　考　　　࡯ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 80

̒　新潟県新発田市小船渡遺跡に現れた෾࠭、ߑ水ଯ積物なͲの考古地磁ؾ研究

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 82

A　は じ め に ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 82

#　研究ํ法とࢼ料 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 82

$　実　ݧ　݁　Ռ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 84



%　֤αΠトの݁Ռと年代推定 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 85

E　ま と め ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 87

第ᶝষ　ま と め
１　環境のม化と遺跡のফ長 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 89

A　遺跡の立地とഎܠ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 89
#　集落のల։と環境のม化 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 90

̎　地震痕跡について ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 91

ʬҾ༻・ࢀ考文ݙʭ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ94

ʬ؍ 　 ࡯ 　 දʭ
遺構࡯؍ද　中世　井戸（4E） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 97

 

遺構࡯؍ද　中世　土坑（4,）（１） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 97
 

遺構࡯؍ද　中世　土坑（4,）（̎） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 98
遺構࡯؍ද　中世　溝状遺構（4%） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 98

 

遺構࡯؍ද　中世　掘立柱建物（4#） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 98
 

遺構࡯؍ද　中世　柱݀・ピット（1）（１） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 99
 

遺構࡯؍ද　中世　柱݀・ピット（1）（̎） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 100
遺構࡯؍ද　中世　柱݀・ピット（1）（̏） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 101
遺構࡯؍ද　中世　性格不明遺構（4X） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 101

 

遺構࡯؍ද　中世　杭（4X） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 102
 

遺構࡯؍ද　古代　土坑（4,） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 102
 

遺構࡯؍ද　古代　溝状遺構（4%） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 102
遺構࡯؍ද　古代　柱݀・ピット（1） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 102

 

遺構࡯؍ද　古代　畑作溝（4%） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 103
遺物࡯؍ද　中世　土器・陶磁器（１） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 104
遺物࡯؍ද　中世　土器・陶磁器（̎） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 105
遺物࡯؍ද　中世　土器・陶磁器（̏） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 106
遺物࡯؍ද　中世　石製品 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 106
遺物࡯؍ද　中世　金属製品 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 106
遺物࡯؍ද　中世　銭貨 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 107
遺物࡯؍ද　中世　木製品（１） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 108

 

遺物࡯؍ද　中世　木製品（̎） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 109
遺物࡯؍ද　中世　木製品（̏） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 110

 

遺物࡯؍ද　中世　൨物 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 110
 

遺物࡯؍ද　中世　柱根 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 110
遺物࡯؍ද　中世　ૅ板 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 110
遺物࡯؍ද　古代　土器（１） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 111
遺物࡯؍ද　古代　土器（̎） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 112
遺物࡯؍ද　古代　土器（̏） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 113
遺物࡯؍ද　古代　土器（４） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 114
遺物࡯؍ද　古代　柱根 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 114

 

遺物࡯؍ද　古代　木製品 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 114
 

 
 



第 1 ਤ　国道̓号新発田拡幅範囲と調査遺跡の位置　

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1

第 2 ਤ　֬認調査トϨϯν位置と本発掘調査ର৅範囲 

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 4

第 3 ਤ　小船渡遺跡पลの地形 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 7

第 4 ਤ　小船渡遺跡पลの主な遺跡 ʜʜʜʜʜʜʜ 9

第 5 ਤ　基本層ং໛式ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 15

第 6 ਤ　遺構の平面・அ面形状の分類 ʜʜʜʜʜ 18

第 7 ਤ　覆土のଯ積形状の分類 ʜʜʜʜʜʜʜʜ 18

第 8 ਤ　井戸の部分名শ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 20

第 9 ਤ　井戸のن໛ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 20

第 10 ਤ　井戸の形状・掘ਂ࡟౓とಁ水層との関係 

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 21

第 11 ਤ　4E103 出土板材の法量分෍ਤ ʜʜʜʜ 23

第 12 ਤ　4E115 出土木材の法量分෍ਤ ʜʜʜʜ 24

第 13 ਤ　古代の遺構มભਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 30

第 14 ਤ　須恵器の઀合関係ਤ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 34

第 15 ਤ　瓷器系陶器のԡ印ύλーϯ ʜʜʜʜʜʜ 37

第 16 ਤ　多字一石経のऍ文 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 40

第 17 ਤ　Լବのܭଌ部位 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 41

第 18 ਤ　൨物のܭଌ部位 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 42

第 19 ਤ　曲物の構଄と֤部名শ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 42

第 20 ਤ　曲物ࡉ部の֤部名শ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 42

第 21 ਤ　木製品の部位の名শ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 42

第 22 ਤ　須恵器・土師器の器種分類 ʜʜʜʜʜʜ 48

第 23 ਤ　１区北นᶃ地点における花คμΠΞάϥϜ 

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 58

第 24 ਤ　１区北นᶄ地点およͼ 4E115 における花ค

μΠΞάϥϜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 59

第 25 ਤ　花ค・د生஬ཛのݦඍࣸڸ真（１） ʜʜ 59

第 26 ਤ　花คμΠΞάϥϜ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 61

第 27 ਤ　花ค・د生஬ཛのݦඍࣸڸ真（̎） ʜʜ 61

第 28 ਤ　د生஬ཛμΠΞάϥϜ ʜʜʜʜʜʜʜʜ 64

第 29 ਤ　１区北นᶃ地点における২物ࢎܔମ分ੳ݁Ռ

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 68

第 30 ਤ　１区北นᶄ地点およͼ 4E115 における২物

ମ分ੳ݁Ռʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢎܔ 68

第 31 ਤ　২物ࢎܔମのݦඍࣸڸ真（１） ʜʜʜʜ 68

第 32 ਤ　২物ࢎܔମ分ੳ݁Ռ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 70

第 33 ਤ　২物ࢎܔମのݦඍࣸڸ真（̎） ʜʜʜʜ 70

第 34 ਤ　ྐྵ年較正年代άϥϑ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 73

第 35 ਤ　木材のݦඍࣸڸ真（１） ʜʜʜʜʜʜʜ 77

第 36 ਤ　木材のݦඍࣸڸ真（̎） ʜʜʜʜʜʜʜ 78

第 37 ਤ　小船渡遺跡の位置 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 82

第 38 ਤ　(B)� 地磁ؾとཹ࢒磁ؾのํ޲（ภ֯・伏֯）

とڧ౓のද現、(C)� 地磁޲ํؾのաڈ 2000 年

間のมಈの拡大シϡミットωット౤Өʜʜ 83

第 39 ਤ　ࢼ料࠾औ地点 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 83

第 40 ਤ　/3. のଌ定݁Ռ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 84

第 41 ਤ　ஈ֊交ྲྀফ磁の݁Ռの代ද的なβΠμーϕϧ

トਤʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 85

第 42 ਤ　෾࠭層とߑ水ଯ積物の֤ࢼ料の磁化ํ޲と平

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ޲ํۉ 86

第 43 ਤ　ଯ積層のαΠト /,7 と /,8 の磁化ํ޲と

地磁ؾมಈʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 87

第 44 ਤ　小船渡遺跡の地形໛式ਤ ʜʜʜʜʜʜʜ 89

第 45 ਤ　ӷ状化現৅の層位関係とॎずれの状گ ʜ 92

第 1 ද　小船渡遺跡पลの遺跡 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 8

第 2 ද　֤地区における中世の遺構数 ʜʜʜʜʜ 19

第 3 ද　小船渡遺跡における井戸の分類 ʜʜʜʜ 20

第 4 ද　古代の土器の૊成 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 47

第 5 ද　花ค分ੳ݁Ռ（１） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 57

第 6 ද　花ค分ੳ݁Ռ（̎） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 62

第 7 ද　২物ࢎܔମ分ੳ݁Ռ（１） ʜʜʜʜʜʜʜ 68
 

第 8 ද　২物ࢎܔମ分ੳ݁Ռ（̎） ʜʜʜʜʜʜʜ 70

第 9 ද　์ࣹ性୸ૉ分ੳࢼ料一ཡ ʜʜʜʜʜʜʜ 72
 

第 10 ද　์ࣹ性୸ૉ年代ଌ定݁Ռ ʜʜʜʜʜʜʜ 72
 

第 11 ද　थ種ಉ定݁Ռ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 76
 

第 12 ද　थ種ಉ定݁Ռ（ࣗવ木） ʜʜʜʜʜʜʜ 76

第 13 ද　器種別બ材 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 80
 

第 14 ද　磁化のଌ定݁Ռのまとめ ʜʜʜʜʜʜʜ 85

ૠ ਤ 目 次

ૠ ද 目 次



［図面図版］
 

ਤ൛ 1　શମਤ・基本層ং
ਤ൛ 2　中世（１区）分割ਤ（１）

 

ਤ൛ 3　遺構ݸ別ਤ（１）
 

ਤ൛ 4　中世（１区）分割ਤ（̎）
 

ਤ൛ 5　遺構ݸ別ਤ（̎）
 

ਤ൛ 6　遺構ݸ別ਤ（̏）
ਤ൛ 7　遺構ݸ別ਤ（４）

 

ਤ൛ 8　中世（̏区）分割ਤ
 

ਤ൛ 9　遺構ݸ別ਤ（̑）
ਤ൛ 10　遺構ݸ別ਤ（̒）

 

ਤ൛ 11　遺構ݸ別ਤ（̓）
ਤ൛ 12　遺構ݸ別ਤ（̔）

 

ਤ൛ 13　中世（̎区）分割ਤ
 

ਤ൛ 14　遺構ݸ別ਤ（̕）
 

ਤ൛ 15　遺構ݸ別ਤ（10）
ਤ൛ 16　遺構ݸ別ਤ（11）

 

ਤ൛ 17　遺構ݸ別ਤ（12）
ਤ൛ 18　遺構ݸ別ਤ（13）
ਤ൛ 19　中世（４区）分割ਤ

 

ਤ൛ 20　遺構ݸ別ਤ（14）
 

ਤ൛ 21　遺構ݸ別ਤ（15）
ਤ൛ 22　古代（１区）શମਤ

 

ਤ൛ 23　古代（１区）分割ਤ（１）
ਤ൛ 24　遺構ݸ別ਤ（16）
ਤ൛ 25　古代（１区）分割ਤ（̎）

 

ਤ൛ 26　遺構ݸ別ਤ（17）
ਤ൛ 27　遺構ݸ別ਤ（18）

 

ਤ൛ 28　中世の土器・陶磁器（１）
ਤ൛ 29　中世の土器・陶磁器（̎）

 

ਤ൛ 30　中世の土器・陶磁器（̏）
 

ਤ൛ 31　中世の石製品・金属製品
 

ਤ൛ 32　中世の銭貨・木製品（１）
 

ਤ൛ 33　中世の木製品（̎）
 

ਤ൛ 34　中世の木製品（̏）
ਤ൛ 35　中世の木製品（４）

 

ਤ൛ 36　中世の木製品（̑）
 

ਤ൛ 37　中世の木製品（̒）
 

ਤ൛ 38　中世の木製品（̓）
 

ਤ൛ 39　中世の木製品（̔）
 

ਤ൛ 40　中世の木製品（̕）
 

ਤ൛ 41　中世の木製品（10）
ਤ൛ 42　古代の土器（１）

 

ਤ൛ 43　古代の土器（̎）
ਤ൛ 44　古代の土器（̏）
ਤ൛ 45　古代の土器（４）
ਤ൛ 46　古代の土器（̑）

 

ਤ൛ 47　古代の木製品
［写真図版］

 

ਤ൛ 48　遺跡近ܠ
 

ਤ൛ 49　遺跡近１、ܠ区શܠ
 

ਤ൛ 50　１区શܠ、̏区શܠ
ਤ൛ 51　̎区શ４、ܠ区શܠ
ਤ൛ 52　地震痕跡、基本層ং

ਤ൛ 53　地震痕跡、基本層ং、4X402・403、4E101・
103、4,114、4E115

ਤ൛ 54　4E115・177・306・10・12・16、4X403
ਤ൛ 55　主要出土遺物
ਤ൛ 56　１区 基本層ং、4E101・103
ਤ൛ 57　１区 4E103 ～ 105
ਤ൛ 58　１区 4E106・115
ਤ൛ 59　１区 4E118・159・177
ਤ൛ 60　１区 4E177・179・187
ਤ൛ 61　１区 4E187・201、4,102・114
ਤ൛ 62　１区 4,213、1119・122・123・125・127・
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ਤ൛ 74　̎区 4%17、4,21、142、4,48、141、4,53
ਤ൛ 75　̎区 4%1・3・7・13・17
ਤ൛ 76　̎区 135・36・38・39・43、4%44、145 ～47
ਤ൛ 77　̎区 157・76、4X26・27・37・30・31・56
ਤ൛ 78　４区 4,404 ～ 406
ਤ൛ 79　４区 4,406・407・409、4%400
ਤ൛ 80　４区 4%401、4X402・403
ਤ൛ 81　４区 4X403・402・415・416、̑区ࢼ掘調

査
ਤ൛ 82　１区 畑作溝
ਤ൛ 83　１区 4A237、4,215、1217、4,230・231
ਤ൛ 84　１区 4%121・143・164・189
ਤ൛ 85　１区 4%207・208、1195、4X120
ਤ൛ 86　１区 1191・192・202・214・220・226・

229・ࣗવ木
ਤ൛ 87　中世の土器・陶磁器（１）
ਤ൛ 88　中世の土器・陶磁器（̎）
ਤ൛ 89　中世の土器・陶磁器（̏）・石製品
ਤ൛ 90　中世の金属製品・銭貨
ਤ൛ 91　中世の木製品（１）
ਤ൛ 92　中世の木製品（̎）
ਤ൛ 93　中世の木製品（̏）
ਤ൛ 94　中世の木製品（４）
ਤ൛ 95　中世の木製品（̑）
ਤ൛ 96　中世の木製品（̒）
ਤ൛ 97　古代の土器（１）
ਤ൛ 98　古代の土器（̎）
ਤ൛ 99　古代の土器（̏）
ਤ൛ 100　古代の土器（４）
ਤ൛ 101　古代の土器（̑）
ਤ൛ 102　古代の土器（̒）・木製品
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１　調査にࢸる経緯

　一般国道 7 号は、新潟市中央区本町通ࣣ番町から日本ւԊいに、山形県庄内地ํ、秋田県を経て青৿

市にࢸるװઢ国道である。新潟県内においては、新潟市と新発田市・胎内市・村্市の相ޓ交ྲྀをࢧえる

主要װઢ道࿏であるとともに、地域の生׆道࿏としてもॏ要な໾割をՌたしている。

　一般国道 7 号新発田拡幅事業は、市֗地部でのຫ性的な交通ौ଺の؇࿨、Ԋઢ地域のৼ׆・ڵ性化を

目的として、新発田市Ԟ山新保から新発田市ࡾ日市間のԆ長 5�8 ̺̼について現道拡幅੔උを行うもので

あり、新潟ଆ 500 ̼はすでにڙ༻されている（第 1 ਤ）。੔උ事業が行われることによりԁ滑な૸行環境

が֬保され、広域ωットϫーΫとしての機能ڧ化、ΞΫηε্޲によるまちͮくりのࢧԉ、ٸٹൖૹによ

る໋ٹ率の্޲なͲ、期଴されるޮՌが大きいとされる。

　新発田拡幅事業は、1990 年に౎市ܭը化がܾ定し、1991 年౓に事業化、1994 年౓に༻地औಘにண

खし、2000 年౓に޻事ணखした。これにあわせて埋蔵文化財に関するٞڠも行われ、2004 年౓に分෍

調査、2010・2011・2012 年౓にࢼ掘調査を行い、このうち 2011 年౓ࢼ掘調査範囲で当遺跡を発見した。

当遺跡の本発掘調査は、ళฮ出ೖޱを֬保しながら調査するඞ要があり、2 か年で実ࢪすることとなった。

ʦ国土地ཧӃ「新発田」（平成 22 年発行 ) 1�25,000 をվมʧ

第 1図　国道 7号新発田拡幅範囲と調査遺跡の位置

聖籠新発田IC

新発田IC

小船渡遺跡小船渡遺跡

７号新発田拡幅７号新発田拡幅

聖籠新発田IC

新新バイパス

新発田IC

新新バイパス
加治川加治川

2LN(1�50,000)0
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掘調査の݁Ռࢼ　̎

A　調 査 の ମ ੍

調査期間 2011 年 6 月 27 日～ 7 月 6 日、8 月 25・26 日

調査主ମ 新潟県教育委員会（教育長　෢藤ݾࠀ）

調　　査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯　　ׅ 木村正ত　　（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　事຿ہ長）

؅　　ཧ ࠓ井　࿱　　（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　૯຿՝長）

ॸ　　຿ ҏ藤　೜　　（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　൝長）

調査૯ׅ 北村　྄　　（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　調査՝長）

調査୲当 ླ木俊成　　（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　୲当՝長代ཧ）

調査৬員 ேԬ੓߁　　（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　主೚調査員）

#　調査の݁Ռとऔѻい

　新発田拡幅事業に൐うࢼ掘調査は、2010・2011・2012 年౓に実ࢪしている。当遺跡がかかる新発田

市中曽根町・小舟町のࢼ掘調査は 2011 年౓に実ࢪした。調査ର৅地に೚ҙにࢼ掘坑をઃ定し、ॏ機（όッ

Ϋϗー）ٴͼ人ྗによる掘࡟・ਫ਼査を行って、遺構・遺物の༗ແを֬認した。そのޙ、トϨϯν位置、土

層のଯ積状گ౳をਤ面・ࣸ真に記録した。調査によって、第 2 ਤ 11 ̩～ 17 ̩の間において古代・中世

の遺構・遺物を検出した。また、遺構については、わずかな間層をڬΈ、2 面の検出面が存在することが

明らかになった。この範囲を「小船渡遺跡」としてप஌化し、2,000㎡× 2 層、ྦྷܭ 4,000㎡について本

発掘調査がඞ要と報告した。

̖　調査・੔ཧのମ੍

【2012 年度】

調査期間 2012 年 9 月 3 日～ 11 月 19 日

੔ཧ期間 2012 年 11 月 20 日～ 2013 年 3 月 29 日

調査主ମ 新潟県教育委員会（教育長　高井　੝雄）

調　　査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯　　ׅ 木村正ত　　（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　事຿ہ長）

؅　　ཧ ۽૔޺二　　（　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　૯຿՝長）

ॸ　　຿ ҏ藤　೜　　（　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　൝長）

調査૯ׅ 北村　྄　　（　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　調査՝長）

ಋ 田ւ義正　　（　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　୲当՝長代ཧ）　　ࢦ

調査୲当 加藤　学　　（　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　൝長）

̏　本発掘調査と੔ཧ作業の経ա
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ԉ 株式会社ノガミ　　ࢧ

 現৔代ཧ人　ҏ藤正紀

 調査員 　　石垣義則　　佐藤　俊

 作業員 　　෢田裕紀子

【2013 年度】

調査期間 2013 年 5 月 7 日～ 6 月 10 日

੔ཧ期間 2013 年 4 月 1 日～ 2014 年 3 月 28 日

調査主ମ 新潟県教育委員会（教育長　高井　੝雄）

調　　査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯　　ׅ 木村正ত　　（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　事຿ہ長）

؅　　ཧ ۽૔޺二　　（　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　૯຿՝長）

ॸ　　຿ ஥川国ത　　（　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　൝長）

調査૯ׅ 高ڮ　保　　（　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　調査՝長）

ಋ 田ւ義正　　（　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　୲当՝長代ཧ）　　ࢦ

調査୲当 加藤　学　　（　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　൝長）

ԉ 株式会社ノガミ　　ࢧ

 現৔代ཧ人　ҏ藤正紀

 調査員 　　石垣義則　　長谷川一郎

 作業員 　　෢田裕紀子

̗　調 査 の 経 ա

【2012 年度】

　調査ணख前年౓（2011 年౓）のٞڠでは、調査区北面（׭چຽ境）に存在する電柱を׭ຽ境にҠઃして

から調査にணखすることとなっていた。しかし、2012 年౓にվめてٞڠしたとこΖ、電ઢは埋ઃするܭ

ըであることから、調査のために一時的にҠઃしないこととなった。そこで、電柱・電ઢを࢒した状態で

本発掘調査を行うよう、ํ਑を大幅に見௚すこととなった。また、׭چຽ境界には、্水道؅が埋ઃされ

ていることが明らかになった。電ઢ・্水道؅をճආして調査区を࠶ઃ定した݁Ռ、約 1�3 ̼の幅でݮগ

することとなった。また、޻ࢪਤ面との照合の݁Ռ、南ଆの幅 5 ̼はา道ٴͼ২थ帯であることから本

発掘調査のର৅֎であることが明らかとなった。

　調査ର৅地はళฮ前面に面しているため、શ域をಉ時に調査することができなかった。ళฮのೖޱを֬

保しながら、2012 年౓は第 2 ਤにࣔす 3 か所の調査を行った。しかし、村্ଆの 1 か所（ガιリϯελ

ϯド前）は、電ઢ・্水道؅が調査区中央をॎஅしており、調査可能な範囲は幅 2 ̼ఔ౓となった。҉ڎ

をෑઃすると実質的に調査できる範囲は、幅 1 ̼ほͲとڱ小となってしまうことから、面的な調査を行

わず、࠶౓、֬認調査を実ࢪして遺跡の内༰を೺Ѳすることで本発掘調査に代えることとした。

　また、埋ઃ؅の༗ແを関係֤所に照会した。その݁Ռ、市水道ہから本؅からのҾきࠐΈ؅があるとの

৘報をಘた。しかし、具ମ的な位置をࣔす記録が࢒っておらず、6 月 11 日から 14 日に埋ઃ؅の༗ແを

֬認するためのࢼ掘を行った。その݁Ռ、্水道؅を発見したが、すでに本؅から੾り཭されていること
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第２図　確認調査トレンチ位置と本発掘調査対象範囲

が൑明した。その他の埋ઃ؅は存在しなかったも

のの、土ཹめの基ૅなͲが存在することが明らか

となり、そのޙに行う土ཹめ޻やද土掘࡟のࢧো

となることから、それらをఫڈすることとなった。

ද土の্に੝࠭して଄成していچ、掘調査時ࢼ　

たため、その境界から多量の༙水があり、น面の

่落がݦ著であった。また、҆શޯ配をઃける༻

地もແいため、本発掘調査時は土ཹめ޻を行うこ

ととなった。あわせて҉޻ڎ事も行い、ഉ水ࢪઃ

も੔උすることとした。7 月 23 日から 8 月に土

ཹめ޻事、҉޻ڎ事を行い、9 月 3 日からද土掘

にணखした。9࡟ 月 6 日から遺物แؚ層の掘࡟を

։࢝し、遺構検出・遺構掘࡟をॱ次ਐめた。10

月Լ०には遺跡のશମ૾が見えたことから、10

月 20 日に現地આ明会を։࠵し 175 名のࢀ加者

があった。その11、ޙ 月 6 日にۭࣸߤ真ٴͼ高

所作業車からのશମࣸ真をࡱӨした。ۭࣸߤ真・

શମࣸ真ࡱӨޙ、井戸のஅち割り調査ٴͼԼ層の

֬認調査を行い、11 月 9 日に県教委がऴྃ֬認

を行った。そのޙ、ิ଍調査を行い、11 月 19

日で掘࡟作業を完ྃし、11 月 20 日にଌ量౳を

行って現地作業をऴྃした。そのޙ、国交লの࢓

様に४じてసѹしながら埋め戻し、土ཹめҾきൈ

きを行い、12 月 21 日に現৔をఫ収した。

【2013 年度】

　2013 年౓は、2012 年౓に調査できなかった

ళฮೖޱ部分を調査した。Ծઃのਐೖ࿏を 2012

年౓末に଄成し、4 月 16 日から土ཹめڎ҉、޻

事が完ྃした。5޻を行い、̑月̎日に޻ 月 7 日

からද土掘࡟を։࢝、8 日からは作業員を౤ೖし、

本格的に作業を։࢝した。遺物แؚ層掘࡟・遺構

検出・遺構掘࡟をಉ時ซ行で行い、5 月 28 日に

はۭࣸߤ真・高所作業車からのશମࡱӨを行った。

6 月 1 日には現地આ明会を։࠵し、145 名のࢀ

加があった。その6、ޙ 月 3 日に県教委がऴྃ֬

認を、井戸のஅち割り調査とԼ層の֬認調査を行

い、6 月 10 日に調査が完ྃした。なお、調査で

きる範囲が著しくڱく、֬認調査を行うことで本
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発掘調査に代えるとした部分（村্ଆ 1 か所・ガιリϯελϯド前）については、6 月 6 日に調査を実

した。その݁Ռ、遺構・遺物とも検出できず、遺物แؚ層も存在しないことが明らかになった。調査ऴࢪ

を行い、̒月چ様に४じてసѹしながら埋め戻し、土ཹめҾきൈき、ਐೖ࿏の復࢓は、国交লのޙྃ 29

日に現৔をఫ収、7 月 8 日に国交লに現地をҾき渡した。

̘　੔ཧ作業の経ա

【2012 年度】

　੔ཧ作業は、現地調査とซ行して։࢝した。遺構の記録類については現地で基ૅ੔ཧをਐめ、現地作業

ऴྃޙに本格的な੔ཧ作業にணखした。ࣸ真・ਤ面の台ா類の੔උを行い、ԾϨΠΞ΢トを૊んで、これ

にあわせて࡯؍දを作成し、事実記ࡌを行った。遺物は、現地で水ચ・ס૩・બ別を行ったޙに、株式会

社ノガミُ田Ӧ業所（新潟市江南区）にӡൖして஫記・઀合・復元・実ଌ・トϨーεを行った。なお、次

ճの調査面積はڱく、当年౓の調査とซせて報告するほうがޮՌ的であることから、編集作業ٴͼ印刷・

。いͩܧ行は行わなかった。当年౓に行える作業をऴえて、次年౓にҾきץ

【2013 年度】

　੔ཧ作業は、現地調査とซ行して։࢝した。遺構の記録類については現地で基ૅ੔ཧをਐめ、遺物は現

地で水ચ・ס૩・બ別を行った。発掘調査ऴྃޙの੔ཧ作業は、株式会社ノガミُ田Ӧ業所にて行った。

調査員 1 名が੔ཧ作業にઐ属でै事し、遺物の実ଌ・トϨーε、ਤ൛作成、本文ࣥචをਐめ、12 月には

ϨΠΞ΢トの大࿮が定まった。そのޙ、編集業຿を株式会社ノガミにて行い、2014 年 3 月に印刷・ץ行

した。
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１　地 ཧ 的 環 境

　小船渡遺跡が所在する新発田市は、新潟県の北東部に位置する。新発田市は 2003 年̓月に北ו原܊๛

Ӝ町、2005 年̑月に北ו原ࢵ܊Ӣ寺町・加治川村と合ซし、૯面積が 532�82L㎡となった。市域の北は

胎内市、東は山形県小国町、੢は北ו原܊੟᝷町と新潟市北区、南はѨլ໺市と東ו原܊Ѩլ町とそれぞ

れ઀する。新発田市֗は、৴濃川やѨլ໺川がӡൖした土࠭で形成された沖積平໺・越ޙ平໺の北東部に

位置する。੢には࠭丘列（新潟࠭丘）が広がり、北にはかつてࢵӢ寺潟（Ԙ津潟）が存在した。当遺跡は、

加治川によって作り出された扇状地の扇端部に立地する。遺跡पลは଄成土にඃ覆されているが、それ以

前の地ද面の標高は 4�6 ～ 4�9N である。現状は、北ଆは水田・঎業地、南ଆはॅ୐地・঎業地としてར

༻されている。

新 潟 砂 丘

　新潟平໺のւ؛Ԋいには、શ長 70ᶳにおよぶ࠭丘列が発ୡしており、新潟࠭丘とݺばれている。この

࠭丘列は内཮ଆから新࠭丘ᶗ ʖ １～４、新࠭丘ᶘ ʖ １～４、新࠭丘ᶙ ʖ １・̎に分類されている < 新

潟古࠭丘άϧーϓ 1974>。新࠭丘は内཮部ほͲ古い時期に形成され、その時期は新࠭丘ᶗ ʖ １～４が約

4,500 ～ 6,000 年前（ೄ文時代前期～中期）、新࠭丘ᶘが 1,700 ～ 4,000 年前（ೄ文時代中期末～໻生時代）、

新࠭丘ᶙ ʖ １が約 1,100 ～ 1,700 年前（古෿時代～平҆時代）、新࠭丘ᶙ ʖ ̎が約 1,100 年前（平҆時代）

以降と考えられているʦי井ほか 2006ʧ。しかし、新࠭丘ᶙ ʖ ̎の形成時期は、ʦי井ほか 2006ʧの見ղ

よりも古くなる可能性がࣔࠦされているʦ大平 1992、高ᖛ・๼部 2004、加藤 2008ʧ。その根拠のͻと

つとして、新࠭丘ᶙ ʖ ̎の֎ଆに位置するѨլ໺川Տޱ遺跡でೄ文時代൩期、古෿時代前期、平҆時代

の土器が࠾集されることが͛ڍられ、新࠭丘ᶙ ʖ ̎にඃ覆された層४にೄ文時代൩期以降の遺跡が存在

する可能性が高いと考えられているʦ加藤・ඌ崎 2002、加藤 2008ʧ。

　࠭丘列の発ୡはՏ川の水ྲྀにも大きくӨڹを༩えていた。൧๛山地に端を発した加治川は、1913（大

正̎）年に現Տޱが։ޱされるまでは、新࠭丘ᶘ ʖ ４と新࠭丘ᶙ ʖ ᶗの間をྲྀれ、Ѩլ໺川と合ྲྀして

いた。1645（正保̎）年にඳかれた越ޙ国ֆਤにも、加治川とѨլ໺川は࠭丘列を఻って੢ํに޲かい、

৴濃川と合ྲྀして日本ւにྲྀれていた様子がうかがえる。࠭ 丘列にՏ川が平໺部でせきࢭめられることで、

湿地化をଅし、ޙഎ湿地や潟ބが形成された。

潟 湖

　新発田市पลの主な潟ބには、ࢵӢ寺潟（Ԙ津潟）、福ౡ潟がある（第 3 ਤ）。

Ӣ寺潟（Ԙ津潟）は胎内川や加治川がྲྀೖする面積約ࢵ　 2,000IB の広大な潟ބで、ׯ୓以前はՏ川が൙

ཞするたͼにߞ地を水຅させる水֐地帯であった。1727（ڗ保 12）年にׯ୓事業が։࢝され、1731（ڗ

保 16）年に落掘川を։࡟したことでׯ୓が完ྃした。ࢵӢ寺潟（Ԙ津潟）の形成時期は、新発田市青田遺

跡の発掘調査により平҆時代（̕世紀末以降）であることが明らかとなったʦߥ川ほか 2004ʧ。また、ࢵӢ

第ᶘষ　遺跡の位置と環境
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                                    　　　　　　 （5 ສ分の 1 地形ਤ「中条」「新発田」「新潟」　明治 44 年ଌਤ）

（土地分類基本調査新発田・新潟・中条ʦ新潟೶地部೶地ܭը՝ 1972・1973ʧを一部վมして作成。）

　　　　　　　第 3図　小船渡遺跡周辺の地形
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寺潟（Ԙ津潟）の発ୡաఔは、ʦ高ᖛ・๼部 2004ʧでৄしく報告されている。それによると、̕世紀ࠒの

遺物をؚΉߑ水起ݯの࠭層のଯ積以ٸ、ޙ଎に௜水しࢵӢ寺潟（Ԙ津潟）が形成された。その要因として

遺跡内でෳ数ճのӷ状化現৅が認められることから、地震׆ಈに関࿈してٸ଎に地൫が௜降し、ࢵӢ寺潟

（Ԙ津潟）が形成された可能性がࢦఠされている。

　福ౡ潟は現在 193IB が調੔஑として保存されているが、近世以降にׯ୓される前はその 10 ഒ以্の

面積を༗する潟ބであった。福ౡ潟のׯ୓։発は江戸時代ॳ期よりਐめられた。1754（ๅྐྵ４）年からは

ᰍ৓ു܊崎村の山本ৎӈӴ໳らが、1789（寛੓元）年からは水原村の市ౡಙ次郎らが大ن໛なׯ୓を行なっ

た。そのز、ޙ౓とׯ୓が行われ、1966（ত࿨ 41）年の国Ӧׯ୓事業により現在の福ౡ潟となった。

̖　古 代

　当遺跡が所在する新発田市は、古代の行੓区ըである越ޙ国পਨ܊に属する。越ޙ国の成立については、

ʦ܂原 1980Bʧٴͼʦ山田 1986ʧがৄしい。647（大化̏）年にᕘ଍648、ࡤ（大化４）年に൬舟ࡤがઃ

置されたことがʰ日本書紀ʱに記されている。̓世紀末ࠒ、それまで越国とされていた地域がࡉ分され、

越前国・越中国・越ޙ国・佐渡国が成立する。702（大ๅ̎）年に越中国４ו）܊原܊・古ڕ・܊ࢤপ܊・ᰍ

৓܊）が越ޙ国にҠ؅されʦถ୔ 1980ʧ、708（࿨ಔ元）年には越ޙ国に出Ӌ܊が成立する。712（࿨ಔ̑）

年には出Ӌ܊が越ޙ国から分཭、ಠ立して出Ӌ国が成立した。ޙに出Ӌ国には཮Ԟ国্࠷ ŋ 置܊྆ࣀが編

ೖされることとなる。これをもって、̔世紀前葉には越ޙ国のྖ域がほ΅֬定し、現在の新潟県の原形が

できあがる。「࿨名類ᡉ抄」によると、পਨ܊には଍Ӌ、পਨ、լ地の̏ڷが記されており、新発田市は

լ地ڷに属していたとされる。以Լでは、生産遺跡と集落遺跡にண目し、古代の様相を֓؍する。

生 産 遺 跡

　古代のख޻業生産である窯業・製鉄についてड़΂る。新潟県内では、須恵器の生産は̓世紀ޙ半に࢝まり、

̔世紀前半にはٸ଎に生産量が૿加する。̔世紀中葉には生産地も૿加し、পਨ܊域においても須恵器窯

が所在するようになる。۳形山຺੢࿢に位置するԼ小中山窯跡（27）では、須恵器窯̏基やփ原が֬認さ

れているʦ戸根 1973ʧ。その時期は̔世紀前半と考えられ、পਨ܊域で֬認されている࠷古の窯跡である。

、頭山࿢の੢ଆで南北に࿈なる真木山丘陵・本田山丘陵には、須恵器窯や製鉄遺跡が数多く分෍しޒ　

県内࠷大ن໛のख޻業生産の拠点である。ࢤ村山窯跡（28）では半地Լ式ొ窯が１基֬認されʦ川্

/P� 遺跡名 時　代 /P� 遺跡名 時　代 /P� 遺跡名 時　代 /P� 遺跡名 時　代

1 小船渡 古代 ŋ 中世 14 ໼٧ 古෿ ŋ 平҆ ŋ 中世 27 Լ小中山窯跡 古代 40 ଠؗࡈ跡 ࣨ町

2 山ࡾլᶘ ೄ文 ŋ ໻生 ŋ 古෿ ŋ ಸྑ ŋ 平҆ 15 神ཪ̗ߥ 古෿ ŋ ಸྑ ŋ 平҆ ŋ 中世 28 村山窯跡ࢤ ಸྑ 41 ീ഼ؗ跡 ࣨ町

3 曽根 ೄ文 ŋ ໻生 ŋ 古෿ ŋ 古代 ŋ 中世 16 神ཪ̖ߥ 古෿ ŋ 古代 ŋ 鎌૔～ࣨ町 29 അ্窯跡 平҆ 42 ീ഼৓跡 ࣨ町

4 船戸川崎 古෿ ŋ 古代 17 神明ཪ 古෿ޙ期 ŋ ಸྑ ŋ 平҆ ŋ 中世 30 高山寺窯跡 平҆ 43 Ӝؗ跡 中世 ( ઓ国期 )

5 青田 ೄ文 ŋ 古代 18 ೸औڮ 古෿ޙ期 ŋ ಸྑ ŋ 平҆ ŋ 中世 31 Ԭ԰ෑ窯跡 平҆ 44 Ӝ৓跡 ҆土

6 ࠭山中道Լ 鎌૔～ࣨ町 19 大真木 古代 ŋ 中世 32 寺山̎ࠊ号窯跡 平҆ 45 ถ૔ؗ跡 ࣨ町

7 ໺中土ख付 古෿ ŋ 平҆ 20 山王 古代 ŋ 中世 33 新発田৓跡 平҆～江戸
46 真木山̗ 

(ສ代かなくそ୔) 古代
8 σト山 古෿前期 ŋ 鎌૔～ࣨ町 21 正ई 平҆ ŋ 中世 34 ॅ田৓跡 中世

9 ॅ吉 中世前半 22 ノ神࠺ ೄ文 ŋ 平҆ ŋ 中世 35 加治ؗ跡 ࣨ町
47 真木山̘ 

( 月山ޒ ) 古代
10 二ッ割 鎌૔～ࣨ町 23 দڮ ೄ文 ŋ ໻生 ŋ 平҆ ŋ 中世 36 ശؗ跡 ࣨ町

11 中ॅ吉 古代 ŋ 鎌૔～ࣨ町 24 ࣣ社 古෿ ŋ 平҆ 37 加治৓跡 ࣨ町時代 48 二本দ東山 古෿ ŋ 古代

12 王子山 ೄ文 ŋ ໻生 ŋ 古෿ ŋ 古代 ŋ 中世 25 加治天王前 古代 ŋ 中世 38 ໺৓跡ެेޒ 中世 ˞新発田市遺跡分෍地ਤ（新潟県教育委
員会、2012 年）をࢀ考。13 ޱノ܂ 平҆ ŋ ࣨ町 26 ଠ田 平҆ޙ期 ŋ 鎌૔ ŋ ࣨ町 39 ੺ؗڮ跡 ࣨ町

第１表　小船渡遺跡周辺の遺跡（古代・中世）
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1999ʧ、出土した須恵器から̔世紀中葉の所産と考えられるʦ小ྛ 2004ʧ。高山寺窯跡（30）では須恵

器窯１基、അ্窯跡（29）では須恵器窯̏基が֬認されʦ戸根 1986ʧ、出土した須恵器からそれぞれ̔

世紀ޙ半、̕世紀ॳ頭の所産と考えられているʦ小ྛ 2004ʧ。

一ํ、笹神丘陵には製鉄遺跡が数多く分෍するが調査事ྫはগない。真木山̗遺跡（46）では製鉄࿍が̎

基、真木山̘遺跡（47）では製鉄࿍が̑基検出されており、いずれも古代の遺構と考えられるʦ関・本間

1981ʧ。たͩし、真木山 $ 遺跡第̏号製鉄࿍は形状から 12 世紀代までԼる可能性がࢦఠされているʦ渡

ᬑ 1998ʧ。

集 落 遺 跡

　古代の集落は、福ౡ潟ԑลの࠭؛ބ丘や࠭丘列、沖積地্のࣗવఅ๷に立地する。福ౡ潟पลは古෿時

代前期から։発がਐめられてきた地域で、古代においても੓治やྲྀ通、土地։発の拠点となる集落が立地

する。曽根遺跡（̏）は̔世紀中葉から̕世紀前半にӦまれた集落で、「఼্」・「܊」・「ே」と記された

墨書土器、「王」字状のԡ印を࣋つ須恵器、「仏˘༗」・「໳ܧଛಉ˘ڡ合」・「井ԙ࿈˘˘」と൑ಡできる木

؆なͲが出土しているʦՈ田 1981・1982ʧ。曽根遺跡のഎޙには、須恵器や製鉄の生産地である笹神丘

陵が߇えることから、窯業や製鉄関係品の集積・ྲྀ通の৔として考えられているʦࡔ井 1996ʧ。

　新࠭丘ᶗʖ１列では王子山遺跡（12）、新࠭丘ᶗʖ̎列では山ࡾլᶘ遺跡（̎）や二本দ東山遺跡（48）

なͲが発掘調査されている。王子山遺跡では̕世紀ޙ半を中৺とした土器が出土したほかに、̓～̔世紀

に比定できる北ํ系土師器が見つかっているʦ渡ᬑほか 2008ʧ。山ࡾլᶘ遺跡では古代の୦݀建物 90 ݢ

や掘立柱建物 27 ౩なͲが検出された̔世紀ॳ頭から̕世紀ޙ半にӦまれた集落であるʦࡔ井ほか 1989ʧ。

　加治川؛ࠨの沖積地（ࣗવఅ๷）に立地する܂ノޱ遺跡（13）は、̕世紀末から 10 世紀前半を主ମとす

る集落である。大ܕの࢛面ኈ付建物が検出され、そのपลからはژ౎産の྘ᬵ陶器やѪ஌県ඌ北産のփᬵ

陶器、ޟ石状の石製品が出土したことから、富裕層のډ୐と考えられるʦ௽巻ほか 2003ʧ。

　佐ʑ木川の北江と੢江の中間にはߥ神ཪ # 遺跡（15）、ߥ神ཪ̖遺跡（16）、神明ཪ遺跡（17）、೸औڮ

遺跡（18）なͲが立地する。ߥ神ཪ̗遺跡では̏本の区ը溝によって区੾られたۭ間に掘立柱建物 17 ౩、

井戸̒基、畑作をࣔす小溝群 200 条ऑなͲが検出され、̔世紀前葉から 10 世紀ॳ頭の集落とされるʦ渡

ᬑほか 2006ʧ。また、その北ଆには古代から中世の川跡をڬΈ、ಉ時期のߥ神ཪ A 遺跡が存在する。神明

ཪ遺跡と೸औڮ遺跡にかかる川跡からは、古෿時代ޙ期を中৺に中世にࢸる遺物が出土しているʦ௽巻ほ

か 2008ʧ。

半からޙӢ寺潟（Ԙ津潟）पลは、内水面交通の要所であった。໺中土ख付遺跡（̓）は̔世紀ࢵ　 9 世

紀ޙ半の集落で、「（符錄）子子ٸ˘」や「˘ʤࣣΧʥچ川」と൑ಡできる木؆や෧ៗ木؆、「˘൵」と書

かれたࠁ書土器（器種ɿᙈ）が出土したことで஫目されるʦ佐藤ほか 2006ʧ。

̗　中　　　世

　中世にೖると、これまでの੓治や経׆ࡁಈに大きなม化が見られる。その一つは土地ࢧ配の在りํで、

古代の཯ྩ੍とはҟなり、૳Ԃと国ᦰྖからなる૳Ԃެྖ੍となる。中世における当遺跡पลは金߶উӃ

ྖの加地૳に属し、その૳域はچ新発田市とچ加治川村とされるʦѨ部・金子 1993ʧ。૳名については、

古代のপਨ܊լ地ڷとの関係が考えられるが、立૳時期なͲは不明である。また、加地૳の南ଆには東大

寺ྖ๛田૳が位置する。྆૳の境界は「佐ʑ木Տ」とされ、当時の佐ʑ木川は、現在のଠ田川と推定され
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ているʦԮ໺ 1980ʧ。中世の遺跡については、集落遺跡と৓ؗ跡を中৺に֓؍する。

加地荘成立の背景と推移

　加地૳の成立やそのྺ史的എܠについては、ʦԮ໺ 1986ʧがৄしい。それによると、h ʱ文治̎ڸ࠺ޗ

（1186）年̏月 12 日条「加地庄　金߶Ӄྖ　ງ川大ೲݴՈࠫଡ」の記事がࢿ料্のॳ見である。金߶Ӄ

は 年に美福໳Ӄ（藤原ಘ子（1117（治̎߁）1143 ～ 1160））によって建立された金߶উӃ、ງ川大ೲݴは

定๪（1130ݯ ～ 1188）と見られる。美福໳Ӄの฼はݯ定๪とಉじ村্ࢯݯであり、1155（ٱण̎）年、

定๪は「美福໳Ӄڅޚ」より正࢛位Լをतけられる。

　加地૳の։発ྖ主は不明であるが、৓ࢯ一଒に加地ࡾ郎（৓長成）が認められ、近ྡ૳Ԃ（Ԟ山૳・๛田૳なͲ）

が৓ࢯの։発やྖ༗Լにあったと考えられることから、加地૳もまた৓ࢯのࢧ配Լにあったものと推ଌさ

れる。鎌૔中期までݯ定๪Ոがྖしていたが、そのޙはٱզՈྖとなった。

鎌倉・室町期の新発田

　新発田市पลのྺ史は、ʦѨ部 1980、Ѩ部 原܂、1986 1980C、ඉޱ 2004ʧでৄしくड़΂られている。

それらの࿦考をࢀ考に、加地૳を中৺とした新発田市のྺ史をུ֓する。

　鎌૔ນ෎が成立する以前のѨլ北地ํは、৓ࢯによってࢧ配されていた。৓ࢯの૆は׸෢平ࢯのྲྀれを

くΉ༨ޒক܉ 平ҡໜとݴわれる。ҡໜの஢男・ൟఃは越ޙに郎ౘをཆい、越ޙ国࢘の௥ัのର৅となる

ような׆ಈをしたと見られ、そのఋ・ൟ成は 1050（Ӭঝ̑）年に出Ӌ৓հに೚໋されている（h ʱ建ڸ࠺ޗ

保࿡年（1218）ࡾ月े࿡日条）。「৓」という੏は、出Ӌ৓հの地位に༝དྷするもので、৓ࢯとはൟ成の系ේ

をҾいた一଒である。৓ࢯ一଒で、越ޙ国のॅ人としてॳめて֬認できる人物は平Ӭ基（৓二郎）で、Ӭ

とশした長成「郎ࡾ加地」日「検ඇҧ使Լ文」に認められる。なお、Ӭ基の子ଉにޒ月ޒ年（1117）ޒٱ

がおり、12 世紀中ࠒの人物と見られる。

　12 世紀ޙ半になると、৓ࢯは৓ࢿӬ（ॿӬ）や৓ॿ৬（Ӭໜ）らの׆༂もあり、Ѩլ北地ํのほ΅શ域

をࢧ配するまでに成長した。なお、h 国の人ʑからޙ年ࣣ月一日条には৓ॿ৬が越（1181）ޒ葉ʱ治ঝۄ

「白川ؗޚ」とশされたことが記されている。1181（ཆ࿨元）年、中央੓ݖ（平ࢯ੓ݖ）は৴濃国の木曽義

஥らの൓ཚ܉௟ѹのため、৓ॿ৬は越ޙकにิ೚された（h 日条）。1181（णޒ葉ʱཆ࿨元年（1181）ീ月ेۄ

Ӭ元）年 10 月、৓ॿ৬は木曽義஥の܉੎にഊれ、ݯཔேのัྂとなり、৓ࢯの੎ྗはऑまり຅落した。

そのޙ、৓ॿ৬のԛの৓小ଠ郎ࢿ੝がԞ山૳ௗࡔ৓にڍฌするが、佐ʑ木੝ߝの܉੎にഊれ、৓ࢯは໓๢

した。

　1185（文治元）年、ݯཔேはޙ白Տ্ߖからશ国にकޢ ŋ 地頭をઃ置する௘ڐをಘる。地頭の৬ݖには

があり、૳ԂのӡӦは実質的に地頭が行っݖ土地؅ཧ、（ฌྐถの徴収・ߩ年）ݖඍ੫、（治҆ҡ࣋）ݖ࡯ܯ

ていた。越ޙ国の地頭には、新たにྖ土をڅ༩された新Ը地頭という特徴がある。Ѩլ北地域も֤૳Ԃに

新Ը地頭が置かれ、加地૳には佐ʑ木੝ߝが地頭に೚ͥられた。佐ʑ木੝ߝは一時期、越ޙ国कޢ৬にも

बいていた人物である。佐ʑ木੝ߝと子ଉ・৴実は「加地」と号していたが、੝ߝの所ྖは加地૳のほか

にもあり、ඞずしも੝ߝ・৴実෕子の中৺的所ྖが加地૳というわけではない。しかしながら、1221（ঝ

෎ޙ越、ޙをഁり、そのݡ文山のઓいで酒ޯീ郎Ոئのཚにおいて、佐ʑ木৴実は加地૳ٱ年のঝ（̏ٱ

中΁ࢀ集して北条ହ時のఋ・ே時（北཮道大ক܉）にैい্བするなͲ、越ޙとの関係をࣔすものも࢒っ

ている。ޙに৴実の子̔名のうちա半数は加地૳を根拠地としたので、加地૳は੝ߝの子ଙにとっての基
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൫となった。ࣨ町時代以降、৴実のࡾ男時लのޙᧈ新発田ޒ、ࢯ男義ߝのޙᧈ஛ມࢯら一଒が૳内で੎ྗ

をৼるうようになる。

　1333（元̏߂）年に鎌૔ນ෎が໓๢し、建෢新੓ݖが発଍する。౗ນに大きなޭ੷を͛ڍた新田義ఃが

越ޙकに೚໋されकޢ৬を݉຿し一国શମを౷ׅした。ほͲなく଍རଚࢯとޙ୉ޣ天ߖ・新田義ఃとの関

係はѱ化し、ଚࢯはޙ୉ޣଆに൓ضを຋す。ޙ୉ޣ天ߖの南ேଆは、新田義ఃを૯大কとして出ਞするが、

ଚ܉ࢯにഊれる。ଚࢯが൓ضをͻるがえすと、Ѩլ北の物部ࢯ・佐ʑ木加地ࡾ・ࢯӜ࿨田ࢯ一଒らは௚ち

にଚํࢯとなり、そのক師となったのは加地૳に੎ྗをுる加地近江ݖकߝܠであった。これ以降、越ޙ

国も南北ேのಈཚ状態になる。

　1338（Ԇ元̏）年にଚࢯは੐Ҕ大ক܉となり、ࣨ町ນ෎が成立する。1341（ྐྵ応４）年には、্杉ݦݑ

が越ޙ国कޢとなる。ݦݑに代わりӉ౎ߝࢯٶが越ޙ国कޢを຿めたこともあるが、ଚࢯ຅ޙにはݦݑが

कޢに࠶೚され、それ以ޙ、্杉ࢯが越ޙकޢを世ऻすることとなる。越ޙ国֤地には্杉一଒やकޢ代

長ඌ一଒を配置するが、越ޙ෎中を拠点とするक্ޢ杉ࢯのࢧ配は、Ѩլ北地ํにはٴͼにくかったと見

られる。

　この16、ޙ 世紀前半までक্ޢ杉ࢯ、कޢ代長ඌࢯによる越ޙ国ࢧ配のମ੍が存ଓする。1507（Ӭ正４）

年、कޢ代長ඌҝӨがक্ޢ杉๪能を௥์し、कޢに্杉ࢯ一଒の্条定実を༴立したとき、越ޙのઓ国

時代がນを։ける。

集 落 遺 跡

　中世の集落は࠭丘্にはগなく、小Տ川が形成したࣗવఅ๷やඍ高地に多く認められる。当遺跡पลで

はほとんͲ見つかっておらず、ࢵӢ寺潟पลに比較的まとまって集落が分෍する。σト山遺跡（̔）は࠭

丘্に立地する数গない中世集落のͻとつで、鎌૔時代からࣨ町時代の掘立柱建物１౩のほか、溝やピッ

トが検出されているʦࡔ໺井 2005ʧ。ࢵӢ寺潟のର؛にはಉ時期のॅ吉遺跡（̕）、二ッ割遺跡（10）、中

ॅ吉遺跡（11）が位置する。ॅ吉遺跡からは掘立柱建物が 23 ౩検出され、中には面積が 100㎡を௒える

ものもあり、高ڃ品をؚΉ༌ೖ陶磁器や木製遺物が充実している。遺構や遺物からॅډ者は༗ྗ೶ຽ層以

্で、加地૳古Տ条の։発にਂく関༩したことがうかがえるʦ高ڮほか 2006ʧ。࠭山中道Լ遺跡（̒）も

ॅ吉遺跡とほ΅ಉ時期の遺跡である。࠭山中道Լ遺跡では掘立柱建物が̔౩検出され、その中には࢛ํを

溝で囲まれる̎間×̎間のํ形建物がؚまれるʦ佐藤ほか 2006ʧ。加治川地区の加治天王前遺跡（25）では、

15 ～ 16 世紀が主ମの遺構群が見つかり、そのഎޙに位置する加治৓跡（37）との関࿈がうかがえるʦҏ

藤ほか 2008ʧ。

城　　　館

　新発田市では、中世৓ؗ（山৓跡・ؗ跡）90 か所がप஌化されている。新発田市पลの৓ؗについては、

ҏ藤正一ࢯがৄࡉに報告しʦҏ藤 1980ʧ、新潟県もまとめているʦԣ山・஛田 1987ʧ。ҏ藤ࢯの࿦考を

考に৓ؗの特徴を見ていく。新発田市域は৓ؗの分෍ີ౓が高く、胎内市付近、े日町市付近、佐渡ࢀ

国中平໺と並ぶ県Լ༗数の高ີ౓地域である。৓ؗは加治川本ྲྀࢧが形成した扇状地の一部（։ੳ扇状地）

や྆؛のՏ؛ஈ丘のԑล、中小Տ川の落合部（合ྲྀ部）、沖積平໺に形成されたࣗવఅ๷やඍ高地なͲに立

地するものが多い。次に、主な৓ؗについて見ていくこととする。

　۳形山຺੢࿢にはॅ田৓跡（34）、۳形山຺の࠷南端には加治৓跡（37）がある。加治৓跡は佐ʑ木加
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地ࢯの要֐が置かれたとこΖで、ઓ国時代の様相を࢒している。その南੢約 1�3LN にあるശؗ跡（36）

は加地ࢯのؗډのͻとつである。ശؗ跡はງでํ形に区ըされた一ล 70N のؗډ跡とΈられ、発掘調

査によりそのງの一部が֬認された。ງからは 15 世紀代の漆器がྑ޷な状態で出土しているʦҏ藤ほか

2006ʧ。

　佐ʑ木川ྲྀ域には੺ؗڮ跡（39）、ଠؗࡈ跡（40）、ീ഼ؗ跡（41）、ീ഼৓跡（42）がある。੺ؗڮ跡

は੺ݰڮ൭が在ؗしたと఻えられ、ງ跡の一部が࢒っている。ଠؗࡈ跡は一ล約 80N の୯ֲ式ํ形ؗډ

と推定され、出土遺物から 15 世紀前半にഇઈしたと考えられるʦ津田 2011ʧ。ീ഼ؗ跡は一ล約 100N

の正ํ形のງに囲まれたؗと見られる。その南ํ約 100N に位置するീ഼৓跡とともに、新発田合ઓの

時に新発田ॏՈଆの前ઢਞ地としてॏ要な໾割をՌたしたものと考えられている。

。໺৓跡（38）が位置するެेޒ、の拠点ࢯ໺ެेޒ一଒であるࢯ໺丘陵南端のઌ端には、新発田ެेޒ　

主ֲは東੢約 90N、南北幅は広いとこΖで約 25N、શମに「く」の字状のֲで中央には土ྥが存在する。

主ֲの東ଆには二ॏのۭງがઃけられている。この地で行なわれたઓ国期のެेޒ໺合ઓについては、h؅

Ӑ෢ؑ （ɦՆ目定๪著、1693（元࿣̒）年成立）に記されている。

　当遺跡の南東ଆ 1�3ᶳには、新発田৓（33）がある。新発田川とそのٴ、ྲྀࢧͼࣗવఅ๷をར༻して構

築された近世৓ֲで、その築৓時期は われている。これまでの発掘調査で近世৓ݴ年と（長̓ܚ）1602

ֲに൐うງや土ྥのほかに、平҆時代の遺構やࣨ町～ઓ国時代のؗډ跡なͲも見つかっている。第̔地点

ʦ௽巻ほか 1997ʧは、「Ո中԰ෑ割ਤ」（天保年間以前作成）・「一า一間า٧૜ֆਤ」（天保 11 年ࠒ作成）に記

されている近世のງと土ྥの基ఈ部が検出された。その土ྥのԼ層からはࡌ 14 世紀代のງが検出された。

その南ଆでは多数の柱݀が見つかったことから、ງに囲まれた中世ؗډの存在が明らかとなった。また第

11 地点ʦ௽巻ほか 2001ʧでは、୦݀建物や掘立柱建物、井戸、溝が検出され、これらの時期は 14 世紀

代が中৺と考えられている。ງを境に、北ଆ（第 11 地点）では井戸や୦݀建物が多いのにରし、南ଆ（第

̔地点）では掘立柱建物の柱݀が多く、「৔」によって遺構の૊Έ合わせがҟなる状گが֬認された。こ

のؗډ跡はࣨ町時代からઓ国時代にかけて当地を治めていた国人ྖ主の新発田ࢯに関࿈する可能性が高い

と考えられている。



14

第ᶙষ　遺 跡 の ֓ 要

１　άリッドと調査区のઃ定

　άリッドは、国Ո࠲標ᶞ系にԊって 10 ̼のํ؟を૊ΈࠐΈ、これを大άリッドとした（ਤ൛１）。大άリッ

ドのݺশは、੢から東΁ΞϥϏΞ数字で１・̎・̏ʜ、北から南΁ΞϧϑΝϕットの大文字で̖・̗・̘

ʜとした記号を૊Έ合わせ、１ ・̖̎ ̖ʜ、１ ・̗̎ ̗ʜ、１ ・̘̎ ̘ʜのようにදࣔした。さらに大άリッ

ド内を 25 分割し、北੢۱を１、北東۱を̑、南੢۱を 21、南東۱を 25 となるように番号を付し、大ά

リッド番号との૊Έ合わせで「11 ̖ 21」౳とදした。なお、調査範囲のほ΅中央に位置する 8 ̗άリッ

ド北੢۱の杭の࠲標は、̭＝ 217,920、̮＝ 71,930 である。

　調査区は、ళฮの出ೖりޱを֬保しながら 2 か年にわたって調査したため、4 か所に分அされた。

2012 年౓に調査した範囲 2 か所のうち、新潟ଆを 1 区、村্ଆを 2 区とݺぶこととした。ଓく 2013

年౓も 2 か所調査したが、新潟ଆを 3 区、村্ଆを 4 区とݺぶこととした。また、本དྷであれば本発掘

調査のର৅地であるが、調査条݅の੍約から֬認調査のΈを実ࢪした࠷も村্ଆの調査区を 5 区とݺぶ

こととした（第̎ਤ）。したがって、調査区の位置関係はਤ൛ 1 のとおり、新潟ଆから村্ଆに޲かって、

1 区・3 区・2 区・4 区・5 区と並ぶ。

̎　基　本　層　ং

　基本層ংは、্Լ 2 ຕの遺物แؚ層があり、遺物แؚ層間に間層が存在する範囲と、存在しない範囲

とがある。遺構検出面は্層では 1 面、Լ層ではີݫには 3 面ある（第̑ਤ）。いずれの土質も、ߑ水に

༝དྷする࠭・シϧトからなり、水のӨڹをडけやすい地域であったことがཪ付けられた。当遺跡は、扇状

地のઌ扇部分に立地することから、࠭丘間との間をྲྀれたであΖう加治川水系のՏ川によって土࠭がӡൖ

され、ଯ積したものと考えられる。以Լ、֤層について記ड़する。

０層　盛土　　঎業地଄成時の੝࠭（࠭丘࠭）。

Ⅰ層　灰色砂質シルト（5Y4/1）　　چද土（水田ߞ作土）。寛Ӭ通ๅやϏχーϧାなͲをؚΉ。

Ⅱ層　黒褐色砂質シルト（2.5YR3/1）　　古代～中世の遺物แؚ層。地点によって৭調にएׯの相ҧが

あるが、ࠇ৭を基調とする特徴的な層४であることから、調査区間をର比する্でࢧোはなかった。花

ቋؠの֯᛽（௚ܘ 2 ～ 10ᶱ）を多量にؚΉが、Լ位に̠１層が存在する範囲では、花ቋؠの比率が特に

高かった。一部ではᶘ層࠷Լ部から古代の遺物が面をなすようにまとまって出土した。出土層位はᶘ層

部にまとまり、古代の遺構覆土ఈ部から出土した土器と多くの઀合関係が認められた্࠷Լ部～ᶙ層࠷

ことから、本དྷ的にはᶙ層্࠷部にؼ属すると考えた。このような状گもあり、ᶘ層としてऔり্͛た

古代の遺物が多数あるが、ᶙ層を֧፩して࣋ち্͛られたものや、本དྷ的にはᶙ層্࠷部に位置付けら

れるものとධՁできる。したがって、ᶘ層には古代の遺物をؚΉものの、中世（13 世紀～ 15 世紀）に

形成された遺物แؚ層と݁࿦付けた。
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第５図　基本層序模式図

Ｋ層（間層）　　փ白৭を基調とする間層で 4 層にࡉ分できる。基本的にはແ遺物層であるが、古代の

遺物が数ย出土した。ଯ積時にԼ位の遺物แؚ層にؚまれるものが巻きࠐまれたのであΖう。この間層

は、古代の遺物แؚ層ᶙ層と中世の遺物แؚ層ᶘ層の間で、̑列より東ଆで検出された。ᶙ層にؚまれ

る࠷も新しい遺物が 9 世紀中こΖ、ᶘ層にؚまれる࠷も古い遺物が 13 世紀であることから、ଯ積年代

は 9 世紀中こΖ以降、13 世紀前半以前となる。また、̠層は 4 層にࡉ分することが可能であり、্位

の 2 層（,1 層・,2 層）とԼ位の 2 層（,3 層・,4 層）とでଯ積環境が著しくҟなることが分かった。Լ

位の̠ 3・̠ 4 層は৭調がより҉くཻ子がࡉかな೪質シϧトでガπϘ質の部分がある。これにରし、্

位の̠１層はૈ࠭、̠ 2 層は࠭質シϧトである。すなわち、前者はྲྀれが؇やかな湿地で時間をかけ

てଯ積した土層、ޙ者はྲྀれが଎いߑ水性のଯ積した土層と考えられる。

Ｋ 1層　灰白色粗砂（10YR7/1）　　中世（্層）の遺構検出面。௚ܘ 5 ～ 10ᶱほͲの花ቋؠの֯᛽

を主ମとする。花ቋؠは、加治川্ྲྀの൧๛山地からもたらされたと考えられる。

Ｋ2層　灰色シルト（7.5Y4/1）～灰色砂質シルト（10YR6/1）　　೪性・しまりともڧい。東に޲かってঃʑ

に࠭質となり、2 区では࠭質シϧトとなる。地点によっては、シϧトと࠭質シϧトのޓ層がݦ著に認

められる。

Ｋ 3層　黒褐色腐植物（10YR3/1）～暗灰色腐植物・シルト（N3/）　　１・̏区ではະ分ղの২物が明

ྎに࢒るが、2 区では෗২物がগなくなりシϧトに近い土質となる。্Լの層よりしまりがऑい。層

ްが̏～̒ᶲで、্Լの層よりബい。

Ｋ4層　灰色砂質シルト（N5/）　東に޲かってシϧト質がややڧくなる。1区の落ちࡍで、古代の遺物（土

師器のແ台࿶・長ᙈ）がগ量ؚまれていた。,4 層௚Լのᶙ層を࡟ったࡍに、古代の遺物を巻きࠐんͩ

ものと考えられる。

Ⅲ層　灰色砂質シルト（5Y4/2）　　古代（8 世紀末～ 9 世紀中こΖ）の遺物แؚ層。これより古い遺物も、

新しい遺物もؚまれない。ᶘ層よりも࠭質がڧい。1 区ではཻܘがややૈく、௚ܘ 3 ～ 5NN ほͲの୸

化物ཻが͝くわずかにࠞೖする。この্面から掘りࠐまれる遺構、ᶙ層が落ちࠐΉ遺構、ᶙ層のԼ位

から掘りࠐまれる遺構がある。すなわち、ີݫには古代においても 3 時期の存在を֬認した。ᶙ層が、

水ଯ積物に༝དྷして形成したߑ、Ҋすればצのૈい࠭質であると、ଯ積期間が୹期間であることをܘཻ

土層と考えられる。

4E4E4E4E4E4E
4,4,4,

4%4%4%4%4%4%

111

境界杭

111 111 111 111 111

ᶚ

ᶚ
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ᶗᶗ

ᶗ
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੝土 ੝土
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4�00N
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中世ᶗ期（ᶘ層）
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古代ᶘ期（ᶙ層）

中世ᶘ期（ᶘ層）

古代ᶗ期（ᶙ層）
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Ⅳ層　灰白色（10YR7/1）～黄灰褐色（10YR5/2）粗砂　　古代の遺構検出面。Ξシのܪがྛ立するとこ

Ζにシϧトがଯ積しており、またガπϘ層とのޓ層をなす部分もあることから、集落形成以前は湿地で

あったことがうかがえる。なお、ᶚ層্面から 35ᶲほͲԼ位にはૈ࠭層がある。ここがಁ水層であり、

井戸はこのૈ࠭層を掘りൈいている。なお、これよりԼ位は、シϧト・࠭・෗২物のޓ層となり、遺物

แؚ層を認めることはできなかった。

̏　調 査 の ֓ 要

すると、す͙に࡟ද土（ᶗ層）を掘چ　 1 ຕ目の遺物แؚ層であるᶘ層が࿐出した。ᶘ層中からは、古代

と中世の遺物が認められたが、基本的には中世の遺物แؚ層と考えられ、13 世紀～ 15 世紀代の遺物が

出土した。中世の遺構は、ᶙ層্面で検出したが、ᶙ層との間に間層（, 層）が存在する部分では、, 層

্面が中世の遺構検出面となった。中世の遺構には、ピット・井戸・土坑がある。ピットの中には柱根の

小であるため、建物の૊Έ合わせを見出すことはできなかった。たͩڱるものもあったが、調査範囲が࢒

し、2 区においては௚ઢ্に౳間ִでピットが検出された部分があった。建物または杭列の一部であると

想定されるが、શମ૾の೺Ѳにはࢸらなかった。井戸は、ਂさ 60ᶲほͲのઙいものが主ମである。いず

れもಁ水層とࢥわれるૈ࠭層を掘りൈいていることから、このਂさでも水をಘることはできたと考えられ

る。井戸のଆには、24 基中、12 基に曲物がਾえられていた。ૈ࠭層は、༙水すると่落が著しいため、

土ཹめがඞ要であったのであΖう。曲物が࢒されていない井戸においては、։ޱ部が大きく広がっている

ものがあった。おそらくはస༻するために、曲物をҾきൈいたのであΖう。覆土中からは多数の遺物が出

土した。特に箸状木製品の出土が特徴的である。また、覆土にはඞずϤシの෗২がհ在しており、Կらか

のҙਤをもって埋め戻されたことをうかがい஌ることができる。

　2 ຕ目の遺物แؚ層は、ᶘ層の௚Լから検出した範囲と、, 層をڬんで検出した範囲とがあった。ここ

にؚまれる遺物は 8 世紀末～ 9 世紀中こΖのものにݶ定される。遺構検出面は、ᶙ層্面とᶚ層্面で

あるが、ᶚ層্面ではᶙ層が覆土中に落ちࠐΉものと、ᶙ層が覆土を覆っているものがある。したがって、

古代の遺構は 3 時期にࡉ分することができる。Լ層で検出した遺構は、溝と杭列である。溝は畑作溝と

見られ、古代の遺構検出面でも標高が高い̏列から̑列のΈで検出した。溝はॎԣに認められるが、੾り

合い関係をಡΈऔることはできなかった。1 区の੢端に޲かい、地形が大きく落ちࠐんでおり、そのࣼ܏

ม׵点付近には、地形にԊうように境界杭列を検出した。この杭列をڬΈ、高い東ଆでは畑作溝が検出され、

低い੢ଆでは水田が築かれたものと推ଌできる。地山であるᶚ層との層ཧ面は、畑作範囲では௚ઢ的であ

るのにରし、水田と見られる੢端の低地では層界のཚれがݦ著であった。ӷ状化現৅（ྲྀಈม形）の可能

性も考えたが、畑地・低地とも地山となるᶚ層の土質はڞ通しており、྆者では数 N しか཭れていない。

標高ࠩもわずか 10 ～ 20ᶲఔ౓しかなく、Ծにӷ状化現৅が発生していれば྆者でその痕跡を認めるこ

とができると考えられる。したがって、低地部分における層界のཚれは、౿Έൈき痕とཧղした。花ค分

ੳ・২物ࢎܔମ分ੳを౿まえれば、低地で水田ߞ作が行われたと推ଌでき、その作業時に形成された଍跡

とཧղすることができる。
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４　調査の基本ํ਑

A　遺構名の付しํ

　遺構名は、遺構種別のུ号と通し番号を૊Έ合わせてද記した。遺構番号のུ号は、柱݀・柱根・ピッ

ト＝ 1、井戸＝ 4E、土坑＝ 4,、掘立柱建物＝ 4#、杭列＝̨̖、溝＝ 4%、性格不明遺構＝ 4X とした。

通し番号は、遺構種別・検出層位にかかわりなく通し付した。調査ޙにܽ番が生じた৔合でも、そのޙの

ࠞཚをආけるため、番号の付け௚しは行っていない。したがって、遺構番号の数が、遺構の数をࣔしてい

るわけではない。

#　土層࡯؍の記ํࡌ法

　土層஫記にあたっては؍٬性を֬保するため、次のڞ通認ࣝのԼ、記ࡌすることとした。調査中もࢼ行

にあってگ性の֬保に౒めたが、ඞずしもे分でない面もある。そのような状؍りฦしながら٬܁をޡࡨ

も、্Լの土層との相ର的な相ҧをද現することにཹҙすることに౒めることとした。

色調　　೶ྛ水産ল೶ྛ水産ٕज़会ٞ事຿ہ・（財）日本৭࠼研究所؂मʰ新൛　標४土৭஽ （ɦ2003

年౓൛）を使༻したが、৭調はס૩の౓合い、ۭؾに৮れたޙのࢎ化のਐ行౳によって著しくม化する。

できるͩけ水分をؚんͩ新઱な状態で৭調を൑அするようཹҙした。また、h 標४土৭஽ʱの分類্、

ಉじ৭調である৔合、্Լの土層と比΂て相ର的に「より明るい」または「より҉い」とซ記した。

土質　　当遺跡の土質は、基本的には「シϧト」であり、೪性のڧい部分とऑい部分がある。より೪性

のڧいシϧトを「೪質シϧト」とし、相ର的にཻ子がよりࡉかく೪性のڧい土層を「೪土層」と区別した。

一ํ、より࠭質の土層を「࠭質シϧト」とし、よりཻ子がૈい࠭層を「࠭ࡉ層」、ཻ子が 1NN を௒え

るものを「ૈ࠭層」として区別した。また、২物遺ମを主ମとする෗ৰ層については、「ガπϘ層」と

。শしたݺ

しまり　　しまりについては、ۃめて֮ײ的要ૉが多い記ࡌである。特に、ס૩の౓合いによって記ड़

内༰がࠨӈされることがあるため、্Լの土層との相ରࠩをࣔす৔合に記ड़することとした。

混入物　　ࠞೖ物には、୸化物、地山ϒϩッΫ、᛽、২物遺ମ౳が認められた。ࠞೖ物のؚ༗率につい

て 10 ～ 20ˋఔ౓を基४とし、これより多い৔合は「多量」、40ˋを௒える৔合は「ۃめて多量」とした。

一ํ、基४よりগない৔合は「わずか」、3ˋをԼճる৔合は「͝くわずか」と区別した。また、ࠞೖ

の状態は、ϒϩッΫ状、ཻ子౳の状態や、ཻܘもซ記することとした。

$　遺構の記ํࡌ法

　遺構のઆ明には、本文・࡯؍ද・ਤ面ਤ൛・ࣸ真ਤ൛を༻いる。

本文は、遺構の種別͝とにఏࣔすることとする。ここでは、ݸ別の記ࡌは行わず、࡯؍දでࣔしきれない

৘報を੝りࠐΉことを基本とした。したがって、遺構のݸ別৘報については、࡯؍දをࢀ照されたい。

ͼஅٴ෉した。平面形態޻දは、遺構種別͝とにఏࣔした。遺構の内༰を౳質的かつ的֬にࣔす΂く࡯؍

面形態の分類はʦ加藤 1999ʧ（第 6 ਤ）、覆土の埋຅状態の分類はʦߥ川 2004ʧ（第 7 ਤ）にしたがった。

遺構の੾り合い関係については、不౳記号を༻いて「新ʼچ」のようにࣔした。また、࡯؍දには検ࡧと

いうଆ面からの৘報も付加することとし、֤種࡯؍項目のほかに、ਤ面ਤ൛番号、報告遺物番号を加える
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ことでର照しやすくした。

　ਤ面ਤ൛は、１ʗ 400 のશମਤ、１ʗ 100 の分割平面ਤ、１ʗ 40 のηΫシϣϯਤ・ΤϨϕーシϣϯ

ਤを基本とした（掘立柱建物なͲ、状گに応じて１ʗ 50・1 ʗ 60 を࠾༻したものもある）。ਤ൛中にఴ付してあ

るεέーϧを֬認されたい。遺構のݸ別平面ਤは、分割平面ਤをもってఏࣔすることとしたため、分割平

面ਤとηΫシϣϯਤとをର照する構成となっている。たͩし、分割平面ਤでࣔすことは೉しいਤ面につい

ては、１ʗ 20 のݸ別平面ਤ・அ面ਤでࣔした。

　ࣸ真ਤ൛は、特にॏ要な遺構、遺存状態のྑ޷な遺構、特徴をよくଊえられるΧットをબ୒してࡌܝし

たため、す΂ての遺構を໢ཏしていない。また、ਤ面ਤ൛に൓өできなかった৘報をิ完する؍点からも

બ୒した。なお、ࣸ真ਤ൛については、おおΉね時代・遺構種別͝とに遺構番号ॱにࡌܝすることとした。

ԁ　形 ପԁ形 ํ　形 長 ํ 形 不੔形

ԁ形
ପԁ形
ํ形
長ํ形
不੔形

平面形態の分類

அ面形態の分類
台形状 ശ　状 状　ހ

半ԁ状 6
字
状

ା状

7字状
࿙
ే
状

֊ஈ状

台形状
ఈ部に平ୱ面を࣋ち、ほ΅ਨ௚に立ち্がるもの。
ఈ部に平ୱ面を࣋ち、؇やか～ࣼٸ౓に立ち্がるもの。

ఈ部に平ୱ面を࣋たない࿶状で、ࣼٸ౓に立ち্がるもの。
ఈ部に平ୱ面を࣋たないހ状で、؇やかに立ち্がるもの。

ശ状
状ހ
半ԁ状

6字状

ା状

7字状
࿙ే状
֊ஈ状

内܏ ਨ௚
౓ࣼٸ

؇やか

長ܘが୹ܘの1�2ഒະຬのもの。

長࣠が୹࣠の1�2ഒ以্のもの。
長࣠が୹࣠の1�2ഒະຬのもの。
長ܘが୹ܘの1�2ഒ以্のもの。

凸凹で一定の平面形を࣋たないもの。

֬認面のܘよりもਂさの஋が大きく、ほ΅ਨ௚に立ち্が
るもの。

֬認面のܘよりもਂさの஋が大きく、内ܘしたޙにਨ௚ないし
。して立ち্がるもの܏֎

点的なఈ部を࣋ち、ࣼٸ౓に立ち্がるもの。
Լ部が6字状、্部が7字状の二ஈ構଄からなるもの。
֊ஈ状の立ち্がりを࣋つもの。

Ϩϯズ状 水　平

水平Ϩϯズ

ϒϩッΫ状 ୯層

ࣼ　位柱　痕

Ϩϯズ状
水平

水平Ϩϯズ

ϒϩッΫ状
୯層

ࣼ位
柱痕

ϒϩッΫ状にଯ積する。
覆土が୯一層のもの。

ෳ数層が水平にଯ積する。
ෳ数層がϨϯズ状にଯ積する。

覆土Լ位は水平に、্位はϨϯズ状にଯ積するもの。
ࣼめにଯ積するもの。
柱痕とࢥわれる土層がଯ積するもの。

第 6図　遺構の平面図・断面形状の分類　（ʦ加藤 1999ʧからసࡌ・一部վ編）

第７図　覆土の堆積形状の分類　（ʦߥ川 2004ʧからసࡌ・一部վ編）
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第ᶚষ　遺　　　構

第２表　各地区における中世の遺構数

A　֓　　　要

　্層の遺構は、ᶘ層௚Լで検出したものである。地点により、検出面はᶙ層্面、ᶚ層্面、, 層্面

とҟなる。্層の遺構は井戸 24 基、土坑 24 基、溝 12 条、性格不明遺構 19 基、ピット 196 基である。

֤地区の遺構数は第̎දでࣔした。これらの遺構の時期は、出土遺物の年代から中世（13 世紀～ 15 世紀）

のものと考えられる。

　遺構の検出状گは、覆土がࠇ৭土を基調とするものが多く、検出面がփ৭の࠭・࠭質シϧトが主ମであ

ることから比較的༰қに֬認できた。たͩし、҉いփ৭のᶙ層（古代のแؚ層）がଯ積する１区では、遺

構覆土と遺構検出面の৭調がࣅており、作業にやや時間を要した。また、遺構検出面は࠭質であることか

ら遺構のน面が่れないよう、े分に஫ҙしながら掘࡟をਐめた。

　覆土は、৭調、ࠞೖ物の特徴から中世覆土 A 群（以Լ、A 群）と中世覆土 # 群（以Լ、# 群）に大きく分

けることができる。A 群はᶘ層༝དྷの׊ࠇ৭࠭質シϧトが主ମで、# 群はᶘ層༝དྷの׊ࠇ৭࠭質シϧトに

ԫփ৭シϧトϒϩッΫが多量にࠞೖするものである。# 群にはԫփ৭シϧトϒϩッΫがࠞೖすることか

ら、A 群よりも৭調はやや明るい。ԫփ৭シϧトϒϩッΫは、遺構を埋め戻すࡍにࠞೖしたもので、,2

層に༝དྷすると考えられる。また、遺構の੾り合い関係と覆土にண目すると、4E115（A 群）ʼ 4,114（#

群）、1129（A 群）ʼ 1130（# 群）の関係から、# 群よりも A 群が新しいと考えられる（ਤ൛ 53）。たͩし、

,2 層は 5 列より東ଆにଯ積するため、４列より੢ଆで検出した遺構については、# 群の遺構とಉ時期で

あってもԫփ৭シϧトϒϩッΫはほとんͲؚまれない。

　次に記すݸ別遺構の記ࡌは、井戸の構଄や覆土のଯ積状گ、遺物の出土状گを中৺に報告する。֤遺構

の位置やن໛については、࡯؍දをࢀ照されたい。また出土した遺物について、瀬戸焼・美濃焼を「瀬戸

美濃」、珠洲焼を「珠洲」とද記する。

１　্層（中世）の遺構

調査年౓ 地区 井戸（基） 土坑（基） 溝（条） ピット（基）掘立柱建物（౩）
4X（性格不明遺構） 

（基）
4X（杭）（基） උ考

2012 1 12 3 3 71 0 0 1
遺構番号は 100 ～。 
１区では、古代の遺構も
検出。

2012 2 7 6 6 52 2 4 4 遺構番号は１～。

2013 3 5 10 1 70 0 0 1 遺構番号は 300 ～。

2013 4 0 5 2 3 0 2 7 遺構番号は 400 ～。

合ܭ 24 24 12 196 2 6 13
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第３表　小船渡遺跡における井戸の分類第８図　井戸の部分名称ʦӉ໺ 1982ʧ

第９図　井戸の規模

井 戸 の 概 要

　井戸のن໛や構଄は、地山の土質やಁ水層のਂさによって大きくҟなる。井戸の構଄やن໛を೺Ѳす

ることで、当時の人ʑの水を֬保するज़を஌ることができる。井戸は大きく分けて̏つの部分からなる。

それらの名শは研究者によってҟなるが、本ߘではʦӉ໺ 1982ʧの名শを࠾༻したい（第̔ਤ）。ʦӉ໺

1982ʧ以降、「井นを保ޢするٕज़」すなわち「井戸ଆ」の構଄による分類が主ྲྀとなっている。そのࢹ

点で当遺跡の井戸を分類すると「ૉ掘り井戸」が 16 基、「井戸ଆを༗する井戸」が 8 基となる。「井戸ଆ

を༗する井戸」には曲物やॎ板૊のものがある。ૉ掘り井戸 16 基のうち、4 基には水ཷに曲物がઃ置さ

れていた。その中には 4E187 のように曲物がೖ子状にઃ置されたものもある。このようにΈると、井戸

ଆの構଄のΈで൑அすればૉ掘り井戸の範ᙝに収まるものも、水ཷの構଄にண目するとࡉ分が可能となる。

水ᖒ޾一ࢯは水の֬保と水をټΉために௼ළ（曲物）を౤ೖする৔所である水ཷを保ޢするٕज़に஫目し、

水ཷの構଄をもとに分類しているʦ水ᖒ 2009ʧ。本ߘでは、それもࢀ考にし、第̏දのように分類した。

「ૉ掘りの井戸」（ᶗ類）と「井戸ଆをઃ置する井戸」（ᶘ類）に大別する。さらに、ᶗ類を水ཷの曲物ઃ置

の༗ແでᶗ B 類（曲物なし）とᶗ C 類（曲物あり）にࡉ分した。ᶘ類については井戸ଆの構଄、さらに水ཷ

の༗ແで、ᶘ B・ᶘ C・ᶘ D・ᶘ E 類にࡉ分した（第̏ද）。

　第̕ਤは井戸のن໛をࣔしたものである。井戸の長ܘは平ۉ 84�8ᶲ、ਂさは平ۉ 59�3ᶲである。井戸

#　֤　　　આ

１）　井　　　戸

のن໛とਂさは地൫とີ઀な関係がうかがえ

る。ಁ水層はᶚ層中のૈ࠭層で、地点によっ

て高低ࠩがΈられるが、その標高は約 4�3N

である。井戸のఈ面標高の平ۉが 3�99N で

あり、ਂさが 50ᶲఔの井戸でも、े分にಁ

水層までୡしていたものと考えられる（第

10 ਤ）。また、特චす΂き点は遺物の出土状

である。多くの井戸からは、陶磁器や木製گ

品、᛽が出土した。これらの出土状گのなか

井戸の分類
井戸検出数 

（基）
井戸側 水溜の曲物 宇野分類

ᶗ B 12  ૉ掘り  なし  A ᶗ類

ᶗ C 4  ૉ掘り  曲物ઃ置

ᶘ B 5  曲物  なし  # ᶞ類

ᶘ C 1  ॎ板૊ແ࣋ࢧʴ曲物  なし  # ᶘ B 類（平面形がԁ形）

ᶘ D 1  ॎ板૊ԣཹࢅめʴ曲物  なし  # ᶙ類

ᶘ E 1  ॎ板૊ԣཹࢅめ  曲物ઃ置水溜

井戸側

井桁

0
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150

0 50 100 150 200 250

ਂ
さ
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には、井戸祭祀が行われたことを想定させるものもある。さらに、人ҝによる埋戻しのࡍには、ະ分ղの

২物（෗২）がଯ積する状گも認められた。このような行ҝも井戸祭祀に関係するものと考えられる。

各　　　説

SE9（ਤ൛ 13・14・70）　4E9 はᶗ B 類である。4%7 とのॏෳ関係が認められ、4E9 のほうが新しい。

覆土は̔層に分層した。̏・４層は෗২が主ମで、্Լ層よりも層ްがബい。̏層から出土した北越窯産

瓷器系陶器のᙈ（４）は、4E10 の̓層から出土したものと઀合した。瓷器系陶器のᙈ（４）は 13 世紀中

葉に比定される。

　SE10（ਤ൛ 13・15・54・70）　4E10 はᶗ B 類である。検出した井戸のなかでن໛が࠷も大きく、長ܘ

237ᶲ、୹ܘ 218ᶲである。ਂさが 65ᶲと、平面ن໛の割にはઙい井戸である。覆土は 11 層に分層した。

覆土のԼ位から中位にかけて、陶磁器や᛽、多数の木製品が出土した。陶磁器は̑・̔・̕層から北越産

瓷器系陶器のᙈ（４～̒）、10 層から土師質土器のࡼ（̏）が出土した。瓷器系陶器のᙈ（４～̒）は 13

世紀中葉、土師質土器のࡼは 14 世紀代に比定される。木製品には舟形（114）・（117・116）۲ࡈ・箸状（119

～ 131）なͲ、祭祀をうかがわせる遺物もある。᛽は 43 点出土し、そのうち̏点にはඃ೤の痕跡が認め

られた。これらの᛽のなかには、多字一石経（71）がؚまれていた。多字一石経（71）は、覆土の中位に

あたる̓層から出土した。平面位置は井戸の中৺部分にあたる。多字一石経には「妙法蓮華経ༀ૲ᄻ品第

の一節が൑ಡできる（第「ޒ 16 ਤࢀ照）。井戸から多字一石経が出土する事ྫは、্越市ߥ町南新田遺跡

4E916 がある。ここからは᛽が 222 点出土し、そのうち̎点が多字一石経であったʦ金内ほか2010ʧ。また、

井戸のほ΅中央で柱根（135）が検出された。この柱根は、4E10 が埋め戻されたޙに掘られた柱݀に൐

うものと考えられる。அ面を֬認したが、この柱根のງ形は認められなかった。

　SE11（ਤ൛ 13・14・70・71）　4E11 はᶗ B 類である。4%7 とのॏෳ関係が認められ、4E11 のほう

が新しい。覆土は̑層に分層した。ఈ面近く（̑層）からは᛽が̒点出土した。これらの᛽は井戸を埋

め戻すࡍに、౤غされた（౤͛ೖれられた）ものとΈられる。௚ܘ 14 ～ 48ᶲの᛽４点が、井戸のఈ面を

ܘであった。さらにその্には᛽̎点があり、うち１点はඇ常に大きく、長گような状͙࠹ 48ᶲ、ॏ量

16LH のͻんؠがあった。これらの᛽のなかにはΞεϑΝϧトが付ணしたものが 1 点、砥石が 1 点ある。

このように᛽が一ׅ౤غされる出土状گは、近ྡや地山に᛽がない本遺跡においてはۮ発的な事৅と考え

にくく、井戸祭祀に関わるものと考えられる。

　SE12（ਤ൛ 13・14・54・71）　4E12 はᶗ B 類である。覆土は̑層に分層した。４層からはͻょうたん

１点が出土した。ͻょうたんは種子が࢒る生の状態（ະ加޻品）であった。࠷Լ層である̑層Լ位には෗

২が多量にؚまれており、そこから 15 世紀中ࠒの白磁ࡼ（̓）がٯ位で出土した。白磁ࡼ（̓）はޱԑ

部がわずかにഁଛしているものの、ほ΅完形品である。それ以֎の陶磁器は出土していない。白磁ࡼ（̓）

は୯なるࠞೖ物ではなく、ҙਤ的に置かれたものと考えられる。井戸のఈ面近くから白磁が出土する事ྫ

には、新発田৓跡第 12 地点の井戸̏があるʦ௽巻ほか 2001ʧ。その井戸の࠷Լ層（̑層）からは、白磁ࡼ

の完形品が正位の状態で出土している。

　SE16（ਤ൛ 13・16・54・71・72）　4E16 はᶘ類であるが、曲物の遺存状گは不ྑであった。4E15 と

ॏෳ関係が認められ、4E16 のほうが新しい。ਂさが 132ᶲと検出した井戸のなかで࠷もਂい。覆土は̓

層に分層した。覆土Լ位から中位にଯ積する̓層はࠇ৭෗২が主ମで、そこから多数の木製品や᛽̓点

が出土した。᛽にはඃ೤した痕跡が認められる。木製品には板状木製品（136 ～ 138）や曲物ఈ板（139・
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第 11図　SE103 出土礫の法量分布図

140）がある。曲物ఈ板（139）は二分割されており、それぞれが̓層内で 42DN の高低ࠩをもって出土した。

ਤ্のӈ半分が౤غされたޙにࠨ、 半分が౤غされた状گがうかがえた。また、̓ 層からは生の状態のͻょ

うたん（ະ加޻品）が出土した。さらに井戸の覆土中位にあたる̓層্位からは、飾り金具（80）が出土した。

飾り金具（80）が出土した位置は、井戸の中央部にあたる。̒層からは 14 世紀前半に比定される珠洲の

ยുޱ（̔）・ᙈ（̕）が出土した。̑層からは瀬戸美濃の平࿸が出土し、4E10 の覆土１層から出土した

ものと઀合した（１）。平࿸（１）は 14 世紀ޙ半から 15 世紀前半に比定される。

　SE22（ਤ൛ 13・16・71・72）　4E22 はᶗ B 類である。平面形は長ܘ 103ᶲ、୹ܘ 77ᶲのପԁ形で、

அ面形は台形状をఄし、ਂさは 50ᶲである。覆土は̒層に分層し、覆土Լ位から中位にあたる４～̒

層から木製品が出土した。箸状木製品（141 ～ 145）・部材（146）・板状木製品（147・148）・杭（149・

150）・ဲ板（151・152）がある。これらの木製品は、井戸を埋め戻すࡍに౤غしたものと考えられる。

　SE101（ਤ൛４・̑・53・56）　4E101 は井戸ᶘ C 類である。井戸ଆには曲物がઃ置され、さらに曲物

を囲Ήようにॎ板が८る。ॎ板を࣋ࢧするࢅ木は֬認できなかった。ॎ板はزॏにもॏなっている。ॎ板

の্部がܽଛしており、本དྷのॎ板の長さは不明である。ॎ板のਂ౓は 25ᶲఔ౓とઙい。ॎ板は地্に

出ており、その部分は井ܻの໾割をՌたしたと考えられる。ॎ板のਂ౓がଗっていない状گは、ॎ板の্

部を優ઌにそΖえた݁ՌであΖう。ॎ板は 67 点のうち、̒点（161 ～ 166）をਤ化した。板の形状には、

Լ端が平ୱなもの（161 ～ 164）、Լํが֯ࡾ形とఄするもの（165・166）がある。板材の長さは、長いも

の（161）で 48ᶲ、୹いもの（162）で 19�7ᶲである。幅は広いもの（164）で 15ᶲ、ڱいもの（163）で 7�5

ᶲである。ްΈは̓～ 15ᶱで、ද面の加޻はૈࡶで年ྠ界の凹凸が࢒る。ॎ板のほかに、ࡉ長い杭も数

本ଧたれていた（158・159）。曲物内の覆土は４層に分層した。ఈ面近くの４層Լ位からは、青磁の蓮ห

໲࿶（10）・銭貨（87 ～ 102）・曲物ఈ板（153）・ฑउ（154）・ฑउฑ（155）・ฑउఈ板（156）・曲物ଆ板

が出土した。青磁の蓮ห໲࿶（10）は 13 世紀ޙ半から 14 世紀前半に比定される。銭貨は៝銭の状態で

見つかった（ਤ൛ 53）。៝銭のなかで、࠷も新しい時期のものは、ॳர年が 1253 年のߖ૙元ሞ（91）である。

ฑउが見つかったことから、௼ළではなくฑउを༻いて水をټんでいた状گがうかがえる。なお、井戸か

ら出土するฑउは、祭具とධՁするҙ見もある < ۨ見 1992>。

　SE103（ਤ൛４・̑・53・56・57）　4E103 はน面に曲物のଆ板が࢒っていたことから、ᶘ B 類とした。

覆土は４層に分層した。特චす΂き点は̎層から４点、̏層から̔点の᛽が出土し、さらに๮状木製品

（168）が１・̎層をಥきࢗすような状گで出土したことである。᛽の大きさは、第 11 ਤでࣔした。̎点

をআき、長さ 106 ～ 124ᶱ、幅 40 ～ 58ᶱの範囲に収まることから、ほ΅ಉじ大きさの᛽を౤غしたこ

とが想定される。これらの᛽に使༻痕は認められ

なかったが、᛽の大きさが֓ねଗうことから、錘

なͲに使༻された可能性が考えられる。また、ಥ

き立てられた๮状木製品（168）のઌ端にはඃ೤

によって୸化した痕跡が認められることからも、

井戸祭祀に関係する遺物の可能性がある。

　SE104（ਤ൛４・̑・57）　4E104 は井戸ᶘ D

類である。曲物は̎ஈ૊Έで、Լஈには௚ܘ約

35ᶲの、্ஈにはͻとまわり大きな௚ܘ約 45ᶲ

の曲物がઃ置されていた。いずれの曲物も遺存状
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第 12図　SE115 出土板材の法量分布図

木は認められなࢅする࣋ࢧは不ྑである。また、্ஈの曲物を囲うようにॎ板がํ形状に८る。ॎ板をگ

かった。ॎ板の範囲は一ล 60ᶲのํ形で、東ลは࢒っておらず、੢ล・南ลも部分的にしか࢒っていな

い。当時、ॎ板は地্に出ており、井ܻとして機能したと考えられる。ॎ板は 21 点のうち、̏点（171

～ 173）をਤ化した。ॎ板は長いもの（170）で 32ᶲ、୹いもの（171）で 21ᶲである。幅は広いもの（170）

で 15�2ᶲ、ڱいもの（169）で 9�1ᶲである。ްΈは 12 ～ 38ᶱで、දཪには年ྠ界のஈࠩが࢒ることか

ら、加޻はૈࡶな印৅をडける。曲物内は̏層に分層した。̎層・̏層にはԫփ৭シϧトϒϩッΫがࠞೖ

することから、人ҝによる埋土と考えられる。遺物は、曲物ยやࣗવ木がগ量出土したのΈである。

　SE105（ਤ൛ ・̎̏ ・57）　4E105 は井戸ᶗ C 類である。平面形は長93ܘᶲ、୹78ܘᶲのପԁ形をఄする。

ਂさは 69ᶲで、水ཷには௚ܘ約 48ᶲの曲物（174）がઃ置されていた。覆土は̑層に分層した。̑層は

曲物ઃ置時の埋土で、４層はૈ࠭で曲物内にࣗવଯ積したものとΈられる。１～̏層は人ҝによる埋め戻

し土と考えられ、̏ 層௚Լから曲物ఈ板（173）・板材が出土した。曲物ఈ板（173）は井戸を埋め戻すࡍに、

౤غした可能性が考えられる。井戸から曲物ఈ板が出土する事ྫは、Ѩլ໺市ߕਂי遺跡の 4E242ʦ木

村 2006ʧやಉ市村前東 A 遺跡の 4E354ʦ石垣 2010ʧがある。

SE106（ਤ൛４・̑ ・58）　4E106 は井戸ᶗ C 類である。平面形は長ܘ 70ᶲ、୹ܘ 63ᶲのପԁ形をఄし、

ਂさは 54ᶲである。水ཷには௚ܘ約 39ᶲの曲物（175）がઃ置されている。覆土は̑層に分層した。̎層・

̏層からは木製品が出土したが、遺存状態は不ྑなものが多い。また、覆土の中位にあたる̎層からは長

ܘ 15ᶲほͲの᛽が̑点出土した。これらの木製品や᛽は、井戸を埋め戻すࡍに౤غしたものと考えられる。

　SE115（ਤ൛４・̒・54・58）　4E115 は井戸ᶗ C 類である。平面形は長ܘ 78ᶲ、୹ܘ 55ᶲのପԁ形

をఄし、ਂさは 51ᶲである。水ཷには௚ܘ約 36ᶲの曲物（186）がઃ置されていた。特චす΂き点は、

曲物内からബい板材 26 点が์ࣹ状にંりॏなるように出土したことである（ਤ൛ 54）。์ࣹ状に板が並

΂られた様子から、曲物のޱをふさいでいるようにも見える。板材は 26 点中、10 点をਤࣔした（176 ～

185）。板材の形状は長ํ形のものが大半で、183 のように֯がとられたものはগない。板材の大きさに

は一定の特徴が認められたので、第 12 ਤでࣔした。幅は̔

～ 122ᶱと数஋にόϥつきがあるものの、長さが 161ᶱఔ

౓のものが 26 点中 23 点を઎める。また板材を࡯؍すると、

ԑには௚１ܘᶱఔ౓のઠ޸が認められるものも多い。板のް

Έは１～̏ᶱとඇ常にബい。長さがଗうことから、ಉ一の製

品またはಉ形の製品を加޻して板材を作り出したことが想定

される。なお、板材のৄࡉは次ষでड़΂ることとする。この

ように板材を置く行ҝは、井戸祭祀に関わるものと考えられ

る。板材を置いたޙは、覆土１～４層で埋められ、෗২（̏層）

も認められる。板材以֎の出土遺物は̎層から᛽が１点出土

したのΈである。

　SE159（ਤ൛̎・̏・59）　4E159 は井戸ᶗ B 類である。

平面形が長ܘ 54ᶲ、୹ܘ 41ᶲのପԁ形をఄする。அ面は 6 字状をఄし、ਂさが 35ᶲである。覆土は̎

層に分層され、̎ 層中位からは板材̑点が並΂られた状態で出土した。板材̑点は、す΂てਤ化した（187

～ 191）。板材の中には、ԑに޸があるもの（187 ～ 189）もある。これらの板材はંෑなͲをస༻したも

のであΖう。１・̎層が人ҝによる埋戻し土とΈられることから、板状木製品はҙਤ的に置かれたものと
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考えられる。

　SE177（ਤ൛ 4・̒・54・59・60）　4E177 は井戸ᶘ類であるが、曲物は大きくഁଛしていた。平面形

は長ܘ 59ᶲのԁ形である。井戸ଆの一部が่落しているものの、அ面はശ状をఄし、ਂ さは 38ᶲである。

覆土は４層に分層した。４層からは多数の木製品が出土し、特に箸状木製品が 64 点と、他の遺構と比΂

ѹ౗的に多い。箸状木製品は 13 点ਤ化した（192 ～ 204）。箸状木製品は、井戸の੢ଆからまとまって出

土した（ਤ൛ 54）。これらの箸状木製品は、日常に༻いられる৯器というよりは、祭祀具のͻとつとして

ධՁができよう。

　SE187（ਤ൛ 4・̓・60・61）　4E187 は井戸ᶗ C 類である。平面形は長ܘ 50ᶲのԁ形で、அ面形は̪

字状をఄし、ਂさ 64ᶲである。4E201 とॏෳ関係が認められ、4E187 のほうが新しい。覆土は̒層に

・৭࠭質シϧトで、木製品が多く出土した。木製品には箸状（205）׊ࠇ分した。４層は෗২を多量にؚΉࡉ

板材（206）がある。また、水ཷには௚ܘ約 33ᶲの曲物（207）がઃ置されており、その中にはೖ子状に

௚ܘ約 27ᶲの曲物（208）がೲめられていた。

　SE305（ਤ൛ ・̔10・63）　4E305 はᶗ B 類である。平面形は長ܘ 82ᶲのԁ形で、அ面形はശ状をఄし、

ਂさは 57ᶲである。4,304 とのॏෳ関係が認められ、4E305 のほうが新しい。覆土は̒層に分層した。

̎～̒層は人ҝによる埋土と見られ、１層はᶘ層を主ମとするࣗવଯ積である。覆土Լ位にあたる̒層か

ら木製品やࢬが出土した。木製品にはかん͟し（209）・箸状木製品（210・211）・๮状木製品（212）がある。

　SE306（ਤ൛̔・̕・54・63・64）　4E306 はᶘ E 類である。ॎ板૊ԣཹࢅ構଄の井戸で、水ཷには大

ܘの曲物がઃ置されている。検出した平面ϓϥϯは長ܕ 123ᶲ、୹ܘ 118ᶲのやや不੔なํ形をఄするが、

ॎ板が૊まれている部分は一ล約 76ᶲのํ形をఄする。ॎ板のਂ౓は 45ᶲほͲである。ԣࢅはগなくと

も̎ஈ֬認した。当時、ॎ板は地্に出ており、井戸ଆのΈならず井ܻの機能もՌたしていたと考えられ

る。ॎ板は 41 点中４点（217 ～ 220）、ԣࢅはԼஈの４点（221 ～ 224）をਤ化した。曲物（225）は௚ܘ

59�3ᶲ、高さ 47�6ᶲである。覆土は̔層に分層した。̑～̔層は曲物ٴͼԣࢅとॎ板をઃ置したࡍのଯ

積土で、̎～４� 層は埋め戻し土、１層はᶘ層がࣗવଯ積したものと൑அした。̏層は෗২をؚΉ׊ࠇ৭

࠭質シϧト土、４層・４� 層は҉׊৭෗২層で、これらの覆土から木製品が出土した。̏層から板状木製品、

４層からは 14 世紀代の漆器࿶（213）・杭（215）・板材（216）、４� 層からは曲物ఈ板（214）が出土した。

　SE309（ਤ൛̔・10・64）　4E309 はᶘ B 類である。1311 とॏෳ関係が認められ、4E309 が古い。検

出した平面ϓϥϯは௚ܘ 95ᶲほͲのԁ形をఄし、その中央部に大ܕの曲物がઃ置されていた。曲物の௚

はܘ 43ᶲほͲで、曲物の遺存状گはやや不ྑである。覆土は̒層に分層した。４～̒層は曲物ઃ置時の

ଯ積土、̎・̏層は埋め戻し土、１層はᶘ層がࣗવଯ積したものと൑அした。̏層からは珠洲のᙈ（13

～ 15）、Ѳりݓ大の᛽がまとまって出土した。さらに、その্の̎層からは人頭大の᛽̏点が曲物内を࠹

͙ような状態で出土した。これらの᛽の௚Լからは珠洲のᙈ（12）が出土した。いずれの珠洲も 13 世紀

前半に比定される。̎層・̏層ともに、このような遺物の出土状گは井戸祭祀をうかがわせる。

　SE338（ਤ൛̔・11・65）　4E338 はᶘ B 類である。平面形は௚ܘ 53ᶲのԁ形をఄし、அ面形は 6 字

状でਂさ 45ᶲである。Լ部に曲物がઃ置されている。曲物の遺存状گは不ྑである。覆土は̑層に分層

した。覆土には地山土・地山ϒϩッΫがࠞೖすることから、人ҝによって埋め戻されたものと考えられる。

なお、１層で෾຺࠭を֬認したが、覆土を؏いており、4E338 より新しい地震痕跡と൑அできる。
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̎）土　　　坑

　土坑は 24 基検出した。土坑にはૉ掘りのほかに、曲物がઃ置された土坑も４基（4,329・4,404・

4,405・4,406）検出した。また、᛽がまとまって出土した土坑̎基（4,303・4,342）もある。土坑の大

半がਂさ 10 ～ 30ᶲఔ౓でઙく、まれにਂいもの（4,5・4,21）もある。これらの土坑は井戸と比較して、

遺物量はඇ常にগない。曲物がઃ置された土坑は井戸とは機能がҟなるものの、一時的に水をར༻するた

めのࢪઃと想定される。また、トΠϨ遺構を想定し 4,406 の覆土はد生஬ཛの分ੳも行ったが、トΠϨ

遺構をࣔすد生஬ཛは認められなかった（第ᶜষ̎ࢀ照）。᛽がまとまって出土した土坑の性格付けが೉し

いものの、4,302 からは多字一石経（72）が出土したことからԿらかの祭祀に関わる遺構の可能性が高い。

曲物が設置された土坑

SK329（ਤ൛̔・10・66）　平面ϓϥϯは௚ܘ 55ᶲのԁ形で、その中央に௚ܘ 42DN の曲物がઃ置され

ている。曲物の遺存状گは不ྑである。曲物よりもͻとまわり大きくງ形が掘られている。ਂさは 14ᶲ

である。曲物内の覆土は̎層に分層した。̎層には地山ϒϩッΫがࠞೖすることから、埋め戻し土と考え

られる。１層はᶘ層土が主ମであるため、ۼんͩ部分にᶘ層がࣗવଯ積したものと൑அした。掘形にଯ積

した̏層は、地山土とࣅる。遺構ఈ面から曲物ଆ板がまとまって出土した。ଆ板以֎の遺物はなかった。

　SK404（ਤ൛ 19・21・78）　掘形が認められないことから曲物の大きさに合わせて、掘られたものとΈ

られる。平面形は௚ܘ 33ᶲのԁ形で、ਂさは 12ᶲである。曲物の遺存状گは不ྑである。曲物の্部は

ഁଛしている。曲物内の覆土は̏層に分層した。遺物は出土しなかった。

　SK405（ਤ൛ 19・21・78）　平面形は௚ܘ 38ᶲのԁ形で、その中央には௚ܘ 35ᶲの曲物（229）がઃ置

されている。曲物の্位はഁଛしている。曲物よりわずかに広く掘形が掘られている。曲物のԼは̔ᶲほ

Ͳ掘りԼ͛られており、そこが遺構のఈ面にあたる。ਂ さは 20ᶲである。曲物内の覆土は̎層に分層した。

１層がࠇ৭࠭質シϧトで、̎層が҉׊৭࠭質シϧトであるが、その層界は不明ྎである。掘ํには׊ࠇ৭

࠭質シϧトが充రされている。ఈ面から๮状木製品（228）・箸状木製品・板材が出土し、さらにその্に

は曲物内を͙࠹ような状گで、大ܕの᛽ย̎点が出土した。曲物内を͙࠹様子は 4E309 の埋戻し行ҝと

類ࣅする。

　SK406（ਤ൛ 19・21・78・79）　平面形は௚ܘ 43ᶲの不੔ԁ形で、その中央部に௚ܘ 35ᶲの曲物（231）

がઃ置されていた。曲物よりもͻとまわり広く掘形が掘られている。曲物の্位はഁଛしている。曲物内

の覆土は̎層に分層した。ఈ面௚্には̎層（ࠇ৭೪性シϧト）がബくଯ積する。１層は׊ࠇ৭࠭質シϧト

で、地山土が多くࠞೖすることから、人ҝによる埋土の可能性が考えられる。掘形には׊ࠇ৭࠭質シϧト

が充రされている。曲物内からは、板材（230）・箸状木製品が出土した。

礫がまとまって出土した土坑

　SK302（ਤ൛̔・11・65・66）　平面形が長ܘ 146ᶲ、୹ܘ 140ᶲのԁ形である。அ面形はހ状をఄし、

ਂさは 20ᶲである。4,303 とॏෳ関係が認められ、4,302 が古い。検出当ॳから平面ϓϥϯがはっき

りしており、半ࡋ௚ޙから᛽がまとまって出土したことから、当ॳは井戸を想定し調査した。しかし半ࡋ

の݁Ռ、ઙい遺構であることを֬認した。覆土は̒層に分層した。１層はथ根痕であったため、埋຅աఔ

とは௚઀関係がない。̑層（ࠇ৭࠭質シϧト）から、Ѳりݓ大の᛽が 50 点出土した。そのなかには、「妙

法蓮華経ᩃᄻ品第ࡾ」の一節が書かれた多字一石経（72）がؚまれていた（第 16 ਤࢀ照）。板状木製品や

ࣗવ木もわずかに出土した。多数の᛽は౤غされたものと考えられ、その行ҝは 4E10 なͲでも認めら
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れる。

　SK342（ਤ൛̔・11・67）　4,342 は平面形が長ܘ 178ᶲ、୹ܘ 82ᶲの不੔ପԁ形である。அ面形はހ

状をఄし、ਂさは 10ᶲほͲと、ඇ常にઙい。覆土は୯層で、ᶘ層とࣅる。ࣗવのۼ地にᶘ層がཷまった

ものと考えられる。遺構の੢ଆからまとまって᛽10点出土した。ࣗ વのۼ地に᛽を౤غした可能性が高い。

そのほかの土坑

　SK５（ਤ൛ 13・18・73）　181 とのॏෳ関係が認められ、4,5 が古い。4, ̑は長152ܘᶲ、୹ܘ 144ᶲ

のԁ形をఄする大ܕの土坑である。அ面形は台形状で、ਂさは 44ᶲである。土坑として調査したが、井

戸の可能性もある。覆土は̑層に分層した。覆土Լ位から中位にかけては、෗২がۃめて多くؚまれる土（̏

～̑層）で埋め戻されている。ଯ積土に෗২がࠞೖする状گは、井戸と類ࣅする。出土遺物はগなく、̏

層から瀬戸美濃の平࿶（16）が出土した。

　SK21（ਤ൛ 13・18・74）　4%17 とのॏෳ関係が認められ、4,21 が新しい。長ܘ 95ᶲ、୹ܘは࢒存

長で 65ᶲのପԁ形をఄする。அ面形は台形状で、ਂさは 61ᶲである。土坑として調査したが、井戸の可

能性もある。覆土は̒層に分層した。埋め戻し状گは 4, ̑とよくࣅており、覆土Լ位から中位にかけて

෗২がۃめて多くؚまれる土からなる（４～̒層）。出土遺物はগなく、̑層から๮状木製品（226）、̒層

から 15 世紀代の青磁ްᬵ端൓࿶（18）、板状木製品（227）が出土した。

　SK102（ਤ൛４・̓ ・61）　4,102 は平面形が長ܘ 115ᶲ、୹ܘ 88ᶲのପԁ形、அ面形は台形状をఄし、

ਂさは 26ᶲと比較的ઙい。覆土は̎層に分層し、１層・̎ 層ともに ,2 層に༝དྷするփԫ৭シϧトϒϩッ

Ϋが多量にؚまれる。覆土は人ҝによる埋土と考えられる。

　SK114（ਤ൛４・̓・53・61）　4,114 は北ଆが調査区֎΁Ԇͼており、શ形を֬認できなかった。

4E115 とॏෳ関係が認められ、4,114 が古い。長ܘが࢒存஋で 227ᶲ、୹ܘは 140ᶲであり、平面形

は長ํ形と考えられる。அ面形は台形状をఄし、ਂさは 36ᶲである。覆土は̎層に分層した。̎層は

,2 層に༝དྷするփԫ৭シϧトϒϩッΫが多量にؚΉ׊ࠇ৭࠭質シϧトで、人ҝによる埋め戻し土と考え

られる。̎層から珠洲のᙈ（19）・瀬戸美濃（20）が出土した。珠洲のᙈ（19）は 13 世紀ޙ半に比定される。

̏）溝

　溝は 12 条検出した。調査区の幅がڱいため、அย的なものがほとんͲである。また、ਂさが 10ᶲఔ

౓とઙいものが多い。調査時に溝としたものが、੔ཧ作業のաఔでࣗવの落ちࠐΈと൑அしたものもある

（4%111・4%112・4%300）。

　SD1（ਤ൛ 13・18・75）　北੢から南東にԆͼる溝で、検出長は 5�58N である。4%3 と一部平行する。

4%3 とのॏෳ関係が認められ、4%1 のほうが新しい。北੢ํ޲にԆͼているものの、ྡ઀する̏区では

検出できなかった。அ面形状はހ状で、ਂさは̔ᶲである。ఈ面標高は南東ํ޲に޲かって؇やかにࣼ܏

する。覆土は୯層で、箸状木製品（232）が出土した。

　SD3（ਤ൛ 13・75）　̡字をఄする溝で、北੢およͼ北東ํ޲にそれぞれԆͼている。北੢ํ޲にԆͼ

る部分は、̏区でそのଓきを検出した。また、北東部分は調査区֎΁とԆͼている。அ面形はਂい部分は

台形状で、ઙい部分はހ状をఄする。覆土は୯層で、珠洲のほか、൫状木製品（233）が出土した。

　SD17（ਤ൛ 13・18・75）　南北ํ޲にԆͼる溝で、北ଆは調査区֎΁とԆͼている。検出長は 2�54N

である。அ面形はހ状で、ਂさは 12ᶲである。遺構ఈ面は南に޲かってわずかにࣼ܏するものの、検出

した部分は୹い。覆土は୯層で、14 世紀代の土師質土器（21）が出土した。
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　SD400（ਤ൛ 19・21・79）　南北ํ޲にԆͼる溝で、検出長は 1�33N である。北端はঃʑにઙくなっ

て立ち্がる。南ଆは調査区֎΁Ԇͼる。遺構のஅ面形状はހ状をఄし、࠷もਂい部分のਂ౓は 18ᶲで

ある。遺構のఈ面標高は、南に޲かって؇やかに低くなる。覆土は̎層に分層した。遺物は出土しなかった。

　SD401（ਤ൛ 19・21・80）　北੢から南東にԆͼる溝で、検出長は 2�72N である。北੢端は立ち্がり、

南東部分は調査区֎΁Ԇͼている。1411 とのॏෳ関係が認められ、4%401 のほうが新しい。அ面形状

は半ԁ状で、ਂさは̏～̕ᶲである。中央部にはわずかなஈࠩが認められ、ஈࠩを境に南東部分が低くな

るものの、明ྎなࣼ܏は認められなかった。覆土は４層に分層した。いずれの層もްさ̎ᶲఔ౓のബ層で

ある。ࣗવに埋຅した可能性も考えられる。遺物は出土しなかった。

４）柱݀・ピット

　柱݀・ピットは 196 基検出し、このうち柱根を֬認できたものは 23 基である。̎区・̏区で多く検

出された。柱根 23 本のうち̕本をਤ化した（256 ～ 263・265）。また、ૅ 板が認められる柱݀４基（1341・

1357・1360・1385）も検出した。これらは当遺跡で࠷も標高が高い̏区で検出した。ͻとつの柱݀から

গなくとも̎点以্のૅ板を֬認した（ਤ൛ 12・68・69）。ૅ板は̕点のうち、̒点をਤ化した（266 ～

271）。ૅ板はす΂てస༻品を༻いている。調査区はڱいことから、掘立柱建物̎౩分の柱ےを֬認した

のΈである。

掘立柱建物（ਤ൛ 13・17・76・77）

　̎区のピット群の中から、掘立柱建物̎౩（4#83・4#84）を想定した。いずれの建物も調査区֎΁と

Ԇͼているため、શ形は不明である。

　SB83　ྊ間１間以্×ܻ行̎間以্の建物と考えられる。140・162・176・179 で構成される。柱

݀間のڑ཭は 1�8 ～ 2�96N である。いずれの柱݀からも柱根は認められなかった。

　SB84　ྊ間̎間×ܻ行̏間以্の૯柱建物と考えられる。129・136・143・146・165・171・180

で構成される。柱݀間のڑ཭は 2�65 ～ 3�40N であるが、146 と 171 の間のڑ཭は 2�14N とほかの

柱݀間とのڑ཭より、やや୹い。146 と 171 間はኈ部の可能性が考えられる。柱根が認められたのは

143・171 である。143 の柱根（258）はਤࣔした。柱根（258）には੾り཭し痕が࢒っていた。なお、

྆建物の主࣠ํ޲が大きくҟなることから、ಉ時期に存在したものとはݴい೉い。

そのほかのピット

　P324（ਤ൛̔・12・68）　柱根（265）の௚Լから、૲ཤਊ（264）が出土した。૲ཤਊがૅ板の໾割を

したとは考えにくい。Կらかの祭祀に関する可能性も൱定できない。

̑）性格不明遺構

　4X（性格不明遺構）として調査した遺構には、ܣ൞状遺構（4X402）・ۼ地状遺構（4X403）・不੔形の

ઙ い 落 ち ࠐ Έ（4X2・4X26・4X27・4X37）・ 杭（4X30・4X31・4X56・4X72・4X235・4X388・4X414 ～

420）がある。

　SX402（ਤ൛ 19・20・80・81）　4X403 とのॏෳ関係が認められ、4X403 の覆土が 4X402 の一部を覆っ

ていることから、4X403 より古いと考えられる。たͩし、位置関係や੾り合い部分でのน面のࣼ܏状گ

から、྆遺構がಉ時期に存在した可能性もある。平面形状は帯状をఄし、検出長は 5�9N である。্端幅

は 47 ～ 81ᶲ、Լ端幅は 96 ～ 122ᶲである。அ面形は台形状で、ܣ൞状の高まりにࣅる。地ද面と࠷も
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高い部分との比高は 17ᶲである。੝土はᶘ C 層の௚্に੝られており、੝土௚Լには凹凸がある。੝土

は４層に分層した。ᶘ B 層（遺物แؚ層）は 4X402 の高まりにඃ覆するようにଯ積する。なお、4X402

を境に東ଆよりも੢ଆのほうがᶘ層はややްくଯ積している。੝土からは板状木製品（235）・漆器ยが出

土した。また、この遺構を境界に東ଆでは遺構がۃ端にݮগし、さらに地形も低くなる。4X402 は集落

の境界をࣔす遺構の可能性が高い。

　SX403（ਤ൛ 19・20・54・80・81）　4X402 とのॏෳ関係が認められる。ॏෳ関係は 4X402 より新しい。

ᶘ層掘ޙ࡟に、不੔ପԁ形のϓϥϯを検出した。そのن໛は東੢࣠が 3�78N、南北࣠が 3�12N で、当遺

跡で࠷もن໛が大きな遺構である。北東部はఈ面からεςッϓ状に約 10ᶲ高くなり、70ᶲほͲுり出し

ている。中৺ఈ面のਂさは 46ᶲである。นࡍには幅 22 ～ 47ᶲの平ୱ面が८り、中৺部に޲かって؇や

かなࣼ܏をもってԼがる。中৺部のఈ面は平ୱではなく、ややᎬു状である。また遺構内でࣗવ木̏本、

遺構のप囲からは人ҝによってଧたれた杭̑基（4X414 ～ 417・4X420）を検出した。杭は境界杭の໾割

をՌたしていたのかも஌れない。覆土は 17 層に分層した。覆土のଯ積状گを考࡯するために、د生஬ཛ

分ੳと花ค分ੳを行った。特චす΂きは̑層から૲৯्にد生する؊යཛが多く検出された。花ค分ੳで

はΠωՊが優ઌし、ඍࡉ૲本ยが高ີ౓でؚまれることから、̑層には΢シなͲの૲৯्のฅศがؚまれ

ている可能性が考えられる。̑層はࠇ৭ట୸質シϧトで、他の覆土に比΂てۃ端にࠇຯがڧい。この層か

らは多数の木製品が出土し、木錘（242）・板状木製品（243ŋ244）・箸状木製品（245）・部材（246）なͲ

がある。また前ޙする覆土からも木製品が認められ、１層からは漆器（239）ࡼ・ശの板材（247 ～ 250）、

̎層から漆器（237）ࡼ・漆器ു（240）、̓層から漆器（238）ࡼ、̔層から漆器（236）ࡼ・コϚ（241）が

出土している。漆器は 14 世紀代に比定される。さらに木製品のΈならず、̑層から瀬戸美濃の天目஡࿶

（27）、覆土࠷Լ層の 17 層から瀬戸美濃のԷ（28）ࡼ・珠洲のᆵ（29）・ย（30）ുޱが出土した。17 層の

遺物の時期から14世紀ޙ半以降に覆土がଯ積し࢝めたと考えられる。また、遺構の時期を検౼するために、

̑層のట୸の์ࣹ年代ଌ定を行った。その݁Ռ、較正年代 A%1410 ～ 1450 年という年代஋がಘられた。

さらに、ట୸のԼ位にあたる 10 層のߑ水ଯ積物について地磁ؾ分ੳを行った݁Ռ、ଯ積年代は A�%�1380

ʶ 80 年（αΠト /,10）であった。遺物・์ࣹ性୸ૉ年代・考古地磁ؾ研究の݁Ռがよく一கすることが

分かる。したがって、このۼ地状遺構は 14 世紀ޙ半～ 15 世紀前半の間に埋຅したと考えられる。また、

ଯ積物にはߑ水ଯ積物と明らかに人ҝ的に埋め戻されたଯ積物がある。10 層のߑ水ଯ積物によって遺構

が半埋຅状態になったޙ、Ξシを一ׅ౤غしたことによって形成されたట୸（̑層）がଯ積している。こ

のことから、ߑ水でඃࡂしたޙに人ҝ的に埋め戻されたことを想定できる。

　またࣗવ木（ࢼ料̎点）については、์ࣹ性୸ૉ年代ଌ定を行った݁Ռ、ࢼ料１は較正年代 A%780 ～

900 年、ࢼ料̎は較正年代 A%770 ～ 900 年という年代஋がಘられた。したがって、これらは中世の遺

構に௚઀関係せず、古代の։ࠖ時にെ࠾されたथ木のथ根であることが明らかである。

A　֓　　　要

　古代の遺構は１区のΈで検出した。検出した遺構は畑作溝のほか、土坑̏基、溝状遺構̒条、杭列１条、

ピット 25 基である。畑作溝とは、੊と੊の間に掘りࠐまれる溝状遺構のことである。これらは、ै དྷ「੊

状遺構」ʦླ木 1994ʧや「੊状小溝」ʦ小஑ 1999ʧなͲとݺばれていた。本དྷ「੊」とは、作物を২え

̎　Լ層（古代）の遺構
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第 13図　古代の遺構変遷図
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るためにࡉ長く土を੝り্͛た部分であり、੊と੊の間の部分は੊間、੊合いとݺばれる。本報告では、

੊と੊の間の溝状遺構を「畑作溝」とݺぶこととする。

　遺構の記ड़にあたり、古代の遺構は検出層位、覆土の特徴、遺構間の੾り合い関係なͲから、ᶗ～ᶙ期

に大別した（第 13 ਤ）。なお、検出層位については第ᶙষ（基本層ং）でड़΂た通りである（第̑ਤ）。これ

らの遺構は、遺物の時期から̔世紀末～̕世紀前半に比定され、集落のมભは比較的୹期間によるものと

考えられる。

　ᶗ期は࠷も古い時期のもので、ᶚ層্面で見つかったピットٴͼ畑作溝の覆土を掘࡟したޙに見つかっ

たピットが֘当する。ᶘ期は畑作溝群である。̎ ・̏ 列で検出した畑作溝には主࣠ํ޲が南北ํ޲のものと、

東੢ํ޲のものを検出した。これらの新چ関係については、交点部分にஅち割りをೖれてஅ面を֬認した

が、新چ関係を֬認することはできなかった（ਤ൛ 82）。したがって、྆ 者がซ存した可能性が考えられる。

ᶙ期の遺構は、ᶙ層্面またはᶙ層中から掘りࠐまれたもので、畑作溝より新しい遺構である。ᶙ層্面

にまとまって出土した須恵器群（4X120）もᶙ期の遺構としてଊえることとする。

#　֤　　　આ

　ᶗ期に֘当する遺構にはピット̔基がある。これらはᶚ層্面で検出した遺構で、いずれのピットでも

柱根を֬認した。柱根よりも大きく掘形を掘るピット（1191・1192・1202・1221）と、ງ形をわずかし

か掘らないピット（1214・1220・1226・1229）に大別できる。ピットの覆土は、ᶚ層（地山土）とࣅたփ

৭または׊փ৭の࠭質シϧトが主ମであり、ᶙ期のピットとは覆土がҟなると൑அした。建物を構成する

柱ےは֬認できなかった。ピットからは遺物がなかったことから、遺構の時期を考࡯する目的で、1192

の柱根（379）の์ࣹ性୸ૉ年代ଌ定を行った。その݁Ռ、較正年代 A%890 ～ 1020 年という年代஋が

ಘられ（第ᶜষ４ࢀ照）、想定よりも新しい年代஋であった。

　また、ᶚ層্面ではࣗવ木を̑本検出した。検出時はピット状のϓϥϯが֬認されたため、トϨϯν

をೖれてஅ面࡯؍を行った。その݁Ռ、検出面より 15ᶲほͲが土৕化しており、そのԼには木が࢒って

いた（ਤ൛ 86）。50ᶲほͲトϨϯνをԼ͛ても木がଓいており、また部分的に根がுっている状گがうか

がえたため、ࣗવ木と൑அした。４区でもಉ様のࣗવ木が検出され、そのࣗવ木（ࢼ料１・̎）の์ࣹ性

୸ૉ年代ଌ定を行った。その݁Ռ、ࢼ料１は較正年代 A%780 ～ 900 年、ࢼ料̎は較正年代 A%770 ～

900 年という年代஋がಘられた（第ᶜষ４ࢀ照）。この古い年代஋をࢀ考にすると、̔世紀ޙ半には当遺跡

पลのथ木のെ࠾が࢝まり、։発が࢝まったことをうかがい஌ることができる。

̎）ᶘ　　　期（ਤ൛ 23 ～ 25・27・82・83）

　ᶘ期に֘当する遺構は畑作溝群と杭列１条（4A237）がある。

畑作溝

　畑作溝は南北ํ޲の溝で構成する溝群（以Լ、畑作溝 A 群。）と、南北ํ޲とそれに௚交する東੢ํ޲か

らなる溝群（以Լ、畑作溝 # 群。）に分けられる。畑作溝の覆土は、ᶙ層土が主ମで、地山の小ϒϩッΫが

ࠞೖする。基本層ংを分層した時点では、ᶙ層と畑作溝の覆土を明֬に分層することができなかった。

畑作溝 A 群は 3#14・19・24 ͼٴ 3$4 ϥΠϯより東ଆに位置し、溝 30 条からなる。これらの溝の主

く。4%258・4%259܏で、やや੢に޲は֓ね南北ํ޲ํ࣠ のように東੢ํ޲のものもあるが、ඇ常にগ

１）ᶗ　　　期（ਤ൛ 23 ～ 25・27・86）
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ない。畑作溝はԿ౓も掘࡟が܁りฦされたことで、溝にはॏෳする部分が生じる。幅広になった溝はॏෳ

した݁ՌであΖう。溝のਂさは 10 ～ 20ᶲఔ౓である。溝のఈ面には大きなࣼ܏はないが、部分的に小ピッ

ト状の凹凸が認められる。それらは੊を੝り্͛るときに生じた、掘࡟痕と考えられる。

　畑作溝 # 群は、畑作溝 A 群の੢ଆに位置する。畑作溝 # 群は、畑作溝 A 群より標高がやや高いとこΖ

で検出した。畑作溝 # 群の南北ํ޲の溝は、畑作溝 A 群の主࣠ํ޲に฿う。畑作溝 # 群の東੢ํ޲の溝

は、南北ํ޲の溝に௚交する。畑作溝 # 群も掘࡟が܁りฦされたことで、ॏෳする部分が多数認められる。

その޲܏はより南ଆでݦ著である。溝のਂさは 10 ～ 20ᶲఔ౓である。東੢ํٴ޲ͼ南北ํ޲の溝の新

関係が認められなかったことから、溝が交ࠩすることで小区ըを作り出し、その分を作付面にしているچ

可能性が考えられる。その形状は長ํ形をఄするものが多く、ํ 形に近い形状のものもある。そのن໛は、

大きなもので 0�7 ×１N ఔ౓である。畑作溝 # 群の࠿ഓ作物を検౼する؍点から、覆土（１区北นᶄࢼ料

４・̑）の花ค分ੳと২物ࢎܔମ分ੳを行った（第ᶜষをࢀ照）。その݁Ռ、花ค分ੳではΠωՊの花คが

特に多く、そのほかに࠿ഓ২物をؚΉΞϒϥφՊの花คも認められた。২物ࢎܔମ分ੳではΠωが検出さ

れ、ࢼ料̑では 19200 ݸ �H、ࢼ料４でも 8900 ݸ �H と高い஋がಘられた。一般的に H あたり 3000 ～

5000 以্のີ౓でϓϥϯトΦύーϧが検出された৔合、そこでҴ作が行われていた可能性が高いことݸ

がࢦఠされている。ࠓճ分ੳした覆土はその数஋を大きく্ճる݁Ռであった。したがって྆分ੳの݁Ռ

からは、Ҵ作が行われた可能性が想定される。たͩし、遺構の形態からは畑地であると想定していた。畑

地であるとすれば、ߞ作土のԹ౓・湿౓を保つことを目的としたෑ࿴が行われた可能性が想定される。通

常のҴ作より高ີ౓で২物ࢎܔମが検出されている状گをצҊすれば、このことも考ྀしておく΂きであ

Ζう。また、覆土にࠞೖするඍࡉ遺物を࠾औするために、４地点でそれぞれ土೯̎ା分の土৕の΢Φーλー

ϑϩーςーシϣϯを行った。土೯ା̎ା分にରし、地点によって多Չはあるがཻ̎～ 11 ཻの୸化ถを࠾

औした。また、໮֪もগ量認められた。

　それでは、畑地と考えられる遺構群において、ԾにҴ作が行われた৔合、Ͳのようなߞ作を想定するこ

とができるのであΖうか。交ࠩする溝により長ํ形またはํ形の小高いౡ状の高まり（੊）を作り出し、

その部分に作物を২えるߞ法のͻとつとして、「཮බ代」が஌られているʦ能ొほか 1999ʧ。古෿時代の

事ྫであるが、群അ県ौ川市ࠇ井็遺跡で཮බ代が検出されているʦ子࣋村教育委員会 1990ʧ。཮බ代

とは１×̏N ఔ౓の୹࡭状の作付面を並΂たものである。২物ࢎܔମ分ੳをおこなったとこΖ、葉で生

成されるະ成ख़のものと、໮で生成されるものとの二種が検出されており、これは೻種された種໮とҴබ

（Πωの༮葉）のものであり、田২え௚前のබ代のΠωの生育状گをࣔしているというʦ能ొ 2012ʧ。当遺

跡の畑作溝 # の作付面が 0�7 ×１N と、ࠇ井ๆ遺跡の཮බ代と比較するとن໛が小さいものの、Ҵの࠿

ഓをうかがわせるՊ学分ੳの݁Ռもある。本ߘでは、畑作溝 # 群が཮බ代の可能性をࢦఠしつつ、ޙࠓ

の類ྫを଴ってߋなる検౼がඞ要であると考えた。

について৮れる。畑作溝の覆土からは須恵器・土師器がগ数出土した。そのなかگに遺物の出土状ޙ࠷　

には、畑作溝のఈ面から完形品に近い須恵器のແ台ഋ（329・330）・土師器のແ台࿶（359）がある。出土

状گが特ҟな状گのため、その出土位置をࣔした（第 13 ਤ）。330・359 は正位、329 はٯ位の状態で出

土した（ਤ൛ 82）。畑作溝は੊を੝り্͛るための掘࡟部分であり、またߞ作者の通࿏も݉ねるなͲ、ස

ൟにखが加えられるとこΖである。その৔所から、ほ΅完形の৯હ具が出土したことは、ҙਤ的に置いた

ものと推定でき、Կらかの祭祀行ҝをうかがうことができる。
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SA237（ਤ൛ 23・24・83）

　௚ܘ 2�5ᶲఔのࡉい杭 18 本からなる杭列である。いずれの杭もथൽを࢒すਊ࣋材で、ઌ端は一ํ޲か

らの加޻で্͛࢓られる。18 本のうち、̏本をਤ化した（384 ～ 386）。384 ～ 386 のथ種はϠφΪ属で

ある。杭のਂ౓は̑～ 15ᶲほͲとઙい。杭の間ִは広いとこΖで 75ᶲ、ڱいとこΖで 10ᶲほͲである。

杭の間ִが広いとこΖにも、当時は杭がଧたれていたと考えられる。4A237 は畑作溝 # 群の੢ଆに位置し、

その杭列を境に੢ଆに޲かって地形が著しく低くなる。4A237 は生産域と低地部との境界杭の໾割をՌ

たしていたものとධՁできよう。4A237 の時期を調΂る目的で、4A237-11（386）の์ࣹ性୸ૉ年代ଌ

定を行った（第ᶜষ 4 照）。その݁Ռ、較正年代ࢀ 780 ～ 790 年の年代஋がಘられた。畑作溝のఈ面から

出土した 329・330 はᶛ期（̕世紀前半）に比定できることから、4A237 の年代஋と੔合する。

̏）ᶙ　　　期

　ᶙ期の遺構には、土坑̏基、溝状遺構̒条、ピット 17 基、須恵器集中区（4X120）がある。これらの

遺構はᶘ期の畑作溝が埋຅してから形成されたものである。

土坑（ਤ൛ 25・27・83）

　土坑は̏基（4,215・4,230・4,231）を検出した。4,230 は長ܘ 47ᶲ、୹ܘ 28ᶲのପԁ形で、ن໛

が小さいことからピットの可能性もある。いずれの土坑も遺物量はඇ常にগない。

溝状遺構

　SD121（ਤ൛ 22 ～ 24・84）　長さ 4�52N、幅 36ᶲほͲの東੢ํ޲にԆͼる溝である。அ面形態が 6

字状をఄし、ਂ さは 30ᶲである。ఈ面標高が 4�15N 前ޙで、大きなࣼ܏は認められない。覆土は୯層で、

ఈ面近くから須恵器の༗台ഋ（279）・ແ台ഋ（280）が出土した。

　SD143（ਤ൛ 23・24・84）　南北ํ޲にԆͼる溝で、検出した長さは 2�32N である。北ଆは調査区֎

΁とԆͼている。அ面形態は半ԁ状で、ਂさ 18ᶲである。覆土は̎層に分層し、１層は҉փԫ৭࠭質シ

ϧト、̎層は׊ࠇ৭୸化物層である。̎層はࡉかな୸化物が主ମとなるが、焼土ཻは認められなかった。

　SD164（ਤ൛ 23・24・84）　不੔形の土坑状であるが、長࣠が୹࣠より比較的長かったので溝状遺構と

して調査した。長さは 2�54N である。ਂさは 14ᶲとઙい。அ面形態はހ状をఄするが、部分的に凹凸

がある。覆土は୯層で、ఈ面近くから須恵器の༗台ഋ（281）が出土した。

　SD189（ਤ൛ 23・24・84）　南北ํ޲にԆͼる溝で、4%143 と平行である。検出した長さは 2�93N で、

北ଆは調査区֎΁とԆͼている。覆土は̎層に分層した。１層がԫփ৭࠭質シϧトで、̎層が׊৭の෗২

である。̎層からはࣗવ木（ࢬ）や木製品がগ量出土した。

　SD207（ਤ൛ 25・27・85）　南ଆが調査区֎΁とԆͼているため、શ形は不明であるが、東ଆ΁୹くԆ

ͼる部分があることから L 字状をఄする溝と考えられる。北ଆは 4%248（畑作溝）とॏෳするが、その

部分が 4E104（中世の遺構）でյされている。覆土は̎層に分層した。̎層のఈ面近くからは須恵器ยを

中৺に、土器がまとまって出土した。主な遺物に須恵器のແ台ഋ（282・283）・ԣළ（284・285）・中ᙈ

（286・297）、土師器の࿶（288・289）がある。ແ台ഋ（282）は̎つに割れた状گで出土し、઀合すると

完形品となる（ਤ൛ 85）。そのແ台ഋ（282）は墨書土器で、ఈ面ٴͼଆ面の文字は「呂」と൑ಡできる。

4%207 から出土した遺物は、4X120 の遺物と઀合するものが多く、その中には特大ᙈ（306）のఈ部ย

もある。

　SD208（ਤ൛ 25・27・85）　南北ํ޲にԆͼる溝である。4%207 の南北࣠とほ΅平行する。長さは 5�02N
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第 14図　須恵器の接合関係図
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である。அ面形状は半ԁ状で、ਂ さは 21ᶲである。4%208 を境に、東΁޲かって地形が؇やかにࣼ܏する。

そのࣼ܏部では、遺構はほとんͲ検出されない。覆土は̎層に分層した。遺物はఈ面よりやや高いとこΖ

から出土するものが多い（ਤ൛ 85）。̎ 層からは須恵器の༗台ഋ（290）・ແ台ഋ（292 ～ 296）・土師器の鍋（297・

298）が、１層から須恵器のແ台ഋ（291）が出土した。292・294 は墨書土器である。

ピット（ਤ൛ 23・25・27・85）

　ピットは 17 基検出した。畑作溝とॏෳするものが多く、いずれも畑作溝より新しい。柱根が認められ

るものはなかった。掘立柱建物を構成する柱ےを֬認することはできなかった。ピット群は南ଆにدるこ

とから、集落の中৺部は南に広がっていると考えられる。

性格不明遺構

　SX120（ਤ൛ 25・26・85）　4#17 ～ 19・22 ～ 24 άリッドでまとまって須恵器・土師器が出土した。

この範囲を 4X120 とした。須恵器が̔割ఔ౓を઎める。ᶙ層্面にഁยが広がる。調査のաఔで、ᶘ層

としてऔり্͛たものも多い。ここから出土した須恵器は、その੢ଆに位置する 4%207 から出土したも

のと઀合するものもある。主な遺物に、須恵器のഋ֖（299）・ແ台ഋ（300）・ԣළ（301・302）・ޱڱᆵ

（303）・中ᙈ（304・305）・特大ᙈ（306・307）、土師器のແ台࿶（308）・長ᙈ（309・310）がある。ஷ蔵

具のᙈやԣළが目立ち、なおかつ復元率が高い。

　次に、઀合関係ٴͼ出土位置についてड़΂る。ここでは、4X120 出土のԣළ（301・302）・特大ᙈ（306・

307）のほかに、पลから出土した 4%207 のԣළ（284）、แؚ層出土の須恵器中ᙈ（354）も合わせて記

し、それをਤࣔした（第ܭする。これら̒点の઀合関係は、઀合したഁยを小άリッド͝とに集ࡌ 14 ਤ）。

ຯਂい点は、製品͝とに一定のまとまりをಡΈऔることができる。ԣළ（301）はڵ 4#23、ԣළ（302）

は 4#24、特大ᙈ（306）は 4#23、特大ᙈ（307）は 4#25 にഁยの集中が認められる。また、4%207

出土のԣළ（284）とแؚ層出土の中ᙈ（354）もそれぞれ、5#16、4#15・5#11 にഁยが集中する。特

大ᙈ（307）はほ΅半分しか࢒っておらず、ܽଛ部分は南ଆの҉ڎによってյされたものと考えられる。

一般的に特大ᙈはఈ部がؙΈをもつ器形から、地面をややۼませたとこΖにઃ置していたものとΈられる。

特大ᙈのഁยの集中部は大ᙈをઃ置してあった৔所とも考えられる。大ᙈ（306）と大ᙈ（307）の間のڑ

཭はおよそ̒N であった。また、特大ᙈの近くにはԣළが位置していたことも、第 14 ਤからಡΈऔるこ

とができる。これらのप囲からピットが検出されたことをؑΈれば、当時は建物の中に配置していた可能

性も൱定できない。たͩし、大ᙈに認められるとݴわれるఈ部のઃ置痕跡、ᰍ部からޱԑ部内面の使༻痕

は認められなかった。使༻痕の痕跡がرബな状گは、ԣළや中ᙈについてもݴえる。このような状گから、

4X120 の範囲やそのपลにはະ使༻品を置いていたとも考えられる。
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A　֓　　　要

　中世の遺物には土器・陶磁器、土製品、石製品、金属製品、木製品がある。土器・陶磁器には青磁・白

磁・青花・珠洲焼・北越窯産瓷器系陶器・瀬戸焼・美濃焼・中世土師質土器・瓦質土器、土製品には坩堝、

石製品には多字一石経・砥石・紡錘車、金属製品には飾り金具・鎌・楔・釘・鉄鍋・蝶番・銭貨、木製品

には漆器・井戸の構築材・曲物・柱根・板材・箸状木製品・֤種製品なͲがある。当遺跡で࠷も古い遺物

は吉Ԭᶘ期 (13 世紀第 1 ࢛半期～第 2 ࢛半期 ) の珠洲焼 (53・58) で、࠷も新しい遺物は্田̗ - ᶚ類 (15 世

紀末～ 16 世紀前半 ) の௚ԑฟઢඳ蓮ห໲࿶ (33) である。

　土器・陶磁器はコϯςφ４ശ（ശの内 ɿੇ54ᶲ× 34ᶲ× 10ᶲ）出土した。日常ࡶ器である珠洲焼のยޱ ・ു

ᙈ・ᆵ、土師質土器のࡼ・小ࡼが多く出土しており、瀬戸焼・美濃焼の天目஡࿶ (27・37) や青花の器台 (23)

なͲの஡道具もগ数ながら認められた。瓦質土器の鍋（64）は在地産とは器形がҟなることから、ൖೖ品

と見られる。土師質土器はϩΫϩ成形で、ఈ部の੾り཭しはϔϥ޻具によるճస੾り཭し ( 以Լ、ϔϥ੾り

とする ) である。ϔϥ੾りの土師質土器は 13 世紀ޙ半～ 15 世紀代にかけて、Ѩլ北地域南部で多く出土

する器種である。また、εεが付ணしたものも目立ち、౮明ࡼとして使༻されたものと考えられる。さら

に、ΞεϑΝϧトが付ணしたもの (46) もあり、遺跡内におけるΞεϑΝϧトの使༻の様子をうかがうこ

とができる。法量にண目すると、ܘޱと器高からࡼと小ࡼに大別できる。小ࡼはܘޱ 6�1 ～ 8�8ᶲ、器高 1�1

～ 2�1ᶲ、ࡼはܘޱ 10�5 ～ 12�6ᶲ、器高 2�3 ～ 3�4ᶲである。

　石製品は多字一石経̎点、紡錘車１点が出土した。砥石は 20 点出土し、うち̒点をਤ化した。砥石は

砥は౛子や道具類の研͗に使༻され、中砥はர物師が中ຏで使༻するほか্࢓。砥と中砥に大別した্࢓

೶ߞ具やړᎤ具、日常のਕ物研͗にར༻するものʦࣚ見 2001ʧとཧղする。

　木製品の種別は、機能や༻్により大別した。種別には൨物、曲物、৯事具、祭祀具、紡੷具、෰飾具、

井戸ଆ部材、杭、柱根、ૅ板なͲがある。స༻や二次的な加޻、ഁଛ౳によって、大別できないものは板

状・๮状木製品や部材とした。特චす΂きは中世期の井戸から多数の木製品が出土したことである。

#　中世の土器・陶磁器

　中世の土器陶磁器の器種分類や年代؍については、青磁は < ্田 1982>、白磁は < ৿田 1982>、15 世

紀代の青磁・白磁は < 水ᖒ 2004>、瀬戸焼・美濃焼 ( 以Լ、「瀬戸美濃」とする ) は < 藤ᖒ 2008>、珠洲焼 ( 以Լ、「珠

洲」とする ) は < 吉Ԭ 1994>、中世土師質土器は < ௽巻 2004、水ᖒ 2005>、北越窯産瓷器系陶器は < ௽巻

1991・1997>、瓦質土器は < ฑ܃ 1995> の分類・年代؍をࢀ考とした。実年代について、瀬戸美濃は古

瀬戸ޙ期様式ᶗ期＝ 1360 ～ 80 年ࠒ、ᶘ期＝ 1380 ～ 1420 年ࠒ、ᶙ期＝ 1420 ～ 1440 年ࠒ、ᶚ期古

ஈ֊＝ 1440 ～ 60 年ࠒ、ᶚ期新ஈ֊＝ 1460 ～ 1480 年ࠒである。珠洲は吉Ԭᶗ期 �12 世紀第 2 ࢛半

期～第 4 ࢛半期、吉Ԭᶘ期 �13 世紀第 1 ࢛半期～第 2 ࢛半期、吉Ԭᶙ期 �13 世紀第 3 ࢛半期～第 4 ࢛

１　্層（中世）の遺物

１）記 ࡌ の ํ ਑
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第 15図　瓷器系陶器の押印パターン

半期、吉Ԭᶚ期 �13 世紀第 4 ࢛半期～ 14 世紀第 4 ࢛半期、吉Ԭᶛ期 �14 世紀第 4 ࢛半期～ 15 世紀中

。である。それ以֎の年代は文中でࣔしたࠒ

̎）遺構出土の遺物

　4E10 からは瀬戸美濃の平࿶（１）、土師質土器（̎・̏）、北越窯産瓷器系陶器（４～̒）が出土した。

１の高台৞付にはճసࢳ੾り痕が࢒る。4E16 から出土したഁยと઀合した。古瀬戸ޙ期様式ᶘ期に比定

される。̎は小ࡼで、ܘޱが 6�1ᶲと当遺跡の小ࡼのなかで࠷も小さい。̏の内面にはεεが付ணしてお

り、౮明ࡼと考えられる。４・̑にはࡾઢ格子目文ʴ「×」（̎列×̎ஈ）ʴ٠花文のԡ印が、̒にはࡾઢ

格子目文ʴ「×」( １列×̎ஈ ) ʴ٠花文のԡ印が認められる。４・̑はԡ印ٴͼ胎土に長石なͲのࠞೖ物

を多くؚΉ特徴からݖฌӴ୔１号窯産と൑அした。̒はݖฌӴ୔１号窯産のࢿ料と比較するとࡾઢ格子目

文ʴ「×」の列がͻとつগないが、胎土の特徴が４・̑とࣅることから、̒もݖฌӴ୔１号窯産と൑அし

た。４～̒は 13 世紀中葉ࠒに比定される。なお、瓷器系陶器のԡ印ύλーϯは第 15 ਤでࣔした。

　4E12 からは白磁の内࿷ࡼ（̓）が出土した。̓の胎土は陶質である。ᬵ調はೕ白৭をఄし、ᬵༀはや

やްくࢪᬵされている。見ࠐΈにはॏね焼きの目跡が４か所࢒る。அ面にはεεが付ணしている。৿田̙

群で 15 世紀中ࠒに比定される。

　4E16 からは珠洲のยുޱ（̔）・大ᙈ（̕）が出土した。̔のޱԑ部は、ほ΅平ୱである。̕のޱԑ部

は୹く、ޱԑ端部はؙΈを࣋つ。̔・̕は吉Ԭᶚ 1 期に比定される。

　4E101 からは青磁の蓮ห໲࿶ (10) が出土した。֎面にはฟඳの᭩蓮ห໲がࢪされる。্田̗ʖᶗ類で、

13 世紀ޙ半～ 14 世紀前半に比定される。

　4E201 からは土師質土器の（11）ࡼが出土した。ޱԑ部付近にεεが付ணしており、౮明ࡼと考えられる。

　4E309 からは珠洲のᆵ（12）・大ᙈ（13 ～ 15）が出土した。13 のମ部֎面には、̎ᰒの印花文が並ん

でࢪ文される。印花文は௚ܘ 1ᶲఔのԁހを̔หに分割したもので、吉Ԭ分類の̙ - ̱類に相当する。13

は吉Ԭᶘ期に比定される。14・15 は内面に当て具痕が見られず、೪土ඥの઀合痕をφσでফしている。

ୟき目と胎土の特徴から、14・15 は 13 とಉ一ݸମの可能性が高い。

　4,5 からは瀬戸美濃の平࿶（16）が出土した。内֎面ともにඃ೤している。古瀬戸ޙ期様式に比定される。

　4,19 からは土師質土器（17）が出土した。17 はബखで、ޱԑ部が֎൓している。

　4,21 からは青磁のްᬵ端൓࿶（18）が出土した。ޱԑ端部はۄԑ状である。্田̙ - ᶘ類で 1430 年

～ 15 世紀代に比定される。

　ฌӴ୔１号窯ݖ ʦ˞௽巻1991ʧをࢀ考に作成
三線格子目文(２×２)＋「☓」

菊花文(12弁)

簾状文(節４条)

菊花文(12弁以上)

三線格子目文(２×２)＋「☓」

菊花文(12弁)

小船渡遺跡

菊花文(12弁)

三線格子目文(１×２)＋「☓」 簾状文(節５条)＋「☓」「☓」
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　4,114 からは珠洲の中ᙈ（19）・瀬戸美濃のළ子（20）が出土した。19 はޱԑ端部がややؙΈを࣋ち、「く」

の字状に۶曲する。吉Ԭᶙ期に比定される。20 はළ子ᶘ類 ( കළ形 ) である。ಉ一ݸମと見られるମ部ย

とఈ部ยから復元実ଌした。ఈ部֎面にまでփᬵがࢪᬵされている。古瀬戸ޙ期様式の可能性が考えられ

る。

　4%17 からは土師質土器の（21）ࡼが出土した。21 はఈ部を੾り཭すࡍに、ϔϥ状޻具がややࣼめにೖり、

ఈ部の中৺部分がްくなる。内֎面にεεが付ணしており、౮明ࡼと考えられる。

　1132 からは土師質土器の（22）ࡼが出土した。内面には୸化物がްく付ணする。

　1165 からは青花の器台（23）が出土した。内֎面ともにඃ೤している。ମ部には૭をઃけている。

　1169 からは白磁のંࠊഋ（24）が出土した。ମ部Լ半にྏを࣋ち、内面の立ち্がりに௜ઢがೖる。

器形は৿田̙群のંࠊഋにࣅるが、ᬵ調はやや青Έを帯ͼたփ白৭である。

　4X37 からは青磁のബᬵ࿶（25）が出土した。見ࠐには蓮華文がࢪされる。高台৞付のᬵༀはふきऔら

れている。্田̙ ʖ ᶗ類で 14 世紀ॳめ～ 15 世紀ॳめに比定される。

　4X402 からは土師質土器の（26）ࡼが出土した。ܘޱが 10�5ᶲと、ࡼと分類したものの中で࠷も小さ

い器形である。

　4X403 からは瀬戸美濃の天目஡࿶（27）・Է（28）ࡼ、珠洲のᆵ（29）ŋ ย（30）ുޱが出土した。27

のᬵ調は、ޱԑ端部が஡৭ຯを帯ͼ、ମ部は内֎面ࠇ৭をఄする。27・28 は古瀬戸ޙ期様式ᶘ期に比定

される。29 は吉Ԭᶘ期に比定される。30 のஅ面には漆͗ܧの痕跡が認められる。吉Ԭᶚ期に比定される。

̏）遺構֎出土の遺物

　31 ～ 35 は青磁である。31・32 は蓮ห໲࿶で、ମ部֎面にฟඳの᭩蓮ห໲をࢪ文する。্田̗ ʖ ᶗ

類で 13 世紀ޙ半～ 14 世紀前半に比定される。33 は௚ԑฟઢඳ蓮ห໲࿶である。ମ部֎面にฟઢඳの蓮

ห໲、内面にฟඳがࢪされる。্田̗ʖᶚ類で 15 世紀末～ 16 世紀前半に比定される。34 はཕ໲帯࿶で、

されている。্田ࢪԑ部֎面には̎条の௜ઢが८る。௜ઢのԼにはฟඳきで花文とΈられるϞςーϑがޱ

̘ ʖ ᶗ類で 14 世紀前半に比定される。35 は௚ԑཕ໲帯࿶で、্田̘ ʖ ᶘ類で 14 世紀中ࠒ～ 15 世紀

前半に比定される。

　36 は白磁の端൓ࡼと考えられる。胎土はやや陶質である。ᬵ調はややփ৭で、ࢪᬵにはややΉらがある。

৿田̚群で 15 世紀中ࠒに比定される。

　37 ～ 40 は瀬戸美濃である。37 は天目஡࿶ # 類で、古瀬戸ޙ期様式ᶘ期に比定される。38・39 はԑ

ᬵ小ࡼである。40 は౵形香࿍である。ޱԑ端部が内ଆにڧくுり出す。古瀬戸ޙ期様式ᶘ期に比定される。

41 ～ 46 は土師質土器の小ࡼである。46 は器นやఈ部がްखである。内面にはΞεϑΝϧトմが付ணし

ている。ΞεϑΝϧトが付ணした土師質土器は、新発田市二ッ割遺跡・中ॅ吉遺跡で֬認できる < 内ほٶ

か 2004>。

　47 ～ 51 は土師質土器のࡼである。47 はఈ部からମ部の立ち্がりにかけて、୸化物が付ணしている。

　52 ～ 59 は珠洲である。52 は̧種のᆵである。அ面には漆で઀いͩ痕跡が認められる。ମ部֎面に۳

目によるࣼ状のࢪ文がࢪされている。吉Ԭᶘ期に比定される。53 はยޱ小ുでԷ目は見られず、内࿷し

ながら立ち্がる。吉Ԭᶗ～ᶘ期に比定される。54 はยޱ中ു、55 はยുޱである。54 は吉Ԭᶚ期、

55 は吉Ԭᶚ 1 期に比定される。57 はԷ目をఈ部内面とମ部内面とわけてࢪされる。ఈ部֎面には੩ࢭ

る。吉Ԭᶛ期に比定される。58・59࢒੾り痕がࢳ は大ᙈである。58 のޱԑ部は著しく「コ」の字状に
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۶曲する。ޱԑ部内面には೾状文がࢪされる。೾状文の一部はφσでফされている。吉Ԭᶘ期に比定される。

59 のޱԑ部は「く」の字状に۶曲する。ޱԑ端部内面が帯状にണ落している。吉Ԭᶚ 2 期に比定される。

　60 には࿄状文ʴ「×」̎か所のԡ印が認められる。このԡ印が北越窯産陶器では認められない。また

北越窯産陶器と比΂、胎土にはࠇ৭ཻが多く認められ、さらに৭調がにぶいԫᒵ৭をఄすることから、常

滑焼の可能性が考えられる。

　61 ～ 63 は北越窯産瓷器系陶器である。61・62 にはࡾઢ格子目文ʴ「×」（̎列×̎ஈ）ʴ٠花文のԡ

印が、63 にはࡾઢ格子目文ʴ「×」（１列×̎ஈ）ʴ٠花文のԡ印が認められる。ԡ印ٴͼ胎土に長石な

Ͳのࠞೖ物が多くࠞೖする特徴から、ݖฌӴ୔１号窯産と൑அした。13 世紀中葉ࠒに比定される。

　64 は瓦質土器の鍋である。ޱԑ部は内֎面ともԣํ޲の、ϔϥミガΩによって丁ೡに੔えられている。

。瓦質焼成土器の可能性があるܕ౎ژ

　65 は坩堝と考えられる。ܘޱ 3�2ᶲと小ܘであり、鉄ᕥなͲの付ண物は֬認できないことからະ使༻

の可能性がある。

掘トϨϯν出土の遺物ࢼ（４

　66・67 は土師質土器の小ࡼである。66 の胎土はૈい。67 の内面にはεεが付ணしており、౮明ࡼと

考えられる。68・69 は土師質土器のࡼである。69 のఈ部֎面には「の」字状のϔϥ੾り痕が࢒る。70

は珠洲焼のᆵ（̩種）である。ޱԑ部はؙΈを࣋ち、やや֎൓する。吉Ԭᶚ 2 期に比定される。

$　石　製　品

　4E10 からは多字一石経（71）が出土した。᛽１点に１字のΈを記ࡌしたものは一字一石経、̎字以্

を記ࡌしたものは多字一石経とݺばれているʦҏ藤 1999ʧ。経石は中世の৴ڼのありํを考える্でॏ

要な遺物とݴえる。なお、ऍ文は新潟県立ྺ史ത物ؗ　前ౢහࢯ・ઙ井উརࢯによるものであり、൑ಡ不

明部分が多いため、ʦ　　ʧは経文によってิ଍している。

　71 のऍ文は第 16 ਤでࣔした。ऍ文は妙法蓮華経ༀ૲ᄻ品第ޒよりҾ༻された۟である。֤面でච跡

が明らかにҟなり、ෳ数人によって書かれたと考えられるが、そのҙຯは不明である。新潟県内では、「妙

法蓮華経ༀ૲ᄻ品第ޒ」を൑ಡできる経石は、時期不明ながら胎内市・୮ޙ੣໵ࢯ所蔵ࢿ料があるʦ中条

町史編さん委員会 1982ʧ。

　4,302 からも多字一石経（72）が出土した。ऍ文は第 16 ਤでࣔした。ऍ文は「妙法蓮華経ᩃᄻ品第ࡾ」

よりҾ༻された۟と考えらえるが、ޡ字やᔤ字もෳ数見डけられる。経石ではないが、妙法蓮華経ᩃᄻ品

第ࡾが൑ಡできるものとして、「長࿣二年໏」（1458 年）の墨書板ൾが胎内市築地にあるʦ中条町史編さ

ん委員会 1982ʧ。

　4E305 からは紡錘車（73）が出土した。௚ܘ 45ᶱ、ްさは 19ᶱで、அ面形が台形状である。中৺に

は௚̓ܘᶱの޸があけられている。石材は滑石である。ᅳԼ多美थࢯの分類ʦᅳԼ 1988ʧをࢀ考にすると、

「ᶃፊ頭ԁਲ਼形あるいは台形状をఄするもの、ᶄશମにްख（ްさ 16ᶱ以্）でଆ面্部・中央部・Լ部

の境がྏをもって明֬に区分されるもの、ᶅଆ面֯ࣼ܏が 50°以্」という特徴から、ᶗ D 類に相当する。

ᶗ D 類は古෿時代に多く出土するものである。73 は中世以前の所産の可能性がある。

　74 ～ 79 は砥石である。74 は೪板ؠ製の্࢓砥である。石質はۃめて៛ີ・ཻࡉであり、やや྘が

かったփ৭である。྆ ଆ面に成形時のڒ൨きによる੾அ痕がΈられる。ژ౎෎໐ୌ産である可能性がある。
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第
16
図
　
多
字
一
石
経
の
釈
文

（
71

は
4�

1�
2　

72
は

4�
1�

3）

71
72

﹇ 妙 ﹈ 法 蓮 華 経 薬 草 喩 品 

﹇ 爾 時 ﹈ 世 尊 告 摩 訶 迦 葉 

﹇ 及 諸 大 弟 ﹈ 子 善 哉 善 哉 迦 

﹇ 葉 ﹈ 善 説 如 来 眞 實 

﹇ 功 徳 誠 如 所 言 如 來 復 有 無 量 無 邊 

阿 僧 祇 功 徳 汝 等 若 於 無 ﹈ 慧
（ 量 カ ）

億
（ カ ）

 

﹇ 劫 説 不 能 盡 迦 葉 當 知 如 來 是 諸 法 ﹈ 之

﹇ 王 若 有 所 説 皆 不 ﹈ 虚
（ カ ）

 
﹇ 也 於 一 切 法 以 智 ﹈ 方 便 而 

（ 而 以 下 は 、 演 説 之 其 所 説 法 ʜ と 続 く 。 ）

戀 著 戲 處 或 當 堕 落 爲 火 所 ﹇ 燒 我 當 爲 説 

怖 畏 之 事 此 舍 巳 燒 宜 時 疾 出 無 令 爲 火 

之 所 燒 害 作 是 念 巳 如 所 思 惟 具 告 諸 子 

汝 等 速 ﹈ 出 

父 雖 隣 愍 善 言 誘 喩 而 

諸 子 等 楽 著 嬉 戲 不 上
（ 衍 カ ）

肯 

信 受 不 敬
（ 驚 ）

不 畏 了 無 出 心
（ 衍 カ ）

 亦 

復 不 知 何 者 是 火 何 者 為 ﹇ 舍 ﹈ 

﹇ 云 何 ﹈ 為 失 但 東 西 ﹇ 走 戲 視 ﹈ 父 而 已 爾 時 長 

（ 以 下 は 、 者 即 作 是 念 此 舍 巳 爲 ʜ と 続 く 。 ） SK
30
2

SE
10
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75 は্͛࢓砥であるが、石質はڽփؠであり、74 とはҟなる。76 ～ 79 はいずれもڽփؠ製の中砥で、

いずれも在地産と考えられる。

%　金　属　製　品

　80 は飾り金具である。ંれ曲がった状態で出土した。ද面には஁金（௦金）によって 21 ຕの٠花หが

作り出されている。その中৺にはூ金によりඛ形の格子文がࢪされている。ࣁし΂（柱頭）をද現したも

のか。ཪ面の中央部にもூ金により᣾がද現されている。この部分には金属の付ண物が認められる。

　81 は鎌である。ਕ部がഁଛしている。82 は楔である。ઌ端に޲かってΏるやかに幅がڱくなる。83

は釘である。அ面形は࢛֯で、頭部をΧΪ状にંり曲͛ている。84 は蝶番である。ೖ金具に環金具がೖっ

た状態で出土した。85 は鍋の௻ࣖ部分である。ेޒ川৳໼ࢯの分類によれば、14 世紀以降にΈられる鍋

̗類にあたるʦेޒ川 1992ʧ。௻ඥを通す݀は正面中央と、ӈଆの̎か所にઃけられている。鍋本ମと

઀合していたԼ端はബくなっている。県内の類ྫとして、新潟市内໺遺跡ʦ立木ほか 2002ʧ・্越市子҆

遺跡ʦ戸根 2003ʧで出土している。86 は板状のಔ製品である。֤端部はྏを࣋ち、ࠨӈ྆端部には޸

が̎か所あり、そこからܽଛしている。ࠨ端部はわずかに൓っている。

　87 ～ 112 は銭貨である。中世の銭貨はʦӬ井 2002ʧをࢀ考にした。શମで 25 ຕ（ຕ数֬認）出土しており、

銭種を൑ಡできたものは 24 ຕ（ຕ数֬認）であった。࠷古銭は։元通ሟ ( ॳர年 621 年 ෢通ሞ（ॳߑ新銭は࠷、(

ர年 1368 年）である。ᶘ層からは౜銭、北૙銭、明銭が出土しており、陶磁器の年代とໃ६しない。87

～ 102 は 4E101 の 4 層ఈ面௚্から 16 ຕが៝銭の状態で出土した。༗機質の៝ඥは෗৯したҝ、࢒っ

ていない。112 も៝銭の状態で出土した。៝ඥは࢒っていない。ඃ೤しており、特に্部は大きく࿪ん

でいる。銭貨はগなくとも 22 ຕ֬認できる。Լから̎ຕ目の銭貨は、「˘定通ሞ」と൑ಡできる。Յ定

通ሞ（ॳர 1208 年）または঺定通ሞ（ॳர 1228 年）と考えられる。

E　木　製　品

　֤種別の記ࡌに当たり、Լବ・柱根はʦय़日 2012ʧ（第 17 ਤ）、

൨物（漆器）はʦय़日 2012ʧ（第 18 ਤ）ٴͼʦ水ᖒ 2007ʧ、曲物はʦ੢

村 1994ʧ（第 19・20 ਤ）の名শや分類をࢀ考にした。時期を検౼

できる木製品は൨物（漆器）やԼବにݶられる。༻్が不明なも

のやܽଛしたことで元ʑの形状が不明なものは、出土時の形状よ

り๮状木製品や板状木製品、൫状木製品とした。箸状木製品は྆

が不明ྎなものやܽଛし൑அできな޻に分け、ઌ端の加ޱとยޱ

いものは不明とした。֤木製品の記ड़は土器とಉ様に、遺構出土、

遺構֎出土のॱで行う。種別の൑அ基४や加޻を中৺にड़΂る。

・දは、木製品࡯؍照されたい。木製品ࢀදを࡯؍ଌ஋やथ種౳はܭ

൨物（漆器）・柱根・ૅ板に分けて作成した。また、木製品の記ࡌ

にあたり、木製品の部分（部位）の名শをࣔす໛式ਤをఏࣔした（第

21 ਤ）。

$ 
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*
)

% ～F

# 
A 

Լବ
(1
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+
（$�*1 か *2 の大きいํ）

（

　

 

　
　
　）

A1
�

A2
�

A3

(2

A3

E
F

A2
#

A1

*1

)1

$

)2

*2

%

+ 

台ް࠲

幅ࣃ

ްࣃ
पࣃ

ᆵܘ

台࠲幅
台࠲長

Լବ高

第 17図　下駄の計測部位
（ʦय़日 2012ʧよりసࡌ）

１）記ड़のํ਑
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̎）遺構出土の遺物

SE10（ਤ൛ 32・33 ʖ 113 ～ 135）　113 のॎஅ面が台形状で、ԣஅ面は一部ܽଛしているがԁ形と考

えられる。্端幅がԼ端幅よりもڱくなる。形状からખとした。थ種はΞαμである。114 は্端とԼ

端をӶརに加޻することで船टと船ඌをද現していると考え、舟形木製品とした。しかしᓄ࠲のද現はな

く、ະ成品の可能性もある。थ種はコφϥ属コφϥ節である。115 はउ子である。্端ٴͼ࣋ちख部は

ܽଛしており、શ形は不明である。116・117 は۲ࡈである。116 の্部はܽଛしている。117 にはઢ

状痕が多数認められる。118 は板状木製品である。ӈԑには二ݸ一ରの޸がある。ද面にはઢ状痕が࢒り、

記号とΈられる「�」がઢࠁされている。119 ～ 131 は箸状木製品である。119 ～ 127 が྆ޱ箸で、長

さは 192 ～ 228ᶱである。128 がยޱ箸である。4E10 からは箸状木製品が 83 本出土し、྆ 箸がޱ 16 本、

ยޱ箸が４本、ܽଛによる不明が 63 本である。不明のものが多く、શମの 75ˋにٴぶ。4E10 にはҙ

ਤ的に箸をંって౤͛ೖれた可能性が高い。132 は一木作りの࿈ࣃԼବである。ۜҍࣃで、Լବ高は 4�3

ᶲである。ؠ田ོࢯによる中世Լବの分類ʦؠ田 1996ʧの A ᶗ C1 類にあたり、鎌૔時代からࣨ町時代

前期に比定される。थ種はϞΫϨϯ属である。133 は杭である。割り材が使༻され、அ面形はํ形をఄ

する。Լํは４ํ޲からӶརに加޻されている。Լ端はଧちࠐんͩ時のিܸで࿪んでいる。134 は板状

$

$　高台ܘ

%

E　ఈ部ް

E

%　ఈܘ

#2

#1
#

#　器高

A

A　ܘޱ

൨物

第 18図　挽物の計測部位
（ʦय़日 2012ʧよりసࡌ）

第 19図　曲物の構造と各部名称
（ʦ੢村 1994ʧよりసࡌ）

第 20図　曲物細部の各部名称
（ʦ੢村 1994ʧよりసࡌ）

第 21図　木製品の部位の名称

্ԑ

ԑࠨ

Լԑ Լ端

ӈԑ ཪ面

ཪ面

ଆ面

ද面（அ面をともなうํを）

ද面

্部

Լ部

্端

2ɽ帯
1ɽଆ板 4ɽϔΪ板

5ɽ釘݀
7ɽ内面έϏΩ
8ɽఈ板
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2
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1ɽଧ合せ 4ɽ্端

3ɽԼԑ 6ɽ本௲じ
5ɽԼ端
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8ɽΩϝΧέ

10ɽฦし๓い
9ɽ֎面έϏΩ
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木製品である。ࠨԑには޸が̏か所あり、ཪ面には٭のような部分が存在する。Կらかの部材と考えられ

る。135 は柱根である。ਊؙ࣋木材でथൽは࢒っていない。Լ端は平ୱに加޻され、中৺部には੾り཭

し痕が࢒る。थ種はΫリである。

　SE16（ਤ൛ 33 ʖ 136 ～ 140）　136 は板材であり、ઢ状痕が多数認められる。137・148 は板状木製品

である。137 はࠨからӈに޲かってްさがബくなる。138 の中央には̓ᶱఔ౓の޸が̎か所ある。139・

140 は曲物ఈ板である。139 は出土時にすでに̎分割されていた。痕跡からҙਤ的に割ったものと൑அ

した。また 139 にはࣗવに༙出した石༉（原༉）がਁΈࠐんでおり、特༗のषいがする。140 のଆ面に

は釘݀が̒か所あり、うち̎か所に௚４ܘᶱほͲの木釘が࢒っている。

　SE22（ ਤ ൛ 33・34 ʖ 141 ～ 152）　141 ～ 145 は 箸 状 木 製 品 で あ る。141 ～ 144 は ྆ ޱ 箸 で あ

る。146 は部材である。ްΈが 21ᶱと、板材や板状木製品よりްΈがある。Լԑには޸が̎か所ある。

147・148 は板状木製品である。147 のӈԼをഁଛしており、શ形は不明であるが、Լ端はؙΈを帯ͼ

る形態をなすようである。ࠨԑには二ݸ一ରの޸がある。中央のややӈԼにも޸が̏か所認められる。

148 は、֯にؙΈをもつ୹࡭状の板をૉ材とする。ӈԑには二ݸ一ରの޸が̎か所、中央に二ݸ一ରの

ԑの中央は台形状にፘられている。149・150ࠨ、が１か所ある。また޸ は杭である。それぞれのԼ端の

加޻に஫目すると、149 は̒ํ޲から、150 は４ํ޲から加޻されている。थ種は྆者ともϋϯノΩ属

ϋϯノΩ節である。151 はްΈがある板材で、形状は長ํ形をఄする。中央付近にઢ状痕が多数認めら

れることから、ဲ板として使༻されたことがうかがえる。152 は 151 とほ΅ಉ形をఄする。ࠨӈ྆ԑに

はྏが認められ、その内ଆは一ஈ低くなる。152 にはઢ状痕が認められないが、151 と形状がࣅること

からဲ板と考えられる。

　SE101（ਤ൛ 34 ʖ 153 ～ 167）　153 は曲物ఈ板である。ࠨଆがܽけている。प囲には数ճにわたるέ

ズリが加えられており、形状が不੔なԁ形をఄする。ද面にはઢ状痕が多数認められ、中央ややӈ্に޸

が１か所ある。曲物ఈ板を二次加޻したస༻品と考えられる。154 はฑउである。出土した時点で土ѹ

によって࿪んでいた。ଆ板のްΈは１～̎ᶱとඇ常にബい。154 の中に、ฑउのฑ（155）がೖっていた。

155 はਊ࣋ちのࢬ材で、थൽが࢒る。ଠさは１ᶲఔ౓とࡉい。্端のԑにはઙくፘられており、この部

分にฑउのଆ板がҾっかかる。156 は曲物ఈ板である。྆面ともに丁ೡな加޻で、凹凸がほとんͲない。

௚ܘからฑउ（154）のఈ板と考えられる。ฑउのथ種については、ଆ板・ఈ板（154・156）がεΪ、ฑ（155）

がϠφΪ属である。157は板状木製品である。台形状をఄし、্ Լにはରになるように̫字状のࠁΈがある。

ද面にはઢ状痕が多数認められる。158 ～ 160 は杭、161 ～ 166 はॎ板で、これらは井戸の構築部材で

ある。ॎ板のද面には年ྠ界の凹凸が࢒り、加޻がややૈࡶな印৅をडける。167 は曲物で、௚ܘが 51�7ᶲ、

高さは 50�3ᶲと大ܕである。্ஈには幅 17ᶲの、Լஈには幅 30ᶲの帯が८る。さらにԼஈには̒ᶲの

帯が८ることで、曲物のԼ部をڧ化する構଄となっている。Լ部には釘݀が 14 か所ある。

　SE103（ਤ൛ 35 ʖ 168）　168 は๮状木製品である。্部の一部が࡟られ、ઌ端がಥ起状をなす。Լ端

は̎ํ޲からの加޻によりӶརである。また、্部が୸化している。168 は井戸の覆土にಥきࢗした状

態で出土したことから、祭祀に関する遺物の可能性が考えられる。

　SE104（ਤ൛ 35 ʖ 169 ～ 172）　169 ～ 171 はॎ板で、これらは井戸の構築部材である。ॎ板の྆面に

は年ྠ界の凹凸が࢒り、加޻がૈࡶである。172 は曲物である。大きくഁଛしており、ܘは 35�1ᶲ、高

さは遺存஋で 17�0ᶲである。釘݀がগなくとも４か所ある。釘݀が認められるଆを্にしてઃ置されて

いた。
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　SE105（ਤ൛ 35ʖ173・174）　173 は曲物ఈ板である。ࠨԑがܽଛしている。174 は曲物で、௚ܘ 48�8ᶲ、

高さは 22�2ᶲである。্部がܽଛしている。

　SE106（ਤ൛ 35 ʖ 175）　175 は曲物で、௚ܘが 39�0ᶲ、高さが 39�5ᶲである。্部が大きくഁଛし

ている。ଆ板の֎面には、ࣼํ޲に交ࠩするέϏΩがࢪされる。この部分に帯が८っていたとࢥわれる。

内面にはॎํ޲にέϏΩがڱい間ִでࢪされている。釘݀が認められるଆを্にしてઃ置されていた。

　SE115（ਤ൛ 35・36 ʖ 176 ～ 186）　176 ～ 185 は板材である。これらの板材は曲物内に์ࣹ状に並΂

られており、26 点が出土したうち 10 点をਤ化した。板材の形状については、遺構の記ࡌでड़΂た通り、

長さは 162ᶱ前ޙである（第 12 ਤ）。いずれの板材もްさ１～̎ᶱఔ౓とඇ常にബい。ઢ状痕が明ྎに認

められるものもある（178・183 ～ 185）。これらには一定のن則性をもって小޸がઠたれていることから、

ඥや木釘で૊Έ合わせてശのような形状をなしたものと推࡯できる。186 は曲物である。௚ܘが 36�3ᶲ、

高さが 10�3ᶲである。্部はܽଛしているものの、平ୱである。曲物をઃ置するࡍに、水ཷの大きさに

合わせて加޻したとも考えられる。釘݀が̕か所ある。

SE159（ਤ൛ 36 ʖ 187 ～ 191）　187 ～ 191 はいずれも 4E159 のఈ面付近にෑかれていた板状木製品

である。187 ～ 189 のԑには޸が認められることから、ંෑの可能性が高い。187 のද面にはઢ状痕が

多数認められ、ဲ板にస༻された可能性が高い。188・189 はҙਤ的に֯がऔられている。189 には「े」

がઢࠁされている。190 のยଆの端部は加޻され、ו๶状をఄする。ӈԑには幅１ᶲ、長さ̑ᶲఔのፘ

りがある。191 のԼ部がܽଛしているが、本དྷは 190 とಉ様の形状をしていたと考えられる。

　SE177（ਤ൛ 37 ʖ192 ～204）　4E177 では箸状木製品が59 点出土し、そのうち13 点をਤ化した（192

～204）。192 ～ 202 が྆ޱ箸で、長さは 186 ～ 242ᶱである。203 がยޱ箸である。204 は্部がܽ

ଛしていることから不明とした。なお、શ 59 点中、྆ 箸がޱ 31 点、ยޱ箸が̒点、不明が 22 点であった。

　SE187（ਤ൛ 37 ʖ205 ～210）　205 は箸状木製品である。྆ઌ端がややؙΈを帯ͼているが、྆ޱ箸

とした。206 は板状木製品である。207・208 は曲物である。207 は௚ܘ 33�6ᶲ、高さ 29�1ᶲである。

釘݀が̒か所ある。্ஈの帯の֎面には「×」ٴͼ「े」がઢࠁされている。208 は௚ܘ 27�2ᶲで、当

遺跡で࠷もܘが小さな曲物の༰器である。্部がܽଛしており、高さは遺存஋で 18�0ᶲである。208 に

は޸が 12 か所認められるが、その配置（間ִ・高さ）は一定ではない。釘݀以֎の目的が考えられる。

　SE305（ਤ൛ 37ʖ209～212）　209の্端部が「く」の字状に࡟り出されている。中央部の幅が࠷もଠく、

Լ端に޲かってࡉくなる形状からかん͟しとした。江戸時代にొ৔する「ࣖかき付かん͟し」に形態がࣅ

る。210 は྆ޱの、211 はยޱの箸状木製品である。212 は๮状木製品で、্端・Լ端ともにӶ֯に加

。されている޻

　SE306（ਤ൛37・38ʖ213～225）　213は漆器࿶である。内面にはग漆でԿらかの文様がඳかれているが、

そのϞνーϑは不明である。࿶の形態から、13 世紀ޙ半から 14 世紀の所産と考えられる。214 は曲物

ఈ板である。出土した時点で半分に割れていた。215 は杭である。Լ端の加޻は平ୱである。216 は板

状木製品である。ද面にはઢ状痕が多数࢒る。217 ～ 220 はॎ板、221 ～ 224 はԣࢅで、これらは井戸

の構築部材である。ॎ板のްΈは̓～̕ᶱで、年ྠ界の凹凸がやや࢒り、加޻はややૈࡶである。南・北

ลのԣ（223・221）ࢅのथ種がωϜノΩ、੢・東ลのԣ（224・222）ࢅのथ種がΫリと、形状がࣅるもの

ಉ࢜がಉじथ種を༻いていた。225 は曲物である。௚ܘは 59�3ᶲで、当遺跡で࠷もܘの大きい曲物である。

্部は一部ഁଛしており、高さは遺存஋で 47�6ᶲである。্ஈの帯は一ॏ、Լஈの帯は二ॏに८っている。

ଆ板と帯の間には幅̒ᶲఔのϔΪ板̎ຕがࠩしࠐまれている。
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　SK21（ਤ൛ 38 ʖ 226・227）　226 は๮状木製品としたが、ほかの๮状木製品よりଠく、杭に近い。্

部はܽଛしている。Լํに޲かって幅がڱくなる。அ面はϨϯズ状をఄする。227 は板状木製品である。

ํ形の板材の一部とΈられ、ӈ্端とԼ端がܽଛしている。্ԑに二ݸ一ରの޸があり、ӈԑにも޸が̏

つ認められる。

　SK405（ਤ൛ 39ʖ228・229）　228 は๮状木製品である。அ面形は多֯形をఄする。্ 部はܽଛしている。

Լํに޲かってࡉくなり、Լ端はややؙΈを帯ͼる。229 は曲物で、௚ܘは 35�9ᶲである。্部がഁଛ

しているため、高さは遺存஋で 14�6ᶲである。Լ部には幅 10�5ᶲの帯が८る。また、Լ部には不౳間ִ

で１ܘᶲఔ౓の޸が 15 か所認められる。釘݀と考えられるが、一般的な釘݀よりもܘが大きいことから、

ఈ板をࢭめる以֎の目的も想定できる。

　SK406（ਤ൛ 39 ʖ 230・231）　230 は板状木製品で、Լԑには二ݸ一ରの޸がある。ཪ面にはઢ状痕

が多数認められる。231 は曲物で、௚ܘは 32�1ᶲである。্部がܽଛしているため、高さは遺存஋で

13�6ᶲである。Լ部には幅 6�5ᶲの帯が८る。

　SD1（ਤ൛ 39 ʖ 232）　232 はยޱの箸状木製品である。箸状木製品のथ種については、εΪが༻いら

れることが多いが、232 はΠνΠであった。

　SD3（ਤ൛ 39 ʖ 233）　233 は൫状木製品である。௚ܘは 59ᶱで、中央には̏ᶱの޸がある。දཪと

もに平ୱに加޻されている。コϚや紡錘車の可能性が考えられる。

　SX235（ਤ൛ 39 ʖ 234）　234 は柱材にస༻された部材である。அ面はࣣ֯形に੔えられる。中央のや

やԼに、14 × 8ᶱの長ํ形の޸が認められるが、؏通していない。そのࠨӈには幅 15ᶲఔのፘりがある。

Լ端には幅４～̑ᶲの￼݀が̎か所ある。స༻時の加޻により、Լ端は平ୱになっている。స༻以前は建

築部材であったと考えられる。थ種はεΪである。

　SX402（ਤ൛ 39 ʖ 235）　235 は板状木製品である。ӈଆがഁଛしており、શ形は不明であるが、্部

が幅広であることをؑΈると、उ子の可能性が考えられる。ްΈは̏ᶱఔ౓と、ඇ常にബい。ཪ面にはઢ

状痕がわずかに࢒る。

　SX403（ਤ൛ 39・40 ʖ 236 ～ 251）　236 ～ 238 は漆器小ࡼである。これらの௚ܘは 10ᶲ前ޙとほ΅

ಉ形とݴえる。いずれも高台がわずかに൨き出されており、238 のఈ部֎面には᫛᫡௺跡が４か所࢒る。

これらは 14 世紀代の所産と考えられる。236・237 のथ種はϒφ属である。239 は漆器࿶である。内֎

面には੺漆ֆで扇がඳかれている。थ種はϒφ属である。240 は器นがްく、ܘޱが 25ᶲを௒えること

からുとした。੝り付け༻の器であΖう。内֎面はࠇ漆がࢪされ、֎面には੺漆ֆで花もしくは葉がඳか

れている。थ種はΧπϥである。241 の平面形は௚ܘ 4�5ᶲのԁ形をఄする。中৺部分が࠷もްく、पԑ

部に޲かいްさをݮじる。中৺部分のްさは̑ᶱである。ද面は平ୱである。ཪ面には޻具で੔えられた

痕跡が明ྎに࢒る。࣠ が࢒った状態で出土した。࣠ の長さは 15ᶱ、幅は̏ᶱである。্ 部がややࡉくなる。

形状からコϚの可能性が考えられる。242 はԼ部をܽଛしており、શ形は不明である。্端部はෳ数ํ

により、台形状に੔えられている。Լ端のӈଆ面にはፘりが認められる。形状から木錘と考޻からの加޲

えられる。243 は板状木製品である。長࣠ 95ᶱ、୹࣠ 93ᶱと平面形はほ΅正ํ形である。ද面にはઢ

状痕が࢒る。244 は板状木製品である。ࠨଆがܽଛしており、શ形が不明である。4X403 からは箸状木

製品４点が出土し、そのうち１点をਤࣔした。245 はยޱの箸状木製品である。246 は板状木製品である。

ඇ常にബく、ްさは̎ᶱఔ౓である。ද面にはઢ状痕がわずかに࢒る。247 ～ 249 はശ状木製品を構成

する板材である。形状や釘݀の位置関係からಉ一ݸମと考えられる。板材の位置関係ٴͼ復元想定ਤをࣔ
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した（ਤ൛ 40）。247 はఈ板に相当する部分である。248・249 はଆ板である。248 にはఈ板が４ຕはま

るように、凹んでいる。249 にはఈ板をࢭめる釘݀がある。250 も 247 とಉ様の板材であるが、長さか

ら 247 ～ 249 とは別ݸମとした。251 は部材で、্端にはฑがある。中央には幅 16ᶱの凹Έがある。

　杭（ਤ൛ 40 ʖ 252 ～ 255）　遺存状態がྑ޷なものをਤ化した。252 はԼ端が̑ํ޲からの加޻で੔え

られている。253 はԼ端が多ํ޲からの加޻で੔えられ、Ӷརに্࢓がる。ઌ端はଧちࠐΈ時のিܸで、

やや平ୱとなる。254・255 はともに、Լ端が一ํ޲からの加޻で੔えられている。杭のथ種は、252

がϚπ属ෳҡ؅ଋѥ属、253 がトωリコ属、254・255 はϠφΪ属である。

　柱根（ਤ൛ 40・41ʖ256 ～ 263）　木औりについては 256 ～ 260 がਊؙ࣋、261 がਊ262、ํڈ がミΧϯ割、

263 がਊ࣋多֯である。Լ面の加޻については 259・265 がࣼめで、そのほかは平ୱであった。੾り཭

し痕が࢒るものもある。また、182 の平ୱ面の中৺部には௚̓ܘᶱほͲの஛؅文状のѹ痕が認められる。

この஛؅文については、ނҙによるものとධՁするよりは、ۮવに付いた可能性のํが高いであΖう。柱

根のथ種は、256・258・260 がΫリ、257 がϚπ属ෳҡ؅ଋѥ属、261 ～ 263 がεΪであり、特定の

थ種にภる޲܏とはݴい೉い。

　P324（ਤ൛ 41 ʖ 264・265）　ピット内から૲ཤਊ（264）と柱根（265）がڞ൐して出土した。264 は

遺構ఈ面と柱根（265）の間から出土した（ਤ൛ 12、1324 のஅ面ਤࢀ照）。265 の木औりはミΧϯ割である。

Լ端は平ୱに加޻してあり、੾り཭し痕は認められない。थ種はΫリである。

　礎板（ਤ൛ 41 ʖ 266 ～ 271）　遺存状態がྑ޷なものをબんでਤࣔした。1341 のૅ板（266）の্部に

は௚４ܘᶲఔの￼がある。స༻材を使༻している。柱根が઀していた部分がややۼんでいる。266 のԼ

部からも 267 のૅ板が出土した。थ種は 266 がεΪ、267 がΫリである。1357 のૅ板（268・269）は

શମ的に୸化したことでߗ化している。268・269 ともにथ種はΫリである。1385 のૅ板（270）の中

央ややԼには̏×̏ᶲのํ形の￼݀がある。その্には１×̎ᶲの長ํ形の݀が։いているが؏通はして

いない。ӈଆ面にも̏×̑ᶲの長ํ形の￼݀がある。建築部材をస༻したものであΖう。270 のԼから

もう一ຕのૅ板（271）が出土した。थ種は 270 がεΪ、271 がΫリである。

̏）遺構֎出土の遺物（ਤ൛ 41 ʖ 272 ～ 278）

　272・273 は๮状木製品である。Լ端に޲かってややࡉくなる。୸化した痕跡が֓ねશ面に࢒る。ඃ

೤によるものであΖう。273 はԼ端がӶརに加޻されている。杭として使༻された可能性が考えられる。

274 は্Լがରশとなるように加޻されている。ࠨԑの中央部分には幅広のፘりがࢪされ、また྆ԑに

は二ݸ一ରになるように、幅がڱいፘりが加えられている。275 はදཪ面に漆がృられているが、ほか

の材と઀していた部分には漆はない。ശ物の一部と考えられる。276・277 は曲物のఈ板である、྆者と

もに釘݀が࢒っている。278 は্Լ྆端ともに加޻が見られ、部材と考えた。ᶘ層からԣたわった状گ

で出土した。柱根や建築部材の可能性が考えられる。

A　֓　　　要

　古代の遺物は、須恵器・土師器・ࠇ৭土器が出土した。須恵器・土師器はコϯςφ 21 ശ（ശの内ੇɿ
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第４表　古代の土器の組成 

54ᶲ×34ᶲ×10ᶲ）出土した。また墨書土器は、「呂」・

「王」・「卅」なͲと൑ಡできるものがある。古代の

土器の編年؍については、ʦय़日 ࡔ、2005・1999

井 1989、新潟古代土器研究会 2004ʧを、笹神丘

陵産須恵器はʦ笹ᖒ 2012ʧ、小泊産須恵器はʦࡔ井・

௽間・य़日 1991、笹ᖒ 2011ʧをࢀ考にした。ま

たޱԑ部ܭଌ法を༻いて器種の૊成をఏࣔし、時期

をܾめる൑அ基४のͻとつとした（第４ද）。ܭଌに

ついては、ʦӉ໺ 1982、य़日 2003ʧをࢀ考にした。

遺物の時期は、य़日真実ࢯの編年ʦय़日 1999ʧの

ᶛ期（̕世紀前半）が中৺と考えられる。その前ޙ

　古代の土器には大きく分けて、ొり窯を༻いた高Թؐ元Ԍ焼成による「須恵器」と、低Թࢎ化Ԍ焼成に

よる「土師器」がある。土師器のうち、内面にࠇ৭ॲཧがࢪされるものを「ࠇ৭土器」とݺぶ。本報告では、

須恵器、土師器ຖに器種分類を行った。須恵器・土師器શ般については、ʦࡔ井 1989ʧを、須恵器のஷ

蔵具についてはʦ北໺ 1999ʧをࢀ考にした。土師器ແ台࿶については、ಠࣗに分類をઃけた。第 22 ਤ

は須恵器・土師器の器種分類ਤである。器種の名শは形態をද現するज़ޠを࠾༻し、これをࡉ分する৔合

に A・# なͲのΞϧϑΝϕットを付した。ಉ一器種のうち、法量のҟなるものはᶗ・ᶘなͲのϩーϚ数字

をさらに付した。なお、古代の器種構成をཧղするために、本遺跡から出土していない器種も一部ࡌܝした。

須　恵　器

　杯蓋　༗台ഋ A・# に൐うもの。たͩし、༗台ഋ $ に൐うものは認められない。法量から、ޱ端部ܘ

が 16ᶲ前ޙのものをᶗ類（312）、ޱ端部ܘ 14ᶲ前ޙのものをᶘ類（299・311）に分けられる。

　有台杯　ഋのうち高台をもつもの。形態から A・#・$ の̏器種に分けられる。A・# は基本的にഋ֖とηッ

ト関係になると考えられる。

　有台杯 A　༗台ഋのうち、਎がઙいもの。器高は̑ᶲ以Լである。法量から、ܘޱが 14 ～ 15ᶲのも

のを A ᶗ類（山ࡾլ がܘޱ、（143 13ᶲ前ޙのものを A ᶘ類（山ࡾլ がܘޱ、（544 11ᶲ前ޙのものを A

ᶙ類（山ࡾլ 501）とした。当遺跡からは出土していない。

　有台杯 B（317）　༗台ഋのうち਎がਂく、大ܕのλΠϓ。ܘޱが 13ᶲ以্、器高が̑ᶲ以্である。

　有台杯C（319）　ਂ਎で小ܕの༗台ഋ。ܘޱ 10 ～ 11ᶲ、器高４ᶲ以্である。

　無台杯　ഋのうち、高台をもたないもの。৯હ具の主ମをなすもので、器種શମのなかでݸମ数が࠷も

#　器種分類と記ड़ํ法

種類 種類 器種
 ԑ部ޱ
 存率࢒

（X�18）

 ԑ部ޱ
ഁย数

比率 
( 存率࢒ ) 

ˋ

比率 
( ഁย数 ) 

ˋ

須恵器

৯હ具

ഋ֖ 41 18 5�6 4�7 
༗台ഋ 25 7 3�4 1�8 
ંԑഋ 4 3 0�5 0�8 
ແ台ഋ 333 174 45�5 45�1 

土師器
֖ 8 2 1�1 0�5 

ແ台࿶ 101 83 13�8 21�5 
৭土器ࠇ ແ台࿶ 6 5 0�8 1�3 

須恵器 ஷ蔵具
ᆵ・ළ類 39 3 5�3 0�8 

ᙈ類 58 7 7�9 1�8 

土師器 ࣽਬ具

長ᙈ 81 57 11�1 14�8 
小ᙈ 26 20 3�6 5�2 
鍋 8 6 1�1 1�6 
ു 2 1 0�3 0�3 

૯ܭ 732 386 100�0 100�0 

の時期にあたるᶚ 2 期、ᶜ 1 期のものも認められた。

　遺物の出土位置や層位、法量は࡯؍දでࣔし、֤આでは࡯؍දではද現しにくい、製作ٕ法や使༻痕跡

౳についてड़΂ることとする。器形をද現するࡍに、器高ࢦ数（器高ʸܘޱ× 100）やఈࢦܘ数（ఈܘʸޱ

×ܘ 100）を༻いて記ड़することもある。また、ϩΫϩのճసํ޲は土器製作ٕज़においてॏ要な৘報で

あるため、࡯؍දに記ࡌすることとした。

１）器 種 分 類



̎　Լ層（古代）の遺物

48

須恵器
ഋ֖

ഋ֖

༗台ഋ A ༗台ഋ #

༗台ഋ $

ແ台ഋ

ᶙ類Aᶙ類

ᶘ類Aᶘ類

ᶘ類

ᶘ類

ᶘ類

ᶗ類Aᶗ類ᶗ類

ᶗ類

特大ᙈ中ᙈ

中ᙈ

小ᙈ（# 系）

小ᙈ（A 系）

長ᙈ（A 系） 長ᙈ（# 系） 長ᙈ（$ 系）

大ു

小ᙈ（$ 系）

鍋（# 系）

ંԑഋ

ԣළ

ແ台࿶ A ແ台࿶ #

৭土器（ແ台࿶）ࠇ

284
286

289

298

299

306

311

312

317
334

山 140

345

347

354

355

357

358

362

365

374

319

376

330

山 501

山 544

山 143

山 170

山 345
山 76

山 109

˞1　「山」の土器は、山ࡾլᶘ遺跡
ʦࡔ井1989ʧの出土遺物である。
˞̎　ԣළ・長ᙈ・鍋・大ുは 4�1�8、
中ᙈ・特大ᙈは 4�1�12、その他は
4�1�6である。

第 22図　須恵器・土師器の器種分類図
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多い。法量の大きさにより、ܘޱ 15ᶲ前ޙのものをᶗ類（山ࡾլ がܘޱ、（140 12 ～ 13ᶲのものをᶘ類

がܘޱ、（330） 11ᶲ前ޙのものをᶙ類（334）に分類されるが、それぞれの境界が不分明なものもある。

　折縁杯　ޱԑが֎൓したޙに、端部が内࿷するഋである。越ޙでもѨլ北地ํͩけで生産が֬認されて

いる地域৭の濃い器種である。ޱԑ端部の形態なͲから、「਎」ではなく「֖」とする見ํもある。胎内

市দ山窯跡からは、֖を想定されるものも出土しているʦҏ藤 1997ʧ。当遺跡では、֖とධՁできる器

種は認められなかった。法量により、ܘޱが 14 ～ 15ᶲのものをᶗ類（345）、ܘޱが 12 ～ 13DN のも

のをᶘ類（347）とした。

　横瓶（284）　ஷ蔵具のͻとつ。಑部ٴܘͼ಑部長から、಑部ܘ 20ᶲະຬ・಑部長 30ᶲະຬの小ৼりの

ものと、಑部ܘ 20ᶲ以্・಑部長 35ᶲ以্のものに法量が分かれそうͩが、点数がগないことから本報

告ではࡉ分していない。ԣළの記ड़については、ʦय़日 2001ʧをࢀ考にした。製作ٕज़の؍点から見ると、

ଆ端部のดํ࠹法のҧいから「ย面ด࠹」と「྆面ด࠹」がある。当遺跡では྆面ด࠹のものが̏点、ย

ଆのଆ面しかわからずด࠹が不明なものが̏点であった。

　甕（286・306・354）　༰量により小ܕ（20Ὑະຬ）、中ᙈ（20 ～ 50Ὑ）、大ᙈ（50 ～ 80Ὑ）、特大ᙈ（80

Ὑ以্）に分類した。

　須恵器は、্記のほかに、ޱڱᆵや長ᰍළがある。

土　師　器

　土師器には、ϩΫϩ成形のものと、そうでないもの（ඇϩΫϩ成形）がある。

　杯蓋（355）　１ݸମ分を֬認した。内֎面に丁ೡなミガΩがࢪされることを加ຯすると、ແ台࿶ # や

。৭土器ແ台࿶とのηット関係が想定されるࠇ

　無台椀　ϩΫϩ成形で、高台をもたない平ఈである。ఈ部はճసࢳ੾りٕ法によって੾り཭され、ແ調

੔のものが多い。たͩし、ఈ部੾り཭しޙにϩΫϩέズリで੔えられるもの、さらに丁ೡなミガΩが加え

られるものもある。ʦय़日 2003ʧをࢀ考に調੔の༗ແによって、ແ調੔のものをແ台࿶ A（357・358）、

ミガΩ調੔されるものをແ台࿶ #（289）とした。また、࿶ # には内面がࠇ৭ॲཧされるものも認められる。

これらは、ࠇ৭土器とݺぶこととする。ࠇ৭土器の器種はແ台࿶のΈである（362）。

　小甕　器高が 15ᶲ以Լのᙈである。ܘޱは 11 ～ 14ᶲである。ޱԑ部内面には୸化物の付ணが認めら

れるものが多い。小ᙈも、長ᙈಉ様にඇϩΫϩ成形のもの（A 系）（山ࡾլ 109）と、ϩΫϩ成形のもの（#

系・$ 系）（365・山ࡾլ 170）がある。

　長甕　長಑のᙈである。਎がਂいࣽਬきを「ז」ʦӉ໺ 1992ʧや「長ז」ʦय़日 2007ʧとݺぶことも

あるが、本報告では「長ᙈ」とݺぶ。長ᙈは小ᙈとならͼ、ࣽਬ具の主ମをなすものである。長ᙈは、ඇ

ϩΫϩ成形で平ఈのもの（長ᙈ A 系）（山ࡾլ 76）、ϩΫϩ成形でؙఈのもの（長ᙈ # 系）（374）、ϩΫϩ成

形で平ఈのもの（長ᙈ $ 系）（山ࡾլ 345）に大きく分類されるʦࡔ井 1989ʧ。当遺跡では長ᙈ # 系が大半

をしめ、長ᙈ A・$ 系についてはࡉยがわずかに認められた。

　鍋　器高よりもܘޱが大きなࣽਬ具である。製作ٕ法は長ᙈ・小ᙈಉ様に、ඇϩΫϩ成形（A 系）とϩ

Ϋϩ成形（# 系・$ 系）がある。本遺跡では # 系のΈ認められる（298）。

　土師器は、্記のほかに大ു（376）がある。
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̎）実ଌਤのද現ํ法

　成形・調੔のද現は、ʦࡔ井 1989ʧٴͼʦ小田 2006ʧをࢀ考にした。

・「ϩΫϩφσ」はϩΫϩまたはճస台（以Լ、ϩΫϩ）をར༻したφσで、そのほかのものは「φσ」とした。

「ϩΫϩφσ」は実ଌਤ্、ྏઢを̎点੾ったഁઢでࣔした。「φσ」はද現していない。

・「ϩΫϩέズリ」はϩΫϩをར༻したέズリで、実ଌਤ্、ྏ ઢを１点੾ったഁઢでࣔした。έズリによっ

て生じるཻ࠭のಈきは、ϩΫϩέズリ時のϩΫϩのճసํ޲をҙຯする。よって、「　 」・「　 」でࣔした。

・「ΧΩϝ」はϔϥ状޻具（または板状޻具）を༻いて、ϩΫϩをར༻したԣํ޲の条ઢである。実ଌਤ

্では௚ઢでࣔした。

ŋ「ϋέϝ」はϔϥ状޻具を༻いたϩΫϩを使༻しない調੔で、実ଌਤ্ではϑリーϋϯドでࣔした。

・「ϔϥミガΩ」は、ϔϥ状޻具を༻いた調੔で、原則としてその୯位はද現せず、໼印でํ޲をࣔした。

・ୟき成形で生じた֎面と内面の痕跡は、それぞれ「λλΩ」と「当て具痕」とした。実ଌਤ্では、୓

本を༻いてࣔした。

・土器の成形や調੔には、ෳ数のٕ法を༻いることがある。その৔合、ҟなる成形・調੔の境は、実ଌਤ

্では実ઢでࣔした。

・須恵器のஷ蔵具のなかで、ԣළの実ଌਤは報告者や地域によって大きくҟなる৔合がある。本報告ではʦ北

໺ 1993ʧをࢀ考に、಑部の中৺ઢをԣ޲きに、ޱᰍ部の中৺ઢはॎ޲きにした。さらに、ܘޱ部と಑部

の઀合ํ法がわかるようにその部分もஅ面でද現した。

̏）胎　　　土

　これまでのࢿ料の஝積や研究成Ռにより、胎土の特徴で時期や生産地が֓ね൑அできるように環境が੔

いつつある。須恵器の胎土については、ʦ新潟古代土器研究会 2004ʧをࢀ考に、以Լの̏分類に分ける

こととした。

A 群：胎土そのものが相ର的にૈく、石英・長石・金Ӣ฼を多くؚΉ。器面は͟らついたものが一般的

で、ؚまれる߭物のཻ子は金Ӣ฼をআくと比較的大きい笹神・真木山窯跡群のほか、元山窯跡群、দ山窯

跡群、Լ小中山・֋԰窯跡群、ϗーϩΫ୔窯跡群で生産された須恵器に一般的にΈられる。

　B群：胎土そのものはਫ਼ྑで、白৭小ཻ子を多くؚΉ。器面にࠇ৭のൗ点・ਧき出しがΈられるものが

多い。器種によって胎土がҟなり、ແ台ഋと小ܕの༗台ഋは胎土が特にਫ਼ྑで器面が滑らかであるが、そ

の他の器種は࠭っΆい、やや͟らついた胎土である。佐渡小泊窯跡群（大木戸窯跡群ؚΉ）で生産された須

恵器と考えられる。

　C群：A 群・# 群以֎のものを一ׅする。胎土がਫ਼ྑであるが、長石・石英のཻ子をؚΉものが多く、

器面はなめらかである。生産地のީิは、Ѩլ໺川以南でも新津丘陵の新津市ࣣ本দ窯跡、ޒ泉市山崎窯

跡、੢古ࢤ窯跡群なͲがある。

$　֤　　　આ

SD121（ਤ൛ 42 ʖ 279・280）　279・280 は須恵器である。279 は༗台ഋ $ である。胎土 A 群で、特

に長石と小᛽のࠞೖが目立つ。280 はແ台ഋᶘ類で、胎土 # 群である。器高ࢦ数が 25 と਎がઙく、ఈ

１）遺構出土の土器（ਤ൛ 42 ～ 44）

˵

˵
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数がࢦܘ 60 と立ち্がりの֎܏౓がڧい器形である。ఈ部֎面には墨書があり、「卅」と൑ಡできる。

　SD164（ਤ൛ 42 ʖ 281）　281 は須恵器の༗台ഋ # で、胎土 # 群である。

　SD207（ਤ൛ 42 ʖ 282 ～ 289）　282 ～ 287 は須恵器、288・289 は土師器である。282・283 はແ

台ഋᶘ類で、胎土 # 群である。282 は半分に割れた状態で出土し（ਤ൛ 85）、઀合すると完形となった。

器นがബく、ޱԑ端部はؙΈをもつ。ఈ部ٴͼମ部֎面には墨書がある。ఈ部の墨書は「呂」と൑ಡでき

る。この墨書は、චॱをཧղして書かれていることから、ࣝ字層によって書かれたものと൑அできる。֎

面の墨書は記号のようにも見えるが、「呂」を真ࣅて書かれた可能性が考えられる。චݣいもצҊすれば

ఈ面とは別のࣝ字層以֎の人物によって書かれたと考えられる。ఈ部のઃ置面には、ݦ著にリϯά状のຎ

໣が認められる。

　284・285 はԣළである。྆面ด࠹のԣළは、λλΩや当て具痕のҠಈํ޲、ϩΫϩφσのํ޲なͲから、

Ͳちらをઌに成形したかをಡΈऔることができる৔合がある。284 は྆面ด࠹で成形されたԣළである。

、ճసである。ಉ৺ԁ文の当て具痕の੾り合いをΈるとࠨは޲ԑ部のϩΫϩφσから、ϩΫϩのճసํޱ

�から಑部̏ࠨ ４付近で当て具痕のҠಈํ޲がٯసする。当て具痕のҠಈํ޲は時ܭճりであることから、

�ଆ（಑部̏ࠨ。ճసのճస台を使༻していたことが想定されるࠨ ４）を成形し、ԁ൫ดޙ࠹に、্Լ൓

ରにしてӈଆ（಑部１� ４）を成形したものと考えられる。ࠨଆの内面のϩΫϩφσは、೪土のಈきから

、著なṞ落からݦճసであり、্Լ൓ରにしてから付いた痕跡である。֎面はࣗવᬵの付ணや焼成時のࠨ

平行ઢ文のλλΩを֬認できるものの、その੾り合い関係やҠಈํ޲をಡΈऔることは೉しい。以্から、

ଆ面にࠨ、ଆ面がԼଆ面、ӈଆ面が্ଆ面と൑அした。焼成痕にண目すると、ӈଆ面にࣗવᬵが付ணしࠨ

はࣗવᬵが付ணしていないことから、ࠨଆ面をԼにして置かれたと考えられる。ࠨଆ面には焼台の一部と

Έられる೪土が付ணしている。285 のଆ面にはด࠹ԁ൫の一部が認められる。ดޙ࠹はୟき成形で੔え

られ、そのޙ幅 1�1ᶲのΧΩϝが加えられる。

　286・287 は中ᙈである。286 は胎土 A 群で、長石や小᛽のࠞೖが目立つ。֎面にはࣗવᬵが認められ、

特にݞ部から಑部にかけては特にްく付ணする。287 は胎土 # 群である。֎面には格子文のλλΩが認

められる。内面のṞ཭がݦ著であるが、わずかに平行ઢ文の当て具痕が認められる。

　288・289 はແ台࿶ # である。288 の胎土はࠞೖ物がগなく、ਫ਼ྑである。内֎面にはεεが付ணする。

289 は̎ยから復元実ଌした。胎土はਫ਼ྑであるが、ࡉかな金Ӣ฼が目立つ。器高ࢦ数が 26 で、਎がઙ

い。ఈࢦܘ数が 40 とܘޱの割にఈܘが小さく、ޱԑ部に޲かって内࿷して立ち্がる器形である。ఈ部

֎面には、௚̒ܘᶱの஛؅文状のѹ痕が̏か所認められる。

　SD208（ਤ൛ 42・43ʖ290 ～298）　290 ～296 は須恵器、297・298 は土師器である。290 は༗台ഋ$ で、

胎土 A 群である。֎端઀地高台で、઀地部分はຎ໣している。内面のണ落が著しい。291 ～ 296 はແ台

ഋである。291 ～ 293 は胎土 A 群である。291 の胎土はૈく、特に長石と小᛽のࠞೖが目立つ。ܘޱが

13�8ᶲで、ᶗ類とᶘ類の中間的な大きさである。ఈ部֎面の੾り཭し痕は、φσでほとんͲফされている。

292 の胎土は、ほかの A 群よりも白৭ຯを帯ͼた৭調である。ఈ部֎面の੾り཭し痕は、φσでফされ

ている。ఈ部֎面には墨書があり、「王」または「主」と൑ಡできる。293 のޱԑ部の一部がܽけている

ものの、४完形である。器高ࢦ数が 29 とやや਎がਂめといえる。ຎ໣や付ண物が認められないことから、

ະ使༻の可能性が考えられる。294・295 は胎土 # 群である。294 はࢦܘޱ数 29、ఈࢦܘ数 67 と਎が

ややਂめでఈܘが大きい台形状をఄするのにରし、295 はࢦܘޱ数 25、ఈࢦܘ数 57 とఈܘの小さな台

形状の器形である 294 のほうが古い器形とݴえ、294 がᶛ期、295 がᶜ期に比定される。また、295 の
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ఈ部֎面には墨書があり、「王」と൑ಡできる。296 は胎土 $ 群で、ややೈ質である。内࿷ؾຯに立ち্

がる器形である。297・298 は鍋である。297 はޱԑ端部がややؙΈを࣋つのにରし、298 はޱԑ端部

に面を࣋つ。྆者ともにΧΩϝが明ྎに加えられる。

　SX120（ਤ൛ 43・44 ʖ 299 ～ 310）　299 ～ 307 は須恵器、308 ～ 310 は土師器である。299 は֖ᶘ

類で、胎土 A 群である。ఠΈ形態はϘλϯ状をఄする。300 はແ台ഋᶘ類で、胎土 # 群である。ޱԑ部

がわずかに֎൓する器形である。ᶛ期に比定される。

　301・302 はԣළである。301 は྆面ด࠹である。内面の当て具痕が明ྎでないことから、その੾り

合いを൑அすることは೉しい。ࠨଆ面は平行ઢ文のλλΩがϩΫϩφσによってফされるのにରし、ӈଆ

面は平行ઢ文のλλΩが࢒る。ӈଆ面から಑部中央に޲かっては、幅̎ᶱほͲの௜ઢがらせん状に८る。

その時のϩΫϩのճసํ޲はࠨճసである。௜ઢはୟき成形ऴྃޙに্からԼ΁८ることが想定されるこ

とから、ࠨଆ面がԼଆ面で、ӈଆ面が্ଆ面とݴえよう。焼成時の痕跡にண目すると、ӈଆ面にはॏね焼

きの痕跡が࢒る（ਤ൛ 、から、ӈଆ面を্にしてگଆ面にはࣗવᬵが付ணしていない。これらの状ࠨ。（98

窯٧めされたと考えられる。302 も྆面ด࠹で、301 よりͻとまわり大きな器形である。内面は焼成時

のണ落により、当て具痕を࡯؍できる部分はݶられる。ࠨから಑部̏� ４ఔ౓のとこΖで、当て具痕のํ

る一ํで、ӈଆ࢒ଆ面には平行ઢ文のλλΩがࠨ。ଆを成形した可能性が高いࠨసしている。ઌにٯが޲

面のλλΩはϩΫϩφσによってফされている。ӈଆ面から಑部にかけて、らせん状にΧΩϝが८る。そ

の幅は̔ᶱで、ΧΩϝに࢒るཻ࠭のಈきから、ΧΩϝࢪ文時のϩΫϩのճసํ޲はࠨճసである。ΧΩϝ

をࢪしたޙに、ޱԑ部がऔり付けられる。ޱԑ部成形時のϩΫϩのճసํ޲は、࠭ ཻのಈきからࠨճసで、

಑部成形時とಉじである。্記の࡯؍から、ࠨଆ面がԼଆ面で、ӈଆ面が্ଆ面の可能性が考えられる。

焼成痕をΈると、ࠨଆ面にはॏね焼きの痕跡が࢒る（ਤ൛ 98）。ӈଆ面にはࣗવᬵが付ணしていないこと

から、ࠨଆ面を্に窯٧されたと考えられる。

　303 はޱڱᆵである。303 は、̎ยから復元実ଌした。ᰍ部ܘが 9�9ᶲ、಑部࠷大ܘが 21�1ᶲである。

303 のׅれ౓（ᰍ部ܘʗ಑部࠷大ܘ× 100）が 47 で、相ର的にᰍ部がڱいことからޱڱᆵとした。内֎面

にはṞ཭が認められる。

　304・305 は中ᙈで、胎土 # 群である。304 のޱԑ部はやや֎൓するように立ち্がる。֎面はݦ著

にണ落しているものの、平行ઢ文のλλΩが認められる。内面にはಉ৺ԁ文の当て具痕が࢒り、成形時に

おいて当て具が時ܭճりにҠಈした様子がうかがえる。ޱԑ部はϩΫϩφσで੔えられ、ཻ࠭のಈきから

ϩΫϩのճసํ޲はࠨճసである。305 のޱԑ部はほ΅真っ௚͙に立ち্がる。֎面には平行ઢ文のλ

λΩが、内面にはわずかにಉ৺ԁ文の当て具痕が࢒る。

　306・307は特大ᙈである。306は復元率が高く、完形品に近い状態に復元した。胎土$群で、石英や長石、

かな小᛽がࠞೖするものの比較的ਫ਼ྑである。ମ部Լ半のಉ৺ԁ文の当て具痕は、ఈ部の当て具痕で੾ࡉ

られることから、ମ部成形ޙにఈ部がୟき出されたことをಡΈऔれる。֎面には平行ઢ文のλλΩが認め

られるが、そのҠಈํ޲や੾り合い関係をಡΈऔることは೉しい。焼成はྑ޷である。ఈ部֎面や内面に

はݦ著な使༻痕が認められないことから、ະ使༻品の可能性もある。307 はޱԑ部とମ部から復元実ଌ

した。胎土は A 群で、長石や小᛽のࠞೖが目立つややૈい胎土である。ఈ部内面がݦ著にണ落している。

ମ部Լ半はφσによって当て具痕がফされており、わずかに格子目文の当て具痕が࢒る。ମ部্半からݞ

部にかけてはಉ৺ԁ文の当て具痕が認められる。֎面には平行ઢ文のλλΩが認められるが、ࣗવᬵの付

ணやλλΩの痕跡がઙいことから、Ҡಈํ޲を࡯؍することは೉しい。ݞ部からମ部Լ半にかけて、ΧΩ
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ϝがࢪされている。

　308 はແ台࿶ # である。ఈ部֎面はແ調੔で、ճసࢳ੾り痕が࢒る。内֎面にλーϧが付ணする。

309・310 は長ᙈ # である。309 のޱԑ端部は্につまΈ出されている。310 のମ部Լ半には平行ઢ文

のλλΩが࢒る。内面の当て具痕は、φσやϋέϝでফされている。

̎）แؚ層出土の土器

須恵器（ਤ൛ 44・45 ʖ 311 ～ 354）

　311 ～ 315 はഋ֖である。311・313 は胎土 A 群である。311 の௖部にはϩΫϩέズリが認められな

いことから、੾り཭しޙφσのΈで、ఠΈを付けた可能性が高い。ఠΈ形態は低いٖๅ珠ܕである。端部

は୹く「く」の字状に۶曲する。313 のఠΈ形態はϘλϯ状をఄし、端部はややؙΈを帯ͼる。内面に

はຎ໣した痕跡が認められ、墨が付ணすることから、స༻ݛとして使༻されたものと考えらえる。さらに

֎面には墨書があり、「寺」と൑ಡできる。この墨書は、චॱをཧղして書かれていることから、ࣝ字層

によって書かれたものと൑அできる。312・314・315 は胎土 # 群である。312 のఠΈ形態はඇ常に低

いٖๅ珠ܕで、Ϙλϯ状に近い。端部がやや長く、௚Լする。314 は̎ยより復元実ଌした。端部は୹

くఠΈͩされている。

　明ྎな༗台ഋ A が認められず、༗台ഋ #・$ があるものの、৯હ具શମから見ると༗台ഋが઎める割

合は低い。316 ～ 318 は༗台ഋ # である。316・318 は胎土 A 群である。316 はશମ的に器นがްい。

高台は内܏઀地で、その部分がຎ໣している。ޱԑ部内面がຎ໣し、εεが付ணする。器形からᶚ期に

比定される。318 はఈܘとఈ部のްΈから、༗台ഋ # とした。317 は胎土 # 群である。317 は器高ࢦ数

が 39 と、ܘޱの割に਎がઙい器形といえる。高台は内܏઀地である。319 ～ 321 は༗台ഋ $ である。

319 は胎土 A 群で、320・321 は胎土 # 群である。319 の高台はやや高いのにରし、320・321 の高台

は低い。なお。319 は̎ยより復元実ଌした。

　৯હ具の主ମは須恵器のແ台ഋである。胎土 # 群の小泊産が半数以্を઎めるが、胎土 A 群も定量

認められる状گは、ᶛ期の特徴である。一部、ᶚ 2 期やᶜ期といった前ޙの時期のものもある。322 ～

329 は胎土 A 群のແ台ഋである。328・329 がᶙ類で、ほかはᶘ類である。323・327 はᶚ 2 期に比定

される。324 のఈ部֎面には墨書があり、「王」または「主」と൑ಡできる。324 のやや白৭がかった胎

土や墨書の書ମは、4%208 で出土したແ台ഋ（292）とࣅる。329 は完形品で、ᶛ期に比定される。

　330 ～ 340 は胎土 # 群のແ台ഋである。335 はᶙ類で、330 ～ 334・336 ～ 338 はᶘ類である。器

形はܘޱの割にఈܘが小さい台形状をఄするものが多いが、335 のようにややശ形に近い器形のものも

ある。330・337 は焼成がやや不ྑͩったせいか、ೈ質ؾຯである。331 はᶜ期に比定される。336 の

ఈ部֎面の઀地部分には、リϯά状のຎ໣が認められる。337 ～ 340 のఈ部֎面に墨書がある。337 は

「卅」と൑ಡできる。336・338 ～ 340 は「王」と൑ಡでき、文字が書かれている位置は中৺よりもやや

্とڞ通する。

　341 ～ 344 は胎土 $ 群のແ台ഋである。いずれも焼成がやや不ྑのためか、ややೈ質である。341 は

がܘޱ 14ᶲと、ᶗ類とᶘ類の中間的な大きさである。ᶚ 2 期に比定される。342 ～ 344 はᶘ類とした。

343 は̎ยより復元実ଌした。342 はఈࢦܘ数が 64 とややശ形であることから、ᶚ 2 期に比定される

可能性がある。343 はఈࢦܘ数が 52 と、ఈܘの小さめな台形状をఄする。ᶛ期に比定される。

　345 ～ 347 はંԑഋで、胎土 A 群である。345 はମ部からޱԑ部にかけて、「く」の字状に۶曲して
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立ち্がる。਎のਂさは 2�1ᶲとઙい。346 は 345 と比΂、؇やかに۶曲して立ち্がる。ޱԑ端部は

୹く内࿷する。਎のਂさは 2�9ᶲと、345 よりਂい。347 はମ部からޱԑ部΁真っ௚͙に立ち্がる。ޱ

ԑ端部はややؙΈを帯ͼる。高台は֎端઀地で、その部分はややڧくுり出す。347 より 345・346 が

やや古い様相である。

　348 ～ 350 は長ᰍළである。348 は胎土 A 群である。ޱԑ部からᰍ部はܽଛしている。高台は内端઀

地高台で、֎端はややڧくுり出す。֎面のΧΩϝは಑部্半とఈ部付近に、内面のΧΩϝは಑部Լ半の

ϩΫϩ目がݦ著な部分に加えられている。349・350は胎土#群である。ともに胎土や焼成がࣅることから、

ಉ一ݸମの可能性が高い。ともにϩΫϩのճసํ޲はࠨճసである。350 の高台は内端઀地で、઀地部

分はややຎ໣している。ఈ部内面の中৺にはࣗવᬵが付ணする。その範囲は௚４ܘᶲఔで、長ᰍළのܘޱ

とほ΅一கする。351 はԣළで、胎土は $ 群である。̎ยより復元実ଌをした。શମ的に器นがややްい。

֎面は平行ઢ文のλλΩが、内面はಉ৺ԁ状の当て具痕が࢒る。λλΩや当て具痕は、ϩΫϩφσで部分

的にফされている。352はϩΫϩ成形であることから、ළ類やᆵ類のഁยと考えられる。胎土はA群である。

内面にはઢࠁがࢪされているが、൑ಡできない。内֎面には焼成時のണ落が認められ、また֎面にはࣗવ

ᬵが付ணする。

　353・354 は中ᙈである。353 は胎土 A 群である。ᰍ部の۶曲はڧく、「く」の字状をఄする。ݞ部֎

面にはΧΩϝがزॏにも८る。焼成はྑ޷で焼きకまっているものの、৭調は׊৭ຯを帯ͼている。354

は胎土 # 群である。内面の当て具痕を࡯؍すると、ମ部্半からݞ部にかけてಉ৺ԁ文の当て具が࢒る。

ಉ৺ԁの当て具は時ܭճりにҠಈする。ମ部Լ半には平行ઢ文の当て具痕が、ಉ৺ԁ文の当て具痕を੾る。

ମ部を成形したޙに、ఈ部をୟきͩした様子がうかがえる。֎面のλλΩは平行ઢ文である。ޱԑ部はᰍ

部からほ΅真っ௚͙に立ち্がるが、ޱԑ端部付近がやや֎൓する。

土師器（ਤ൛ 46 ʖ 355 ～ 376）

　355 はഋ֖で、胎土はਫ਼ྑである。ޱԑ端部がわずかに۶曲し、ややؙΈをもつ。内֎面に丁ೡなミ

ガΩが加えられる。内֎面にはεεが付ணする。356 は֖として報告する。胎土にはࠞೖ物がগなく、

ඇ常にਫ਼ྑである。ඇ常にബखの作りである。௖部からମ部にはϩΫϩέズリがࢪされることで、ମ部と

௖部のྏが明ྎに্࢓がる。また内֎面には丁ೡなミガΩが加えられる。ޱԑ部は大きく։くことから、

。の可能性も考えられるࡼ

　৯હ具に઎める土師器ແ台࿶の比率は低く、この様相はᶛ期の特徴の一つである。また、ແ調੔のもの

より、ϩΫϩέズリやミガΩが加えられるものが目立つ。357・358 はແ台࿶ A である。357 はࢦܘޱ

数が 24 と、਎がઙい器形である。胎土はࠞೖ物がগなく、ਫ਼ྑである。内面とஅ面にεεが付ணする。

358 はܘޱが 11�6ᶲと、ほかのものよりやや小ৼりである。胎土には長石や小᛽が目立ち、ややૈい。

359 ～ 361 はແ台࿶ # である。ମ部Լ半にϩΫϩέズリが加えられるもの（360・361）と、そうでない

もの（359）がある。359 のఈ部はແ調੔で、ճసࢳ੾り痕が࢒る。360・361 は胎土がਫ਼ྑであるのにରし、

359 の胎土には長石や小᛽が目立ち、ややૈい。361 のఈ部֎面にはઢࠁがࢪされているが、そのઢࠁ

は൑ಡできない。

৭土器はඇ常にগない。362・363ࠇ　 はࠇ৭土器のແ台࿶である。362 はࢦܘޱ数が 36 と਎がਂい器

形である。362・363 のମ部Լ半にはϩΫϩέズリがࢪされ、そのޙミガΩが加えられている。いずれの

胎土もࠞೖ物がগなく、ਫ਼ྑである。これらの調੔や胎土の特徴は、ແ台࿶ # の 360・361 と類ࣅする。

362 のఈ部֎面には஛؅文がࢪされている。
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　364 は̎ยより復元実ଌをした。器種はඇϩΫϩ成形の小ᙈである。಑部Լ半にはࢦ頭痕やϔϥέズ

リが࢒る。ޱԑ部は୹く֎൓する。二次焼成をडけ、શମが੺৭を帯ͼている。

　当遺跡ではϩΫϩ成形（# 系）の小ᙈが主ମである。365 ～ 368 は小ᙈである。365 のޱԑ部は「く」

の字状をఄする。֎面にはΧΩϝがࢪされる。366 は二次焼成により、εεが付ணし、器面がണ落している。

367 は他の小ᙈよりも器นがްいが、ܘޱが 13�8ᶲであることから小ᙈと൑அした。ޱԑ部は大きく֎

൓し、内֎面にはΧΩϝがࢪされる。368 は̎ยより復元実ଌした。ϩΫϩ成形で、಑部Լ半はέズリ

で੔えられている。಑部্半にはΧΩϝがめ͙る。ఈ部֎面にはઢ状痕（木葉痕）が࢒る。

　小ᙈಉ様に長ᙈもϩΫϩ成形（# 系）が主ମである。ମ部্半にはΧΩϝが加えられるものも多く認め

られる。369 ～ 375 は長ᙈである。370 のޱԑ端部が「く」の字状をఄし、その内ଆにはΧΩϝがࢪさ

れている。371 のޱԑ端部が୹く「く」の字状をఄし、ઌ端がؙΈを帯ͼる。372 はޱԑ部ยとఈ部ย

から復元実ଌをした。ޱԑ部からମ部の器形は # 系とࣅるものの、ఈ部が平ఈに近く $ 系の様相もうか

がえる。二次焼成により、֎面はࡉかいṞ཭が認められ、ᰍ部内面には帯状のコήが࢒る。帯状のコήは

٤水ઢの位置をࣔしている。ఈ面には平行する比較的ਂいѹ痕が認められる。木葉痕や笹葉痕とはҟ質で

あるが、製作時にԿらかのෑ物があったことをうかがえる。373・374 のମ部Լ半からఈ部にかけてはλ

λΩٴͼ当て具痕が明ྎに࢒り、ମ部成形ޙにୟき出された様子がうかがえる。

　374 は大ുである。胎土には௚１ܘ～̏ᶱほͲの長石のࠞೖが目立つ。焼成はඇ常にྑ޷で、焼きకまっ

ている。内面にはεεが付ணする。

%　木　製　品

　古代の木製品には、柱根・部材・杭がある。

　柱根（ਤ൛ 47 ʖ 377 ～ 382）　木औりについては、377 がミΧϯ割り、378 ～ 382 はਊؙ࣋である。

Լ端の加޻は 377 ～ 381 が凸状、382 がࣼめで、す΂てに੾り཭し痕が࢒っていた。また、379・382

にはथൽが࢒っていた。थ種は、377 がεΪ、378 がϠφΪ属、379・381・382 がコφϥ属コφϥ節、

380 がΫリである。特定のथ種にภる޲܏はないが、コφϥ属コφϥ節がやや優位な状گであった。

　部材（ਤ൛ 47 ʖ 383）　ᶙ層中から出土したもので、ピットや土坑に൐うものではなかった。部材̎点

がまとまって出土したことから 4X212 として調査した（ਤ൛ 27）。１点をਤ化した。平面形はํ形に近く、

அ面形は長ํ形である。Լ端には੾り཭し痕が࢒る。थ種はεΪである。

　杭（ਤ൛ 47ʖ384 ～ 386）　4X237 の杭を̏点ਤ化した。ଠさが 2�5ᶲఔ౓とࡉい。木औりはਊؙ࣋で、

थൽが࢒っている。Լ端の加޻は一ํ޲からのࣼめである。थ種はす΂てϠφΪであった。
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第ᶜষ　ࣗ વ Պ 学 分 ੳ

株式会社古環境研究所　金原　正子

A　は　じ　め　に

花ค分ੳは、一般に低湿地のଯ積物をର৅とした比較的広域な২生・環境の復原に応༻されており、遺

跡調査においては遺構内のଯ積物なͲをର৅としたہ地的な২生の推定もࢼΈられている。花คなͲの༗

機質遺ମは、水成ଯ積物では保存状گがྑ޷であるが、ס૩的な環境Լのଯ積物では分ղされて࢒存して

いない৔合もある。

#　ํ　　　法

　花คの分཭ந出は、中村ʦ1967ʧのํ法をもとに、以Լのखॱで行った。

料から１DN3ࢼ（１ をട量

̎）0�5ˋリϯࡾࢎφトリ΢Ϝ（12 水）༹ӷを加えて 15 分間౬ઝ

̏）水ચॲཧの0�5、ޙNN のᝲで᛽なͲの大きなཻ子をऔりআき、௜ఽ法でཻ࠭をআڈ

４）25ˋϑッ化水ૉ༹ࢎӷを加えて 30 分์置

̑）水ચॲཧのޙ、ණਣࢎによって୤水し、Ξηトリシεॲཧ（ແ水ਣ̕ࢎɿ濃ེ１ࢎのΤϧドϚϯࢯӷを加

え１分間౬ઝ）をࢪす

を加えて水ચॲཧࢎͼණਣ࠶（̒

̓）௜ᕓに石୸ࢎϑΫシϯを加えてછ৭し、άリηリϯθリーで෧ೖしてϓϨύϥート作成

̔）検ܭ・ڸ数

　検ڸは、生物ݦඍڸによって 300 ～ 1000 ഒで行った。花คのಉ定は、ౡ૔ʦ1973ʧٴͼ中村ʦ1980ʧ

をΞトϥεとして、所༗の現生標本とのର比で行った。݁Ռはಉ定Ϩϕϧによって、Պ、ѥՊ、属、ѥ属、

節ٴͼ種の֊ڃで分類し、ෳ数の分類群にまたがるものはϋΠϑϯ（－）で݁んでࣔした。Πω属に

ついては、中村ʦ1974・1977ʧをࢀ考にして、現生標本のද面໛様・大きさ・޸・ද層அ面の特徴

とର比してಉ定しているが、ݸମม化や類ࣅ種もあることからΠω属ܕとした。

$　݁　　　Ռ

（１）試料

औされた̓点、１区北นᶄ地点のᶙ層（ਤ൛１）࠾料は、１区北นᶃ地点のᶘ層～ᶚ層（ਤ൛１）からࢼ　

から࠾औされた̎点、ٴͼ 4E115 のఈ部から࠾औされた１点のܭ 10 点である。このうち、ᶘ層は平҆

～ࣨ町時代の遺物แؚ層、ᶙ層は平҆時代の遺物แؚ層とされ、１区北นᶄ地点のᶙ層では畑跡とΈられ

る溝が検出されている。

１　花　ค　分　ੳ

１）2012 年౓調査分
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第５表　花粉分析結果（１）

分類群 １区北นᶃ １区北นᶄ 4E115
  学名   ࿨名 1 2 3 4 5 6 7 4 5 ఈ部
ASCPSFBM  QPMMFO थ木花ค
  ACJFT   Ϟミ属 1 1 3 1
  1JDFB   ト΢ώ属 1
  TTVHB   πガ属 1 1 1 1 1
  1JOVT  TVCHFO� %JQMPYZMPO   Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属 14 17 15 17 10 34 18 11 13 10
  1JOVT  TVCHFO� )BQMPYZMPO   Ϛπ属୯ҡ؅ଋѥ属 4 6 1 5 3 5 4 2 1
  $SZQUPNFSJB  KBQPOJDB   εΪ 108 168 139 120 107 130 128 86 70 56
  TBYBDFBF-$FQIBMPUBYBYFBF-$VQSFTTBDFBF   ΠνΠՊ - ΠψガϠՊ - ώノΩՊ 4 10 9 9 5 6 4 2 1 3
  4BMJY   ϠφΪ属 13 12 5 5 7 10 27 ˎ 3 1 13
  +VHMBOT   Ϋϧミ属 3 3 1 3 1 6 2
  1UFSPDBSZB  SIPJGPMJB   αϫάϧミ 1 1
  AMOVT   ϋϯノΩ属 84 115 86 57 63 166 165 25 24 41
  #FUVMB   ΧόノΩ属 4 4 1 2 3 6 2 1 4
  $PSZMVT   ϋシόミ属 1 2 2
  $BSQJOVT-0TUSZB  KBQPOJDB   ΫϚシσ属 - Ξαμ 1 6 2 3 2 5 2 1 1
  $BTUBOFB  DSFOBUB   Ϋリ 2 6 3 5 3 13 13 3 2 1
  $BTUBOPQTJT   シΠ属 3 3 1 1 3 1 1 2
  FBHVT   ϒφ属 10 24 20 14 17 14 15 1 1 3
  2VFSDVT  TVCHFO� LFQJEPCBMBOVT   コφϥ属コφϥѥ属 22 48 43 30 34 62 68 19 9 21
  2VFSDVT  TVCHFO� $ZDMPCBMBOPQTJT   コφϥ属ΞΧガシѥ属 4 2 3 1 3 3 1 2
  6MNVT-;FMLPWB  TFSSBUB   χϨ属 - έϠΩ 5 4 4 7 6 8 5 1 3 5
  $FMUJT-AQIBOBOUIF  BTQFSB   ΤノΩ属 - ϜΫノΩ 2 1 1 3 2 1
  .BMMPUVT  KBQPOJDVT   ΞΧϝガシϫ 1
  3IVT   ΢ϧシ属 2 2
  *MFY   ϞνノΩ属 2 1 3 1
  $FMBTUSBDFBF   χシΩΪՊ 1 2
  ADFS   ΧΤσ属 1 1 3 3 3 3
  AFTDVMVT  UVSCJOBUB   トνノΩ 1 5 7 3 2 11 9 3 1
  7JUJT   ϒド΢属 1 1
  ANQFMPQTJT  CSFWJQFEVODVMBUB   ノϒド΢ 1 1
  TJMJB   シφノΩ属 2
  ESJDBDFBF   ππδՊ 2 1 1 1 1 3
  %JPTQZSPT   ΧΩ属 1
  4ZNQMPDPT   ϋΠノΩ属 2 1
  0MFBDFBF   ϞΫηΠՊ 1
  FSBYJOVT   トωリコ属 3 4 6
  8FJHFMB   λχ΢πΪ属 1 1 1 1
  LPOJDFSB   εΠΧズϥ属 1
ASCPSFBM・/POBSCPSFBM  QPMMFO थ木・૲本花ค
  .PSBDFBF-6SUJDBDFBF   ΫϫՊ - ΠϥΫαՊ 15 7 12 15 20 13 20 ˎ 11 6 12
  4BYJGSBHBDFBF   ϢΩノシλՊ 3
  3PTBDFBF   όϥՊ 1 1 1 1 1 2
  LFHVNJOPTBF   ϚϝՊ 1 1 1 1
  ASBMJBDFBF   ΢コΪՊ 1 1 2 2 1
  4BNCVDVT-7JCVSOVN   χϫトコ属 - ガϚズミ属 2 2 1 1 1
/POBSCPSFBM  QPMMFO ૲本花ค
  TZQIB-4QBSHBOJVN   ガϚ属 - ミΫリ属 1 1 4 3 1 2 2
  AMJTNB   αδΦϞμΧ属 2 2 2 5 1 1 1
  4BHJUUBSJB   ΦϞμΧ属 7 4 1 2 2
  (SBNJOFBF   ΠωՊ 172 208 163 183 138 78 28 181 167 141
  0SZ[B  UZQF   Πω属ܕ 184 122 67 40 76 17 2 22 41 59
  $ZQFSBDFBF   ΧϠπリάαՊ 47 59 127 132 62 38 21 86 92 31
  LZTJDIJUPO   ミズόシϣ΢属 1
  ESJPDBVMPO   ϗシΫα属 1 2
  AOFJMFNB  LFJTBL   ΠϘΫα 1 2 2 1
  .POPDIPSJB   ミズΞΦΠ属 21 10 8 9 3 1 3
  1PMZHPOVN   λσ属 1 1
  1PMZHPOVN  TFDU� 1FSTJDBSJB   λσ属αφΤλσ節 3 1 2 1 2 2 4 3 1
  FBHPQZSVN   ιό属 1 1
  $IFOPQPEJBDFBF-ANBSBOUIBDFBF   ΞΧβՊ - ώϢՊ 2 2 1 1 1 2 5 19
  $BSZPQIZMMBDFBF   φσシコՊ 2 1 1 1 2 4 2
  /VQIBS   コ΢ϗω属 1 1
  3BOVODVMVT   Ωϯϙ΢ή属 1
  TIBMJDUSVN   ΧϥϚπι΢属 2
  $SVDJGFSBF   ΞϒϥφՊ 3 4 4 3 3 6 1 3 3 5
  7JHOB   ααή属 1
  (FSBOJVN   ϑ΢ϩι΢属 1
  *NQBUJFOT   πリϑωι΢属 1
  )ZESPDPUZMPJEFBF   νドϝάαѥՊ 1 1 1 1 1
  AQJPJEFBF   ηリѥՊ 4 1 2 1 1 5 5 1 2
  LBCJBUBF   シιՊ 1
  4PMBOBDFBF   φεՊ 1
  1MBOUBHP   ΦΦόコ属 1
  LBDUVDPJEFBF   λϯϙϙѥՊ 1 2 1 1 1
  ATUFSPJEFBF   ΩΫѥՊ 2 4 1 1 5 4 6 1
  XBOUIJVN   ΦφϞミ属 1 4 1 4
  ASUFNJTJB   ϤϞΪ属 30 23 26 46 43 22 30 58 120 20
FFSO  TQPSF シμ২物๔子
  .POPMBUF  UZQF  TQPSF   ୯条溝๔子 48 104 67 11 11 22 25 9 7 34
  TSJMBUF  UZQF  TQPSF 条溝๔子ࡾ   10 3 5 2 10 13 2
  ASCPSFBM  QPMMFO   थ木花ค 291 436 355 289 281 490 494 159 132 165
  ASCPSFBM・/POBSCPSFBM  QPMMFO   थ木・૲本花ค 19 9 17 17 21 16 25 14 8 13
  /POBSCPSFBM  QPMMFO   ૲本花ค 481 447 415 433 341 174 98 367 447 290
TPUBM  QPMMFO 花ค૯数 791 892 787 739 643 680 617 540 587 468
1PMMFO  GSFRVFODJFT  PG  1DN3 料ࢼ 1DN3 中の花คີ౓ 1�3 1�0 1�1 8�8 6�2 3�6 2�3 2�7 2�5 2�3 

× 10 5 × 10 5 × 10 5 × 10 4 × 10 4 × 10 4 × 10 4 × 10 4 × 10 4 × 10 4

  6OLOPXO  QPMMFO   ະಉ定花ค 8 10 10 6 6 16 13 7 2 1
FFSO  TQPSF シμ২物๔子 48 114 70 16 13 32 38 9 9 34
)FMNJOUI  FHHT 生஬ཛد
  ATDBSJT(MVNCSJDPJEFT)   ճ஬ཛ 1 2 1 2
  TSJDIVSJT(USJDIJVSB)   ฬ஬ཛ 1 1 1 1
  $MPOPSDIJT  TJOFOTJT ஬ཛٵ؊   1 17 1 1 3
  %JQIZMMPCPUISJVN  MBUVN(OJIPOLBJFOTF)   日本ւ྾頭条஬ཛ 1 1
  6OLOPXO  FHHT   不明஬ཛ 1

TPUBM ܭ 3 21 3 1 1 0 0 1 1 5
)FMNJOUI  FHHT  GSFRVFODJFT  PG  1DN3 料ࢼ 1DN3 中のد生஬ཛີ౓ 4�2 2�7 3�3 9�0 8�0 8�0 1�3 4�0 

× 10 × 10 2 × 10 × 10 × 10 
4UPOF  DFMM 石ࡉ๔ (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)
%JHFTUJPO  SJNFJOT 明らかなফ化࢒ᕓ (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)
$IBSDPBM  GSBHNFOUT ඍࡉ୸化物 (�) (��) (�) (�) (�) (�) (�) (��) (���) (��)

ˎɿ集մ
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第 23図　１区北壁①地点における花粉ダイアグラム

（２）分類群

　出現した分類群は、थ木花ค 37、थ木花คと૲本花คをؚΉもの̒、૲本花ค 31、シμ২物๔子̎形

態のܭ 76 である。また、د生஬ཛ̑分類群が認められた。分ੳ݁Ռを第̑දにࣔし、花ค数が 100 ݸ

以্ܭ数されたࢼ料については花ค૯数を基数とする花คμΠΞάϥϜ（第 23・24 ਤ）をࣔした。主要

な分類群についてݦඍࣸڸ真（第 25 ਤ）をࣔす。以Լに出現した分類群を記ࡌする。

〔樹木花粉〕

　Ϟミ属、ト΢ώ属、πガ属、Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属、Ϛπ属୯ҡ؅ଋѥ属、εΪ、ΠνΠՊ－ΠψガϠՊ

－ώノΩՊ、ϠφΪ属、Ϋϧミ属、αϫάϧミ、ϋϯノΩ属、ΧόノΩ属、ϋシόミ属、ΫϚシσ属－Ξ

αμ、Ϋリ、シΠ属、ϒφ属、コφϥ属コφϥѥ属、コφϥ属ΞΧガシѥ属、χϨ属－έϠΩ、ΤノΩ属

－ϜΫノΩ、ΞΧϝガシϫ、΢ϧシ属、ϞνノΩ属、χシΩΪՊ、ΧΤσ属、トνノΩ、ϒド΢属、ノϒ

ド΢、シφノΩ属、ππδՊ、ΧΩ属、ϋΠノΩ属、ϞΫηΠՊ、トωリコ属、λχ΢πΪ属、εΠΧズ

ϥ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

　ΫϫՊ－ΠϥΫαՊ、ϢΩノシλՊ、όϥՊ、ϚϝՊ、΢コΪՊ、χϫトコ属－ガϚズミ属

〔草本花粉〕

　ガϚ属－ミΫリ属、αδΦϞμΧ属、ΦϞμΧ属、ΠωՊ、Πω属ܕ、ΧϠπリάαՊ、ミズόシϣ΢属、

ϗシΫα属、ΠϘΫα、ミズΞΦΠ属、λσ属、λσ属αφΤλσ節、ιό属、ΞΧβՊ－ώϢՊ、φσ

シコՊ、コ΢ϗω属、Ωϯϙ΢ή属、ΧϥϚπι΢属、ΞϒϥφՊ、ααή属、ϑ΢ϩι΢属、πリϑω

ι΢属、νドϝάαѥՊ、ηリѥՊ、シιՊ、φεՊ、ΦΦόコ属、λϯϙϙѥՊ、ΩΫѥՊ、ΦφϞミ

属、ϤϞΪ属、

〔シダ植物胞子〕

　୯条溝๔子、ࡾ条溝๔子

〔寄生虫卵〕

　ճ஬ཛ、ฬ஬ཛ、؊ٵ஬ཛ、日本ւ྾頭条஬、不明஬ཛ
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第 24図　１区北壁②地点および SE115 における花粉ダイアグラム
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第 25図　花粉・寄生虫卵の顕微鏡写真（１）

（３）花粉群集の特徴

　１区北壁①地点（第 23 ਤ）　Լ位のᶚ層（ࢼ料 ・̒̓ ）では、थ木花คの઎める割合が૲本花คより高く、

εΪ、ϋϯノΩ属が優੎で、コφϥ属コφϥѥ属、ϒφ属、Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属、ϠφΪ属、トνノΩ、

ΫリなͲが൐われる。ϠφΪ属は花คの集մが認められた。૲本花คではΠωՊ（Πω属ܕをؚΉ）、ΧϠ

πリάαՊ、ϤϞΪ属なͲが検出され、ΠωՊ（Πω属ܕをؚΉ）はಉ層্部で૿加している。また、Ϋϫ

Պ－ΠϥΫαՊも認められた。ᶙ層（ࢼ料４・̑）からᶘ層（ࢼ料１～̏）にかけては、૲本花คの઎める

割合がथ木花คよりも高い。૲本花คでは、ΠωՊ（Πω属ܕをؚΉ）が優੎で、ΧϠπリάαՊも比較的

多く、ϤϞΪ属、ミズΞΦΠ属、αδΦϞμΧ属、ΦϞμΧ属、ΞϒϥφՊが൐われる。また、ࢼ料̎で

はコ΢ϗω属、ιό属、ααή属、ࢼ料４ではιό属が認められた。थ木花คでは、ϋϯノΩ属、コφϥ
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属コφϥѥ属なͲがݮগしている。なお、ᶙ層～ᶘ層では多くのࢼ料でد生஬ཛ（ճ஬ཛ、ฬ஬ཛ、؊ٵ஬ཛ、

日本ւ྾頭条஬）が認められた。

　１区北壁②地点（第 24 ਤ）　ᶙ層（ࢼ料４・̑）では、૲本花คの઎める割合がथ木花คよりも高い。૲

本花คでは、ΠωՊ（Πω属ܕをؚΉ）、ΧϠπリάαՊ、ϤϞΪ属が優੎で、ΞΧβՊ－ώϢՊ、λϯϙ

ϙѥՊ、ΦφϞミ属、ΠϘΫα、λσ属αφΤλσ節、コ΢ϗω属、ηリѥՊなͲが൐われる。थ木花ค

ではεΪが優੎で、ϋϯノΩ属、コφϥ属コφϥѥ属なͲが൐われ、ΫϫՊ－ΠϥΫαՊも認められた。

また、د生஬ཛ（ฬ஬ཛ）がগ量検出された。

　SE115（第 24 ਤ）　遺構ఈ部では、૲本花คの઎める割合がथ木花คよりも高い。૲本花คでは、Πω

Պ（Πω属ܕをؚΉ）が優੎で、ΧϠπリάαՊ、ϤϞΪ属、ΞϒϥφՊ、ΦϞμΧ属、ミズόシϣ΢属な

Ͳが൐われる。थ木花คではεΪ、ϋϯノΩ属が優੎で、コφϥ属コφϥѥ属、ϠφΪ属、Ϛπ属ෳҡ؅

ଋѥ属、χϨ属－έϠΩなͲが൐われ、ΫϫՊ－ΠϥΫαՊも認められた。また、د生஬ཛ（ճ஬ཛ、؊

。஬ཛ）がগ量検出されたٵ

（４）花粉分析から推定される植生と環境

　１区北壁①・②地点　Լ位のᶚ層のଯ積当時は、৿ྛ২生が優੎な環境であったと考えられ、遺跡पล

にはϋϯノΩ属を主としてϠφΪ属、トνノΩも生育する湿地ྛが分෍し、पล地域にはεΪをはじめ、

φϥ類（コφϥ属コφϥѥ属）、Ϋリ、Ϛπ類（Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属ɿΫϩϚπ・ΞΧϚπ）なͲが多様に分෍し

ていたと推定される。૲本২生は比較的গなく、प囲にΠωՊ、ΧϠπリάαՊ、ϤϞΪ属なͲが分෍し

ていたと考えられ、पลでҴ作が行われていた可能性も認められた。

　ᶙ層からᶘ層にかけては、おもにҴ作が行われていたと考えられ、水田ࡶ૲ないし水田ࡶ૲をؚΉΧϠ

πリάαՊ、ミズΞΦΠ属、αδΦϞμΧ属、ΦϞμΧ属、ΠϘΫα、λσ属αφΤλσ節、ηリѥՊ、

ഓ২物をؚΉΞϒϥ࠿ഓ২物ないし࠿、ͼপ୔地に生育するコ΢ϗω属も見られたと推定される。またٴ

φՊ、ιό属、ααή属が検出され、पลに畑が分෍していた可能性も認められた。畑のप囲にはϤϞΪ

属をはじめΞΧβՊ－ώϢՊ、λϯϙϙѥՊ、ΦφϞミ属、ΫϫՊ－ΠϥΫαՊ（ΧφϜάϥ、ΠϥΫα౳）

なͲが分෍していたと考えられる。৿ྛ২生としては、पล地域にεΪྛをはじめ、ϋϯノΩ属なͲの湿

地ྛ、ٴͼφϥ類、Ϛπ類なͲが多様に分෍していたと推定される。

　ᶙ層より্位では多くのࢼ料でد生஬ཛ（ճ஬ཛ、ฬ஬ཛ、؊ٵ஬ཛ、日本ւ྾頭条஬）が認められたが、

いずれも低ີ౓であることから、集落पลなͲの人ҝ環境における通常の生׆Ԛછに༝དྷするものと考え

られる。ճ஬とฬ஬は、Ͳちらも中間॓主をඞ要とせず、ฅศとともにഉᔔされたد生஬ཛが付ணした໺

஬ཛからはコΠやϑφなͲ、日本ււ྾頭条஬ཛからαٵ؊。છするײޱ໺૲のઁऔや水系により経・ࡊ

έなͲのઁ৯がࣔࠦされる。

　SE115　遺構ఈ部のଯ積当時は、प囲に水田が分෍していたと考えられ、水田ࡶ૲のΦϞμΧ属、প

୔地に生育するミズόシϣ΢属やコ΢ϗω属も見られたと推定される。৿ྛ২生としては、पล地域にε

Ϊྛをはじめ、ϋϯノΩ属やϠφΪ属の湿地ྛ、ٴͼコφϥ属コφϥѥ属、Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属なͲが分

෍していたと考えられる。د生஬ཛ（ճ஬ཛ、؊ٵ஬ཛ）が認められたが、いずれも低ີ౓であることから、

集落पลなͲの人ҝ環境における通常の生׆Ԛછに༝དྷするものと考えられる。
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̎）2013 年౓調査分

（１）試料

の̏層、４層、̑層、̓層、̔層、̕層、11（地状遺構ۼ）料は、4X403ࢼ　 層、14 層、17 層から࠾औ

された̕点、4E306 の４� 層から࠾औされた１点、4,406 の̎層から࠾औされた１点のܭ 11 点である。

（２）分類群

　出現した分類群は、थ木花ค 35、थ木花คと૲本花คをؚΉもの̑、૲本花ค 31、シμ২物๔子̎形

態のܭ 73 である。分ੳ݁Ռを第̒දにࣔし、花ค数が 100 料については花ค૯数ࢼ数されたܭ以্ݸ

を基数とする花คμΠΞάϥϜをࣔした（第 26 ਤ）。主要な分類群についてݦඍࣸڸ真（第 27 ਤ）をࣔす。
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第 27図　花粉・寄生虫卵の顕微鏡写真（２）

第 26図　花粉ダイアグラム
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第６表　花粉分析結果（２）

分類群 4X403 4E306 4,406

  学名   ࿨名 3 層 4 層 5 層 7 層 8 層 9 層 11 層 14 層 17 層 4� 層 2 層

ASCPSFBM  QPMMFO थ木花ค

  ACJFT   Ϟミ属 1 1

  1JDFB   ト΢ώ属 1 1

  TTVHB   πガ属 1 1 1

  1JOVT  TVCHFO� %JQMPYZMPO   Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属 9 12 12 4 12 5 12 11 14 12

  1JOVT  TVCHFO� )BQMPYZMPO   Ϛπ属୯ҡ؅ଋѥ属 2 1 1 1 1 4 1

  $SZQUPNFSJB  KBQPOJDB   εΪ 39 56 5 65 74 83 92 91 75 96 66

  4DJBEPQJUZT  WFSUJDJMMBUB   コ΢ϠϚΩ 2

  TBYBDFBF-$FQIBMPUBYBYFBF-$VQSFTTBDFBF   ΠνΠՊ - ΠψガϠՊ - ώノΩ
Պ

2 4 1 4 3 2 5 1

  4BMJY   ϠφΪ属 1 5 7 6 4 14 16 2 2

  +VHMBOT   Ϋϧミ属 1 1 2

  1UFSPDBSZB  SIPJGPMJB   αϫάϧミ 2 2 1 1 1 1

  AMOVT   ϋϯノΩ属 43 85 2 93 69 100 140 131 123 69 39

  #FUVMB   ΧόノΩ属 1 2 1 1 4 3 4 1 3 6

  $PSZMVT   ϋシόミ属 1 1 1 1

  $BSQJOVT-0TUSZB  KBQPOJDB   ΫϚシσ属 - Ξαμ 3 1 7 3 2 4 11 4 1 3

  $BTUBOFB  DSFOBUB   Ϋリ 2 5 1 1 4 4 8 3 1

  $BTUBOPQTJT   シΠ属 1 1 1 1 1 2

  FBHVT   ϒφ属 4 7 11 14 19 10 17 16 7 12

  2VFSDVT  TVCHFO� LFQJEPCBMBOVT   コφϥ属コφϥѥ属 8 8 1 26 17 20 30 46 15 8 16

  2VFSDVT  TVCHFO� $ZDMPCBMBOPQTJT   コφϥ属ΞΧガシѥ属 2 1 1 3 2 2 3 1 2

  6MNVT-;FMLPWB  TFSSBUB   χϨ属 - έϠΩ 3 1 1 1 6 1 4 1 2 1 4

  $FMUJT-AQIBOBOUIF  BTQFSB   ΤノΩ属 - ϜΫノΩ 1 1 3 2

  ;BOUIPYZMVN   αϯシϣ΢属 1

  3IVT   ΢ϧシ属 2

  *MFY   ϞνノΩ属 2 1 2

  $FMBTUSBDFBF   χシΩΪՊ 1

  ADFS   ΧΤσ属 1 2 1 1

  AFTDVMVT  UVSCJOBUB   トνノΩ 6 1 1 1 2 5 3 3 1 2

  7JUJT   ϒド΢属 1

  ANQFMPQTJT  CSFWJQFEVODVMBUB   ノϒド΢ 1 1 1

  TJMJB   シφノΩ属 1 1

  $PSOVT   ミズΩ属 1

  ESJDBDFBF   ππδՊ 1 2 1 1 1

  FSBYJOVT   トωリコ属 1 1 2

  8FJHFMB   λχ΢πΪ属 3

ASCPSFBM・/POBSCPSFBM  QPMMFO थ木・૲本花ค

  .PSBDFBF-6SUJDBDFBF   ΫϫՊ - ΠϥΫαՊ 10 10 1 7 6 12 15 15 10 20 4

  4BYJGSBHBDFBF   ϢΩノシλՊ 1 1 2

  3PTBDFBF   όϥՊ 1 1

  LFHVNJOPTBF   ϚϝՊ 2 1 1 2 1

  4BNCVDVT-7JCVSOVN   χϫトコ属 - ガϚズミ属 1 4 3

/POBSCPSFBM  QPMMFO ૲本花ค

  TZQIB-4QBSHBOJVN   ガϚ属 - ミΫリ属 2 1 1 4 3 4 3 2 1 4

  AMJTNB   αδΦϞμΧ属 3 1 1

  4BHJUUBSJB   ΦϞμΧ属 1 1 2 2 1 1 5 2

  (SBNJOFBF   ΠωՊ 155 159 424 182 154 206 234 228 192 246 213

  0SZ[B  UZQF   Πω属ܕ 25 65 30 48 37 89 97 64 70 28 138

  $ZQFSBDFBF   ΧϠπリάαՊ 25 43 24 41 37 61 61 76 54 42 31

  LZTJDIJUPO   ミズόシϣ΢属 1

  ESJPDBVMPO   ϗシΫα属 1

  AOFJMFNB  LFJTBL   ΠϘΫα 2 7 2 1 1 1 1

  .POPDIPSJB   ミズΞΦΠ属 2 1 5 5 8 12 9 6 1

  1PMZHPOVN   λσ属 1 1

  1PMZHPOVN  TFDU� 1FSTJDBSJB   λσ属αφΤλσ節 2 1 35 4 1 1 2 2 2 2 3

  3VNFY   ΪシΪシ属 1

  FBHPQZSVN   ιό属 1 1

  $IFOPQPEJBDFBF-ANBSBOUIBDFBF   ΞΧβՊ - ώϢՊ 13 4 2 3 4 4 4 4 27 2

  $BSZPQIZMMBDFBF   φσシコՊ 1 1 1 2 2 1 1 1

  3BOVODVMVT   Ωϯϙ΢ή属 2 1 1

  TIBMJDUSVN   ΧϥϚπι΢属 1 2

  $SVDJGFSBF   ΞϒϥφՊ 3 6 3 2 5 9 6 2 7 4

  *NQBUJFOT   πリϑωι΢属 1 1 1 1

  3PUBMB   ΩΧシάα属 1 1

  0OBHSBDFBF   ΞΧόφՊ 1

  )ZESPDPUZMPJEFBF   νドϝάαѥՊ 1 2 8 1 1 1

  AQJPJEFBF   ηリѥՊ 1 3 3 1 1 1 1 7 1 1

  /ZNQIPJEFT   Ξαβ属 1

  4PMBOBDFBF   φεՊ 1

  1MBOUBHP   ΦΦόコ属 6 1 2 1 1

  LBDUVDPJEFBF   λϯϙϙѥՊ 1 1 1

  ATUFSPJEFBF   ΩΫѥՊ 1 19 1 1 3 1 2 3

  XBOUIJVN   ΦφϞミ属 1

  ASUFNJTJB   ϤϞΪ属 10 12 11 24 12 30 33 35 15 31 12

FFSO  TQPSF シμ২物๔子

  .POPMBUF  UZQF  TQPSF   ୯条溝๔子 26 19 48 37 42 45 37 34 77 37

  TSJMBUF  UZQF  TQPSF 条溝๔子ࡾ   4 3 3 2 7 2 2 3 1 1

  ASCPSFBM  QPMMFO   थ木花ค 126 186 9 248 207 267 314 360 282 207 169

  ASCPSFBM・/POBSCPSFBM  QPMMFO   थ木・૲本花ค 12 11 2 7 9 16 22 18 10 20 4

  /POBSCPSFBM  QPMMFO   ૲本花ค 245 306 568 323 261 418 465 442 363 389 415

TPUBM  QPMMFO 花ค૯数 383 503 579 578 477 701 801 820 655 616 588

1PMMFO  GSFRVFODJFT  PG  1DN3 料ࢼ 1DN3 中の花คີ౓ 9�2 3�2 4�3 4�3 4�1 3�5 4�3 7�0 2�4 3�1 1�5 

× 10 3 × 10 4 × 10 4 × 10 4 × 10 3 × 10 4 × 10 4 × 10 4 × 10 4 × 10 4 × 10 4

  6OLOPXO  QPMMFO   ະಉ定花ค 4 6 3 7 5 10 6 6 7 6 8

FFSO  TQPSF シμ২物๔子 30 22 0 51 39 49 47 39 37 78 38

)FMNJOUI  FHHT 生஬ཛد

  ATDBSJT  MVNCSJDPJEFT   ճ஬ཛ 1 1 1

  TSJDIVSJT  USJDIJVSB   ฬ஬ཛ 1 3 2 1

  $MPOPSDIJT  TJOFOTJT ஬ཛٵ؊   2 2 1 2 3 8 1

  .FUBHPOJNVT-)FUFSPQIZFT   ҟ形ٵ஬類ཛ 1

  FBTDJPMB  IFQBUJDB   ؊යཛ 1 9 2

  6OLOPXO  FHHT   不明஬ཛ 1

TPUBM ܭ 3 3 9 5 2 2 5 12 2 0 0

)FMNJOUI  FHHT  GSFRVFODJFT  PG  1DN3 料ࢼ 1DN3 中のد生஬ཛີ౓ 4�8 5�4 2�2 9�0 0�8 2�4 8�0 1�7 1�2 0 0

× 10 × 10 × 10 2 × 10 × 10 × 10 × 10 × 10 2 × 10

4UPOF  DFMM 石ࡉ๔ (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

%JHFTUJPO  SJNFJOT 明らかなফ化࢒ᕓ (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

$IBSDPBM ・XPPET GSBHNFOUT ඍࡉ୸化物・ඍࡉ木ย (�) (�) (��) (�) (�) (��) (�) (�) (�) (��) (��)
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以Լに出現した分類群を記ࡌする。

〔樹木花粉〕

　Ϟミ属、ト΢ώ属、πガ属、Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属、Ϛπ属୯ҡ؅ଋѥ属、εΪ、コ΢ϠϚΩ、ΠνΠՊ

－ΠψガϠՊ－ώノΩՊ、ϠφΪ属、Ϋϧミ属、αϫάϧミ、ϋϯノΩ属、ΧόノΩ属、ϋシόミ属、Ϋ

Ϛシσ属－Ξαμ、Ϋリ、シΠ属、ϒφ属、コφϥ属コφϥѥ属、コφϥ属ΞΧガシѥ属、χϨ属－έϠ

Ω、ΤノΩ属－ϜΫノΩ、αϯシϣ΢属、΢ϧシ属、ϞνノΩ属、χシΩΪՊ、ΧΤσ属、トνノΩ、ϒ

ド΢属、ノϒド΢、シφノΩ属、ミズΩ属、ππδՊ、トωリコ属、λχ΢πΪ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

　ΫϫՊ－ΠϥΫαՊ、ϢΩノシλՊ、όϥՊ、ϚϝՊ、χϫトコ属－ガϚズミ属

〔草本花粉〕

　ガϚ属－ミΫリ属、αδΦϞμΧ属、ΦϞμΧ属、ΠωՊ、Πω属ܕ、ΧϠπリάαՊ、ミズόシϣ΢

属、ϗシΫα属、ΠϘΫα、ミズΞΦΠ属、λσ属、λσ属αφΤλσ節、ΪシΪシ属、ιό属、ΞΧβ

Պ－ώϢՊ、φσシコՊ、Ωϯϙ΢ή属、ΧϥϚπι΢属、ΞϒϥφՊ、πリϑωι΢属、ΩΧシάα属、

ΞΧόφՊ、νドϝάαѥՊ、ηリѥՊ、Ξαβ属、φεՊ、ΦΦόコ属、λϯϙϙѥՊ、ΩΫѥՊ、Φ

φϞミ属、ϤϞΪ属

〔シダ植物胞子〕

　୯条溝๔子、ࡾ条溝๔子

（３）花粉群集の特徴

　SX403　遺構埋土の 17 層から̏層にかけては、૲本花คの઎める割合がथ木花คよりも高い。૲本花

คでは、ΠωՊ（Πω属ܕをؚΉ）が優੎で、ΧϠπリάαՊ、ϤϞΪ属、ガϚ属－ミΫリ属、ΦϞμΧ属、

ミズΞΦΠ属、ηリѥՊ、ٴͼΫϫՊ－ΠϥΫαՊなͲが൐われる。また、17 層ではιό属が認められ

た。थ木花คでは、ϋϯノΩ属、εΪが優੎で、コφϥ属コφϥѥ属、ϒφ属、Ϋリ、トνノΩ、ϠφΪ

属、Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属なͲが൐われる。なお、̑層ではΠωՊ（Πω属ܕをؚΉ）が୎越し、その他の分

類群はগ量である。

　SE306　遺構埋土の４� 層では、૲本花คの઎める割合がथ木花คより高い。૲本花คでは、ΠωՊ（Π

ω属ܕをؚΉ）が優੎で、ΧϠπリάαՊ、ϤϞΪ属、ΞΧβՊ－ώϢՊなͲが൐われる。थ木花คではεΪ、

ϋϯノΩ属が優੎で、Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属、コφϥ属コφϥѥ属なͲが൐われる。

　SK406　遺構埋土の̎層では、૲本花คの઎める割合がथ木花คより高い。૲本花คでは、ΠωՊ（Π

ω属ܕをؚΉ）が優੎で、ΧϠπリάαՊ、ϤϞΪ属、ιό属なͲが൐われる。थ木花คではεΪ、ϋϯ

ノΩ属が優੎で、コφϥ属コφϥѥ属、Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属、ΧόノΩ属なͲが൐われる。

（４）考察

　SX403　遺構埋土のଯ積当時は、पลで水田Ҵ作が行われていたと考えられ、そのप囲には水田ࡶ૲

ないし水田ࡶ૲をؚΉΠωՊ、ΧϠπリάαՊをはじめ、ガϚ属－ミΫリ属、ΦϞμΧ属、ミズΞΦΠ属、

ηリѥՊなͲが生育していたと推定される。ΠωՊについては、২物ࢎܔମ分ੳの݁ՌからϤシ属が主ମ

であったと考えられる。また、पลの比較的ס૩したとこΖにはϤϞΪ属をはじめΩΫѥՊ、νドϝάα

ѥՊ、ΞϒϥφՊ、ΞΧβՊ－ώϢՊ、ΫϫՊ－ΠϥΫαՊ（ΧφϜάϥ、ΠϥΫα౳）なͲの૲本類が生

育していたと考えられ、部分的にιό属が࠿ഓされていた可能性も認められた。৿ྛ২生としては、पล

地域にεΪྛをはじめ、ϋϯノΩ属やϠφΪ属なͲの湿地ྛ、ٴͼφϥ類（コφϥ属コφϥѥ属）、ϒφ属、
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Ϋリ、トνノΩ、Ϛπ類（Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属）なͲが多様に分෍していたと推定される。̑層では、Πω

Պ（Πω属ܕをؚΉ）が୎越していることから、ΠωやϤシ属なͲがൟໜしていたことや花ึの付いた状態

の২物ମの集積が想定される。また、֤ࢼ料ともফし୸（からফし）ยが多くؚまれることから、Կらか

の形で୸やփが౤غされた可能性が考えられる。

　SE306・SK406　֤遺構の埋土のଯ積当時は、पลで水田Ҵ作が行われていたと考えられ、水田また

はそのपลの土৕がԿらかの形で遺構内にࠞೖしたと推定される。पลの২生環境については、4X403

とおおΉねಉ様であったと考えられる。֤ࢼ料ともফし୸（からফし）ยが多くؚまれることから、ഇઈ

。された可能性が考えられるغに୸やփが౤ޙ

株式会社古環境研究所　金原　正子

A　は　じ　め　に

　人やಈ物なͲにد生するد生஬のཛ֪は、花คとಉ様の条݅Լでଯ積物中に࢒存しており、人のॅډ域

ではد生஬ཛによるԚછ౓が高くなる。د生஬ཛ分ੳを༻いて、トΠϨ遺構の֬認や人ฅࢪංの༗ແの֬

認が可能であり、د生஬ཛの種類から、ઁऔされた৯物の種類や、そこに生ଉしていたಈ物種を推定する

ことも可能である。

料　　　ࢼ　#

　2013 年౓調査の花ค分ੳࢼ料とಉ一。

$　分 類 群

　分ੳの݁Ռ、ճ஬ཛ、ฬ஬ཛ、؊ٵ஬ཛ、ҟ形ٵ஬類ཛ、

؊යཛ、不明஬ཛの̒分類群が検出された。第 28 ਤにد

生஬ཛμΠΞάϥϜを、第 27 ਤにݦඍࣸڸ真をࣔす。以

Լに出現した分類群を記ࡌする。

（１）回虫　ATDBSJT  MVNCSJDPJEFT

　ճ஬は、世界に広く分෍し、現在でもԹஆ・湿५な೤帯

地ํの೶村地帯に多くΈられる。ཛにはडਫ਼ཛと不डਫ਼ཛ

があるが、遺跡のଯ積物の分ੳではଯ積年数やༀ品ॲཧの

ため、डਫ਼ཛと不डਫ਼ཛの区別は不明ྎである。ཛの大き

さはおよそ 80 × 60 Ж̼と比較的大きく、ପԁ形で֎ଆに

୿白ບを༗し、୾ो৭ૉでԫ׊৭ないし׊৭をఄする。ฅ

ศとともに֎界に出たडਫ਼ཛは、18 日でײછ༮஬แ蔵ཛに

なり経ઁޱऔによりײછする。

（２）鞭虫　TSJDIVSJT  USJDIJVSB

　ฬ஬は、世界に広く分෍し、現在ではとくに೤帯・ѥ೤帯の高Թ多湿な地域に多くΈられる。ཛの大き

さは 50 × 30 Ж̼でϨϞϯ形またはذෞちょうちん形で、ཛ֪はްく׊৭で྆端にແ৭のખがある。ฅ

د　̎ 生 ஬ ཛ 分 ੳ
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第ᶜষ　ࣗવՊ学分ੳ

65

ศとともに֎界に出た஬ཛは、̏～̒ि間でײછ༮஬แ蔵ཛになり経ײޱછする。

（３）肝吸虫　$MPOPSDIJT  TJOFOTJT

஬はΞδΞ地域に広く分෍し、特に中国、日本、ϕトφϜ、ؖ国に多い。日本ではԬ山県南部、ඐٵ؊　

ീ郎潟、ར根川ྲྀ域なͲがྲྀ行地として஌られている。஬ཛは、およそ、؛Ԋބഀ 30 × 16 Ж̼でなす

ͼܕで一端にਞּ状の小֖を༗する。ཛ֪のද面にはُߕ状の໲ཧが認められる。ฅศとともに֎界に出

た஬ཛは、水中で第１中間॓主のϚϝλχシに৯΂られ、ηϧΧリΞになり水中に༡出し、第̎中間॓主

のϞπΰ、Ϟϩコ、コΠ、ϑφ、λφΰに৵ೖしてϝληϧΧリΞとなり、ڕ೑とともにώトにઁऔされ

。છするײ

（４）異形吸虫類　.FUBHPOJNVT － )FUFSPQIZFT

　日本֤地でΈられるԣ川ٵ஬や、瀬戸内ւԊ؛に多くその他ւに近い地域にかなり広く見られる༗֐ҟ

形ٵ஬は、中間॓主がҟなるͩけで発育史をはじめ形態なͲもྑくࣅている。ཛはおよそ 27 × 17 Ж̼で、

୹ପԁ形またはཛ形、一端に小֖を༗するが、ཛ֪との境がほとんͲಥ出せずεϜーズである。ཛ֪ද面

は平滑で໲ཧはΈられない。ԣ川ٵ஬ではΞϢ、༗֐ҟ形ٵ஬ではϘϥなͲの生৯によりڕ೑とともにώ

トにઁऔされײછする。遺跡においては、小֖がとれたり、ଯ積環境やༀ品ॲཧなͲによりԣ川ٵ஬ཛと

༗֐ҟ形ٵ஬ཛの区別はつきにくいことからҟ形ٵ஬類とした。

（５）肝蛭　FBTDJPMB IFQBUJDB

　通常、૲৯्にد生する大形のය状ٵ஬類で、؊ଁにد生する。૲৯्のฅศとともにഉᔔされたཛは、

中間॓主であるώϝϞノΞϥガΠのなかで༮஬になり、֋から༡出し水૲（Πω、ηリなͲ）、ރ葉なͲに

付ணし、これを৯૲してײછする。ώト΁のײછは、Ԛછされた水ลの山ࡊを৯΂たり、ཛの付ணしたख

で৯事をしたり、؊යにد生された؊ଁを生৯することでײછする。ཛの大きさは、130 ～ 140 × 20

～ 90 Ж̼、長ପԁ形で୶ԫ৭、ཛ֪はബく一端に小֖を༗する。

（６）不明虫卵　6OLOPXO  FHHT

　ཛの形態は؊යにࣅているが、֖がཛの幅とಉఔ౓である。

生஬ཛ群集の特徴د　%

　SX403　埋土Լ部の 17 層では、ฬ஬ཛ、؊ٵ஬ཛがわずかに検出された。14 層では؊ٵ஬ཛをはじ

め؊යཛ、ճ஬ཛ、ҟ形ٵ஬類ཛが検出された。د生஬ཛີ౓は 168 ݸ �DD であり、一般的なฅศଯ積

物における 1,000 ݸ �DD 以্ʦ金原ほか 1993、金原 1999ʧよりも低い஋である。11 層ではճ஬ཛ、؊

஬ཛが検出された。ີ౓はٵ؊、஬ཛ、不明ཛ、̔層ではฬ஬ཛ、̓層ではฬ஬ཛ、ճ஬ཛٵ 100 ݸ �

DD ະຬである。̑層では؊යཛが 216 ݸ �DD 検出された。４層では؊ٵ஬ཛ、ฬ஬ཛ、̏ 層では؊ٵ஬ཛ、

؊යཛがগ量検出された。なお、石ࡉ๔や明らかなফ化࢒ᕓは、いずれのࢼ料からも検出されなかった。

　SE306　遺構内ଯ積物の４� 層では、د生஬ཛٴͼ明らかなফ化࢒ᕓは検出されなかった。

　SK406　遺構内ଯ積物の̎層では、د生஬ཛٴͼ明らかなফ化࢒ᕓは検出されなかった。

E　考　　　࡯

　4X403 の埋土では、ほとんͲのࢼ料からد生஬ཛが検出された。このうち、ճ஬ཛ、ฬ஬ཛ、؊ٵ஬

ཛについては人の৯性にともなうฅศ༝དྷであるが、ີ౓が比較的低いことから、ฅศのଯ積物ではなく

集落पลなͲの人ҝ環境における通常の生׆Ԛછに༝དྷする可能性が考えられる。ճ஬やฬ஬は中間॓主
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株式会社古環境研究所　杉山　真二

A　は　じ　め　に

　২物ࢎܔମは、২物のࡉ๔内に4）ࢎܔJ0 ̎）が஝積したもので、২物がރれたあともガϥε質のඍ化石（ϓ

ϥϯト・Φύーϧ）となって土৕中に半Ӭٱ的に࢒っている。২物ࢎܔମ分ੳは、このඍ化石を遺跡土৕な

Ͳから検出してಉ定・定量するํ法であり、ΠωをはじめとするΠωՊ࠿ഓ২物のಉ定ٴͼ古২生・古環

境の推定なͲに応༻されているʦ杉山 2000ʧ。また、Πωのফ長を検౼することで埋蔵水田跡の検ূや

୳査も可能であるʦ藤原・杉山 1984ʧ。

#　分 ੳ 法

　২物ࢎܔମのந出と定量は、ガϥεϏーズ法ʦ藤原 1976ʧを༻いて、次のखॱで行った。

料をࢼ（１ 105ˆで 24 時間ס૩（ઈס）

料約１Hࢼ（̎ にରし௚ܘ約 40 Ж N のガϥεϏーズを約 0�02H ఴ加（0�1NH のਫ਼౓でട量）

̏）電ؾ࿍փ化法（550ˆ・̒時間）による୤༗機物ॲཧ

４）௒Ի೾水中照ࣹ（3008・42,)[・10 分間）による分ࢄ

̑）௜ఈ法による 20 Ж N 以Լのඍཻ子আڈ

̒）෧ೖࡎ（ΦΠΩット）中に分ࢄしてϓϨύϥート作成

̓）検ܭ・ڸ数

　ಉ定は、400ഒのภ光ݦඍڸԼで、おもにΠωՊ২物の機ಈࡉ๔に༝དྷする২物ࢎܔମをର৅として行っ

た。ܭ数は、ガϥεϏーズݸ数が 400 以্になるまで行った。これはほ΅ϓϨύϥート１ຕ分のਫ਼査に

相当する。ࢼ料１H あたりのガϥεϏーズݸ数に、ܭ数された২物ࢎܔମとガϥεϏーズݸ数の比率をか

けて、ࢼ料１H 中の২物ࢎܔମݸ数をٻめた。

　また、おもな分類群についてはこの஋にࢼ料のԾ比ॏ（1�0 とԾ定）と֤২物のࢉ׵係数（機ಈࡉ๔ࢎܔ

ମ１ݸあたりの২物ମסॏ）をかけて、୯位面積で層ް１DN あたりの২物ମ生産量をࢉ出した。これにより、

֤২物のൟໜ状گや২物間の઎༗割合なͲを具ମ的にとらえることができるʦ杉山 2000ʧ。λέѥՊに

ついては、২物ମ生産量の推定஋から֤分類群の比率をٻめた。

$　݁　　　Ռ

をඞ要とせず、ฅศとともにഉᔔされたد生஬ཛが付ணした໺ࡊ・໺૲のઁऔや水系により経ײޱછする。

̑層では、૲৯्にد生する؊යཛが特徴的に多く検出された。花ค分ੳではΠωՊ（ΠωやϤシ属なͲ）

が優઎し、ඍࡉ૲本ยが高ີ౓でؚまれることから、ಉ層には΢シなͲの૲৯्のฅศがؚまれている可

能性が考えられる。4E306・4,406 では、د生஬ཛがまったく検出されないことから、トΠϨ遺構との

関࿈性は低いと考えられる。

̏　২物ࢎܔମ分ੳ

１）2012 年౓調査分

（１）分類群

料は、2012ࢼ　 年౓調査の花ค分ੳࢼ料とಉ一である。検出された২物ࢎܔମの分類群は以Լのとおり
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である。これらの分類群について定量を行い、その݁Ռを第̓දٴͼ第 29・30 ਤにࣔした。主要な分類

群についてݦඍࣸڸ真（第 31 ਤ）をࣔす。

〔イネ科〕

　Πω、Πω（ӱのදൽࡉ๔༝དྷ）、ϚコϞ属、Ϥシ属、ΩϏ଒ܕ、΢シΫα଒̖（νガϠ属なͲ）

〔イネ科－タケ亜科〕

　νϚΩβα節ܕ（αα属νϚΩβα節・νシϚβα節なͲ）、ミϠコβα節ܕ（αα属ミϠコβα節なͲ）、ະ

分類౳

〔イネ科－その他〕

　දൽໟ起ݯ、๮状ࢎܔମ（おもに݁合૊৫ࡉ๔༝དྷ）、ະ分類౳

（２）考察

　稲作跡の検討　Ҵ作跡（水田跡）の検ূや୳査を行う৔合、一般にΠωの২物ࢎܔମ（ϓϥϯト・Φύー

ϧ）がࢼ料１H あたり 5,000 以্と高いີ౓で検出された৔合に、そこでҴ作が行われていた可能性がݸ

高いと൑அしているʦ杉山 2000ʧ。なお、ີ౓が 3,000 ݸ �H ఔ౓でも水田遺構が検出される事ྫがあ

ることから、ここでは൑அの基४を 3,000 ݸ �H として検౼を行った。

　１区北壁①地点（第 29 ਤ）　ᶘ層（ࢼ料１～̏）からᶚ層（ࢼ料 ・̒̓ ）までの層४について分ੳを行った。

その݁Ռ、ᶚ層্部（ࢼ料̒）をআく֤ࢼ料からΠωが検出された。このうち、ᶘ層্部（ࢼ料１）では

ີ౓が 5,600 ݸ �H と高い஋である。したがって、ಉ層ではҴ作が行われていた可能性が高いと考えられ

る。ᶙ層（ࢼ料４・̑ ）ではີ౓が 1,400 ݸ �H、ᶚ層Լ部（ࢼ料̓）では 700 ݸ �H と比較的低い஋である。

Πωのີ౓が低い原因としては、Ҵ作が行われていた期間が୹かったこと、土層のଯ積଎౓が଎かったこ

と、࠾औ地点がܣ൞なͲߞ作面以֎であったこと、ٴͼ্層や他所からのࠞೖなͲが考えられる。また、

畑Ҵ作（཮Ҵ࠿ഓ）の৔合は、࿈作ো֐や地ྗの低Լをආけるためにྠ作を行ったりؓٳ期間をおくඞ要

があるため、Πωのີ౓は水田跡と比較してかなり低くなり 1,000 ～ 2,000 ݸ �H ఔ౓である৔合が多

いʦ杉山 2000ʧ。

　１区北壁②地点（第 30 ਤ）　ᶙ層（ࢼ料４・̑）について分ੳを行った。その݁Ռ、྆ࢼ料からΠωが検

出された。ີ ౓はࢼ料̑では19,200ݸ�Hとかなり高い஋であり、ࢼ料４でも8,900ݸ�Hと高い஋である。

したがって、ಉ層ではҴ作が行われていた可能性が高いと考えられる。なお、ࢼ料࠾औ地点は畑作溝とΈ

られることから、ここで検出されたΠωについては、調査地点またはそのपลでར༻されていたҴ࿴や࿴

製品に༝དྷする可能性も考えられる。Ҵ࿴のར༻としては、ෑき࿴やଯංをはじめ、建物の԰根材やน材、

ෑ物、ཤ物、ඨ、ೄなͲ多様な༻్が想定される。

　SE115（第 30 ਤ）　遺構ఈ部について分ੳを行った。その݁Ռ、Πωが 11,000 ݸ �H と高いີ౓で検

出された。また、Πωの໮֪（ӱのදൽࡉ๔）も 4,800 ݸ �H と比較的高いີ౓で検出された。ࢼ料࠾औ地

点は井戸のఈ部であることから、ここで検出されたΠωについては、井戸のपลでར༻されていたҴ࿴や

࿴製品に༝དྷする可能性が想定される。

　イネ科栽培植物の検討　২物ࢎܔମ分ੳでಉ定される分類群のうち࠿ഓ২物がؚまれるものには、Πω

以֎にもϜΪ類、ώΤ属ܕ（ώΤがؚまれる）、Τノコϩάα属ܕ（Ξϫがؚまれる）、ΩϏ属ܕ（ΩϏがؚまれる）、

δϡズμϚ属（ϋトϜΪがؚまれる）、Φώシό属（シコΫϏΤがؚまれる）、Ϟϩコシ属ܕ、ト΢Ϟϩコシ属

。料からも検出されなかったࢼなͲがあるが、これらの分類群はいずれのܕ

　ΠωՊ࠿ഓ২物の中には検౼が不े分なものもあるため、その他の分類群の中にも࠿ഓ種に༝དྷするも
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第 30図　１区北壁②地点および SE115 における植物珪

　　　　　酸体分析結果

第 29図　１区北壁①地点における植物珪酸体分析結果

第７表　植物珪酸体分析結果（１）

第 31図　植物珪酸体の顕微鏡写真（１）

 検出ີ౓（୯位ɿ× 100 ݸ �H）

地点・ࢼ料 １区北นᶃ １区北นᶄ 4E115
   分類群 　学名 1 2 3 4 5 6 7 4 5 ఈ部
 ΠωՊ (SBNJOFBF
　 Πω   0SZ[B TBUJWB 56 20 20 14 14  7 89 192 116
 　Πω໮֪ ( ӱのදൽࡉ๔ )   0SZ[B TBUJWB (IVTL 1IZUPMJUI) 7         48
　 ϚコϞ属   ;J[BOJB          14
　 Ϥシ属   1ISBHNJUFT 21 27 41  7 7 7   34
　 ΩϏ଒ܕ   1BOJDFBF UZQF    7       
　 ΢シΫα଒̖   AOESPQPHPOFBF A UZQF 7  7     14 7 7
 λέѥՊ #BNCVTPJEFBF           
　 νϚΩβα節ܕ   4BTB TFDU� 4BTB FUD� 21 27 7 7 14 13 21    
　 ミϠコβα節ܕ   4BTB TFDU� $SBTTJOPEJ   14  7 7 7 7 7 7
　 ະ分類౳   0UIFST 35 13 34 7 7 13 21 20 7 7
 その他のΠωՊ 0UIFST           
   දൽໟ起ݯ   )VTL IBJS PSJHJO 35 7      20 41 14
   ๮状ࢎܔମ   3PE TIBQFE 76 47 41 7 7 7 7 61 123 75
   ະ分類౳   0UIFST 104 67 61 21 49 27 28 55 75 116
 ২物ࢎܔମ૯数　 TPUBM 361 208 224 63 105 74 98 266 452 438

 おもな分類群の推定生産量（୯位ɿᶵ �㎡ ŋᶲ）ɿࢼ料のԾ比ॏを 1�0 とԾ定してࢉ出
 　Πω   0SZ[B TBUJWB 1�63 0�59 0�60 0�41 0�41  0�21 2�61 5�64 3�42
   Ϥシ属   1ISBHNJUFT 1�32 1�70 2�57  0�44 0�42 0�44   2�16
   νϚΩβα節ܕ   4BTB TFDU� 4BTB FUD� 0�16 0�20 0�05 0�05 0�11 0�10 0�16    
   ミϠコβα節ܕ   4BTB TFDU� $SBTTJOPEJ   0�04  0�02 0�02 0�02 0�02 0�02 0�02

 λέѥՊの比率（ˋ）
   νϚΩβα節ܕ   4BTB TFDU� 4BTB FUD� 100 100 56 100 83 83 88    
   ミϠコβα節ܕ   4BTB TFDU� $SBTTJOPEJ   44  17 17 12 100 100 100
　 ϝμέ率 　.FEBLF SBUJP 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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のがؚまれている可能性が考えられる。これらの分類群のݯڅ২物の究明についてはޙࠓの՝୊としたい。

なお、২物ࢎܔମ分ੳでಉ定される分類群は主にΠωՊ২物にݶ定されるため、根ࡊ類なͲの畑作物は分

ੳのର৅֎となっている。

　植物珪酸体分析から推定される植生と環境　্記以֎の分類群では、ᶚ層からᶙ層にかけては、部分的

にϤシ属、΢シΫα଒̖、νϚΩβα節ܕ、ミϠコβα節ܕなͲが検出されたが、いずれもগ量である。

ᶘ層ٴͼ 4E115 のఈ部では、Ϥシ属が比較的多く検出された。おもな分類群の推定生産量によると、ᶘ

層ٴͼ 4E115 のఈ部ではϤシ属が優੎となっている。

　以্のことから、ᶚ層からᶙ層にかけては、部分的にগ量のϤシ属や笹類は見られるものの、Կらかの

原因でその他のΠωՊ২物の生育にはあまりదさない環境であった可能性が考えられる。ᶘ層のଯ積当時

は、Ϥシ属が生育するような湿५な環境であったと考えられ、そこをར༻して水田Ҵ作が行われていたと

推定される。4E115 のఈ部については、このような土৕がपลからࠞೖした可能性が考えられる。

（３）まとめ

　২物ࢎܔମ分ੳの݁Ռ、１区北นᶃ地点のᶘ層ٴͼ１区北นᶄ地点のᶙ層では、Πωが多量に検出され、

Ҵ作が行われていた可能性が高いと൑அされた。また、１区北นᶃ地点のᶙ層とᶚ層でもΠωが検出され、

調査地点またはその近ลでҴ作が行われていた可能性が認められた。なお、１区北นᶄ地点のᶙ層（畑作

溝？）で検出されたΠωについては、पลでར༻されていたҴ࿴や࿴製品に༝དྷする可能性も想定される。

̎）2013 年౓調査分

（１）分類群

料は、2013ࢼ　 年౓調査の花ค分ੳࢼ料とಉ一である。検出された২物ࢎܔମの分類群は以Լのとおり

である。これらの分類群について定量を行い、その݁Ռを第̔දٴͼ第 32 ਤにࣔした。主要な分類群に

ついてݦඍࣸڸ真（第 33 ਤ）をࣔす。

〔イネ科〕

　Πω、Πω（ӱのදൽࡉ๔༝དྷ）、ϚコϞ属、ϜΪ類（ӱのදൽࡉ๔）、Ϥシ属、ΩϏ଒ܕ、εεΩ属ܕ、

΢シΫα଒̖（νガϠ属なͲ）、δϡズμϚ属ܕ

〔イネ科－タケ亜科〕

　νϚΩβα節ܕ（αα属νϚΩβα節・νシϚβα節なͲ）、ະ分類౳

〔イネ科－その他〕

　දൽໟ起ݯ、๮状ࢎܔମ（おもに݁合૊৫ࡉ๔༝དྷ）、ܪ部起ݯ、ະ分類౳

〔樹木〕

　ϞΫϨϯ属ܕ、その他

（２）考察

　イネ科栽培植物の検討　২物ࢎܔମ分ੳでಉ定される分類群のうち࠿ഓ২物がؚまれるものには、Πω

をはじめϜΪ類、ώΤ属ܕ（ώΤがؚまれる）、Τノコϩάα属ܕ（Ξϫがؚまれる）、ΩϏ属ܕ（ΩϏがؚまれる）、

δϡズμϚ属ܕ（ϋトϜΪがؚまれる）、Φώシό属（シコΫϏΤがؚまれる）、Ϟϩコシ属ܕ、ト΢Ϟϩコシ

属ܕなͲがある。このうち、当遺跡のࢼ料からはΠω、ϜΪ類、δϡズμϚ属ܕが検出された。以Լに分

類群͝とに࠿ഓの可能性について考࡯する。

　イネ　Πωは、4X403 の̔層（࠭質土）をআく、֤ 遺構のす΂てのࢼ料から検出された。Πωのີ౓は、
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第 33図　植物珪酸体の顕微鏡写真（２）

第 32図　植物珪酸体分析結果

第８表　植物珪酸体分析結果（２）
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 検出ີ౓（୯位ɿ× 100 ݸ �H）

地点・ࢼ料 4X403 4E306 4,406
   分類群 　学名 3 層 4 層 5 層 7 層 8 層 9 層 11 層 14 層 17 層 4� 層 2 層
 ΠωՊ (SBNJOFBF
　 Πω   0SZ[B TBUJWB 79 155 176 128  89 163 120 73 143 150
 　Πω໮֪ ( ӱのදൽࡉ๔ )   0SZ[B TBUJWB (IVTL 1IZUPMJUI) 387 61 7 20  123 59 87 53 176 13
　 ϚコϞ属   ;J[BOJB  7 13 7       20
　 ϜΪ類 ( ӱのදൽࡉ๔ )   TSJUJDVN-)PSEFVN (IVTL 1IZUPMJUI)          7  
　 Ϥシ属   1ISBHNJUFT 13 13 143 27  14 26 20 7 26 33
　 ΩϏ଒ܕ   1BOJDFBF UZQF   7 13    7 7   
　 εεΩ属ܕ   .JTDBOUIVT UZQF  7 20         
　 ΢シΫα଒̖   AOESPQPHPOFBF A UZQF 7 20 98 40 7 14 20 7  7 13
   δϡズμϚ属ܕ   $PJY UZQF   7    7   7  
 λέѥՊ #BNCVTPJEFBF            
　 νϚΩβα節ܕ   4BTB TFDU� 4BTB FUD�    7   7 7 7 7 7
　 ະ分類౳   0UIFST       13 7 7   
 その他のΠωՊ 0UIFST            
   දൽໟ起ݯ   )VTL IBJS PSJHJO 46 13 52 40  34 39 27 33 85 13
   ๮状ࢎܔମ   3PE TIBQFE 433 108 222 202 7 246 203 260 87 209 144
ݯ部起ܪ      4UFN PSJHJO          7  
   ະ分類౳   0UIFST 66 101 300 101 7 95 59 60 33 52 65
 थ木起ݯ ASCPSFBM            
   ϞΫϨϯ属ܕ   .BHOPMJB UZQF          7  
   その他   0UIFST 7 7 7 7  7 13 7  7 13
 ২物ࢎܔମ૯数　 TPUBM 1036 492 1050 594 22 621 608 607 307 737 470

 おもな分類群の推定生産量（୯位ɿᶵ �㎡ ŋᶲ）ɿࢼ料のԾ比ॏを 1�0 とԾ定してࢉ出
 　Πω   0SZ[B TBUJWB 2�31 4�56 5�18 3�77  2�61 4�80 3�53 2�16 4�22 4�41
   Ϥシ属   1ISBHNJUFT 0�83 0�85 9�05 1�70  0�86 1�65 1�26 0�42 1�65 2�06
   εεΩ属ܕ   .JTDBOUIVT UZQF  0�08 0�24         
   νϚΩβα節ܕ   4BTB TFDU� 4BTB FUD�    0�05   0�05 0�05 0�05 0�05 0�05
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4X403 の埋土（̏層～ 17 層）では 7,300 ～ 17,600 ݸ �H、4E306 の４� 層では 14,300 ݸ �H、4,406

の̎層では 15,000 ݸ �H と高い஋であり、Ҵ作跡の検ূや୳査を行う৔合の൑அ基४としている 5,000

ݸ �H を্ճっている。また、Πωの໮֪（ӱのදൽࡉ๔）に༝དྷする২物ࢎܔମも、4X403 の̔層（࠭質

土）をআく֤遺構のす΂てのࢼ料から検出され、4X403 の̏層では 38,700 ݸ �H とۃめて高い஋であり、

ಉ地点の̕層と 4E306 の４� 層でも 12,300 ݸ �H ͼٴ 17,600 ݸ �H と高い஋である。これらの݁Ռから、

当時はपลでҴ作が行われていたと考えられ、そこからԿらかの形で֤遺構内にΠωのܪ葉（Ҵ࿴）や໮

֪がࠞೖした（もしくは౤غされた）と推定される。また、4X403 の̑層や 11 層なͲ、ٴͼ 4E306 の４�

層と 4,406 の̎層については、Πωのີ౓がかなり高いことから、遺構पลでར༻されたҴ࿴に༝དྷす

る可能性も考えられる。Ҵ࿴のར༻としては、建物の԰根材やน材、ෑ物、ཤ物、ඨ、ೄなͲ多様な༻్

が想定される。

　ムギ類　ϜΪ類（ӱのදൽࡉ๔）は、4E306 の４� 層から検出された。ີ౓は 700 ݸ �H と低い஋である

ことから、当時はपลでϜΪ類の࠿ഓが行われていたと考えられ、そこからԿらかの形で遺構内にϜΪ類

の໮֪がࠞೖしたと推定される。

　ジュズダマ属型　δϡズμϚ属ܕは、4X403 の̑層と 11 層、4E306 の４� 層から検出された。δϡ

ズμϚ属には৯༻やༀ༻となる࠿ഓ種のϋトϜΪがؚまれるが、現時点では২物ࢎܔମの形態から࠿ഓ種

と໺૲のδϡズμϚとを完શにࣝ別するにはࢸっていない。また、ີ౓も 700 ݸ �H と低い஋であること

から、पลでϋトϜΪが࠿ഓされていた可能性は考えられるものの、໺૲のδϡズμϚに༝དྷするもので

ある可能性も൱定できない。ΠωՊ࠿ഓ২物の中には検౼が不े分なものもあるため、その他の分類群の

中にも࠿ഓ種に༝དྷするものがؚまれている可能性が考えられる。これらの分類群のݯڅ২物の究明につ

いてはޙࠓの՝୊としたい。なお、২物ࢎܔମ分ੳでಉ定される分類群は主にΠωՊ২物にݶ定されるた

め、根ࡊ類なͲの畑作物は分ੳのର৅֎となっている。

　植物珪酸体分析から推定される植生と環境　্記以֎の分類群では、ほとんͲのࢼ料でϤシ属、΢シ

Ϋα଒̖、थ木（その他）が検出され、部分的にϚコϞ属、ΩϏ଒ܕ、νϚΩβα節ܕなͲも認められた。

このうち、4X403 の̑層ではϤシ属のີ౓が 14,300 ݸ �H とかなり高い஋である。おもな分類群の推定

生産量によると、Πω以֎ではおおΉねϤシ属が優੎であり、とくに 4X403 の̑層ではϤシ属が୎越し

ている。 以্の݁Ռから、֤遺構の埋土のଯ積当時は、Ϥシ属が生育するような湿५な環境であり、部

分的にϚコϞ属やδϡズμϚ属なͲも見られたと考えられる。また、पลの比較的ס૩したとこΖにはΩ

Ϗ଒、΢シΫα଒、αα属（νϚΩβα節）なͲが生育し、遺跡पลにはԿらかのथ木が分෍していたと

推定される。

（３）まとめ

　২物ࢎܔମ分ੳの݁Ռ、4X403 のほとんͲのࢼ料、ٴͼ 4E306 の４� 層と 4,406 の̎層では、Πω

が多量に検出され、Πωの໮֪（ӱのදൽࡉ๔）に༝དྷする২物ࢎܔମもほとんͲのࢼ料から比較的多量

に検出された。当時はपลでҴ作が行われていたと考えられ、そこからԿらかの形で֤遺構内にΠωの

、ମについてはࢎܔと推定される。また、これらの২物（されたغまたは౤）葉（Ҵ࿴）や໮֪がࠞೖしたܪ

遺構पลでར༻されたҴ࿴に༝དྷする可能性も考えられる。Ҵ࿴のར༻としては、建物の԰根材やน材、

ෑ物、ཤ物、ඨ、ೄなͲ多様な༻్が想定される。さらに、4E306 の４� 層ではগ量ながらϜΪ類（ӱの

දൽࡉ๔）が検出され、पลでϜΪ類の࠿ഓが行われていた可能性が認められた。֤遺構の埋土のଯ積当

時は、Ϥシ属が生育するような湿५な環境であり、部分的にϚコϞ属やδϡズμϚ属なͲも見られたと考
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株式会社古環境研究所

A　は　じ　め　に

　์ࣹ性୸ૉ年代ଌ定は、光合成や৯物ઁऔなͲにより生物ମ内にऔりࠐまれた์ࣹ性୸ૉ（14 ̘）の濃

౓が、์ࣹ性่յにより時間とともにݮগすることをར༻した年代ଌ定法である。थ木や種実なͲの২物

遺ମ、ࠎ、֋֪、土৕、土器付ண୸化物なͲがଌ定ର৅となり、約̑ສ年前までの年代ଌ定が可能である。

ࢼ　# 料 と ํ 法

第̕දに、ࢼ料の࠾औ地点、種類、前ॲཧ・調੔法ٴͼଌ定法をࣔす。थ木については、できるͩけ࠷

֎年ྠに近いとΈられる部分をબ୒して࠾औした。

えられる。また、पลの比較的ס૩したとこΖにはΩϏ଒、΢シΫα଒、αα属（νϚΩβα節）なͲが

生育し、遺跡पลにはԿらかのथ木が分෍していたと推定される。

４　์ࣹ性୸ૉ年代ଌ定

料名ࢼ औ地点࠾ 種類 前ॲཧ・調੔ ଌ定法

ᶺ１  10#2 άリッド、ࣗવ木（コφϥ属コφϥ節）  थ木 ࢎ  - ΞϧΧリ - ચড়ࢎ A.4

ᶺ̎  10#9・10 άリッド、ࣗવ木（広葉थ）  थ木 ࢎ  - ΞϧΧリ - ચড়ࢎ A.4

ᶺ̏  4X403、5 層（ଯ積物）  ২物遺ମ ࢎ  - ΞϧΧリ - ચড়ࢎ A.4

ᶺ４  4A237、ᶺ 11 杭（ϠφΪ属）  थ木 ࢎ  - ΞϧΧリ - ચড়ࢎ A.4

ᶺ̑  1192、層位１、柱根（コφϥ節）  थ木 ࢎ  - ΞϧΧリ - ચড়ࢎ A.4

$　ଌ　定　݁　Ռ

　加଎器質量分ੳ法（A.4）によってಘられた 14 ̘濃౓についてಉ位ମ分別ޮՌのิ正を行い、์ࣹ性

୸ૉ（14 ̘）年代ٴͼྐྵ年代（較正年代）をࢉ出した。第 10 දにこれらの݁Ռをࣔす。

第９表　放射性炭素分析試料一覧
A.4ɿ加଎器質量分ੳ法（ADDFMFSBUPS .BTT 4QFDUSPNFUSZ）

料名ࢼ ଌ定ᶺ

（#FUB-）

ະิ正 14$ 年代

（年 #1）

Ў 13$  

（̄）

14$ 年代

（年 #1）

ྐྵ年代（較正年代）

̎М �95ˋ֬率

ᶺ１ 361852 1180 ʶ 30  -26�3 1160 ʶ 30  $BM A% 780-900、 910-970

ᶺ̎ 361853 1190 ʶ 30  -25�8 1180 ʶ 30  $BM A% 770-900、 920-940

ᶺ̏ 361854 500 ʶ 30  -26�7 470 ʶ 30  $BM A% 1410-1450       

ᶺ４ 361855 1150 ʶ 30  -25�8 1140 ʶ 30  $BM A% 780-790、 810-980

ᶺ̑ 361856 1090 ʶ 30  -24�9 1090 ʶ 30  $BM A% 890-1020          
#1ɿ#FGPSF 1IZTJDT（1SFTFOU）、$BMɿ$BMJCSBUFE、#$ɿ紀元前、A%ɿ੢ྐྵ

第 10表　放射性炭素年代測定結果

１）ະิ正 14 ̘年代

料のࢼ　 14 ̘ �12 ̘比から、୯७に現在（A%1950 年）からԿ年前かをࢉܭした஋。14 ̘の半ݮ期は 5,730

年であるが、国ࡍ的ྫ׳により LJCCZ の 5,568 年を༻いている。
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第 34図　暦年較正年代グラフ

料ᶺ1ࢼ 料ᶺ2ࢼ

料ᶺ3ࢼ料ᶺ4ࢼ

料ᶺ5ࢼ
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̎）Ў 13 ̘ଌ定஋  

料のଌ定ࢼ　 14 ̘ �12 ̘比をิ正するための୸ૉ҆定ಉ位ମ比（13 ̘ �12 ̘）。この஋は標४物質（1%#）

のಉ位ମ比からのઍ分ภࠩ（̄）でදす。ࢼ料のЎ 13 ̘஋を -25(̄ ) に標४化することでಉ位ମ分別ޮՌ

をิ正している。

̏）14 ̘　年　代

　Ў 13 ̘ଌ定஋によりಉ位ମ分別ޮՌをิ正してࢉ出した年代。ྐྵ年代較正にはこの年代஋を使༻する。

４）ྐྵ 年 代（$BMFOEBS :FBST）

　աڈのӉ஦ઢڧ౓や地ٿ磁৔のมಈによる大ؾ中 14 ̘濃౓のมಈٴͼ 14 ̘の半ݮ期のҧいを較正する

ことで、より実ࡍの年代஋に近ͮけることができる。ྐྵ年代較正には、年代ط஌のथ木年ྠのৄࡉな 14

̘ଌ定஋ٴͼαϯΰの 6�TI（΢ϥϯ � トリ΢Ϝ）年代と 14 ̘年代の比較により作成された較正曲ઢ（*OU$BM 

09）を使༻した。ྐྵ年代は、14 ̘年代஋のภࠩの幅を較正曲ઢに౤Өした年代の幅をදし、ここでは৴པ

。界̎М（95ˋ֬率）でࣔした。較正曲ઢが不҆定な年代では、ෳ数の஋がද記される৔合もあるݶ

%　所　　　見

　加଎器質量分ੳ法（A.4）による์ࣹ性୸ૉ年代ଌ定の݁Ռ、ᶺ１のथ木では 1160 ʶ 30 年 #1（̎М

のྐྵ年代で A% 780 ～ 900、 910 ～ 970 年）、ᶺ̎のथ木では 1180 ʶ 30 年 #1（A% 770 ～ 900、 920 ～ 940

年）、ʌ ̏の২物遺ମでは 470 ʶ 30 年 #1（A% 1410 ～ 1450 年）、ʌ ４のथ木では 1140 ʶ 30 年 #1（A% 

780 ～ 790、 810 ～ 980 年）、ʌ ̑のथ木では 1090 ʶ 30 年 #1（A% 890 ～ 1020 年）の年代஋がಘられた。

このうち、ᶺ１、ᶺ̎、ᶺ４ではྐྵ年代の年代幅が比較的大きくなっているが、これは֘当時期の較正曲

ઢが不҆定なためである。

̑　थ　種　ಉ　定

　木材は、ηϧϩーεをࠎ格とする木部ࡉ๔の集合ମであり、ղ๤学的形質の特徴からथ種のಉ定が可能

である。木材は花คなͲのඍ化石と比較してҠಈ性が小さいことから、比較的近ྡの৿ྛ২生の推定が可

能であり、遺跡から出土した製品については木材のར༻状گやྲྀ通を୳るखがかりとなる。

料　　　ࢼ　#

࿶、ു、ખ、࿈、ࡼ、ࡼउ子、木錘、舟形、૲ཤਊ、ฑउ、小、۲ࡈ、曲物、コϚܕ料は、曲物、大ࢼ　

板、ॎ板、๮状、板状、箸状なͲの木製品ૅ、ࢅԼବ、֯材、杭、柱根、ఈ板、ԣࣃ 183 点ٴͼࣗવ木

４点のܭ 187 点である。

株式会社古環境研究所　金原　明

A　は　じ　め　に
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$　ํ　　　法

　以Լのखॱでथ種ಉ定を行った。

ڈ料をચড়して付ணしたҟ物をআࢼ（１

̎）Χミιリで木材の基本的ࡾஅ面（ԣஅ面ɿ木ޱ、์ࣹஅ面ɿຝ目、઀ઢஅ面ɿ板目）の੾ยを作成

̏）生物ݦඍ40）ڸ ～ 1000 ഒ）で࡯؍し、木材のղ๤学的形質や現生標本とのର比でथ種をಉ定

%　݁　　　Ռ

　第 11・12 දにಉ定݁Ռをࣔし、主要な分類群のݦඍࣸڸ真をࣔす。また、第 13 දに器種別のબ材に

ついて集݁ܭՌをࣔす。以Լにಉ定根拠とした特徴を記す。

（１）イチイ　TBYVT DVTQJEBUB 4JFC。 FU ;VDD。　ΠνΠՊ　第 35 ਤ１

　Ծ道؅と์ࣹॊࡉ๔から構成される਑葉थ材である。ԣஅ面ɿૣ材から൩材΁のҠ行は؇やかで、൩材

部の幅はڱく年ྠ界は比較的不明ྎである。์ࣹஅ面ɿ์ࣹॊࡉ๔の分໺น޸はώノΩܕで１分໺に̎ݸ

存在する。Ծ道؅の内นには、らせんංްが存在する。઀ઢஅ面ɿ์ࣹ૊৫は୯列のಉ性์ࣹ૊৫ܕでࡉ

い。Ծ道؅の内นにはらせんංްが存在する。以্の形質よりΠνΠにಉ定される。ΠνΠは北ւ道、本

भ、࢛国、۝भに分෍する。常྘の高木で通常高さ 10 ～ 15 ܘ、̼ 50 ～ 100DN にୡする。材は៛ີ

で஄ྗ性がڧい。建築、器具、ூࠁ、ΖくΖ޻ࡉ、経木、ԖචなͲに༻いられる。

（２）マツ属複維管束亜属　1JOVT TVCHFO。 %JQMPYZMPO　ϚπՊ　第 35 ਤ̎

　Ծ道؅、์ࣹॊࡉ๔、์ࣹԾ道ٴ؅ͼਨ௚、水平थࢷ道をऔり囲ΉΤピηリ΢Ϝࡉ๔から構成される਑

葉थ材である。ԣஅ面ɿૣ材から൩材΁のҠ行はٸで、ਨ௚थࢷ道が見られる。์ࣹஅ面ɿ์ࣹॊࡉ๔の

分໺น޸は૭状である。์ࣹԾ道؅の内นにはࣃڒ状ංްが存在する。઀ઢஅ面ɿ์ࣹ૊৫は୯列のಉ性

์ࣹ૊৫ܕであるが、水平थࢷ道をؚΉものは紡錘形をఄする。以্の形質よりϚπ属ෳҡ؅ଋѥ属にಉ

定される。Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属にはΫϩϚπとΞΧϚπがあり、Ͳちらも北ւ道南部、本भ、࢛国、۝भ

に分෍する常྘高木である。材は水湿によく଱え、広く༻いられる。

（３）スギ　$SZQUPNFSJB KBQPOJDB %。%PO　εΪՊ　第 35 ਤ̏・第 36 ਤ４

　Ծ道؅、थࡉࢷ๔ٴͼ์ࣹॊࡉ๔から構成される਑葉थ材である。ԣஅ面ɿૣ材から൩材΁のҠ行はや

やٸで、൩材部の幅が比較的広い。थࡉࢷ๔が見られる。์ࣹஅ面ɿ์ࣹॊࡉ๔の分໺น޸はయܕ的なε

Ϊܕで１分໺に１～̏ݸで、̎ݸ存在するものがほとんͲである。઀ઢஅ面ɿ์ࣹ૊৫は୯列のಉ性์ࣹ

૊৫ܕで、１～ 15 、๔が存在する。以্の形質よりεΪにಉ定される。εΪは本भࡉࢷ๔高である。थࡉ

࢛国、۝भ、԰ٱౡに分෍する。日本特産の常྘高木で、高さ 40 にୡする。材はܰೈである̼̎ܘ、̼

がڧਟで、広く༻いられる。

（４）ヤナギ属　4BMJY　ϠφΪՊ　第 36 ਤ̑

　ԣஅ面ɿ小ܕでؙい์ࣹํ޲にややのͼた道؅が、୯ಠまたは̎～̏޲ํࣹ์ݸにෳ合し、ࢄ在するࢄ

状でີに分෍する。์ࣹ૊৫はҟޓは交޸のนޓで、道؅相޸は୯ઠ޸材である。์ࣹஅ面ɿ道؅のઠ޸

性である。઀ઢஅ面ɿ์ࣹ૊৫は୯列のҟ性์ࣹ૊৫ܕである。以্の形質よりϠφΪ属にಉ定される。

ϠφΪ属は落葉の高木または低木で、北ւ道、本भ、࢛国、۝भに分෍する。

（５）ハンノキ属ハンノキ節　AMOVT TFDU。 (ZNOPUIZSTVT　ΧόノΩՊ　第 36 ਤ̒

　ԣஅ面ɿ小ܕでؙい道؅が์ࣹํ޲に࿈なる޲܏をΈせてࢄ在する޸ࢄ材である。์ࣹஅ面ɿ道؅のઠ
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第 12表　樹種同定結果（自然木）

第 11表　樹種同定結果

料名ࢼ άリッド උ考 ݁Ռ（学名ʗ࿨名）

ࣗવ木 10#3 元、杭 412 FSBYJOVT　 トωリコ属
ࣗવ木 10#8 元、杭 413 FSBYJOVT　 トωリコ属
ࣗવ木 10#2 2VFSDVT TFDU� 1SJOVT コφϥ属コφϥ節
ࣗવ木 10#9ŋ10 CSPBE-MFBWFE USFF 広葉थ

標本番号 器種形状 උ考 　　　　　݁Ռ（学名ʗ࿨名）
121 紡錘車 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
124 ࡼ FBHVT ϒφ属
125 ു $FSDJEJQIZMMVN KBQPOJDVN 4JFC� FU ;VDD� Χπϥ
126 小ࡼ FBHVT ϒφ属
127 小ࡼ FBHVT ϒφ属
128 ࿶ FBHVT ϒφ属
129 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
130 人形 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
131 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
132 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
133 ๮状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
134 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
135 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
136 板材 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
137 曲物ఈ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
138 ૲ཤਊ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
139 杭 4BMJY ϠφΪ属
140 板材 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
141 部材 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
142 杭 4BMJY ϠφΪ属
147 ૅ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
148 ૅ板 $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
149 ૅ板 $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
150 柱根 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
151 ૅ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
152 柱根 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
153 ॎ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
154 ॎ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
155 ॎ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
156 ॎ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
157 板材 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
158 杭 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
159 柱根 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
160 柱根 $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
161 曲物 ଆ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ

λガ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
162 曲物 ଆ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ

λガ্ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
λガ中 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
λガԼ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
ॎ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ

163 ԣࢅ AMCJ[[JB  KVMJCSJTTJO  %VSB[[� ωϜノΩ
164 ԣࢅ $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
165 ԣࢅ AMCJ[[JB  KVMJCSJTTJO  %VSB[[� ωϜノΩ
166 ԣࢅ $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
167 曲物 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
168 ૅ板 $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
169 ૅ板 $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
170 板状木製品 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
171 ๮状木製品 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
172 板状木製品 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
173 板状木製品 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
174 ๮状木製品 $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
175 ๮状木製品 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
176 不明 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ

標本番号 器種形状 උ考 　　　　　݁Ռ（学名ʗ࿨名）
1 ఈ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
2 ۲ࡈ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
3 ખ 0TUSZB KBQPOJDB 4BSH� Ξαμ
4 舟形 2VFSDVT TFDU� 1SJOVT コφϥ属コφϥ節
5 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
6 ۲ࡈ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
7 उ子 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
8 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
9 杭状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
10 曲物ఈ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
11 板状 $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
12 ശ物 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
13 杭 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
14 曲物ఈ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
15 ๮状 2VFSDVT TVCHFO� $ZDMPCBMBOPQTJT コφϥ属ΞΧガシѥ属
16 ࿈ࣃԼବ .BHOPMJB ϞΫϨϯ属
17 曲物ఈ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
18 杭 AMOVT TFDU� (ZNOPUIZSTVT ϋϯノΩ属ϋϯノΩ節
19 杭 AMOVT TFDU� (ZNOPUIZSTVT ϋϯノΩ属ϋϯノΩ節
20 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
21 不明 長 $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ

୹ $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
22 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
23 部材 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
24 ဲ板か  $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
25 ฑउఈ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
26 不明 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
27 曲物ఈ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
28 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
29 曲物ఈ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
30 曲物ఈ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
31 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
32 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
33 ဲ板か  $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
34 杭 FSBYJOVT　 トωリコ属
35 杭 1JOVT TVCHFO� %JQMPYZMPO Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属
36 ॎ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
37 ॎ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
38 ॎ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
39 杭 4BMJY ϠφΪ属
40 杭 .BHOPMJB ϞΫϨϯ属
41 杭状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
42 ॎ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
43 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
44 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
45 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
46 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
47 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
48 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
49 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
50 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
51 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
52 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
53 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
54 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
55 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
56 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
57 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
58 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
59 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
60 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
61 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
62 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
63 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
64 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
65 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
66 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
67 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
68 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
69 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
70 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
71 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
72 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
73 杭 4BMJY ϠφΪ属
74 杭 4BMJY ϠφΪ属
75 杭 4BMJY ϠφΪ属
76 ֯材 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
77 柱根 4BMJY ϠφΪ属
78 柱根 1JOVT TVCHFO� %JQMPYZMPO Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属
79 柱根 2VFSDVT TFDU� 1SJOVT コφϥ属コφϥ節
80 柱根 2VFSDVT TFDU� 1SJOVT コφϥ属コφϥ節
81 柱根 $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
82 柱根状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
83 柱根 4BMJY ϠφΪ属
84 柱根 $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
85 柱根 2VFSDVT TFDU� 1SJOVT コφϥ属コφϥ節
86 柱根 $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
87 柱根 $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
88 柱根 $BTUBOFB DSFOBUB 4JFC� FU ;VDD� Ϋリ
89 柱根状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
90 柱根状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
91 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
92 ฑउ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
93 ฑउのฑ 4BMJY ϠφΪ属
94 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
95 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
96 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
97 ંෑఈ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
98 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
99 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
100 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
101 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
102 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
103 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
104 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
105 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
106 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
107 板状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
108 ॎ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
109 ॎ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
110 ॎ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ

標本番号 器種形状 උ考 　　　　　݁Ռ（学名ʗ࿨名）
111 ॎ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
112 ॎ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
113 箸状 TBYVT DVTQJEBUB 4JFC� FU ;VDD� ΠνΠ
114 箸状 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
115 大ܕ曲物 ଆ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ

λガ֎ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
λガ্ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
λガԼ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ

116 大ܕ曲物 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
117 大ܕ曲物 ଆ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ

λガ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
118 大ܕ曲物 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
119 大ܕ曲物 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
120 大ܕ曲物 ଆ板 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ

λガ্ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ
λガԼ $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ

121 大ܕ曲物 $SZQUPNFSJB KBQPOJDB %�%PO εΪ

2013 年౓

2014 年౓
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第 35図　木材の顕微鏡写真（１）

で、֊ஈの数は޸ઠ޸板からなる多޸は֊ஈઠ޸ 20 ～ 30 本͙らいである。์ࣹ૊৫はಉ性で、す΂て

平伏ࡉ๔からなる。઀ઢஅ面ɿ์ࣹ૊৫はಉ性์ࣹ૊৫ܕで୯列のものと大ܕの集合状のものからなる。

以্の形質よりϋϯノΩ属ϋϯノΩ節にಉ定される。ϋϯノΩ属ϋϯノΩ節は落葉の低木から高木である。

材は器具、ટ作、਋୸なͲに༻いられる。

（６）アサダ　0TUSZB KBQPOJDB 4BSH。　ΧόノΩՊ　第 36 ਤ̓

　ԣஅ面ɿ小ܕでؙい道؅が୯ಠまたは̎～４ݸఔ౓์ࣹํ޲にෳ合してややまばらにࢄ在する޸ࢄ材で

ある。์ࣹஅ面ɿ道؅のઠ޸は୯ઠ޸で、道؅の内นにはඍࡉならせんංްが存在する。์ࣹ૊৫は、ほ

とんͲが平伏ࡉ๔であるが্Լのԑล部にはํ形ࡉ๔が現れる。઀ઢஅ面ɿ์ࣹ૊৫は্Լのԑล部がํ

形ࡉ๔からなるҟ性์ࣹ૊৫ܕで１～̏ࡉ๔幅である。以্の形質よりΞαμにಉ定される。Ξαμは、

北ւ道、本भ、࢛国、۝भに分෍する。落葉の高木で、高さ 15 ܘ、̼ 60DN にୡする。材は଱ٺ性ٴͼ

保存性は中༱で、建築、Ո具、器具、土木、船ഫ、車྆なͲに༻いられる。

（７）クリ　$BTUBOFB DSFOBUB 4JFC。 FU ;VDD。　ϒφՊ　第 36 ਤ̔

　ԣஅ面ɿ年ྠのはじめに大ܕの道؅が数列配列する環޸材である。൩材部では小道؅がՐԌ状に配列す

る。ૣ材から൩材にかけて、道؅のܘはܹٸにݮগする。์ࣹஅ面ɿ道؅のઠ޸は୯ઠ޸である。์ࣹ

૊৫は平伏ࡉ๔からなる。઀ઢஅ面ɿ์ࣹ૊৫は୯列のಉ性์ࣹ૊৫ܕである。以্の形質よりΫリに

ಉ定される。Ϋリは北ւ道の੢南部、本भ、࢛国、۝भに分෍する。落葉の高木で、通常高さ 20N、ܘ

40DN ͙らいであるが、大きいものは高さ 30 く、水湿によく଱え、保存ڧ性ٺにୡする。଱̼̎ܘ、̼

性のۃめて高い材で、現在では建築、Ո具、器具、土木、船ഫ、ூࠁ、਋୸、௣୛ほͩ木なͲ広く༻いら

れる。

（８）ブナ属　FBHVT　ϒφՊ　第 36 ਤ̕

　ԣஅ面ɿ小ܕでやや֯ுった道؅が୯ಠまたは̎

材である。ૣ材か޸ࢄ在するࢄෳ合してີにݸ̏～

ら൩材にかけて、道؅のܘは؇やかにݮগする。์

ࣹஅ面ɿ道؅のઠ޸は୯ઠٴ޸ͼ֊ஈઠ޸である。

์ࣹ૊৫はほとんͲ平伏ࡉ๔からなるが、্Լ端の

Έํ形ࡉ๔が見られるものがある。઀ઢஅ面ɿ์ࣹ

૊৫はまれに্Լ端のΈํ形ࡉ๔が見られるが、ほ

とんͲがಉ性์ࣹ૊৫ܕで୯列のもの、̎～数列の

もの、大ܕの広์ࣹ૊৫のものがある。以্の形質

よりϒφ属にಉ定される。ϒφ属には、ϒφ、Πψ

ϒφがあり、北ւ道南部、本भ、࢛国、۝भに分෍

する。落葉の高木で、通常高さ 20 ～ 25 ܘ、̼ 60

～ 70DN ͙らいであるが、大きいものは高さ 35 ̼、

ܘ 1�5 ̼以্にୡする。材はߗݎ、៛ີ、ᯰ 性あり、

保存性は低い。༰器なͲに༻いられる。

（９）コナラ属コナラ節　2VFSDVT TFDU。 1SJOVT

　ϒφՊ　第 36 ਤ 10

　ԣஅ面ɿ年ྠのはじめに大ܕの道؅が１～数列配

１ɽ113　箸状　ΠνΠ

̏ɽ10　曲物ఈ板　εΪ

̎ɽ35　杭　Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属

: 0.2mmᶓ᩿㠃 : 0.05mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃

: 0.5mmᶓ᩿㠃 : 0.05mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃

: 0.2mmᶓ᩿㠃 : 0.05mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃
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第 36図　木材の顕微鏡写真（２）

４ɽ27　曲物ఈ板　εΪ

ɽ̒18　杭　ϋϯノΩ属ϋϯノΩ節

ɽ̑39　杭　ϠφΪ属

: 0.2mmᶓ᩿㠃 : 0.05mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃

: 0.5mmᶓ᩿㠃 : 0.2mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃

: 0.5mmᶓ᩿㠃 : 0.1mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃

ɽ̓̏　ખ　Ξαμ

ɽ̕128　࿶　ϒφ属

ɽ̔21　不明　長　Ϋリ

: 0.5mmᶓ᩿㠃 : 0.2mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃

: 0.5mmᶓ᩿㠃 : 0.2mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃

: 0.5mmᶓ᩿㠃 : 0.2mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.5mm᥋⥺᩿㠃

10ɽ４　舟形　コφϥ属コφϥ節

12ɽ125　ു　Χπϥ

11ɽ15　๮状　コφϥ属ΞΧガシѥ属

: 0.5mmᶓ᩿㠃 : 0.2mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃

: 0.5mmᶓ᩿㠃 : 0.2mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃

: 0.2mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃

13ɽ40　杭　ϞΫϨϯ属

15ɽࣗ વ木　10#3　トωリコ属

14ɽ163　ԣࢅ　ωϜノΩ

: 0.5mmᶓ᩿㠃 : 0.2mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃

: 0.5mmᶓ᩿㠃 : 0.2mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃

: 0.5mmᨺᑕ᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃 : 0.2mm᥋⥺᩿㠃
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列する環޸材である。൩材部ではബนで֯ுった小道؅がՐԌ状に配列する。ૣ材から൩材にかけて道؅

のܘはܹٸにݮগする。์ࣹஅ面ɿ道؅のઠ޸は୯ઠ޸で、์ࣹ૊৫は平伏ࡉ๔からなる。઀ઢஅ面ɿ์

ࣹ૊৫はಉ性์ࣹ૊৫ܕで、୯列のものと大ܕの広์ࣹ૊৫からなるෳ合์ࣹ૊৫である。以্の形質よ

りコφϥ属コφϥ節にಉ定される。コφϥ属コφϥ節にはΧシϫ、コφϥ、φϥガシϫ、ミズφϥがあり、

北ւ道、本भ、࢛国、۝भに分෍する。落葉高木で、高さ 15 ܘ、̼ 60DN ͙らいにୡする。材はڧਟで

஄ྗに富Έ、建築材なͲに༻いられる。

（10）コナラ属アカガシ亜属　2VFSDVT TVCHFO。 $ZDMPCBMBOPQTJT　ϒφՊ　第 36 ਤ 11

　ԣஅ面ɿ中ܕから大ܕの道؅が１～数列幅で年ྠ界に関係なく์ࣹํ޲に配列する์ࣹ޸材である。道

؅は୯ಠでෳ合しない。์ࣹஅ面ɿ道؅のઠ޸は୯ઠ޸で、์ࣹ૊৫は平伏ࡉ๔からなる。઀ઢஅ面ɿ์

ࣹ૊৫はಉ性์ࣹ૊৫ܕで、୯列のものと大ܕの広์ࣹ૊৫からなるෳ合์ࣹ૊৫である。以্の形質よ

りコφϥ属ΞΧガシѥ属にಉ定される。コφϥ属ΞΧガシѥ属にはΞΧガシ、ΠνΠガシ、ΞϥΧシ、シ

ϥΧシなͲがあり、本भ、࢛国、۝भに分෍する。常྘高木で、高さ 30 ܘ、̼ 1�5 ̼以্にୡする。材

はߗݎでڧਟ、஄ྗ性ڧく଱湿性も高い。特に೶ߞ具に༻いられる。

（11）カツラ　$FSDJEJQIZMMVN KBQPOJDVN 4JFC。 FU ;VDD。　ΧπϥՊ　第 36 ਤ 12

　ԣஅ面ɿࢼ料の形状をଛねるため੾ยは࠾औされなかった。์ࣹஅ面ɿ道؅のઠ޸は֊ஈઠ޸板からな

る多޸ઠ޸で、֊ஈの数は 20 ～ 40 本ほͲである。小ܕの道؅が一年ྠ内にۉ౳に配列する޸ࢄ材である。

他の૊৫より道؅の઎める面積の割合が多い。道؅内にνϩーεが多数存在し、道؅相ޓのน޸は֊ஈ状

をࣔす。์ࣹ૊৫はҟ性である。઀ઢஅ面ɿ์ࣹ૊৫はҟ性์ࣹ૊৫ܕで１～̎ࡉ๔幅であり、্Լに࿈

݁して長く࿈なるものが見られる。以্の形質よりΧπϥにಉ定される。Χπϥは北ւ道、本भ、࢛国、

۝भに分෍する。落葉高木で、通常高さ 15 ～ 20 ܘ、̼ 50 ～ 60DN であるが、大きいものは高さ 35 ̼、

。しやすく、建築材なͲに༻いられる޻にୡする。材はܰೈでᯰ性であり加̼̎ܘ

（12）モクレン属　.BHOPMJB　ϞΫϨϯՊ　第 36 ਤ 13

　ԣஅ面ɿ小ܕの道؅が୯ಠまたは์ࣹํ޲に̎～̏ݸෳ合して多数ࢄ在する޸ࢄ材である。ૣ材から൩

材にかけて、ಋ؅のܘは؇やかにݮগする。์ࣹஅ面ɿ道؅のઠ޸は୯ઠ޸で、道؅相ޓのน޸は֊ஈ状

である。ણҡ状Ծ道؅がしばしばബいԣִนで࢓੾られている。์ࣹ૊৫は্Լ端のΈのときに௚立ࡉ๔

からなるҟ性である。઀ઢஅ面ɿ์ࣹ૊৫はҟ性์ࣹ૊৫ܕで、１～̏ࡉ๔幅であるが̎ࡉ๔幅のものが

多い。以্の形質よりϞΫϨϯ属にಉ定される。ϞΫϨϯ属にはϗΦノΩ、コϒシなͲがあり、北ւ道、

本भ、࢛国、۝भに分෍する。常྘または落葉の高木ないし低木である。

（13）ネムノキ　AMCJ[[JB KVMJCSJTTJO %VSB[[。　ϚϝՊ　第 36 ਤ 14

　ԣஅ面ɿ年ྠのはじめに大ܕでؙい道؅が数列配列する環޸材である。൩材部では、小道؅が୯ಠٴͼ

ͼཌྷ状をࣔす。ૣ材から൩材にかけて道؅のٴෳ合し、木部ॊ૊৫が小道؅をแΈ、ৌ状ݸに数޲ํࣹ์

で、์ࣹ૊৫はಉ性である。઀ઢஅ面ɿ์ࣹ૊޸は୯ઠ޸গする。์ࣹஅ面ɿ道؅のઠݮはΏるやかにܘ

৫はಉ性์ࣹ૊৫ܕで１～̏ࡉ๔幅である。以্の形質よりωϜノΩにಉ定される。ωϜノΩは本भ、࢛ 国、

۝भに分෍する。落葉高木で、通常高さ 10N、ܘ 30DN であるが、大きいものは高さ 20 ܘ、̼ 40DN

にୡする。材は଱ٺ性、保存性は低く、建築、器具、ΖくΖ、޻ࡉ、Լବ、਋୸なͲに༻いられる。

（14）トネリコ属　FSBYJOVT　ϞΫηΠՊ　第 36 ਤ 15

　ԣஅ面ɿ年ྠのはじめに大ܕでްนのؙい道؅がほ΅୯ಠで１～̏列配列する環޸材である。ݍ޸部֎

では、小ܕでްนの道؅が୯ಠまたは์ࣹํ޲に̎～̏ݸෳ合してࢄ在する。ૣ材から൩材にかけて道؅
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のܘはܹٸにݮগする。࣠ํ޲ॊࡉ๔はૣ材部でप囲状、൩材部ではཌྷ状から࿈合ཌྷ状である。์ࣹஅ面ɿ

道؅のઠ޸は୯ઠ޸である。์ࣹ૊৫はಉ性である。઀ઢஅ面ɿ์ࣹ૊৫はಉ性์ࣹ૊৫ܕで１～̏ࡉ๔

幅である。以্の形質よりトωリコ属にಉ定される。トωリコ属にはϠνμϞ、トωリコ、ΞΦμϞなͲ

があり、北ւ道、本भ、࢛国、۝भに分෍する落葉または常྘の高木である。材は建築、Ո具、ӡ道具、

器具、ટ作、਋୸なͲ広く༻いられる。

（15）広葉樹　CSPBE-MFBWFE USFF

　ԣஅ面ɿ道؅が存在する。์ࣹஅ面ɿ道؅と์ࣹ૊৫が存在する。઀ઢஅ面ɿ道؅と์ࣹ૊৫が存在す

る。以্の形質より広葉थにಉ定される。ࢼ料の保存状態がѱく、ม形が著しく広範囲の࡯؍がࠔ೉であ

ることから、広葉थのಉ定にとͲめた。

E　考　　　࡯

（１）木製品

　木製品 183 点のथ種は、εΪ 137 点、Ϋリ 16 点、ϠφΪ属̕点、コφϥ属コφϥ節４点、ϒφ属４点、

Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属̎点、ϋϯノΩ属ϋϯノΩ節̎点、ϞΫϨϯ属̎点、ωϜノΩ̎点、ΠνΠ１点、Ξ

αμ１点、コφϥ属ΞΧガシѥ属１点、Χπϥ１点、トωリコ属１点である。

　木製品ではεΪが࠷も多く、曲物、大ܕ曲物、コϚ、木錘、۲ࡈ、उ子、૲ཤਊ、ฑउ、֯材、杭、柱根、

ఈ板、ૅ板、ॎ板、๮状、板状、箸状なͲに使༻されている。εΪは加޻޻作が༰қで、大きな材がとれ

るྑ材である。Ϋリはॏߗで保存性がྑい材であり、柱根、ૅ板、ԣࢅ、板状、๮状なͲに使༻されてい

る。ϠφΪ属は଱ٺ性、保存性は低く、੾࡟、加޻の༰қな材であり、杭、柱根、ฑउのฑに使༻されて

いる。ϒφ属はڧさ中༱で、஄性とै曲性に富Ή材であり、ࡼ、小ࡼ、࿶に使༻されている。コφϥ属コ

φϥ節はڧਟで஄ྗに富Ή材であり、舟形、柱根に使༻されている。Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属はΞΧϚπとΫ

ϩϚπがあり、Ͳちらの材も水湿にྑく଱える材であり、杭、柱根に使༻されている。ϋϯノΩ属ϋϯノ

第 13表　器種別選材

器種　　
थ種 ΠνΠ Ϛπ属ෳҡ

؅ଋѥ属 εΪ ϠφΪ属 ϋϯノΩ属
ϋϯノΩ節 Ξαμ Ϋリ ϒφ属 コφϥ属

コφϥ節
コφϥ属Ξ
Χガシѥ属 Χπϥ ϞΫϨϯ属 ωϜノΩ トωリコ属 ܭ

不明 2 2 4
ဲ板か  2 2
部材 2 2
֯材 1 1
杭状 2 2
杭 1 2 6 2 1 1 13
柱根状 3 3
柱根 1 3 2 6 3 15
๮状木製品 2 1 3
๮状 1 1 2
箸状 1 35 36
ԣࢅ 2 2 4
板状木製品 3 3
板状 22 1 23
板材 3 3
ૅ板 2 4 6
۲ࡈ 2 2
小ࡼ 2 2
ࡼ 1 1
コϚ 1 1
ખ 1 1
૲ཤਊ 1 1
ു 1 1
࿶ 1 1
木錘 1 1
舟形 1 1
࿈ࣃԼବ 1 1
उ子 1 1
ฑउのฑ 1 1
ฑउఈ板 1 1
ฑउ 1 1
ંෑఈ板 1 1
ശ物 1 1
ॎ板 13 13
ఈ板 1 1
曲物ఈ板 7 7
曲物 8 8
大ܕ曲物 13 13

ܭ 1 2 137 9 2 1 16 4 4 1 1 2 2 1 183



第ᶜষ　ࣗવՊ学分ੳ

81

Ω節はڧさ中༱の材であり、杭に使༻されている。ϞΫϨϯ属はܰೈで៛ີ、଱ٺ性、保存性は低く、੾

性、保存ٺԼବ、杭に使༻されている。ωϜノΩはॊらかく、଱ࣃめて༰қな材であり、࿈ۃが޻加、࡟

性は低い材であり、ԣࢅに使༻されている。ΠνΠは៛ີで஄ྗ性ڧく、଱ٺ性、保存性が高く、加޻༰

қな材であり、箸状木製品に使༻されている。Ξαμはややڧく、଱ٺ性、保存性は中༱の材であり、ખ

に使༻されている。コφϥ属ΞΧガシѥ属はߗݎな材であり、๮状の木製品に使༻されている。Χπϥは

ܰೈۉ質で、଱ٺ性、保存性は、੾࡟、加޻がۃめて༰қな材であり、ുに使༻されている。トωリコ属

は֓してڧਟでߗݎな材であり、杭に使༻されている。

　数量の多い主な木製品を見ると、箸状木製品 36 点のथ種は、εΪ 35 点、ΠνΠ１点である。板材ٴ

ͼ板状の木製品 29 点は、εΪ 28 点、Ϋリ１点である。柱根ٴͼ柱根状木製品 18 点は、εΪ̒点、Ϋ

リ̒点、コφϥ属コφϥ節̏点、ϠφΪ属̎点、Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属１点である。杭ٴͼ杭状木製品 15

点は、ϠφΪ属̒点、εΪ４点、ϋϯノΩ属ϋϯノΩ節̎点、Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ属１点、ϞΫϨϯ属１点、

トωリコ属１点である。ॎ板 13 点はશてεΪである。ૅ板̒点は、Ϋリ４点、εΪ̎点である。また、

曲物類 17 点（大ܕ曲物̓点、曲物̏点、曲物ఈ板̓点）はશてεΪである。

　εΪはԹ帯に広く分෍し、特に積ઇ地帯や多Ӎ地帯で७ྛを形成する਑葉थである。ΠνΠ、Ϛπ属ෳ

ҡ؅ଋѥ属の਑葉थ、Ϋリ、ϠφΪ属、コφϥ属コφϥ節、ϒφ属、ϋϯノΩ属ϋϯノΩ節、ϞΫϨϯ属、

ωϜノΩ、Ξαμ、コφϥ属ΞΧガシѥ属、Χπϥ、トωリコ属の広葉थもԹ帯ٴͼԹ帯Լ部のஆԹ帯に

分෍するथ種である。いずれのथ種も、当時の遺跡पลもしくは近ྡの地域で࠾औ可能であったと考えら

れる。

（２）自然木

　ࣗવ木４点のथ種は、トωリコ属̎点、コφϥ属コφϥ節１点、広葉थ１点である。トωリコ属は、Թ

帯を中৺に広く分෍し、୔ԊいなͲの湿原や水湿のある低地に生育しており、ときには湿地ྛを形成する。

コφϥ属コφϥ節は日当たりのྑい山໺に生育する落葉高木で、ミズφϥなͲのྫྷԹ帯落葉広葉थྛの主

要構成要ૉがؚまれており、Թ帯を中৺に広く分෍している。
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A　遺跡の立地とഎܠ

　小船渡遺跡は、加治川が作り出した扇状地扇端部に立地する。ର؛にはւ࠭؛丘列があり、その間に地

形分類্のޙഎ湿地が広がる。ここには、かつて加治川またはそのྲྀࢧがྲྀれていたと見られ、中田川・

新発田川はその名࢒と考えられる。現在ではׯ୓によって作り出された水田が広がるものの、かつて遺跡

の前面には湿地帯が広がっていたと見る΂きであΖう。調査ର৅地は、ޙഎ湿地に面する扇状地扇端の凹

凸部分に当たり、起伏に富んͩچ地形を検出した。そして、標高の高い範囲と低い範囲とで土地を使い分

けていることが分かった。高い範囲に畑地や集落、低い範囲に水田を築いたようである（第 44 ਤ）。

　遺跡は、大きく見て古代と中世の 2 時期ある。࠷ॳの生׆痕跡は、8 世紀末葉～ 9 世紀前半である。

このこΖには高い土地には畑地、低い土地には水田を築いたようで、その境界には杭列 4A237 が認めら

れた。地形に応じて土地を使い分けていたূといえる。また、遺物が多量に出土する状گをؑΈれば、こ

の時期の集落が調査ର৅地पลに存在した可能性が高い。しかし、8 世紀末葉に築かれた畑地は、9 世紀

前半には์غされる。存ଓ期間が୹期間であることのഎܠを考えるうえでॏ要なのが、シϧトや࠭からな

るߑ水ଯ積物 , 層の存在である。, 層は古代の遺物แؚ層ᶙ層を覆い、低地を埋めるように分෍するが、

このଯ積をもって古代の畑地はऴᖼをܴえる。ߑ水֐ࡂがߞ地を์غするը期となった可能性がある。な

お、, 層については地磁ؾの年代஋をಘられた。,2 層（αΠト /,7）・,4 層（αΠト /,8）のଯ積年代は、

A%750 年～ 1000 年であり、層位関係とໃ६しない。この , 層のଯ積により地形の起伏は小さくなり、

かつ平ୱ面が広がり、その্に中世の集落がల։する。ߑ水ଯ積物によって扇状地の扇端部分が前ਐした

ことは、生ྖ׆域をよりޙഎ湿地ଆにਐ出させる大きな要因となったであΖう。

　その300、ޙ 年のۭ白期間を置き、次に生׆痕跡が࢒されるのが 12 世紀ޙ半であり、15 世紀まで集

落がܧଓする。調査面積に比して遺構が濃ີに検出され、大ن໛な集落の一部と考えられる。その్中で

はߑ水֐ࡂに見෣われている。4X403 においては、覆土中に明らかなߑ水ଯ積物（ૈ࠭）を֬認できた。

第ᶝষ　ま　と　め

１　環境のม化と遺跡のফ長

第 44図　小船渡遺跡の地形模式図
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ͼట୸から出土した遺物のٴ水層Լ位ߑ、水࠭を覆うట୸の์ࣹ性୸ૉ年代ଌ定ߑ、分ੳؾ水࠭の地磁ߑ

年代؍から、ߑ水の発生時期は 14 世紀ޙ半～ 15 世紀前半に特定できる。このߑ水ޙ֐ࡂも集落はܧଓ

するが、15 世紀末にはऴᖼをܴえる。

　それでは、なͥ、ߑ水֐ࡂのリεΫを๊えながらも、その地に集落を築いたのであΖうか。当遺跡は中

曽根町字小船渡に所在するが、ほかにも舟・船に関する地名が付近にෳ数ある。舟ೖ町・小舟町・小舟渡

町が扇状地の扇端部分に並ぶように点在する。これらの地名は、土地ར༻のഎܠをࣔす可能性をࢦఠでき

る。扇状地扇端の前面に広がる湿地帯を経༝した内水面交通が੝んにར༻されたことは想૾に೉くないʦࡔ

井 1996ʧ。当遺跡は、こうした内水面交通の拠点のͻとつであったかもしれない。

　また、古代以降のࢼ料から検出したد生஬ཛには、コΠやϑφなͲのઁ৯がうかがえる؊ٵ஬ཛ、αέ

なͲのઁ৯がうかがえる日本ւ྾頭条஬ཛが認められた。近ྡに存在したであΖう水域のݯࢿをར༻した

ことも想定しておく΂きであΖう。

#　集落のల։と環境のม化

　遺跡から出土した࠷も古い遺物は̔世紀末葉のものであり、ᶙ層から出土した。それでは遺跡が築かれ

る以前のᶚ層ଯ積以前はͲのような環境にあったのであΖうか。シϧト・࠭・෗২のޓ層からなることか

ら、水のӨڹをडけやすい湿地のような環境であったことがうかがわれる。花ค分ੳによればᶚ層ଯ積当

時、遺跡पลにはϋϯノΩ属を主としてϠφΪ属なͲが生育する湿地ྛが分෍し、पล地域にはεΪなͲ

が多様に分෍していたと推定された。一ํ、૲本২生は比較的গなく、प囲にΠωՊ、ΧϠπリάαՊ、

ϤϞΪ属なͲが分෍していたと考えられた。Ҵ作が行われた可能性も認められたが、২物ࢎܔମ分ੳでは

্位層と比΂るとۃ端にগなく、遺跡पลでҴ作が行われた可能性は低い。すなわち、ᶚ層ଯ積ஈ֊では、

当遺跡पลはまͩ։発されておらず、湿地のような状態であったと推ଌできる。

̎）古 代 の ߞ 地

　この状گがᶙ層ଯ積ஈ֊になると一มする。花ค分ੳ・২物ࢎܔମ分ੳでは、ᶙ層からᶘ層にかけては、

主にҴ作が行われていたと考えられ、࠿ഓ২物と考えられるΞϒϥφՊ、ιό属なͲの花คを検出したこ

とから、पลに畑が存在した可能性もうかがえる。

　それでは、原໺が։ࠖされたのはいつのことであΖうか。ᶙ層から出土した࠷も古い遺物は、8 世紀末

葉に位置付けられる。この出土遺物の年代は、։ࠖ時期を考えるうえでॏ要なࢦ標となる。また、立木の

根元について์ࣹ性୸ૉ年代ଌ定を行ったとこΖ、A%770 ～ 900 年ࠒという݁Ռがಘられた。較正曲

ઢが不҆定な時期に相当することから年代幅が大きいが、࠷も古い遺物の年代とॏなる。多数検出した立

木の根元は、։ࠖ時にെ࠾された木である可能性が考えられよう。また、畑地と水田の境界にଧちࠐまれ

た古代の杭の์ࣹ性୸ૉ年代ଌ定においては、較正年代 A%780 ～ 790 年の年代஋がಘられた。࠷も古

い土器の年代؍と一கしており、これもまた։ࠖ年代をࣔすࢿ料となΖう。

　この։ࠖによって調査範囲のうち、標高の高い範囲のΈに畑作溝が掘られるが、その覆土中からは高ີ

౓でΠωの২物ࢎܔମを検出した。一般にࢼ料１H あたり 5,000 以্のີ౓で検出された৔合に、そݸ

こでҴ作が行われていた可能性が高いと൑அされるが、࠷も高ີ౓のࢼ料では 19,200 ݸ �H であった。

この数஋は、ߞ作時の౿Έൈき痕が認められる水田域よりも高い数஋である。このことから、畑作溝が掘

１）集 落 形 成 以 前
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られた「畑地」でҴ作が行われた可能性をࢦఠできる。しかし、基४となるີ౓を大幅に্ճること、水

田遺構とはҟ質な溝が掘られていることをצҊすると、この数஋をもって୯७に水田ߞ作が行われたとす

るには᪳᪯する。ྫえば、地面のԹ湿౓を一定に保つことを目的としたෑ࿴の存在を想定しておくඞ要も

あるかもしれない。ޙࠓの類ྫもؚめて検ূするඞ要があΖう。

̏）中 世 の 集 落

　9 世紀前半に์غされたߞ地は、およそ 350 年のۭ白期間を置き、13 世紀から 15 世紀には集落が築

かれた。古代とಉ様に、調査範囲の東੢྆端が低い土地があり、その中間にある高い土地に集落が築かれ

た。また、調査区東端で検出した੝土は、集落の境界をࣔす遺構であΖう。基本的には古代とಉ様にҴ作

が੝んに行われていたようで、中世に属するす΂てのࢼ料から高いີ౓で২物ࢎܔମを検出した。また、

4E306 からは、ϜΪの২物ࢎܔମが低い஋であるものの検出され、पลでϜΪ類の࠿ഓが行われた可能

性がある。

　遺構はڱい調査範囲の中にີ集するように検出されたが、これらは 300 年以্、ܧଓ的に集落がӦま

れた݁Ռである。本དྷであれば、ྦྷ積した集落を分ղし、֤時期の集落の実態を明らかにしたいとこΖで

あるが、調査範囲がڱく৘報がݶられていたため不可能であった。特に建物については、柱ಉ࢜の関係を

つかΈきることもできなかった。一ํ、井戸についてはۃめてྑ޷な状態で検出することができた。いず

れもਂさ 60ᶲほͲのઙいものが主ମである。いずれもಁ水層とࢥわれるૈ࠭層を掘りൈいていることか

ら、このਂさでも水をಘることはできたと考えられる。井戸のଆには、24 基中、12 基に曲物がਾえられ

ていたが、༙水すると่落が著しいૈ࠭層を掘りൈいているため、土ཹめがඞ要であったのであΖう。ま

た、覆土中からは多数の遺物が出土したが、箸状木製品・舟形・経石なͲの祭祀遺物が特徴的に出土した。

また、覆土にはඞずϤシの෗২がհ在しており、Կらかのҙਤをもって埋め戻されたことをうかがい஌る

ことができた。

４）中世集落のഇઈ以ޙ

　中世の遺物แؚ層・ᶘ層の௚্には、ϏχーϧをؚΉ近・現代の水田ߞ作土・ᶗ層がଯ積する。ここに

は寛Ӭ通ๅをؚΉことから、江戸時代以降のଯ積物と考えることができる。ᶗ層とᶘ層ではまったくҟ質

なଯ積物である。ᶘ層は花ቋؠの෩化᛽をؚΉཻ౓の大きな࠭質シϧトであるのにରし、ᶗ層はཻ౓のࡉ

かなシϧトである。すなわち、ᶘ層はྲྀ଎の଎いߑ水ଯ積物をؚΉのにରし、ᶗ層はྲྀ଎の஗いߑ水ଯ積

物からなる。このことはᶗ層ଯ積時以降、ޙഎ湿地をྲྀれる川のӨڹをμΠϨΫトにडけにくい環境にม

化したことをࣔࠦする。࠭᛽をԡしྲྀすن໛のྲྀ଎がないことは、前面にྲྀれる川のن໛が小さくなった

か、ྲྀ࿏が཭れたことを想定することができる。しかし、当遺跡に࠶ͼ集落が築かれることはない。集落

は、新発田৓により近い地域にҠり近世集落を形成し、さらには現代の集落のૅとなったのであΖう。

̎　地震痕跡について

　ӷ状化現৅に൐う෾຺࠭を検出した。検出部分の長さは約 2N、幅は約 1ᶲ、ํ޲はほ΅南北ํ޲であ

る（ਤ൛ 8・52）。அち割り調査を実ࢪしたが、ӷ状化現৅のݯڅは明らかでなかった。たͩし、෾࠭は基

本層ংには見られない特徴的なփ白৭の࠭ࡉであった。また、຺࠭を境に東੢で、地層が্Լに 3 ～ 4ᶲ
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第 45図　液状化現象の層位関係と縦ずれの状況（4�1�10）

かった。そこで、地震の発生年代を特定するた

めに、地磁ؾによる分ੳを行った。その原ཧ・

ํ法、݁Ռのৄࡉについては第ᶜষ 6 をࢀ照さ

れたい。෾຺࠭そのもののࢼ料がαΠト /,0・

9、෾出面の可能性があるଯ積物がαΠト /,5

である。຺࠭が 1ᶲほͲとࡉいため、分ੳに଱え

うるे分なࢼ料を࠾औすることがࠔ೉であった

が、෾出面と考えられるαΠト /,5 の෾࠭では

A%1650 ʶ 150 年の年代が推定された。この݁

Ռは、1669 年と近い஋をࣔすもののࠩޡ範囲が

大きく、1833 年の庄内沖地震の可能性も൱定で

きない。地磁ؾのͲちらかといえば 1669 年に近

い஋といえようか。たͩし、古文書の記録をࢀ考

とすると、庄内沖地震にࡍして新発田पลでӷ状

化現৅が発生したことが明らかであり、この事実

ほͲ৯いҧっていることも分かった。੢ଆが高く、東ଆが低い。຺࠭を境界に、小ن໛なॎずれが生じた

ものと考えられる（第 45 ਤ）。

　෾࠭は、中世の井戸 4E338 の覆土を؏いていること、13 世紀ޙ半～ 15 世紀の遺物แؚ層ᶘ層を؏い

ていることから、地震の発生年代を 15 世紀以降に位置ͮけられることは֬実である（第 45 ਤ）。෾࠭の

検出面においてその෾出面を検出することができなかったが、4�5 ̼཭れた地点でᶘ層の௚্かつ江戸時

代の寛Ӭ通ๅをؚΉද土（ᶗ層）の௚Լに、෾࠭とࣅࠅした࠭ࡉの分෍が見られた（ਤ൛ 8）。新潟大学ࡂ

はର応する可能性࠭ࡉಋしていたͩいたとこΖ、຺࠭とこのࢦ।教तに現地ࢤՊ学研究所　๼部ްڵ復֐

が高いというॿݴをಘた。このॿݴをもとにすれば、地震の発生年代を近・現代のߞ作土より以前という

こととなり、1964（ত࿨ 39）年 6 月 16 日に発生した「新潟地震」に比定できる可能性は低いと൑அした。

これらの状گから൑அすると、地震の発生年代は 15 世紀以降、近・現代以前ということとなる。この間、

ӷ状化現৅を発生させたと想定されるن໛の記録地震は̎つある。

　第 1 は、1669（寛文 9）年 5 月 5 日に発生した地震である。h 新発田ൡ史料ʱに「新発田大地震、৓の

石垣の一部ഁଛ」の記ड़がありʦ大木 1937・南 2002ʧ、新発田で地震が発生したことが分かる。1�3ᶳ

南ଆに位置する新発田৓がᆝଛするのであれば、当遺跡पลも相当ఔ౓の༳れがあったと考えられよう。

たͩし、h 新発田ൡ史料ʱ以֎に地震の記録はなく、ৄࡉは明らかでない。

　第̎は、1833（天保 4）年 10 月 26 日に発生した「庄内沖地震」である。Ӌ前・Ӌޙ・越ޙ・佐渡で

ඃ֐が発生し、推定のϚάχνϡード 7�5 とされるڊ大地震であるʦӉ佐見 2003ʧ。震ݯは山形沖と推

定され、新発田ൡを中৺にՈ԰ଛյ、ࢮ者があったとされる。新潟平໺では石༉井戸がࣗ෾するなͲのӷ

状化現৅が発生しており、Ԋ؛部には津೾がऻったという記録がある。新発田ൡにおいても「地྾け水࠭

を෾出」という記録があり、ӷ状化現৅が発生したことがうかがえるʦ大木 1937・南 2002ʧ。ඃࡂ史料

の調査をਐめる新潟大学人文学部　໼田俊文教तに当遺跡の状گをઆ明したとこΖ、庄内沖地震によるඃ

。をಘたݴも高いというॿ࠷はѨլ໺川以北に集中しており、これに比定できる可能性が֐

　このようなީิを͛ڍることができるものの、調査所見から地震の発生年代を特定することはできな
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も౿まえて৻ॏにධՁするඞ要がある。地磁ؾを༻いたӷ状化現৅の年代ଌ定は、ޙࠓ、大きく発లする

可能性をൿめており、分ੳ事ྫを૿やしていくことが๬まれよう。
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遺構 

番号
地区 άリッド 平面形 அ面形

໛ن ఈ面 

標高 

（N）

形態 覆土 出土遺物 ੾り合い関係 උ考長ܘ 

(ᶲ )

୹ܘ 

(ᶲ )

ਂさ 

(ᶲ )

4E9 2 区 8A25,8#5 ํ形 台形状 153 145 76 4�11 ᶗ B 類 Ϩϯズ状 瓷器系陶器 4E9 ʼ 4%7 ςϥε༗り。

4E10 2 区 9#7 ～ 9ŋ13 ԁ形 台形状 237 218 65 3�88 ᶗ B 類 Ϩϯズ状

瀬戸美濃 (1)ŋ 土師質土器 (2ŋ3)ŋ

瓷器系陶器 (4 ～ 6)ŋ 珠洲 ŋ 経

石 (71)ŋ ખ (113)ŋ 舟形 (114)ŋ

उ子 (115)ŋ ۲ࡈ (116ŋ117)ŋ

箸状 (119 ～ 131)ŋ ࿈ࣃԼବ

(132)ŋ 杭 (133)ŋ 板状 (134)ŋ 柱

根 (135)ŋ ත୻

4E11 2 区
8#5ŋ10, 

9#1ŋ5
ํ形 ࿙ే状 85 77 72 3�88 ᶗ B 類 Ϩϯズ状 珠洲 ŋ 土師質土器 4E11 ʼ 4%7

4E12 2 区
8#4ŋ5ŋ 

9ŋ10
ପԁ形 ശ状 102 81 80 3�72 ᶗ B 類 ࣼ位 白磁 (7)ŋ ත୻

4E15 2 区 9#6 ԁ形 ശ状 79 78 36 4�12 ᶗ B 類
্Ϩϯズ状 

Լࣼ位
珠洲 4E15 ʻ 4E16

4E16 2 区 9#6ŋ7 ํ形 ࿙ే状 120 114 132 3�23 ᶘ B 類 Ϩϯズ状

瀬戸美濃 ŋ 珠洲 (8ŋ9)ŋ ත୻ ŋ 飾

り金具 (80)ŋ 板状 (136 ～ 138)ŋ

曲物ఈ板 (139ŋ140)

4E16 ʼ 4E15 ςϥε༗り。

4E22 2 区 8#12 ପԁ形 台形状 103 77 50 4�02 ᶗ B 類 Ϩϯズ状

珠洲 ŋ 箸状 (141 ～ 145)ŋ 部

材 (146)ŋ 板状 (147ŋ148)ŋ 杭

(149ŋ150)ŋ ဲ板 (151ŋ152)

4E22 ʼ 

4X26ŋ4X37

4E101 1 区 5#13 ପԁ形 6 字状 60 50 61 4�06 ᶘ C 類 水平

青磁 (10)ŋ ៝銭 (87 ～ 102)ŋ

曲物ఈ板 (153)ŋ ฑउ (154 ～

156)ŋ 板状 (157)ŋ 杭 (158 ～

160)ŋ ॎ板 (161 ～ 166)ŋ 曲物

(167)

1100 ʼ 4E101

4E103 1 区 5#18ŋ23 ԁ形 6 字状 49 47 54 4�05 ᶘ B 類 水平 ᛽ 12 点 ŋ ๮状 (168)

4E104 1 区 5#16 ԁ形 6 字状 41 40 45 4�18 ᶘ D 類 水平 ॎ板 (169 ～ 171)ŋ 曲物 (172) 4E104 ʼ 4%207

4E105 1 区
3#20ŋ25, 

4#16
ପԁ形 6 字状 93 78 69 3�79 ᶗ C 類 水平 曲物ఈ板 (173)ŋ 曲物 (174)

4E106 1 区 4#15 ପԁ形 ֊ஈ状 70 63 54 4�06 ᶗ C 類 水平 曲物 (175)

4E115 1 区 5#20,6#16 ପԁ形 ֊ஈ状 78 55 51 4�12 ᶗ C 類 Ϩϯズ状 板材 (176 ～ 185)ŋ 曲物 (186) 4E115 ʼ 4,114

4E118 1 区 5#22 ԁ形 6 字状 44 42 45 4�22 ᶗ B 類 Ϩϯズ状

4E159 1 区 3$6 ପԁ形 6 字状 54 41 35 4�14 ᶗ B 類 水平 板状 (187 ～ 191)

4E177 1 区 4#24,4$4 ପԁ形 台形状 59 57 38 4�15 ᶘ B 類 水平 箸状木製品 (192 ～ 204)
箸状木製品が

大量に出土。

4E179 1 区 4#10 ԁ形 台形状 52 50 28 4�26 ᶗ B 類 Ϩϯズ状 箸状木製品

4E187 1 区 4#20 ԁ形 6 字状 55 55 64 3�89 ᶗ C 類 Ϩϯズ状
箸状 (205)ŋ 板状 (206)ŋ 曲物

(207ŋ208）
4E187 ʼ 4E201

4E201 1 区 4#20・25 ପԁ形 台形状 83 70 43 4�05 ᶗ B 類 水平 土師質土器 (11) 4E187 ʼ 4E201

4E305 3 区 7#6 ԁ形 ശ状 82 80 57 4�10 ᶗ B 類 Ϩϯズ状
かん͟し (209)ŋ 箸状

(210ŋ211)ŋ ๮状 (212）
4E305 ʼ 4,304

4E306 3 区 7#2ŋ3ŋ7ŋ8 ํ形 ֊ஈ状 123 118 122 3�42 ᶘ E 類 水平

漆器 (213)ŋ ఈ板 (214)ŋ 杭

(215)ŋ 板状 (216)ŋ ॎ板 (217 ～

220)ŋ ԣࢅ (221 ～ 224)ŋ 曲物

(225)

4E309 3 区 6#5ŋ10 ԁ形 台形状 95 90 64 4�12 ᶘ B 類 水平 珠洲 (12 ～ 15)ŋ 大ܕの᛽ 1311 ʼ 4E309

4E328 3 区 7#13ŋ18 ԁ形 台形状 64 62 38 4�14 ᶗ B 類 水平

4E338 3 区 7#15ŋ20 ԁ形 6 字状 53 - 45 4�14 ᶘ B 類 水平 曲物

中世　井戸（SE) 観察表

中世　土坑（SK) 観察表（１） ˞ <　> は検出஋。

遺構 

番号
地区 άリッド 平面形 அ面形

遺構ن໛ ఈ面 

標高 

(N)

覆土 出土遺物 ੾り合い関係 උ考長ܘ 

(ᶲ )

୹ܘ 

(ᶲ )

ਂさ 

(ᶲ )

4,5 2 区
8#8ŋ9ŋ 

13ŋ14
ԁ形 台形状 152 144 44 4�15 水平

瀬戸美濃 (16)ŋ 

土師質土器

114ŋ181 ʼ 4,5 

ʼ 4X37

4,19 2 区 9#7ŋ12 長ํ形 台形状 76 56 25 4�25 水平 土師質土器 (17) 4,19 ʻ 182

4,20 2 区 9A21 ԁ形 台形状 70 59 30 4�20 ϒϩッΫ状

4,21 2 区 9A22 ପԁ形 台形状 95 <65> 61 4�04 Ϩϯズ状
青磁 (18)ŋ ๮状 (226) 

ŋ 板状 (227)
4,21 ʼ 4%17

4,48 2 区 9#1・6 ପԁ形 ା状 52 42 30 4�13 ϒϩッΫ状 4,48 ʼ 142

4,53 2 区
7#15, 

8#11
長ํ形 ശ状 85 <60> 34 4�31 ୯層

4,102 1 区 5#13ŋ18 ପԁ形 台形状 115 88 26 4�39 水平

4,114 1 区
5#15ŋ20, 

6#11ŋ16
長ํ形 台形状 227 140 36 4�45 ୯層

珠洲 (19)ŋ 

瀬戸美濃 (20)
4,114 ʻ 4E115

4,213 1 区 5#8
不੔ 

ԁ形
半ԁ形 62 57 12 4�44 ୯層

4,301 3 区 7#16 ԁ形 状ހ 71 69 8 4�54 ୯層
4,301 ʼ 

1381ŋ1382

4,302 3 区
7#11ŋ12ŋ 

16ŋ17
ԁ形 状ހ 146 140 20 4�37 水平 多字一石経 (72) 4,302 ʻ 4,303 ᛽ 50 点出土。



ද　࡯　؍

98

中世　土坑（SK) 観察表（２）

中世　溝状遺構（SD) 観察表

中世　掘立柱建物（SB) 観察表

˞ <　> は検出஋。

˞ <　> は検出஋。

˞ <　> は検出஋。

遺構 

番号
地区 άリッド அ面形

遺構ن໛
覆土 主࣠ํ޲ 出土遺物 ੾り合い関係 උ考

長さ (N) 幅 (ᶲ )
ਂさ

(ᶲ )

4%1 2 区 8#1ŋ2ŋ6 ～ 8 状ހ <5�58> 63 ～ 149 8 ୯層 /-73°-8
珠洲 ŋ 土師質土器 ŋ 箸

状 (232)

4X2 ʼ 4%1 ʼ  

4%3ŋ14 

4%3 2 区 8A22ŋ23,8#1 ～ 3
台形状 ,

状ހ
<6�22> 117 5 ～ 22 ୯層

/-75°-8 

/-35°-E
珠洲 ŋ 曲物ఈ板 (233) 4%3 ʻ 4%1

4%7 2 区 8#3 ～ 5ŋ8 ～ 10,9#1ŋ6 状ހ 6�44 153 12 ୯層 /-84°-8 珠洲 ŋ 土師質土器
4%7 ʻ

18ŋ4E9ŋ4E11

4%13 2 区
8#9ŋ10ŋ14ŋ15, 

9#6ŋ11
状ހ 3�82 117 12 ୯層 /-77°-8 珠洲 ŋ 土師質土器 4%13 ʼ 136

4%17 2 区 9A22ŋ23,9#2ŋ3 状ހ <2�54> 186 13 ୯層 /-14°-E 土師質土器 (21) 4%17 ʻ 4,21

4%44 2 区 8A23ŋ24 状ހ <0�39> 48 10 ୯層 /-31°-E

4%111 1 区 3#16ŋ21 状ހ <2�08> 28 ～ 50 5 ୯層 /-10°-8 人ҝによる溝ではない。

4%112 1 区 2#25,3#21 状ހ 1�18 32 ～ 50 6 ୯層 /-9°-8 人ҝによる溝ではない。

4%147 1 区 3#24,3$4 半ԁ状 <2�14> 22 ～ 42 13 ୯層 /-10°-8 珠洲

4%300 3 区 6#3 ～ 5ŋ8ŋ9 状ހ <5�25> <130> 8 ୯層 /-57°-E 4%300 ʼ 1394 人ҝによる溝ではない。

4%370 3 区 7#2ŋ7 状ހ ʦ1�08> 32 ～ 45 9 ୯層 /-24°-8
4%370 ʻ 1374ŋ 

1376ŋ1377

4%400 4 区 10#10 半ԁ状 <1�33> 67 18 水平か /-14°-E

4%401 4 区 11A22ŋ23,11#3 半ԁ状 <2�72> 16 ～ 30 9 水平 /-54°-8 4%401 ʼ 1411

種別 番号 άリッド 所属層位 ܻ行（N）ྊ行（N） 主࣠ํ޲

4# 83 9Aŋ# ᶘ 4�3 2�96 /-54°-E

種別 番号 άリッド ઃ置ํ法
໛（ᶲ）ن 柱ܘ �  存長࢒

（ᶲ）
थ種 උ考 柱݀間ִ（N）

長ܘ ୹ܘ ਂさ

1 40 9A21 - 28 27 18 -
140-162 

2�96

1 62 9#7 - 30 26 42 -
162-179 

2�50

1 79 9#3 - 21 18 12 -
179-176 

1�80
1 76 9A24 - 26 <12> 32 - -

種別 番号 άリッド 所属層位 ܻ行（N）ྊ行（N） 主࣠ํ޲

4# 84 8Aŋ#,9# ᶘ 5�61 6��40 /-60°-8

種別 番号 άリッド ઃ置ํ法
໛（ᶲ）ن 柱ܘ �  存長࢒

（ᶲ）
थ種 උ考 柱݀間ִ（N）

長ܘ ୹ܘ ਂさ

1 80 8#11ŋ12 - 37 29 18 -
180-129 

3�00

1 29 8#7 - 42 33 28 -
129-143 

3�40

1 43 8A23 掘ࠐΈ柱 25 21 20 10�44
143-165 

2�96

1 65 8#5 - 39 37 29 -
165-146 

2�65
1 46 9#6 - 42 34 33 - -

1 71 9#7 掘ࠐΈ柱 24 19 20 柱痕 12�14

1 36 8#14 - 28 28 17 -
165-136 

3�26

遺構 

番号
地区 άリッド 平面形 அ面形

遺構ن໛ ఈ面 

標高 

(N)

覆土 出土遺物 ੾り合い関係 උ考長ܘ 

(ᶲ )

୹ܘ 

(ᶲ )

ਂさ 

(ᶲ )
4,303 3 区 7#11ŋ16 長ํ形 状ހ 112 70 8 4�53 ୯層 4,303 ʼ 4,302

4,304 3 区 7#6 ԁ形 台形状 54 52 19 4�50 水平 4,304 ʼ 4E305

4,329 3 区 7#13ŋ18 ԁ形 台形状 55 53 14 4�39 水平 曲物ଆ板ย 曲物ઃ置。

4,334 3 区 7#14ŋ15 長ํ形 状ހ 124 80 14 4�48 Ϩϯズ状 4,334 ʻ 1332ŋ1333

4,342 3 区
6#9ŋ10ŋ 

14ŋ15

不੔ 

ପԁ形
状ހ 178 82 10 4�60 ୯層 珠洲 ᛽ 10 点出土。

4,351 3 区 6#19
不੔ 

ԁ形
状ހ 58 55 9 4�51 ୯層

4,353 3 区 7#7ŋ12 ପԁ形 状ހ 89 ʦ35ʧ 20 4�53 ୯層 4,353 ʼ 4,359

4,359 3 区 7#7 ପԁ形 ശ形 ʦ75ʧ 50 32 4�30 Ϩϯズ状
4,359 ʻ 

4,353ŋ1362
4,404 4 区 10#3 ԁ形 ശ形 33 32 12 4�18 水平 曲物ઃ置。

4,405 4 区 11#3 ԁ形 ശ形 38 35 20 4�20 水平
๮状 (228)ŋ 曲物 (229) 

ŋ 箸状 ŋ 板状 ŋ 大ܕ᛽
曲物ઃ置。

4,406 4 区
11A22, 

11#2
ԁ形 ശ形 35 31 15 4�35 ୯層

板材 (230)ŋ 曲物 (231) 

ŋ 箸状
曲物ઃ置。

4,407 4 区 11#3ŋ8 不明 台形状 <31> <23> 30 4�30 Ϩϯズ状 ໼板でյされている。

4,409 4 区 10#6ŋ11 ԁ形か 半ԁ形か 85 <37> 11 4�22 Ϩϯズ状 ໼板で一部յされる。
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中世　柱穴・ピット（P) 観察表（１） ˞（　）は推定஋。

種別 番号 άリッド ઃ置ํ法 平面形 அ面形
掘形ن໛（ᶲ） 柱ܘ �  存長࢒

（ᶲ）
出土遺物 ੾り合い関係

長ܘ ୹ܘ ਂさ

1 4 8#7 - ԁ形 6 字状 22 21 20 - 4%1� 14 

1 6 8#3 - ପԁ形 台形状 64 45 32 -

1 8 8#4・9 - ԁ形 6 字状 36 30 31 - 18�4%7

1 14 8#13・14 - ପԁ形 台形状 40 22 14 - 114�4,5  

1 23 8#14 - ԁ形 6 字状 31 29 30 -

1 24 8#14 - ԁ形 6 字状 24 21 33 -

1 25 8#12 - ԁ形 ࿙ే状 22 20 24 -

1 28 8#7 - ପԁ形 ࿙ే状 26 24 26 -

1 32 8#7・12 - ପԁ形 6 字状 22 17 38 - 4X2�132

1 33 8#4 - ( ԁ形 ) 6 字状 32 (20) 32 -

1 34 8#13 - ԁ形 6 字状 32 30 32 -

1 35 8#9・14 - ԁ形 6 字状 33 (23) 19 - 136�135�4%13

1 38 8#13 掘ࠐΈ柱 ( ପԁ形 ) ശ状 31 (15) 26 17�35 柱根 (256） 4E22・138�4X37 

1 39 8#15 ଧࠐΈ柱 - - - - - 13�20 柱根

1 41 9#6 掘ࠐΈ柱 ԁ形 6 字状 19 17 19 10�29 柱根

1 42 9#6 掘ࠐΈ柱 ପԁ形 6 字状 21 19 17 14�25 柱根 (257） 4,48�142

1 45 9#6 掘ࠐΈ柱 ( ԁ形 ) ( ࿙ే状 ) 21 (16) 14 11�15 柱根 (259）

1 47 9#6 - ପԁ形 7 字状 44 24 47 - 147�146

1 49 8#10 - ԁ形 6 字状 22 19 21 - 149�150

1 50 8#10、9#6 - ԁ形 6 字状 22 20 19 - 149�150

1 51 9#1 - ԁ形 6 字状 22 20 27 -

1 52 9#1 - ԁ形 状ހ 17 14 9 -

1 54 7#15 - ପԁ形 状ހ 21 15 12 -

1 55 9#6 - ( ԁ形 ) 7 字状 29 (27) 12 柱痕 4E16�155

1 57 8A24 - ( ପԁ形 ) 6 字状 22 (17) 46 柱痕 12�32

1 58 8#11 - ԁ形 6 字状 36 25 21

1 59 8#11 - ପԁ形 6 字状 24 15 9

1 60 8#11 - ପԁ形 7 字状 21 17 13

1 61 9#7 - ԁ形 6 字状 20 18 7

1 63 8#3 - ԁ形 6 字状 17 17 20

1 64 8#3 - ԁ形 6 字状 21 19 22

1 66 8#3 - 不੔形 6 字状 18 15 13

1 67 8#8 - ԁ形 6 字状 27 25 16

1 68 8#8 - ԁ形 6 字状 21 19 16

1 69 8#8 - ԁ形 6 字状 29 27 21

1 73 8A23、8#3 - ( ԁ形 ) 6 字状 30 29 21

1 74 8A23、8#3 - ԁ形 6 字状 25 25 18

1 77 9#3 - ପԁ形 7 字状 31 22 23 柱痕 15�22

1 78 9#3 - ԁ形 7 字状 28 25 13 178�179

1 81 8#8 - ପԁ形 半ԁ状 (38) 40 17

1 82 9#7 ଧࠐΈ柱 - - - - - 18�43 柱根 (260）

1 100 5#8 ପԁ形 状ހ 38 28 7 1100 ʼ 4E101

1 108 3#21,3$1 ପԁ形 ࿙ే状 35 22 18

1 116 5#20 ԁ形 ࿙ే状 35 34 15

1 117 5#20 ପԁ形 半ԁ状 27 21 6

1 119 4#13ŋ18 掘ࠐΈ柱 ԁ形 台形状 51 44 28 柱痕 14�23

1 122 5#18ŋ19 ԁ形 6 字状 30 28 22 1123 ʼ 1122

1 123 5#19 ԁ形 6 字状 20 18 28 1123 ʼ 1122

1 124 5#18 ԁ形 6 字状 19 18 28

1 125 5#23 掘ࠐΈ柱 ପԁ形 6 字状 37 27 22 柱痕 16�22

1 126 5#19 ପԁ形 半ԁ状 33 26 6

1 127 5#19 掘ࠐΈ柱 ପԁ形 6 字状 33 27 25 柱痕 11�20

1 128 5#19 ԁ形 6 字状 23 22 20

1 129 5#22 ԁ形 半ԁ状 25 23 11 1129 ʼ 1130

1 130 5#22 ԁ形 6 字状 24 23 24 1129 ʼ 1130

1 131 5#17 ԁ形 6 字状 18 17 39

1 132 5#17 ԁ形 6 字状 22 21 37 土師質土器 (22)

1 133 5#17ŋ18 ପԁ形 半ԁ状 26 18 44

1 134 5#14 ԁ形 ࿙ే状 22 22 18

1 135 5#14 ԁ形 6 字状 20 20 16

1 136 5#9・14 ԁ形 半ԁ状 29 25 10

1 137 4#19 ԁ形 6 字状 21 20 25

1 138 5#17 ପԁ形 6 字状 20 16 31

1 139 5#14 ପԁ形 半ԁ状 32 23 11

1 140 5#13 ପԁ形 6 字状 22 17 13

1 141 4#17 ԁ形 6 字状 31 31 25

1 142 3#20,4#16 ԁ形 33 30 37

1 144 3#19ŋ24 ପԁ形 半ԁ状 68 49 10

1 146 3#21 ԁ形 20 19 22

1 148 3$4 ପԁ形 半ԁ状 29 22 7

1 149 3$4 ԁ形 15 13 15

1 150 4#19 ԁ形 6 字状 33 30 29
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種別 番号 άリッド ઃ置ํ法 平面形 அ面形
掘形ن໛（ᶲ） 柱ܘ �  存長࢒

（ᶲ）
出土遺物 ੾り合い関係

長ܘ ୹ܘ ਂさ

1 154 5#13 ପԁ形 7 字状 28 20 38

1 155 5#22 ԁ形 6 字状 23 20 20

1 156 5#17ŋ22 ԁ形 6 字状 28 25 28

1 157 4#20 ԁ形 6 字状 27 24 17

1 158 4#20 ԁ形 6 字状 22 21 7

1 160 5#16 ପԁ形 台形状 32 25 16

1 161 5#16 ԁ形 台形状 28 26 16

1 162 5#21 ପԁ形 6 字状 33 25 34

1 163 5#13
不੔ 

ପԁ形
6 字状 37 29 32

1 165 5#17ŋ22 ԁ形 6 字状 25 22 15 青花 (23)

1 166 4#13 ԁ形 半ԁ状 18 15 7

1 167 5#14 ପԁ形 半ԁ状 45 37 19

1 168 5#20 ପԁ形 半ԁ状 31 26 19

1 169 6#16 ԁ形 6 字状 25 25 22 白磁 (24)

1 170 5#9 ԁ形 6 字状 17 16 15

1 171 4#18ŋ19 ԁ形 台形状 34 31 25

1 172 4$3 ԁ形 6 字状 33 29 27 1172 ʼ 4,231

1 173 4#25 ԁ形 6 字状 28 25 20

1 174 5#13 ԁ形 6 字状 19 19 32

1 178 5#14 掘ࠐΈ柱 不੔ԁ形 6 字状 28 27 17 7�19 柱根

1 180 4#9 ԁ形 半ԁ状 26 25 17

1 181 5#14 ԁ形 6 字状 16 15 25

1 182 5#20 ԁ形 6 字状 20 17 17

1 183 5#20 ԁ形 6 字状 18 17 17

1 184 5#10 ԁ形 半ԁ状 27 26 12

1 185 3#20 ํ形 台形状 25 24 10

1 186 2$5 ପԁ形 半ԁ状 20 15 17

1 188 4#20 ԁ形 6 字状 35 30 17

1 196 4#25,5#21 ԁ形 半ԁ状 29 27 13

1 197 4#24ŋ25 ԁ形 6 字状 24 23 30

1 198 4#20 ԁ形 6 字状 25 23 22

1 199 6#16 ପԁ形 7 字状 18 15 42

1 203 5#17 ପԁ形 台形状 30 22 8

1 204 5#17ŋ22 ԁ形 ശ状 32 28 16

1 206 5#9 ପԁ形 半ԁ状 30 25 7

1 209 4#21 ԁ形 半ԁ状 40 38 28

1 211 5#22ŋ23 掘ࠐΈ柱 ପԁ形 半ԁ状 21 15 21 11�21 柱根

1 233 5#7 ԁ形 6 字状 27 (20) 21

1 234 5#9ŋ10 掘ࠐΈ柱 ԁ形 ࿙ే状 20 19 44 13�54 柱根 (261)

1 239 5#6 ԁ形 半ԁ状 22 22 12

1 310 6#15ŋ20 掘ࠐΈ柱 長ํ形 ശ状 35 23 30 13�35 柱根 (262）

1 311 6#5 ପԁ形 6 字状 25 20 30 1311 ʼ 4E309

1 312 6#15 ԁ形 6 字状 26 ʖ 24 1312 ʼ 1313

1 313 6#15 ԁ形 半ԁ状 20 18 8 1313 ʻ 1312

1 314 7#17 ԁ形 半ԁ状 31 29 13

1 315 7#4 掘ࠐΈ柱 ପԁ形 6 字状 27 23 23 柱痕 10�15

1 316 7#16 ԁ形 半ԁ状 23 20 11 4,303 ʼ 1316

1 317 6#20 ԁ形 半ԁ状 20 ʖ 6

1 318 6#20 ପԁ形 半ԁ状 21 16 14

1 320 7#9 ԁ形 6 字状 19 ʖ 16 1320 ʼ 1321

1 321 7#9 ԁ形 6 字状 23 ʖ 17 1321 ʻ 1320

1 322 7#9 ପԁ形 6 字状 24 21 22

1 323 7#9 掘ࠐΈ柱 ପԁ形 6 字状 33 25 34 13�35 柱根 (263）

1 324 7#1 掘ࠐΈ柱 ԁ形 6 字状 31 28 31 16�39 ૲ཤਊ (264)ŋ 柱根 (265)

1 325 6#5,7#1 ԁ形 6 字状 35 33 28

1 326 7#1 ํ形 6 字状 28 27 31

1 327 7#13ŋ14 ପԁ形 6 字状 27 20 24

1 330 7#13ŋ18 掘ࠐΈ柱 不੔ପԁ形 6 字状 30 28 16 柱痕 16�13

1 331 7#13 掘ࠐΈ柱 ପԁ形 半ԁ状 28 22 12 柱痕 13�13

1 332 7#10 ԁ形 6 字状 27 26 15 1332 ʼ 4,334

1 333 7#10ŋ15 ԁ形 半ԁ状 36 33 8 1333 ʼ 4,334

1 335 7#6ŋ11 掘ࠐΈ柱 ԁ形 6 字状 25 23 14 9�15

1 340 7#11 掘ࠐΈ柱 ԁ形 ശ状 30 ʖ 21 9�14 1340 ʼ 1341

1 341 7#11 不੔ԁ形 ശ状 45 43 28 ૅ板 (266ŋ267) 1341 ʻ 1340

1 343 7#1ŋ6 ԁ形 6 字状 22 21 19

1 344 7#6 ԁ形 半ԁ状 24 ʖ 28

1 345 6#20 ԁ形 6 字状 30 ʖ 20

1 346 6#15 不੔ԁ形 6 字状 26 25 23 1346 ʼ 1347

1 347 6#15 ԁ形 半ԁ状 23 ʖ 11 1347 ʻ 1346

1 348 6#10,7#6 ପԁ形 ࿙ే状 25 20 23

1 349 6#15 掘ࠐΈ柱 ԁ形 6 字状 22 ʖ 22 10�24 柱根

中世　柱穴・ピット（P) 観察表（２） ˞（　）は推定஋。
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種別 番号 άリッド ઃ置ํ法 平面形 அ面形
掘形ن໛（ᶲ） 柱ܘ �  存長࢒

（ᶲ）
出土遺物 ੾り合い関係

長ܘ ୹ܘ ਂさ

1 350 6#5,7#1 不੔ԁ形 ࿙ే状 53 52 29

1 352 6#9ŋ10 ଧちࠐΈ柱 ํ形 6 字状 13 ʖ 16 12�24 柱根 ງํなし。

1 356 7#8 ํ形 ࿙ే状 25 ʖ 28 1356 ʼ 1357

1 357 7#8ŋ9ŋ13 ԁ形 半ԁ状 50 ʖ 20 ૅ板 (268ŋ269) 1357 ʻ 1356

1 358 7#9 ପԁ形 6 字状 30 25 13

1 360 7#12 ԁ形 半ԁ状 47 43 18 ૅ板̎点

1 361 7#3 ԁ形 6 字状 27 ʖ 26

1 362 7#7 ԁ形 6 字状 26 24 22 1362 ʼ 4,358

1 364 7#8 ପԁ形 半ԁ状 35 29 13

1 365 7#8ŋ13 ԁ形 半ԁ状 21 20 11

1 366 7#13 ԁ形 半ԁ状 40 34 13

1 367 7#7 ପԁ形 6 字状 32 27 28

1 368 7#7ŋ8 ԁ形 6 字状 21 20 19

1 369 7#7 不੔ԁ形 半ԁ状 40 35 8

1 372 7#6ŋ7 ԁ形 6 字状 28 ʖ 27 1372 ʼ 1373

1 373 7#6ŋ7 ԁ形 半ԁ状 20 ʖ 11 1373 ʻ 1372

1 374 7#7 ԁ形 6 字状 27 25 28 1374 ʼ 1377 ʼ 4%370

1 375 7#2ŋ7 ପԁ形 6 字状 31 26 24

1 376 7#7 ԁ形 6 字状 19 ʖ 18 1376 ʼ 4%370

1 377 7#7 ԁ形 ʖ 21 ʖ ʖ 4%370 ʻ 1377 ʻ 1374

1 378 7#3 掘ࠐΈ柱 ԁ形 6 字状 19 15 25 10�25 柱根

1 379 7#12 ԁ形 半ԁ状 20 18 12 4,302 ʼ 1379

1 380 7#4 ԁ形 6 字状 29 26 29

1 381 7#16 掘ࠐΈ柱 ԁ形 ࿙ే状 15 ʖ 20 5�16 柱根 1381 ʼ 4,301

1 382 7#16 ԁ形 6 字状 18 ʖ 19 1382 ʻ 4,301

1 384 7#14ŋ19 掘ࠐΈ柱 ପԁ形 6 字状 33 25 20 20�24

1 385 7#14ŋ19 ପԁ形 6 字状 43 37 22 ૅ板 (270ŋ271)

1 386 7#6 ԁ形 6 字状 25 ʖ 28

1 387 7#6 ପԁ形 半ԁ状 26 19 14

1 389 7#15 掘ࠐΈ柱 ԁ形 6 字状 18 ʖ 31 11�21 柱根

1 390 7#4 不੔ପԁ形 半ԁ状 33 27 10

1 391 7#4ŋ5 ԁ形 6 字状 28 ʖ 18 1391 ʻ 4%337

1 392 7#2 不੔ԁ形 6 字状 19 16 18 杭状木製品

1 394 6#8 ԁ形 6 字状 39 ʖ 32

1 395 7#1ŋ2 ԁ形 6 字状 27 ʖ 12

1 396 7#6 ԁ形 6 字状 18 16 9

1 397 7#1 ํ形 ࿙ే状 27 26 14

1 398 7#1 ԁ形 6 字状 25 ʖ 16

1 399 7#1 ԁ形 半ԁ状 20 ʖ 11

1 408 10A25,10#5 ପԁ形 6 字状 30 22 15

1 410 10A21 ପԁ形 6 字状 32 29 9

1 411 11#3 ԁ形 6 字状 31 29 25 1411 ʻ 4%401

中世　柱穴・ピット（P) 観察表（３）

中世　性格不明遺構（SX) 観察表

˞（　）は推定஋。

˞ <　> は検出஋。

遺構 

番号
地区 άリッド 平面形 அ面形

໛ن

覆土 出土遺物 ੾り合い関係 උ考長ܘ 

(DN)

୹ܘ 

(DN)

ਂさ 

(DN)

4X2 2 区 8#7 不੔形 状ހ 100 65 12 ୯層 珠洲 4X2 ʼ 4%1ŋ132 ࣗવの落ちࠐΈ。

4X26 2 区 8#7ŋ12 不੔形 台形状 99 83 12 ୯層 珠洲 ŋ 土師質土器 4E22 ʼ 4X26 ʼ 4X27 ࣗવの落ちࠐΈ。

4X27 2 区 8#7 不੔形 台形状 39 <24> 10 ୯層 青磁 ŋ 瀬戸美濃 ŋ 珠洲 4X27 ʻ 4X26 ࣗવの落ちࠐΈ。

4X37 2 区 8#12ŋ13 不੔形 状ހ 130 <98> 10 ୯層 青磁 (25) 4X37 ʻ 4,5ŋ4E22ŋ138 ࣗવの落ちࠐΈ。

4X402 4 区
10A24,10#3ŋ

4ŋ8ŋ9
௚ઢ状 台形状

検出長 

590

Լ端幅 

96 ～ 122
- -

土師質土器 (26)ŋ 

板状 (235)
4X402 ʻ 4X403

੝土状遺構。 

高低ࠩ �17ᶲ。

4X403 4 区
10#1 ～ 3ŋ 

6 ～ 8
不੔形 台形状 378 312 46 Ϩϯズ状

瀬戸美濃 (27ŋ28)ŋ 珠洲 (29ŋ30)ŋ 漆器

(236 ～ 239)ŋ コϚ (241)ŋ 木錘 (242)ŋ

板状 (243ŋ244)ŋ 箸状 (245)ŋ 板材

(246)ŋ ശ (247 ～ 250)ŋ 部材 (251)

4X403 ʼ 4X402
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中世　杭（SX) 観察表

古代　柱穴・ピット（P) 観察表 ˞（　）は推定஋。

古代　土坑（SK) 観察表

古代　溝状遺構（SD) 観察表

˞ <　> は検出஋。

˞ <　> は検出஋。

遺構 

番号
地区 άリッド 平面形 அ面形

遺構ن໛ ఈ面 

標高 

(N)

覆土 出土遺物 ੾り合い関係 උ考長ܘ 

(ᶲ )

୹ܘ 

(ᶲ )

ਂさ 

(ᶲ )

4,215 1 区 4#24,4$4 ପԁ形 台形状 87 60 26 4�15 ࣼ位 4,215 ʻ 1214 古代 3 期

4,230 1 区 5#8ŋ13 ପԁ形 台形状 47 28 22 3�70 ୯層 古代 3 期

4,231 1 区 4$3 ପԁ形 半ԁ形 70 <24> 29 3�80 ୯層 4,231 ʻ 1172 古代 3 期

遺構 

番号
地区 άリッド அ面形

遺構ن໛

覆土 主࣠ํ޲ 出土遺物 ੾り合い関係 උ考
長さ (N) 幅 (ᶲ ) ਂさ (ᶲ )

4%121 1 区 3#15,4#11ŋ16 半ԁ状 4�52 36 30 ୯層 /-89°-8 須恵器 (279ŋ280)

4%143 1 区 3#13ŋ14ŋ19 半ԁ状 <2�32> 17 ～ 43 18 Ϩϯズ状 /-9°-8

4%164 1 区 3#23,3$2 ～ 4 状ހ 2�54 68 ～ 97 14 ୯層 /-89°-8

4%189 1 区 3#18ŋ23 半ԁ状 2�93 23 ～ 48 10 Ϩϯズ状 /-10°-8

4%207 1 区
4#20,5#11ŋ16ŋ 

21ŋ22
状ހ 25 水平

/-8°-8 

/-80°-E

須恵器 (282 ～ 287)ŋ 

土師器 (288ŋ289)
4%207 ＝ 4%248( 畑作溝 )

4%208 1 区 5#12ŋ17ŋ18ŋ22ŋ23 半ԁ状 5�02 47 ～ 118 21 Ϩϯズ状 /-13°-8
須恵器 (290 ～ 296)ŋ 

土師器 (297ŋ298)

遺構 

番号
地区 άリッド

検出 

層位
ܘ (ᶱ ) 長さ (ᶱ ) 出土遺物 ੾り合い関係 උ考

4X30 2 区 8#12 4X26 覆土 51 333 杭 (252) 4X30 ʼ 4X26 ଧちࠐΈ。

4X31 2 区 8#12 4X26 覆土 34 173 杭 (253) 4X31 ʼ 4X26 ଧちࠐΈ。

4X56 2 区 8#13 , 20 230 杭 ଧちࠐΈ。

4X72 2 区 8#12 ᶘ 50 160 板状木製品 ଧちࠐΈ。

4X235 1 区 5#9 ᶘ 139 483 స༻部材 (234) ଧちࠐΈ。

4X388 3 区 7#5 , 45 407 杭 ଧちࠐΈ。֯材。

4X414 4 区 10#1 4X403 覆土্面 31 295 杭 ଧちࠐΈ。ਊؙ࣋。

4X415 4 区 10#1 ᶘ C 33 189 杭 (254) ଧちࠐΈ。

4X416 4 区 10#2 ᶘ C 28 341 杭 (255) ଧちࠐΈ。

4X417 4 区 10#6 4X403 覆土্面 25 140 杭 ଧちࠐΈ。֯材。

4X418 4 区 10A23 , 25 35 杭 ଧちࠐΈ。ਊؙ࣋。

4X419 4 区 11A22 ᶘ C 25 196 杭 ଧちࠐΈ。֯材。

4X420 4 区 10#2 4X403 覆土্面 50 310 杭 4X420 ʼ X4403 ଧちࠐΈ。ਊؙ࣋。

種別 番号 地区 άリッド ઃ置ํ法 平面形 அ面形
掘形ن໛（ᶲ） 柱ܘ �  存長࢒

（ᶲ）
出土遺物 ੾り合い関係 උ考

長ܘ ୹ܘ ਂさ

1 145 1 区 3$4 ԁ形 半ԁ状 36 34 21 1145 ʼ 1192

1 175 1 区 2$5 ԁ形 6 字状 19 17 15 1174 ʼ畑作溝

1 190 1 区 4$1 ԁ形 6 字状 30 29 20

1 191 1 区 3$4 掘りࠐΈ柱 ԁ形 6 字状 35 31 24 12�35 柱根 (378)

1 192 1 区 3$8 掘りࠐΈ柱 ପԁ形 6 字状 33 26 25 10�24 柱根 (379) 1145 ʼ 1192

1 193 1 区 4#22 ԁ形 6 字状 30 26 27

1 194 1 区 4#22 ԁ形 半ԁ状 21 21 16

1 195 1 区 4#24 ԁ形 6 字状 35 32 33 須恵器

1 202 1 区 4#25,4$5 掘りࠐΈ柱 ପԁ形 6 字状 27 22 31 8�21 柱根 畑作溝ʼ 1202

1 214 1 区 2#19 掘りࠐΈ柱 ԁ形 6 字状 29 27 47 13�49 柱根 (380)

1 216 1 区 4$4 ԁ形 6 字状 30 (18) 37

1 217 1 区 4$4 ԁ形 6 字状 21 20 15 須恵器 1217 ʼ 4,215

1 218 1 区 4#16 ԁ形 6 字状 23 20 24 1218 ʼ畑作溝

1 220 1 区 3#16 掘りࠐΈ柱 ԁ形 6 字状 16 14 42 11�53 柱根 (381)

1 221 1 区 4#19 掘りࠐΈ柱 ԁ形 6 字状 25 (13) 35 11�32 柱根 (382)

1 222 1 区 4#19 ପԁ形 7 字状 44 34 26

1 223 1 区 5#8 ପԁ形 6 字状 35 25 28

1 224 1 区 5#8 ପԁ形 6 字状 31 26 18

1 225 1 区 3$6 ԁ形 6 字状 19 18 ʖ

1 226 1 区 3$3 掘りࠐΈ柱か ԁ形 6 字状 16 16 19 17�17 柱根 ງํなし。

1 227 1 区 4#21 ԁ形 7 字状 27 25 17

1 228 1 区 4$1 ԁ形 半ԁ状 31 27 19 1228 ʼ畑作溝

1 229 1 区 3#17 掘りࠐΈ柱 ԁ形 6 字状 22 (15) 22 12�26 柱根

1 236 1 区 5#8 ԁ形 半ԁ状 25 21 16

1 238 1 区 4$2 ପԁ形 6 字状 35 27 28 1238 ʼ畑作溝



ද　࡯　؍

103

古代　畑作溝（SD) 観察表 ˞ <　> は検出஋。

種別 番号 位置
໛ن

主࣠ํ޲ 遺物 ੾り合い関係 උ考
長さ（N） 幅（ᶲ） ਂさ（ᶲ）

4% 241 5#7ŋ8ŋ13 <1�78> 33 ～ 40 15 /-4°-E

4% 242 5#7ŋ12 <1�8> 47 ～ 50 20 /-5°-8

4% 243 5#7ŋ12 <1�79> 31 ～ 37 21 /-2°-8

4% 244 5#7 <0�67> 47 ～ 50 11 /-8°-8

4% 245 5#6 <0�36> 47 9 /-10°-8

4% 246 4#10,5#6ŋ11 <3�25> 25 ～ 51 12 /-43°-8 4%246 ＝ 4%247

4% 247 4#10ŋ15ŋ20ɼ5#11ŋ16 <2�96> 35 ～ 46 13 /-11°-8 4%247 ＝ 4%246

4% 248 5#11ŋ16 <2�05> 23 ～ 42 5 /-3°-8 4%248 ＝ 4%207

4% 249 4#9ŋ10ŋ15ŋ20ŋ25 <6�2> 27 ～ 36 11 /-14°-8 4%249 ＝ 4%250

4% 250 4#9ŋ14ŋ15ŋ19ŋ20ŋ25,4$5 <1�54> 30 ～ 75 19 /-10°-8 4%250 ＝ 4%249ŋ4%251

4% 251 4#20ŋ25,4$5 <6�84> 43 ～ 53 13 /-14°-8 4%251 ＝ 4%250ŋ4%252ŋ4%253

4% 252 4#24ŋ25,4$5 <0�86> 28 ～ 34 16 /-25°-8 4%252 ＝ 4%251

4% 253 4#9ŋ14 <1�82> 35 ～ 43 13 /-11°-8 4%253 ＝ 4%251

4% 254 4#14ŋ19ŋ24 3�14 25 ～ 40 12 /-15°-8

4% 255 4#13ŋ18ŋ19ŋ24,4$3ŋ4 <5�3> 29 ～ 45 12 /-18°-8

4% 256 4#13ŋ18ŋ19ŋ24,4$4 <6�95> 45 15 /-18°-8 4%256 ＝ 4%257

4% 257 4#12ŋ13ŋ17ŋ18ŋ23,4$3 <7�08> 58 ～ 80 20 /-22°-8 4%257 ＝ 4%256ŋ4%258ŋ4%259

4% 258 4#23 0�75 48 7 /-77°-E 4%258 ＝ 4%257ŋ4%259ŋ4%260

4% 259 4#23,4$3 1�35 25 ～ 30 10 /-47°-8 4%259 ＝ 4%257ŋ4%258ŋ4%260

4% 260 4#17ŋ22ŋ23,4$3 <5�5> 26 ～ 45 13 /-20°-8 4%260 ＝ 4%261ŋ4%258ŋ4%259

4% 261 4#11ŋ12ŋ17ŋ22,4$3 <6�96> 23 ～ 39 8 /-13°-8 4%261 ＝ 4%260

4% 262 4#11ŋ16ŋ17ŋ21ŋ22 <3�95> 93 ～ 120 14 /-16°-8 須恵器 (330) 4%262 ＝ 4%263ŋ4%264

4% 263 4#22,4$2 <1�82> 23 ～ 30 6 /-21°-8 4%263 ＝ 4%262

4% 264 4#21ŋ22,4$2 <1�77> 18 ～ 30 7 /-17°-8 4%264 ＝ 4%262

4% 265 4#16ŋ21,4$1 <4�03> 30 ～ 56 12 /-19°-8

4% 266 3#15ŋ20,4#16ŋ21,4$1 <6�53> 24 ～ 35 5 /-14°-8 4%266 ＝ 4%267

4% 267 3#15ŋ20ŋ25,3$5,4#21,4$1 <7�02> 57 ～ 95 15 /-11°-8 4%267 ＝ 4%266

4% 268 3#14ŋ19ŋ20ŋ24ŋ25,3$5 <5�5> 22 ～ 42 4 /-11°-8 4%268 ʼ 4%269

4% 269 3#14ŋ19ŋ24ŋ25,3$4ŋ5 <6�05> 30 ～ 44 8 /-14°-8 4%270 ＝ 4%269 ʻ 4%268

4% 270 3#14ŋ19ŋ24ŋ25,3$4ŋ5 <6�1> 20 ～ 32 15 /-14°-8 4%270 ＝ 4%269
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報告 

番号

分類 άリッド 遺構

層位

法量（ᶲ） ৭調 

্ஈɿ֎面 

Լஈɿ内面

্ஈɿ胎土৭調 

Լஈɿࠞೖ物

製作痕跡 

文ࢪ

使༻痕跡 

付ண物
උ考

種別 器種 大 小 種別 ܘޱ 器高 ఈܘ

1 瀬戸美濃 平࿶
9# 

9#

6 

8

4E16

4E10

5

1
5�3

ઙԫ (7�5:7�3) 

փ白 (5:7�2)

փ白 (5:7�2) 

長・ࠇ

( ֎ఈ ) 

ճసࢳ੾り 

( 内 ) փᬵ

( ֎ఈ ) εε
古瀬戸ޙ期様式ᶘ期 

(1380 ～ 1420 年ࠒ )

2
土師質 

土器

 ࡼ

( ϩΫϩ成形 )
9# 8 4E10 1 6�1 1�6 3�6

にぶいԫᒵ (10:37�2) 

にぶいԫᒵ (10:37�2)

にぶいԫᒵ (10:37�2) 

᛽

3
土師質 

土器

 ࡼ

( ϩΫϩ成形 )
9# 8 4E10 10 12�6 3�4 8�8

փԫ׊ (10:36�2) 

にぶいԫᒵ (10:37�2)

ઙԫᒵ (10:38�3) 

Ӣ

( ֎ఈ ) 

ճసϔϥ੾り
( 内 ) εε らせん状ϔϥ੾り

4
瓷器系 

陶器
ᙈ

8# 

9#

5 

8

4E9 

4E10

3

7

փ ( ̣ 4�) 

փ ( ̣ 5�)

փ白 ( ̣ 7�) 

長・Ӣ・᛽

ԡ印ɿࡾઢ格子目

文ʴ「×」(2 × 2)

ʴ٠花文 (12 ห ) 

( 内 ) Ϥコφσ 

頭ѹ痕ࢦ

（内）εε
ฌӴ୔ݖ 1 号窯 

(13 世紀中葉 )

5
瓷器系 

陶器
ᙈ 9# 8 4E10 9

փ ( ̣ 6�) 

փ ( ̣ 4�)

փ白 ( ̣ 7�) 

長・Ӣ・᛽

( ֎ ) ԡ印ɿࡾઢ

格子目文 「ɹ×」(2

× 2) ʴ٠花文 (12

ห )　内Ϥコφσ、

頭ѹ痕ࢦ

ฌӴ୔ݖ 1 号窯 

(13 世紀中葉 )

6
瓷器系 

陶器
ᙈ 9# 8 4E10 5

փ ( ̣ 5�) 

փ ( ̣ 5�)

փ白 ( ̣ 7�) 

長・Ӣ・᛽

ԡ印ɿࡾઢ格子目

文ʴ「×」(1 × 2)

ʴ٠花文 (12 ห ) 

( 内）Ϥコφσ

ฌӴ୔ݖ 1 号窯 

(13 世紀中葉 )

7 白磁 内࿷ࡼ 8# 4 4E12 5 9�5 3�7 2�5
փ白 (2�5:8�1) 

փ白 (2�5:8�1)

փԫ (2�5:7�2) 
( ֎ఈ ) ແᬵ 

( 内ఈ ) 目跡 4 ϲ

所

( அ ) εε
৿田 % 群 

(15 世紀中ࠒ )

8 珠洲 ยുޱ 9# 6 4E16 7 30
׊ࠇ (10:3 ̏�1) 

փ׊ (10:35�1)　　　

փ白 (7�5:3) 

᛽・白

Է目ɿ 

8 条一୯位以্

( 内・֎ ŋ அ ) 

εε　
吉Ԭᶚ 1 期

9 珠洲 大ᙈ 9# 6 4E16 7 60
փ ( ̣ 5�) 

փ ( ̣ 5�)

փ白 ( ̣ 7�) 

᛽・ࠇ
吉Ԭᶚ 1 期

10 青磁 蓮ห໲࿶ 5# 13 4E101 4

明Φリーϒփ 

(5(:7�1) 

明Φリーϒփ 

(5(:7�1)

փ白 ( ̣ 7�) 

ࠇ
( ֎ ) ᭩蓮ห໲

্田̗ ʖ ᶗ類 

(13 世紀ޙ半～ 14 世

紀前半 )

11
土師質 

土器

 ࡼ

( ϩΫϩ成形 )
４# 20 4E201 1 12 3�3 6

փ白 (2�5:8�1) 

փ白 (2�5:8�1)

փ白 (2�5:8�1) 

᛽

( ֎ఈ ) 

ճసϔϥ੾り

( 内・֎・அ ) 

εε 

( 内 ) ୸化物

らせん状ϔϥ੾り

12 珠洲 ᆵ 6# 10 4E309 2 22�5
փ (/6�) 

փ (/6�)

փ白 (/7�) 

白・ࠎ
吉Ԭᶘ期

13 珠洲 ᙈ 6# 5 4E309 3 40
փ (/6�) 

փ (/6�)

փ (7�5:6�1) 

白・Ӣ・ࠎ
( ֎ ) 印花文 吉Ԭᶘ期

14 珠洲 ᙈ 6# 10 4E309 3
փ (/5�) 

փ (/6�)

փ (/5�) 

白・ࠎ
( ֎ ) 平行λλΩ 13 とಉ一ݸମか

15 珠洲 ᙈ 6# 10 4E309 3
փ (/6�) 

փ (/6�)

փ (/5�) 

白・Ӣ・ࠎ
( ֎ ) 平行λλΩ 13 とಉ一ݸମか

16 瀬戸美濃 平࿶ 8# 8 4,5 3
Φリーϒԫ (7�5:6�3) 

Φリーϒԫ (7�5:6�3)

փ白 (7�5:7�1) 

白
( 内・֎্半 ) փ༘

( 内 ŋ ֎ ) ඃ

೤

古瀬戸ޙ期様式 

(1360 ～ 1485 年 ) 

17
土師質 

土器

小ࡼ 

( ϩΫϩ成形 )
9# 19 4,19 1 8�4 1�1 6�6

にぶいԫᒵ (10:37�3)

にぶいԫᒵ (10:37�3)

にぶいԫᒵ (10:37�3) 

ࠇ

( ֎ఈ ) 

ճసϔϥ੾り

18 青磁 ްᬵ端൓࿶ 9A 22 4,21 6 14
Φリーϒփ (5(:6�1) 

Φリーϒփ (5(:6�1)　

փ白 (/7�) 

白

্田 %- ᶘ類 

(1430 年～ 15 世紀

代 )

19 珠洲 中ᙈ 5# 20 4,114 2 38
փ ( ̣ 5�) 

փ ( ̣ 5�)

փ白 (/7�) 

白・ࠎ
吉Ԭᶙ期

20 瀬戸美濃 ළ子 6# 11 4,114 2 9
Φリーϒԫ (7�5:6�3) 

փ白 (7�5:8�1)

փ白 (7�5:8�1) 
( ֎ ) փ༘

ළ子ᶘ類 

古瀬戸ޙ期様式か

21
土師質 

土器

 ࡼ

( ϩΫϩ成形 )
9A 21 4%17 1 9

փ׊ (10:34�1) 

׊ࠇ (10:3 ̏�1)

にぶいԫᒵ (10:36�3)

　　Ӣ

( ֎ఈ ) 

ճసϔϥ੾り

( 内・֎ )

εε

22
土師質 

土器

 ࡼ

( ϩΫϩ成形 )
5# 17 1132 1 7�8

ࠇ (10:32�1) 

ࠇ (/2�)　　

にぶいԫᒵ (10:36�3) 

Ӣ・白

( ֎ఈ ) 

ճసϔϥ੾り

( 内・֎ )

εε　　　

( 内 ) ୸化物

23 青花 器台 5# 24 1165 1 10�6
明青փ (5#7�1) 

փ白 (2�5(:8�1)

փ白 (7�5: ̔�1) 

ࠇ
( ମ ) ૭

( 内・֎ ) ඃ

೤
白磁の可能性あり。

24 白磁 ഋંࠊ 6# 16 1169 1 10
փ白 (5(:8�1) 

փ白 (5(:8�1)

փ白 (/8�) 

᛽
( 内 ) ௜ઢ

25 青磁 ബᬵ࿶ 8# 13 4X37 1 5
明Φリーϒփ (5(:7�1) 

明Φリーϒփ (5(:7�1)

փ白 (/8�) 

白

( ֎ఈ ) ແ༘ 

( 内ఈ ) 蓮華文

্田 %- ᶗ類 

(14 世紀ॳ～ 15 世紀

ॳ )

26
土師質 

土器

 ࡼ

( ϩΫϩ成形 )
10A 24 4X402 1 10�5 2�3

փԫ׊ (10:36�2) 

փԫ׊ (10:35�2)

փԫ׊ (10:35�2)　　

Ӣ・白

27 瀬戸美濃 天目஡࿶ 10# 7 4X403 5 11�8
ࠇ (10:32�1) 

׊ࠇ (10:32�2)　

փ (/ ４�) 

白
( 内・֎ ) 鉄༘

古瀬戸ޙ期様式ᶘ期 

(1380 ～ 1420 年ࠒ ) 

28 瀬戸美濃 Էࡼ 10# 7 4X403 17 14�7
փ白 (7�5:�7�1) 

փ白 (7�5:�7�2)　

փ白 (7�5:�8�1) 

白
( 内・֎ ) փ༘

古瀬戸ޙ期様式ᶘ期 

(1380 ～ 1420 年ࠒ ) 

˞胎土ɿ石＝石英、白＝白৭ཻ子、੺＝੺৭ཻ子、ࠇ＝ࠇ৭ཻ子、長＝長石、Ӣ＝Ӣ฼、ࠎ＝ւ໖ࠎ਑、᛽＝࠭᛽中世　土器・陶磁器観察表（１）
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˞胎土ɿ石＝石英、白＝白৭ཻ子、੺＝੺৭ཻ子、ࠇ＝ࠇ৭ཻ子、長＝長石、Ӣ＝Ӣ฼、ࠎ＝ւ໖ࠎ਑、᛽＝࠭᛽中世　土器・陶磁器観察表（２）
報告 

番号

分類 άリッド 遺構

層位

法量（ᶲ） ৭調 

্ஈɿ֎面 

Լஈɿ内面

্ஈɿ胎土৭調 

Լஈɿࠞೖ物

製作痕跡 

文ࢪ

使༻痕跡 

付ண物
උ考

種別 器種 大 小 種別 ܘޱ 器高 ఈܘ

29 珠洲 ᆵ (T 種 ) 10# 7 4X403 17 19�3
փ (/6�) 

փ (/6�)　　　　

փ (/7�) 

白
( ֎ ) 平行λλΩ 吉Ԭᶘ期

30 珠洲 ยുޱ 10# 2 4X403 17 34
փ (/6�) 

փ (/6�)　　　　

にぶいԫᒵ (10:3�7�2) 

白

Է目ɿ 

̔条一୯位

( 内・֎・அ ) 

εε 

( அ ) 漆͗ܧ

吉Ԭᶚ期

31 青磁 蓮ห໲࿶ 10A 21 ᶘ 15
Φリーϒփ (10:6�2) 

Φリーϒփ (10:5�2)

փ白 ( ̣ 7�) 
( ֎ ) ᭩蓮ห໲

্田̗ - ᶗ類 (13 世

紀ޙ半～ 14 世紀前

半 )

32 青磁 蓮ห໲࿶ 5# 13 ᶘ
明Φリーϒփ (5(:7�1) 

明Φリーϒփ (5(:7�1)

փ白 ( ̣ 7�) 
( ֎ ) ᭩蓮ห໲

্田̗ - ᶗ類 (13 世

紀ޙ半～ 14 世紀前

半 )

33 青磁
௚ԑฟઢඳ 

蓮ห໲࿶
10# 1 ᶘ 14�4

Φリーϒփ (10:6�2) 

Φリーϒփ (10:5�2)

փ白 ( ̣ 7�) ( ֎ ) ઢඳ蓮ห໲

　( 内 ) ϔϥඳ

্田 #- ᶚ類 (15 世紀

末～ 16 世紀前半 )

34 青磁 ཕ໲帯࿶ 7# 10 ᶘ 14�8
Φリーϒԫ (7�5:6�3) 

Φリーϒԫ (7�5:6�3)

փ白 ( ̣ 8�) 

白
( ֎ ) ཕ໲帯

্田 $- ᶗ類 

(14 世紀前半 )

35 青磁 ௚ԑཕ໲帯࿶ 3$ 1 ᶘ 13�8
明྘փ (7�5(:7�1) 

明྘փ (7�5(:7�1)

փ白 ( ̣ 8�) 

白
( ֎ ) ཕ໲帯

্田 $- ᶘ類 (14 世紀

中～ 15 世紀前半 )

36 白磁 端൓ࡼ 3# 17 ᶘ 13
փΦリーϒ (7�5:6�2) 

փΦリーϒ (7�5:6�2)

փ白 (/7�) 

ࠇ

৿田 E 群 

(15 世紀中ࠒ )

37 瀬戸美濃 天目஡࿶ 9A 25 ᶘ 11 5�5 4�2
ࠇ (10:32�1) 

׊ࠇ (10:32�2)　

փ白 (/8�) 

長・ࠇ
( 内・֎ ) 鉄༘

天目஡࿸ # 類 

古瀬戸ޙ期様式ᶘ期 

(1380 ～ 1420 年ࠒ )

38 瀬戸美濃 ԑᬵ小ࡼ 4# 17 ᶘ 10
փ白 (7�5:7�1) 

փ白 (7�5:7�2)　

փ (/4�) 

　　　　　　　　　ࠇ
( 内・֎ ) ྘༘

古瀬戸ޙ期様式ᶚ期

新 

(1460 ～ 1480 年ࠒ )

39 瀬戸美濃 ԑᬵ小ࡼ 7# 10 ᶘ 11�2
Φリーϒԫ　(5:6�4) 

Φリーϒԫ (7�5:6�3)

փ白 (7�5:7�1) 

白・Ӣ
( 内・֎ ) ྘༘

古瀬戸ޙ期様式 

(1360 ～ 1480 年ࠒ )

40 瀬戸美濃 ౵形香࿍
6# 

7#

15 

18
ᶘ 10�5

ઙԫ (7�5:7�3) 

փ白 (7�5:7�1)　

փ白 (7�5:7�1) 

白　　　　　　　
( 内・֎ ) փ༘

古瀬戸ޙ期様式ᶘ期 

(1380 ～ 1420 年ࠒ )

41
土師質 

土器

小ࡼ 

( ϩΫϩ成形 )
3# 19 ᶘ 6�8 1�5 5�2

୶੺ᒵ (2�5:37�3) 

明੺׊ (2�5:35�6)

୶੺ᒵ (2�5:37�3) 

Ӣ・᛽

42
土師質 

土器

小ࡼ 

( ϩΫϩ成形 )
3$ 5 ᶘ 7�2 1�2 6

փ׊ (10:36�1) 

փ׊ (10:35�1)　

փ白 (10:37�1) 

白

( ֎ఈ ) 

ճసϔϥ੾り

43
土師質 

土器

小ࡼ 

( ϩΫϩ成形 )
5# 14 ᶘ 7�6 1�6 6�4

にぶいԫᒵ (10:37�2) 

にぶいԫᒵ (10:36�3)

ઙԫᒵ (10:38�3) 

Ӣ

( ֎ఈ ) 

ճసϔϥ੾り

44
土師質 

土器

小ࡼ 

( ϩΫϩ成形 )
3# 22 ᶘ 8 1�2 6�7

ઙԫᒵ (10:38�3) 

ઙԫᒵ (10:38�4)

にぶいԫᒵ (10:37�2) 

長

( ֎ఈ ) 

ճసϔϥ੾り

45
土師質 

土器

小ࡼ 

( ϩΫϩ成形 )
7# 8 ᶘ 8�8 1�2

にぶいԫᒵ (10:37�3) 

にぶいԫᒵ (10:37�3)

にぶいԫᒵ (10:37�3) 

Ӣ

46
土師質 

土器

小ࡼ 

( ϩΫϩ成形 )
9# 3 ᶘ 7�7 2�1 4�4

にぶいԫ׊ (10:35�3) 

׊ࠇ (10:33�1)

փ׊ (10:35�1) 

Ӣ

( 内 ) Ξε

ϑΝϧト 

( ֎ ) εε

47
土師質 

土器

 ࡼ

( ϩΫϩ成形 )
4$ 4 ᶘ 12 3�1 7�2

փ׊ (10:34�1) 

׊ࠇ (10:33�1)

փ׊ (10:35�1) 

Ӣ

( 内・֎・அ ) 

εε 

( 内 ) ୸化物

48
土師質 

土器

 ࡼ

( ϩΫϩ成形 )

3# 

4# 

5#

22 

10 

18

ᶘ

ᶙ

ᶘ

11�8 3�1 7�3
փ白 (10:38�2) 

փ白 (10:38�1)

にぶいԫᒵ (10:37�2) 

Ӣ ŋ 白

( ֎ఈ ) 

ճసϔϥ੾り

( 内・֎ )

εε
らせん状ϔϥ੾り

49
土師質 

土器

 ࡼ

( ϩΫϩ成形 )
5# 20 ᶙ 12 2�3 8�6

にぶいԫᒵ (10:37�3) 

にぶいԫᒵ (10:37�3)

にぶいԫᒵ (10:37�3) 

長・Ӣ

( ֎ఈ ) 

ճసϔϥ੾り
（֎）εε

50
土師質 

土器

 ࡼ

( ϩΫϩ成形 )
3$ 3 ᶘ 12�6 2�7 9

փ׊ (10:34�1) 

׊ࠇ (10:33�1)　　　

փ白 (2�5:8�1) 

᛽

( ֎ఈ ) 

ճసϔϥ੾り

( 内・֎ )

εε

51
土師質 

土器

 ࡼ

( ϩΫϩ成形 )
5# 7 ᶘ 12�2 3�3 7�8

ઙԫᒵ (10:38�3) 

փ白 (10:8�1)　

ઙԫᒵ (10:38�3) 

長・Ӣ・੺

52 珠洲 ᆵ ( ̧種 )

2$

3#

3$

4#

5・

7 

22 

5 

17

ᶘ
փ ( ̣ 4�) 

փ ( ̣ 5�)

փ ( ̣ 6�) 

長・᛽・Ӣ・ࠇ
( ֎ମ ) ࣼ状۳目 ( அ ) 漆͗ܧ 吉Ԭᶘ期か

53 珠洲 ยޱ小ു 5# 13 ᶙ 19
փ (/4�) 

փ (/4�)

փ (/4�) 

石 ŋ 白 ŋ ւ
吉Ԭᶗ～ᶘ期

54 珠洲 ยޱ中ു 10# 8 ᶘ 24
փ ( ̣ 6�) 

փ ( ̣ 6�)

փ (/6�) 

白 ŋ ւ・ࠇ

Է目ɿ 

9 条一୯位
吉Ԭᶚ 1 期

55 珠洲 ยുޱ

̎# 

2$

23・

25 

4・

5

ᶘ 32�5
փ ( ̣ 5�) 

փ ( ̣ 5�)

փ ( ̣ 5�) 

白・᛽

Է目ɿ 

7 条一୯位
吉Ԭᶚ期

56 珠洲 ยുޱ 9# 3 ᶘ 14
փ ( ̣ 6�) 

փ ( ̣ 6�)

փ ( ̣ 6�) 

白・Ӣ・ࠎ・᛽

Է目ɿ 

8 条一୯位以্

57 珠洲 ยുޱ
3#

3$

18 

6
ᶘ 18

փ (7�5:6�1) 

փ (7�5:6�1)

փ (7�5:6�1) 

᛽・Ӣ・白

( ֎ఈ ) 

੩ࢳࢭ੾り 

Է目ɿ7 条一୯位

吉Ԭᶛ期



ද　࡯　؍

106

報告 

番号

分類 άリッド 遺構

層位

法量（ᶲ） ৭調 

্ஈɿ֎面 

Լஈɿ内面

্ஈɿ胎土৭調 

Լஈɿࠞೖ物

製作痕跡 

文ࢪ

使༻痕跡 

付ண物
උ考

種別 器種 大 小 種別 ܘޱ 器高 ఈܘ

58 珠洲 大ᙈ
3#  

4#

22  

13
ᶘ 64

փ ( ̣ 5�) 

҉փ ( ̣ 3�)

փ白 ( ̣ 7�) 

白・ࠇ
( 内ޱԑ ) ೾状໲ 吉Ԭᶘ期

59 珠洲 大ᙈ ̕# 3 ᶘ
փ ( ̣ 5�) 

փ ( ̣ 6�)　　　

փ白 ( ̣ 7�) 

石・᛽・白・ࠇ

( 内 ) 一部ണ

཭
吉Ԭᶚ 2 期

60
瓷器系 

陶器
ᙈ 5#

14・

15
ᶘ

にぶいԫᒵ (10:36�4) 

փ׊ (10:34�1)

փ ( ̣ 6�) 

長・᛽・ࠇ

ԡ印ɿ࿄ኈ状文 ( 節

5 条 ) 「ɹ×」「×」

( 内 ) Ϥコφσ

常滑焼の可能性あり。

61
瓷器系 

陶器
ᙈ 10# 1 ᶘ C

փ ( ̣ 4�) 

փ ( ̣ 5�)

փ白 ( ̣ 7�) 

長・Ӣ・᛽

ԡ印ɿࡾઢ格子目

文ʴ「×」(2 × 2)

ʴ٠花文 (12 ห ) 

( 内 ) Ϥコφσ

ฌӴ୔ݖ 1 号窯 

(13 世紀中葉ࠒ )

62
瓷器系 

陶器
ᙈ 8# 8 ᶘ

փ ( ̣ 4�) 

փ ( ̣ 5�)

փ白 ( ̣ 7�) 

長・᛽

ԡ印ɿࡾઢ格子目

文ʴ「×」(2 × 2)

ʴܽଛにより不明 

( 内 ) Ϥコφσ 

頭ѹ痕ࢦ

ฌӴ୔ݖ 1 号窯 

(13 世紀中葉 )

63
瓷器系 

陶器
ᙈ 9# 9 ᶘ

փ ( ̣ 4�) 

փ ( ̣ 5�)

փ白 ( ̣ 7�) 

長・Ӣ・᛽

ԡ印ɿࡾઢ格子目

文ʴ「×」(1 × 2)

ʴ٠花文 (12 ห ) 

( 内 ) Ϥコφσ

ฌӴ୔ݖ 1 号窯 

(13 世紀中葉 )

64 瓦質土器 鍋 6# 11 ᶘ 28
փ白 (2�5:8�2) 

փԫ (2�5:7�2)

҉փ (/3�) 

長・Ӣ

( 内・֎ ) 

ϔϥミガΩ

( 内・֎ )

εε

౎からのൖೖ品のژ

可能性あり。

65 土製品 坩堝か？ 8# 6 ᶘ 3�2 2�3
ઙԫ (2�5:7�3) 

փԫ (2�5:6�2)　　　

҉փԫ (2�5:5�2) 

Ӣ　　

( 内・֎ ) 

頭ѹ痕ࢦ

66
土師質 

土器

小ࡼ 

( ϩΫϩ成形 )
掘ࢼ ᶘ 8�5 1�4 6

ઙԫᒵ (10:38�3) 

ઙԫᒵ (10:38�3)

ઙԫᒵ (10:38�3) 

Ӣ ŋ 長

( ֎ఈ ) 

ճసϔϥ੾り
23 ʖ 12TS

67
土師質 

土器

小ࡼ 

( ϩΫϩ成形 )
掘ࢼ ᶘ 8 1�2 6�5

փ白 (5:7�2) 

փ (5:6�1)

փ (5:6�1) 

Ӣ ŋ 長

( ֎ఈ ) 

ճసϔϥ੾り
( 内 ) εε 23 ʖ 12TS

68
土師質 

土器

 ࡼ

( ϩΫϩ成形 )
掘ࢼ 12

にぶいԫᒵ (10:37�3) 

にぶいԫᒵ (10:36�3)

ઙԫᒵ (10:38�3) 

Ӣ ŋ 長
23 ʖ 16TS

69
土師質 

土器

 ࡼ

( ϩΫϩ成形 )
掘ࢼ 3 8�4

にぶいԫᒵ (10:37�3) 

にぶいԫᒵ (10:36�3)

ઙԫᒵ (10:38�3) 

Ӣ ŋ 長

( ֎ఈ ) 

ճసϔϥ੾り
( 内 ) εε

23 ʖ 16TS 

「の」の字ϔϥ੾り

70 珠洲 ᆵ ( ̩種 ) 掘ࢼ 17
փ (/6�) 

փ (/6�)　　　　

փ (/7�) 

Ӣ
( ֎ ) 平行λλΩ

( 内・֎ ) ε

ε

23-17TS ミκ 

吉Ԭᶚ 2 期か

˞胎土ɿ石＝石英、白＝白৭ཻ子、੺＝੺৭ཻ子、ࠇ＝ࠇ৭ཻ子、長＝長石、Ӣ＝Ӣ฼、ࠎ＝ւ໖ࠎ਑、᛽＝࠭᛽中世　土器・陶磁器観察表（３）

中世　石製品観察表

中世　金属製品観察表

報告

番号

分類 άリッド
遺構 層位

長さ 

(ᶲ )

幅 

(ᶲ )

ްさ 

(ᶲ )

ॏさ

(H)
උ考

種別 石質 大 小

71 経石 ؠ࠭ 9# 8 4E10 7 11�7 4�6 3�2 295�4 ऍ文はʰ妙法蓮華経ༀ૲ᄻ品第ޒʱの一節。

72 経石 ؠ࠭ 7# 11 4,302 5 16�1 8�9 5�2 ऍ文はʰ妙法蓮華経ᩃᄻ品第ࡾʱの一節。

73 紡錘車 滑石 7# 6 4E305 1 ʖ 4�5 1�9 52�9 ઠ޸幅ɿ7ᶱ

74 砥石 ೪板ؠ 5# 18 ᶙ 10�4 3�8 0�6 48�0 
྆ଆ面にڒ൨き痕。্࢓砥。 

໐ୌ産の可能性あり。

75 砥石 ؠփڽ 6# 5 ᶘ 8�6 5 1�6 91�3 。砥্࢓

76 砥石 ؠփڽ 5# 14 ᶘ 5�5 3�5 1�1 49�4 中砥。

77 砥石 ؠփڽ 4 ̗ 23 ᶙ 5�7 4�3 1�2 38�2 中砥。

78 砥石 ؠփڽ ４# 23 ᶘ 5�6 3�4 1�4 45�2 中砥。

79 砥石 ؠփڽ 2$ 1 ᶘ 4�8 3�7 2�1 45�5 中砥。

報告

番号

分類 άリッド
遺構 層位

長さ 

(ᶱ )

幅 

(ᶱ )

ްさ 

(ᶱ )
ॏさ (H) උ考

種別 器種 大 小

80 ಔ製品 飾り金具か 9# 6・7 4E16 7 52 ʖ 2 15�7 ( ද ) ٠花文。( ཪ ) ᣾か。

81 鉄製品 鎌 11# 2 ᶘ ʖ 12 2�5 26�0 ਕ部幅ɿ40ᶱ

82 鉄製品 楔 3$ 5 ᶘ 122 12 4 22�4

83 鉄製品 釘 2# 23 ᶘ 47 10 6 4�9

84 鉄製品 蝶番 3# 12 ᶙ 41 6 7 9�7

85 鉄製品 鍋 5# 7 ᶙ ʖ 54 1 23�1 14 世紀以降。

86 ಔ製品 板状 1# 10 ᶙ 17 29 1 2�3 二۱に޸。
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中世　銭貨観察表
報告 

番号
銭貨名 書ମ 王ே

ॳர年

( ੢ྐྵ )

άリッド
遺構 層位

 ॎܘ֎

(ᶱ )

 ԣܘ֎

(ᶱ )

内ܘॎ 

(ᶱ )

内ܘԣ 

(ᶱ )

銭ް 

(ᶱ )

ॏさ 

(H)
උ考

大 小

87 ૙通ሟߖ ᝰ書 北૙ 1038 5# 13 4E101 4 24�5 24�6 7�1 7�3 1�2 3�7 ্から 1 ຕ目。

88 元༞通ሟ 行書 北૙ 1086 5# 13 4E101 4 24�5 24�4 6�8 6�9 1�3 3�8 ্から 2 ຕ目。

89 天੟元ሟ ᝰ書 北૙ 1023 5# 13 4E101 4 25�1 25�0 7�1 7�1 1�2 3�6 ্から 3 ຕ目。

90 ։元通ሟ 真書 ౜ 621 5# 13 4E101 4 23�7 23�7 6�3 6�1 1�4 2�4 ্から 4 ຕ目。

91 ૙元ሟߖ 真書 南૙ 1253 5# 13 4E101 4 25�2 25�1 6�5 6�8 1�3 3�2 ্から 5 ຕ目。എ元。

92 ঺੟元ሟ 行書 北૙ 1094 5# 13 4E101 4 24�8 25�1 5�8 5�6 1�4 4�1 ্から 6 ຕ目。

93 元༞通ሟ ᝰ書 北૙ 1086 5# 13 4E101 4 24�9 24�8 6�7 6�4 1�5 3�8 ্から 7 ຕ目。

94 Յ定通ሟ 真書 南૙ 1208 5# 13 4E101 4 24�3 24�5 6�5 6�4 1�5 2�9 ্から 8 ຕ目。എ元か。

95 ঺੟元ሟ 行書 北૙ 1094 5# 13 4E101 4 24�1 23�9 6�0 6�1 1�6 3�8 ্から 9 ຕ目。

96 天੟元ሟ 真書 北૙ 1023 5# 13 4E101 4 24�5 24�7 5�7 5�8 1�6 3�9 ্から 10 ຕ目。

97 治平元ሟ 真書 北૙ 1064 5# 13 4E101 4 24�3 24�1 6�3 6�1 1�3 3�7 ্から 11 ຕ目。

98 ঺੟元ሟ ᝰ書 北૙ 1094 5# 13 4E101 4 23�7 23�7 6�4 6�3 1�3 3�4 ্から 12 ຕ目。

99
։元通ሟ 

( 会ণ։元 )
真書 ౜ 845 5# 13 4E101 4 24�2 23�9 6�2 5�8 1�2 3�4

্から 13 ຕ目。 

എӹか。

100 不明 5# 13 4E101 4 23�9 23�7 6�9 6�9 1�4 2�8 ্から 14 ຕ目。「˘˘˘ሟ」

101 道元ሟࢸ 行書 北૙ 995 5# 13 4E101 4 24�7 24�9 6�3 6�6 1�5 3�0 ্から 15 ຕ目。

102 元๛通ሟ 行書 北૙ 1078 5# 13 4E101 4 24�9 24�9 6�2 6�3 1�4 4�7 ্から 16 ຕ目。

103 元༞通ሟ ᝰ書 北૙ 1086 5# 16 4E104 2 24�4 24�3 7�0 6�9 1�4 3�0

104 ෢通ሞߑ 明 1368 7# 1 1350 1 23�6 23�7 4�6 4�7 1�8 4�0 എ一銭。

105 道元ሞࢸ 行書 北૙ 995 10# 4 4X402 1 25�0 25�0 5�7 5�8 1�5 3�4

106 ᄎ平元ሟ 真書 北૙ 998 4# 19 ᶘ <20�1> <23�5> <6�1> <4�7> 1�3 <1�3>

107 ঵ූ元ሟ 真書 北૙ 1008 4# 21 ᶗ 25�5 25�4 5�8 5�8 1�3 3�3

108 ૙通ሟߖ 真書 北૙ 1038 3# 16 ᶘ 24�5 24�5 7�2 7�1 1�4 2�9

109 Յ༞元ሟ ᝰ書 北૙ 1056 9# 4 ᶘ 23�1 23�4 6�2 6�3 1�3 3�5

110 ᗂೡ元ሟ 真書 北૙ 1068 3# 19 ᶘ 24�0 23�4 6�9 6�9 1�6 2�4

111 ᗂೡ元ሟ 真書 北૙ 1068 4# 22 ᶘ 24�0 24�1 6�5 6�6 1�6 3�0

112 ʖ ʖ ʖ ʖ 10A 24 ᶘ ʖ ʖ ʖ ʖ ʖ 69�7
গなくとも 22 ຕ以্。 

Լから̎ຕ目は「˘定通ሞ」。

˞ <　> は࢒存஋。

報告 

番号
器種形状 分類

標本 

番号
थ種 木औり

出土位置
長さ 

(ᶱ )

幅 

(ᶱ )

ްさ 

(ᶱ )
උ考遺構

番号
層位 άリッド

113 ખ 3 Ξαμ ຝ目 4E10 10 9 # 8 44 41 28

114 舟形木製品 4
コφϥ属 

コφϥ節
ຝ目 4E10 5 9 # 8 151 33 21

115 उ子 7 εΪ ຝ目 4E10 5 9 # 8 168 68 5

116 ۲ࡈ 2 εΪ ຝ目 4E10 7 9 # 8 111 22 4

117 ۲ࡈ 6 εΪ ຝ目 4E10 5 9 # 8 224 18 6 ੾ই痕多

118 板状木製品 20 εΪ ຝ目 4E10 3 9 # 8 265 80 5 記号༗「ʿ」

119 箸状木製品 ޱ྆ 61 εΪ 出࡟ 4E10 10 9 # 8 19�2 6 5

120 箸状木製品 ޱ྆ 57 εΪ 出࡟ 4E10 7 9 # 8 211 7 5

121 箸状木製品 ޱ྆ 47 εΪ 出࡟ 4E10 5 9 # 8 214 7 6

122 箸状木製品 ޱ྆ 46 εΪ 出࡟ 4E10 5 9 # 8 215 6 4

123 箸状木製品 ޱ྆ 54 εΪ 出࡟ 4E10 5 9 # 8 219 7 5

124 箸状木製品 ޱ྆ 60 εΪ 出࡟ 4E10 10 9 # 8 220 7 4

125 箸状木製品 ޱ྆ 58 εΪ 出࡟ 4E10 7 9 # 8 221 5 4

126 箸状木製品 ޱ྆ 59 εΪ 出࡟ 4E10 9 9 # 8 225 7 6

127 箸状木製品 ޱ྆ 55 εΪ 出࡟ 4E10 7 9 # 8 228 7 6

128 箸状木製品 ยޱ 45 εΪ 出࡟ 4E10 5 9 # 8 178 9 3 ࡶૈ

129 箸状木製品 不明 43 εΪ 出࡟ 4E10 5 9 # 8 153 8 4 ୸化

130 箸状木製品 不明 44 εΪ 出࡟ 4E10 5 9 # 8 176 8 5 ܽଛ

131 箸状木製品 不明 56 εΪ 出࡟ 4E10 7 9 # 8 209 8 7 ܽଛ

132 ࿈ࣃԼବ 16 ϞΫϨϯ属 板目 4E10 7 9 # 8 212 85 60

133 杭 13 εΪ ࢛֯ 4E10 9 # 9 333 40 38

134 板状木製品 21 Ϋリ ຝ目 4E10 10 9 # 8 404 64 16
଍付か？、人ҝによる

੾அ
136 板状木製品 8 εΪ ຝ目 4E16 7 9 # 6ŋ7 109 81 3 ੾ই痕多

137 板状木製品 5 εΪ 板目 4E16 7 9 # 6ŋ7 121 40 6

138 板状木製品 11 Ϋリ ຝ目 4E16 5 9 # 6ŋ7 239 135 9

139 曲物ఈ板 17 εΪ ຝ目 4E16 7 9 # 6ŋ7 220 207 12
人ҝによる੾அ、石༉

છΈࠐΉ。
140 曲物ఈ板 14 εΪ ຝ目 4E16 7 9 # 6ŋ7 202 200 10

141 箸状木製品 ޱ྆ 32 εΪ 出࡟ 4E22 2 8 # 12 214 6 5

142 箸状木製品 ޱ྆ 52 εΪ 出࡟ 4E22 2 8 # 12 235 8 4

143 箸状木製品 ޱ྆ 50 εΪ 出࡟ 4E22 5 8 # 12 232 7 4

144 箸状木製品 ޱ྆ 51 εΪ 出࡟ 4E22 2 8 # 12 211 7 4

145 箸状木製品 不明 53 εΪ 出࡟ 4E22 2 8 # 12 210 5 5

146 部材 23 εΪ ຝ目 4E22 6 8 # 12 248 109 21

147 板状木製品 22 εΪ ຝ目 4E22 6 8 # 12 258 87 4 ࡶૈ

148 板状木製品 31 εΪ ຝ目 4E22 6 8 # 12 230 44 6 中央ઙい੾ࠐ

中世　木製品観察表（１）



ද　࡯　؍

108

報告 

番号
器種形状 分類

標本 

番号
थ種 木औり

出土位置
長さ 

(ᶱ )

幅 

(ᶱ )

ްさ 

(ᶱ )
උ考遺構

番号
層位 άリッド

149 杭 19
ϋϯノΩ属 

ϋϯノΩ節

ؙ木थൽ付 

ਊ࣋材
4E22 2 8 # 12 241 59 42 一部थൽ࢒存

150 杭 18
ϋϯノΩ属 

ϋϯノΩ節
ؙ木ਊ࣋材 4E22 2 8 # 12 202 56 52

151 ဲ板か  33 εΪ 板目 4E22 6 8 # 12 321 251 14 中央੾ই痕

152 ဲ板か  24 εΪ 板目 4E22 6 8 # 12 323 257 16

153 曲物ఈ板 27 εΪ ຝ目 4E101 4 5 # 13 200 131 7

154 ฑउ 92 εΪ 4E101 4 5 # 13 ʖ ʖ ʖ
大きく࿪Ή。高さ �89

ᶱ。

155 ฑउのฑ 93 ϠφΪ属
ؙ木थൽ付 

ਊ࣋材
4E101 4 5 # 13 104 10 10 ઌ端のΈ加޻

156 ฑउఈ板 25 εΪ ຝ目 4E101 4 5 # 13 86 87 6

157 板状木製品 26 εΪ ຝ目 4E101 4 5 # 13 196 47 7
੾ই痕多、੾ࠐ༗૷飾

か？

158 杭 39 ϠφΪ属
ؙ木थൽ付 

ਊ࣋材
4E101 6 5 # 13 209 27 30

159 杭 40 ϞΫϨϯ属 ؙ木ਊ࣋材 4E101 5 5 # 13 292 31 29

160 杭 41 εΪ ࢛֯ 4E101 6 5 # 13 489 18 13

161 ॎ板 42 εΪ 板目 4E101 5 5 # 13 480 127 13 井戸ଆ

162 ॎ板 109 εΪ 板目 4E101 6 5 # 13 212 144 8 井戸ଆ

163 ॎ板 112 εΪ 板目 4E101 6 5 # 13 337 75 7 井戸ଆ

164 ॎ板 111 εΪ 板目 4E101 6 5 # 13 303 150 15 井戸ଆ

165 ॎ板 110 εΪ 板目 4E101 6 5 # 13 197 97 12 井戸ଆ

166 ॎ板 108 εΪ 板目 4E101 6 5 # 13 318 108 8 井戸ଆ

167 大ܕ曲物 115 εΪ 4E101 5ŋ6 5 # 13 ʖ ʖ ʖ
高さ �50�3ᶲ、֎ܘ

51�7ᶲ。

168 ๮状木製品 9 εΪ ࢛֯ 4E103 3 5 # 23 246 17 12
ಥきࢗさって出土　ઌ

端付近୸化
169 ॎ板 37 εΪ 板目 4E104 4 5 # 16 319 91 12

170 ॎ板 38 εΪ 板目 4E104 4 5 # 16 320 152 38

171 ॎ板 36 εΪ 板目 4E104 4 5 # 16 210 113 14

172 大ܕ曲物 116 εΪ 4E104 4 5 # 16 ʖ ʖ ʖ
高さ �17�0ᶲ、֎

ܘ �35�1ᶲ。
173 曲物ఈ板 10 εΪ ຝ目 4E105 3 3 # 20 156 140 10 端部੾அ

174 大ܕ曲物 117 εΪ 4E105 5 3 # 20 ʖ ʖ ʖ
高さ �22�2ᶲ、֎

ܘ �48�8ᶲ。

175 大ܕ曲物 118 εΪ 4E106 5 4 # 15 ʖ ʖ ʖ
高さ �39�5ᶲ、֎

ܘ �39�0ᶲ。
176 板状木製品 103 εΪ ຝ目 4E115 4 5 # 20 163 106 2

177 板状木製品 101 εΪ ຝ目 4E115 4 5 # 20 163 90 2

178 板状木製品 99 εΪ ຝ目 4E115 4 5 # 20 164 30 2

179 板状木製品 100 εΪ ຝ目 4E115 4 5 # 20 163 24 3

180 板状木製品 102 εΪ ຝ目 4E115 4 5 # 20 164 75 2

181 板状木製品 105 εΪ ຝ目 4E115 4 5 # 20 162 88 3

182 板状木製品 91 εΪ ຝ目 4E115 4 5 # 20 162 123 2

183 板状木製品 106 εΪ ຝ目 4E115 4 5 # 20 168 77 4

184 板状木製品 107 εΪ ຝ目 4E115 4 5 # 20 162 66 2

185 板状木製品 104 εΪ ຝ目 4E115 4 5 # 20 163 55 1

186 大ܕ曲物 119 εΪ 4E115 6 5 # 20 ʖ ʖ ʖ
高さ �10�3ᶲ、֎

ܘ �36�3ᶲ。
187 ંෑఈ板 97 εΪ ຝ目 4E159 2 3 $ 6 281 241 6 ੾ই痕多

188 板状木製品 95 εΪ ຝ目 4E159 2 3 $ 6 270 77 6

189 板状木製品 98 εΪ ຝ目 4E159 2 3 $ 6 270 80 5 記号༗「े」

190 板状木製品 96 εΪ ຝ目 4E159 2 3 $ 6 281 99 6

191 板状木製品 94 εΪ ຝ目 4E159 2 3 $ 6 142 94 6

192 箸状木製品 ޱ྆ 66 εΪ 出࡟ 4E177 4 4 # 24 186 7 5

193 箸状木製品 ޱ྆ 71 εΪ 出࡟ 4E177 4 4 # 24 193 7 6

194 箸状木製品 ޱ྆ 64 εΪ 出࡟ 4E177 4 4 # 24 198 6 4

195 箸状木製品 ޱ྆ 72 εΪ 出࡟ 4E177 4 4 # 24 206 9 3

196 箸状木製品 ޱ྆ 48 εΪ 出࡟ 4E177 4 4 # 24 209 8 6

197 箸状木製品 ޱ྆ 70 εΪ 出࡟ 4E177 4 4 # 24 211 8 5

198 箸状木製品 ޱ྆ 63 εΪ 出࡟ 4E177 4 4 # 24 213 8 4

199 箸状木製品 ޱ྆ 69 εΪ 出࡟ 4E177 4 4 # 24 214 6 4

200 箸状木製品 ޱ྆ 67 εΪ 出࡟ 4E177 4 4 # 24 221 7 5

201 箸状木製品 ޱ྆ 62 εΪ 出࡟ 4E177 4 4 # 24 234 7 6

202 箸状木製品 ޱ྆ 68 εΪ 出࡟ 4E177 4 4 # 24 242 7 5

203 箸状木製品 ยޱ 114 εΪ ຝ目 4E177 4 4 # 24 187 6 4

204 箸状木製品 不明 65 εΪ 出࡟ 4E177 4 4 # 24 187 7 5 ܽଛ

205 箸状木製品 ޱ྆ 49 εΪ 出࡟ 4E187 4 4 # 20 187 5 5

206 板状木製品 170 εΪ 板目 4E187 4 4 # 20 392 81 7

中世　木製品観察表（２）



ද　࡯　؍

109

中世　木製品観察表（３）
報告 

番号
器種形状 分類

標本 

番号
थ種 木औり

出土位置
長さ 

(ᶱ )

幅 

(ᶱ )

ްさ 

(ᶱ )
උ考遺構

番号
層位 άリッド

207 大ܕ曲物 120 εΪ ຝ目 4E187 6 4 # 20 ʖ ʖ ʖ
高さ �29�1ᶲ、֎

ܘ �33�6ᶲ。

208 大ܕ曲物 121 εΪ ຝ目 4E187 6 4 # 20 ʖ ʖ ʖ
高さ �18�0ᶲ、֎

ܘ �27�2ᶲ。
209 かん͟し 122 ʖ 出࡟ 4E305 6 7 # 6 100 6 6

210 箸状木製品 ޱ྆ 131 εΪ 出࡟ 4E305 6 7 # 6 210 6 4

211 箸状木製品 ยޱ 132 εΪ 出࡟ 4E305 6 7 # 6 178 6 4

212 ๮状木製品 171 εΪ 板目 4E305 6 7 # 6 369 26 10

214 曲物ఈ板 137 εΪ ຝ目 4E306 4ʅ 7 # 4 209 209 10

215 杭 158 εΪ ਊ࣋ 4E306 4 7 # 2 413 35 31

216 板状木製品 157 εΪ ຝ目 4E306 4 7 # 7 279 48 5

217 ॎ板 153 εΪ 板目 4E306 7 7 # 2 465 72 8

218 ॎ板 155 εΪ 板目 4E306 7 7 # 2 474 120 9

219 ॎ板 156 εΪ 板目 4E306 7 7 # 2 310 141 7

220 ॎ板 154 εΪ 板目 4E306 7 7 # 7 357 127 8

221 ԣࢅ 163 ωϜノΩ ਊ࣋ 4E306 7 7 # 7 747 84 49 南ล

222 ԣࢅ 164 Ϋリ ਊ࣋ 4E306 7 7 # 2 739 68 50 ੢ล

223 ԣࢅ 165 ωϜノΩ ਊ࣋ 4E306 7 7 # 2 733 81 42 北ล

224 ԣࢅ 166 Ϋリ ਊ࣋ 4E306 7 7 # 3 744 58 42 東ล

225 曲物 162 εΪ 4E306 8 7 # 2 ʖ ʖ ʖ
高さ �47�6ᶲ、֎

ܘ �59�3ᶲ。

226 ๮状木製品 15
コφϥ属 

ΞΧガシѥ属
ミΧϯ割 4,21 5 9 A 22 251 38 13

227 板状木製品 28 εΪ ຝ目 4,21 6 9 A 22 155 104 4

228 ๮状木製品 133 εΪ ຝ目 4,405 2 11 # 3 170 14 14

229 曲物 161 εΪ ຝ目 4,405 3B 11 # 3 ʖ ʖ ʖ
高さ �14�6ᶲ、֎

ܘ �35�9ᶲ。
230 板状木製品 172 εΪ ຝ目 4,406 1 11 # 2 283 51 7

231 曲物 167 εΪ ຝ目 4,406 3 11 # 2 ʖ ʖ ʖ
高さ �13�6ᶲ、֎

ܘ �32�1ᶲ。
232 箸状木製品 ยޱ 113 ΠνΠ 出࡟ 4%1 1 196 5 5

233 ൫状木製品 1 εΪ ຝ目 4%3 1 8 # 1 58 59 4
ฑउのఈ板か  ಠָ

か  中৺ઠ޸
234 部材 89 εΪ ਊڈ 4X235 ʖ 5 # 9 483 139 70 部材స༻

235 板状木製品 134 εΪ ຝ目 4X402 1 10 # 8 87 19 3 उ文字の可能性あり。

241 コϚ 121 εΪ ຝ目 4X403 8 10 # 7 ʖ 45 5
࣠部の長さ�15ᶱ、幅�3

ᶱ。
242 木錘 130 εΪ ຝ目 4X403 5 10 # 7 69 26 20

243 板状木製品 173 εΪ 板目 4X403 5 10 # 2 95 93 14

244 板状木製品 135 εΪ ຝ目 4X403 5 10 # 7 143 31 8 推定長 �164ᶱ

245 箸状木製品 ยޱ 129 εΪ 出࡟ 4X403 5 10 # 7 183 6 3

246 板材 136 εΪ ຝ目 4X403 5 10 # 2 115 35 2

247 板材 ( ശ ) 140 εΪ 板目 4X403 1 10 # 7 310 50 3
漆ృり。247 ～ 249

はಉ一ݸମ。
248 板材 ( ശ ) ʖ ʖ 板目 4X403 2 10 # 7 325 50 4

249 板材 ( ശ ) ʖ ʖ 板目 4X403 2 10 # 7 374 49 4

250 板材 ( ശ ) ʖ ʖ 板目 4X403 2 10 # 7 363 55 1

251 部材 141 εΪ ຝ目 4X403 5 10 # 2 302 19 13

252 杭 35
Ϛπ属ෳҡ؅ଋѥ

属

ؙ木थൽ付 

ਊ࣋材
4X30 ʖ 8 # 12 333 51 40 一部थൽ࢒存

253 杭 34 トωリコ属
ؙ木थൽ付 

ਊ࣋材
4X31 ʖ 8 # 12 173 34 29 一部थൽ࢒存

254 杭 139 ϠφΪ属 ਊ࣋ 4X415 ʖ 10 # 1 189 33 30 थൽ付き。

255 杭 142 ϠφΪ属 ਊ࣋ 4X416 ʖ 10 # 2 341 28 27 थൽ付き。

264 ૲ཤਊ 138 εΪ 板目 1324 1 7 # 1 234 102 2

272 ๮状木製品 174 Ϋリ 出࡟ ʖ ᶘ 10 A 22 170 14 11

273 ๮状木製品 175 εΪ 出࡟ ʖ ᶘ 11 A 23 201 11 9

274 ๮状木製品 176 εΪ 板目 ʖ ᶘ C 11 # 8 105 10 5

275 板材 ( ശか ) 12 εΪ 板目 ᶙ 3 # 18 111 26 3 ྆面ࠇ漆ృり

276 曲物ఈ板 29 εΪ ຝ目 ᶙ 2 $ 4 170 63 9

277 曲物ఈ板 30 εΪ ຝ目 ᶙ 2 $ 6 171 58 8

278 柱根 159 εΪ ਊํڈ - ᶙ 6 # 8 492 118 181
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中世　柱根観察表

中世　礎板観察表

報告 
番号

άリッド
遺構 層位

ଌ஋（ᶱ）ܭ
木औり

標本 
番号

थ種 அ面形
Լ面

（形状ʗ޻具）
ଆ面加޻

なͲ
උ考

大 小 長さ 幅 ްΈ
135 9# 9 4E10 1 ～ 7 492 115 131 ਊؙ࣋ 86 Ϋリ ԁ 平ୱ ੾り཭し痕࢒る。
256 8# 13 138 1 316 123 110 ਊؙ࣋ 81 Ϋリ ԁ 平ୱ ੾り཭し痕࢒る。

257 9# 6 142 1 281 109 105 ਊؙ࣋ 78
Ϛπ属ෳҡ
؅ଋѥ属

ԁ ࣼめ
थൽ付き。 
੾り཭し痕࢒る。

258 8A 23 143 1 408 115 79 ਊؙ࣋ 84 Ϋリ 半ԁ 平ୱ ੾り཭し痕࢒る。
259 9# 6 145 1 142 131 123 ਊؙ࣋ 83 ϠφΪ属 ԁ 平ୱ
260 9# 7 182 1 461 137 127 ਊؙ࣋ 87 Ϋリ ԁ 平ୱ
261 5# 9 1234 1 538 133 90 ਊํڈ 90 εΪ ํ形 平ୱ
262 6# 20 1310 1 353 138 112 ミΧϯ割 150 εΪ ํ形 ややࣼめ
263 7# 9 1323 1 353 139 122 ਊ࣋多֯ 152 εΪ 多֯形 平ୱ ੾り཭し痕࢒る。
265 7# 2 1324 1 392 168 111 ミΧϯ割 160 Ϋリ 多֯形 平ୱ

報告 
番号

άリッド
遺構 層位

ଌ஋（ᶱ）ܭ
木औり

標本 
番号

थ種 அ面形 加޻なͲ උ考
大 小 長さ 幅 ްΈ

266 7# 11 1341 2 410 158 37 板目 147 εΪ 長ํ形 స༻材
267 7# 11 1341 1 287 171 78 板目 148 Ϋリ 台形 ্Լි
268 7# 8 1357 1 297 178 61 板目 149 Ϋリ 台形 ্Լි
269 7# 8 1357 2 388 178 47 板目 168 Ϋリ 台形 Լ端ි
270 7# 19 1385 1 360 153 137 ਊํڈ 151 εΪ ํ形 స༻材
271 7# 19 1385 2 291 175 36 板目 169 Ϋリ 台形 ্Լි

中世　挽物観察表
報告 

番号
分類

άリッド
遺構 層位

ଌ஋（ᶲ）ܭ
木औり

標本 

記号
थ種 漆 ఈ部 උ考

大 小 A # #1 #2 $ % E

213 ࿶ 7# 7 4E306 4 ʖ ʖ ʖ 0�3 7�6 7�5 0�4 ԣ木地ຝ目 128 ϒφ属
内 � ࠇ , ֎ �  ࠇ

内 � ੺漆ֆ

236 小ࡼ 10# 8 4X403 3 10�1 1�4 1�2 0�2 7�2 6�9 0�2 ԣ木地ຝ目 126 ϒφ属 ौԼ地

237 小ࡼ 10# 2 4X403 2 10�1 1�4 1�2 0�2 7�2 7 0�2 ԣ木地ຝ目 127 ϒφ属 内 � ࠇ , ֎ � ࠇ

238 小ࡼ 10# 7 4X403 8 10 1�5 1�3 0�2 7�5 7�4 0�3 ԣ木地ຝ目 123 内 � ࠇ , ֎ � ࠇ ֎面 � ᫛᫡௺跡

239 ࿶ 10# 2 4X403 1 ʖ ʖ ʖ 0�3 9 8�5 0�2 ԣ木地ຝ目 124 ϒφ属
内 � ࠇ , ֎ �  ࠇ

内֎ � ੺漆ֆ

240 ു 10# 3 4X403 2 25�4 ʖ ʖ ʖ ʖ ʖ ʖ ԣ木地ຝ目 125 Χπϥ
内 � ࠇ , ֎ �  ࠇ

内֎ � ੺漆ֆ
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古代　土器観察表（１）
報告 

番号

分類 άリッド 遺構

層位

法量（ᶲ） ৭調 

্ஈɿ֎面 

Լஈɿ内面

্ஈɿ胎土分類 

( 須恵器のΈ ) 

Լஈɿࠞೖ物

成形・調੔ උ考
種別 器種 大 小 種別 番号 ܘޱ 器高 ఈܘ

279 須恵器
༗台ഋ 

$
3# 15 4% 121 1 10�7 ʖ ʖ

փ (/4�) 

փ (/4�)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽
ϩΫϩφσ ( ӈ ) 3#20- ᶙ ŋ4#11- ᶘと઀合。

280 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
3# 15 4% 121 1 12�2 3 7�3

փ (/5�) 

փ (/6�)

# 

石 ŋ 白

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り

墨書 �「卅」 

3#17- ᶘと઀合。

281 須恵器
༗台ഋ 

#
3$ 3 4% 164 1 13�2 ʖ ʖ

փ (5:6�1) 

փ (5:6�1)

# 

白
ϩΫϩφσ ( ӈ ) 3#24- ᶙと઀合。

282 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
5# 22 4% 207 2 11�8 3�1 7

҉փԫ (2�5:5�2) 

ԫփ (2�5:5�1)

# 

白

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り

墨書 �( ֎ )「呂」 

( ఈ֎ )「呂か」 

( 内 ) 一部ຎ໣ 

( ֎ ) ఈ部ຎ໣

283 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
5# 21 4% 207 2 12�8 ʖ ʖ

փ (5:6�1) 

փ (5:6�1)

# 

白
ϩΫϩφσ ( ࠨ )

4#24- ᶘ ,5#16- ᶙ઀合。 

( 内 ) ຎ໣ 

( ֎ ) 一部ຎ໣ ŋ λーϧ付ண

284 須恵器 ԣළ 5# 16 4% 207 2 9�7 21�9 ʖ
փΦリーϒ (7�5:5�2) 

փ (5:6�1)

# 

石 ŋ 白

ୟき成形、 

ϩΫϩφσ ( （ࠨ
઀合関係は別ਤ。

285 須恵器 ԣළ 5# 21 4% 207 2 ʖ ʖ ʖ
փ (/4�1) 

փ (5:4�1)

A 

石 ŋ 長 ŋ 白 ŋ ᛽

ୟき成形 

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ֎ ) ΧΩϝ

5#17ŋ18- ᶘ ,5#16- ᶙと઀合。

286 須恵器 中ᙈ 5# 21 4% 207 2 26�4 ʖ ʖ
փΦリーϒ (5:5�3) 

փ (7�5:4�1)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ୟき成形 

( ޱ ) ϩΫϩφσ

ᰍ部ܘ �23�8ᶲ 

5#21ŋ3#20- ᶙ ,3#18ŋ23ŋ

4#19ŋ22ŋ24ŋ25ŋ4$4- ᶘと઀合。

287 須恵器 中ᙈ 5# 21 4% 207 2 ʖ ʖ ʖ
փ (10:5�1) 

փ (/5�)

# 

石 ŋ 白 ŋ ᛽
ୟき成形 実 /0�55B とಉ一ݸମか。

288 土師器
ແ台࿶ 

#
5# 21 4% 207 2 12�8

にぶい׊ (7�5:36�3) 

にぶい׊ (7�5:36�3)
石 ŋ 長 ŋ ࠎ

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( 内֎ ) ミガΩ

( 内֎ ) εε付ண 

( 内֎ ) ຎ໣

289 土師器
ແ台࿶ 

#

3# 18 4% 143 2
13�4 3�5 5�4

にぶいԫ (2,5:6�1) 

にぶいԫᒵ (10:37�3)
長 ŋ Ӣ ŋ ੺

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసࢳ੾り 

( 内֎ ) ミガΩ

( ఈ֎ ) ஛؅文

5# 21 4% 207 2 औり্͛ /P�19

290 須恵器
༗台ഋ 

$
5# 12 4% 208 2 ʖ ʖ 5�9

փ (7�5:4�1) 

փ (7�5:5�1)

A 

長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

ϩΫϩέズリ 

( ఈ֎ ) 付高台

( 内 ) Ṟ཭ 

( 高台 ) ຎ໣

291 須恵器 ແ台ഋ 5#
12ŋ 

17
4% 208 1 13�8 3�3 8�6

փ (7�5:6�1) 

փ (7�5:6�1)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り 

ˠφσ

5#13- ᶙと઀合。 

( 端ޱ ) ॏね焼痕

292 須恵器 ແ台ഋ 5# 17 4% 208 2 ʖ ʖ 8�4
փԫ (2�5:6�2) 

փԫ (2�5:7�2)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り 

ˠφσ

墨書 �「卅」

293 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
5# 12 4% 208 2 11�6 3�4 7

փ (/5�) 

փ (/5�)

A 

石 ŋ 長 ŋ ࠎ ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
( ֎ޱ ) ॏね焼痕

294 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
5# 23C 4% 208 2 12�2 3�5 8�2

փ (/6�) 

փ (5:5�1)

# 

白

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
( ఈ֎ ) ຎ໣

295 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
5# 23 4% 208 2 12 3 6�8

փ (7�5:5�1) 

փ (7�5:5�1)

# 

白

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り

墨書 �「王」 

3#22ŋ5#18- ᶙ ,5#11- ᶘと઀合。

296 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
5# 23 4% 208 2 13 ʖ ʖ

にぶいԫ (2�5:6�3) 

փԫ (2�5:7�2)

$ 

白
ϩΫϩφσ

297 土師器 鍋 5# 17 4% 208 2 33�2 ʖ ʖ
にぶいԫᒵ (10:37�4) 

にぶいԫᒵ (10:36�3)
石 ŋ 長 ŋ Ӣ ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( 内֎ ) Χミϝ

5#214%208-2,5#12- ᶙと઀合。 

( ֎ޱ ) εε

298 土師器 鍋 5# 12 4% 208 2 39 ʖ ʖ
にぶいԫ׊ (10:35�3) 

にぶいԫᒵ (10:36�4)
石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( 内֎ ) Χミϝ

299 須恵器
ഋ֖ 

ᶘ類
4# 18C 4X 120 ᶘ ʖ 3�2 ʖ

փ (/6�) 

փ (/6�)

A 

石 ŋ 白

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ௖ ) ճసϔϥ੾り 

ϩΫϩέズリ

つまΈܘ �3�3ᶲ 

ܘ端部ޱ �14�0ᶲ 

( 内 ) ୸付ண

300 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
4# 23C 4X 120 ᶘ 13�2 2�9 9

փ (7�5:6�1) 

փ (7�5:6�1)

# 

石 ŋ 白

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
4#25- ᶘ ,5#21- ᶙ઀合。

301 須恵器 ԣළ 4X 120 ᶘ 10�8 25�5 ʖ
փ (7�5:4�1) 

փ (7�5:5�1)

 

# 

白

ୟき成形 

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ֎ ) ௜ઢ

302 須恵器 ԣළ 4X 120 ᶘ 12�5 28�2 ʖ
փ (7�5:5�1) 

փ (7�5:6�1)

# 

白

ୟき成形 

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ֎ ) ΧΩϝ

303 須恵器 ᆵޱڱ 4# 23J 4X 120 ᶘ ʖ ʖ ʖ
փ (/5�) 

փ (/4�)

A 

長 ŋ 白 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ 

( ֎ ) ϩΫϩέズリ

ᰍ部ܘ �9�9ᶲ 

಑部࠷大ܘ �21�1ᶲ 

4#24- ᶘと઀合。 

復元実ଌ (4#25- ᶙ ,5#12- ᶘ )

304 須恵器 中ᙈ 4# 22E 4X 120 ᶘ 22�4 ʖ ʖ
փ (/4�) 

փ (/4�)

# 

石 ŋ 白

ୟき成形 

( ޱ ) ϩΫϩφσ ( ࠨ )

4#18- ᶙ ,4#20ŋ23 ～ 25ŋ4$4- ᶘと

઀合。

305 須恵器 中ᙈ 4# 17 4X 120 ᶘ 27�2 ʖ ʖ
փ (/4�) 

փ (/4�)

# 

石 ŋ 白 ŋ ᛽

ୟき成形 

( ޱ ) ϩΫϩφσ
ᰍ部ܘ �26�2ᶲ

306 須恵器 特大ᙈ 4# 4X 120 36�5 73�5 ʖ
փ (10:6�1) 

փ (/6�)

$ 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ୟき成形 

( ޱ ) ϩΫϩφσ
઀合関係は第 14 ਤをࢀ照。

307 須恵器 特大ᙈ 4# 4X 120 35�4 64�4 ʖ
փ (10:6�1) 

փ白 (/7�)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ୟき成形 

( ޱ ) ϩΫϩφσ
઀合関係は第 14 ਤをࢀ照。

˞胎土ɿ石＝石英、白＝白৭ཻ子、長＝長石、Ӣ＝Ӣ฼、᛽＝࠭᛽、੺＝੺৭ཻ子
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報告 

番号

分類 άリッド 遺構

層位

法量（ᶲ） ৭調 

্ஈɿ֎面 

Լஈɿ内面

্ஈɿ胎土分類 

( 須恵器のΈ ) 

Լஈɿࠞೖ物

成形・調੔ උ考
種別 器種 大 小 種別 番号 ܘޱ 器高 ఈܘ

308 土師器
ແ台࿶ 

#
4# 18 4X 120 ᶘ ʖ ʖ 5�6

にぶいԫᒵ (10:36�3) 

にぶいԫᒵ (10:36�3)
Ӣ ŋ ࠎ

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసࢳ੾り

( 内 ŋ ֎ ) λーϧ付ண 

4#23-4X120-2 層と઀合。

309 土師器
長ᙈ 

# 系
4# 23I 4X 120 ᶘ 22 ʖ ʖ

にぶいԫᒵ (10:36�3) 

にぶいԫᒵ (10:36�3)
長 ŋ Ӣ ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ֎ ) ΧΩϝ

ᰍ部ܘ �20�4ᶲ 

( 内 ŋ ֎ ) εε付ண

310 土師器
長ᙈ 

# 系
4# 23 4X 120 ᶘ ʖ ʖ ʖ

にぶいԫᒵ (10:36�3) 

にぶいԫ׊ (10:35�3)
石 ŋ 長 ŋ ᛽

ୟき成形 

( 内 ) ϋέϝ

311 須恵器
ഋ֖ 

ᶘ類
5# 7 ʖ ʖ ᶙ ʖ 2�4 ʖ

փ (5:6�1) 

փ (5:6�1)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ௖ ) ճసϔϥ੾り

つまΈܘ �2�8ᶲ 

ܘ端部ޱ �13�0ᶲ 

( 端ޱ ) ॏね焼痕

312 須恵器
ഋ֖ 

ᶗ類
3# 21 ʖ ʖ ᶙ ʖ 3�5 ʖ

փ (5:5�1) 

փ (5:5�1)

# 

石 ŋ 白

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ௖ ) ϩΫϩέズリ

つまΈܘ �3�6ᶲ 

ܘ端部ޱ �16�2ᶲ 

( ֎ ) ॏね焼痕 

3#17- ᶘ ,3#22ŋ3$2- ᶘ ŋ ᶙと઀合。

313 須恵器
ഋ֖ 

ᶘ類
4$ 4 ʖ ʖ ᶙ ʖ 2�8 ʖ

փ (7�5:6�1) 

փ (7�5:6�1)

A 

白 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ௖ ) ϩΫϩέズリ

墨書 �「寺」 

ܘ端部ޱ �14�1ᶲ 

つまΈܘ �2�8ᶲ 

4#18ŋ24- ᶙと઀合。 

( 内 ) స༻ݛ

314 須恵器
ഋ֖ 

ᶗ類
3# 16 ʖ ʖ ᶙ ʖ ʖ ʖ

փ (/6�) 

փ (/6�)

# 

石 ŋ 白 ŋ ࠎ

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ௖ ) ϩΫϩέズリ

ܘ端部ޱ �16�1ᶲ 

( ֎ ) ॏね焼痕 

2#20ŋ2$5- ᶘとಉ一ݸମ。

315 須恵器
ഋ֖ 

ᶘ類
2$ ʖ ʖ ʖ ᶙ ʖ ʖ ʖ

փ (/6�) 

փ (/6�)

# 

白 ŋ ᛽
ϩΫϩφσ ( ӈ )

ܘ端部ޱ �13�0ᶲ 

( ֎ ) ॏね焼痕 

2#21- ᶘ ,2#23- ᶙಉ一ݸମ。

316 須恵器
༗台ഋ 

# 類
5# 13 1 163 1 16�2 7�9 8�1

փ (10:6�1) 

փ (10:6�1)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

ϩΫϩέズリ 

( ఈ֎ ) 付高台

( 内ޱ ) ຎ໣、εε付ண 

5#8ŋ4#24- ᶙと઀合。

317 須恵器
༗台ഋ 

# 類
3# 20 ʖ ʖ ᶙ 16�8 6�5 9

փ (5:6�1) 

փ (5:6�1)

# 

石 ŋ 白

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

ϩΫϩέズリ 

( ఈ֎ ) 付高台

4$1ŋ4#21- ᶙと઀合。

318 須恵器
༗台ഋ 

# 類
3# 15 ʖ ʖ ᶙ ʖ ʖ 6�6

փ (5:5�1) 

փ (5:6�1)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り 

付け高台

3#22- ᶘと઀合。

319 須恵器
༗台ഋ 

$ 類
4# 25 ʖ ʖ ᶘ 9�4 5�5 4�9

փ (7�5:5�1) 

փ (7�5:5�1)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

ϩΫϩέズリ 

( ఈ֎ ) 付高台

2$5- ᶘとಉ一ݸମ。

320 須恵器
༗台ഋ 

$ 類
3# 21 ʖ ʖ ᶙ 10�4 4�4 6�4

փ (7�5:36�1) 

փ (7�5:36�1)

# 

白

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

ϩΫϩέズリ 

( ఈ֎ ) 付高台

3$1 ～ 3- ᶙ層と઀合。

321 須恵器
༗台ഋ 

$ 類
3# 18 ʖ ʖ ᶘ 11�2 5�2 5�8

փ (5:6�1) 

փ (5:6�1)

# 

白

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

ϩΫϩέズリ 

( ఈ֎ ) 付高台

322 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
4# 25 ʖ ʖ ᶙ 13�1 3�2 8�2

փ (5:6�1) 

փ (5:6�1)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
4#24- ᶘ層 ,4#14ŋ17- ᶙ層と઀合。

323 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
4# 20 ʖ ʖ ᶙ 12�9 3�2 8�6

փ (7�5:6�1) 

փ (7�5:6�1)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り

( ఈ֎ ) ຎ໣ 

5#11- ᶘ ŋ ᶙ層と઀合。

324 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
4# 10 ʖ ʖ ᶙ ʖ 7�4 ʖ

փԫ (2�5:7�2) 

փԫ (2�5:6�2)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り

墨書 �「王」または「主」 

4#18ŋ25- ᶙと઀合。

325 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
4$ 3 ʖ ʖ ᶙ 13 3�45 7�6

փ (/5�) 

փ (/5�)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
( 端ޱ ) ॏね焼痕

326 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
2# 22 ʖ ʖ ᶙ 12�8

にぶいԫᒵ (10:37�2) 

にぶいԫᒵ (10:37�2)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽
ϩΫϩφσ ( ӈ )

327 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
4# 10 ʖ ʖ ᶘ 12�6 3�2 8�5

փԫ׊ (10:35�2) 

փԫ׊ (10:35�2)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽
ϩΫϩφσ ( ӈ )

( ֎ޱ ) εε付ண 

( 端ޱ ŋ ఈ֎ ) ຎ໣

328 須恵器
ແ台ഋ 

ᶙ類
3$ 4 ʖ ʖ ᶙ 11�4 3�1 7

փ׊ (10:35�1) 

փ (5:6�1)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
2#24ŋ3#25ŋ3#25- ᶘ層と઀合。

329 須恵器
ແ台ഋ 

ᶙ類
3# 18 ʖ ʖ ᶙ 11�4 2�9 7�3

փ (7�5:6�1) 

փ (7�5:6�1)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
畑作溝内から出土 ( 第 13 ਤࢀ照 )。

330 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
4# 16 ʖ ʖ

ᶙ 

Լ位
13�2 3�4 8�5

ԫփ (2�5:6�1) 

փԫ (2�5:6�2)

# 

石 ŋ 白

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
畑作溝内から出土 ( 第 13 ਤࢀ照 )。

331 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
3$ 1 ʖ ʖ ᶙ 13 3�1 8�2

ԫփ (2�5:5�1) 

փ (5:5�1)

# 

白

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
( ఈ֎ ) ຎ໣

332 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
1# 25 ʖ ʖ ᶙ 12�8 2�9 6�6

փ (/5�) 

փ (/5�)

# 

白

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り

( 端ޱ ) ॏね焼痕 

( 内 ) 墨付ண

2#23ŋ2$4- ᶙと઀合。

333 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
4# 16 ʖ ʖ ᶘ 12�6 3�2 6�8

փ (5:5�1) 

փ (5:5�1)

# 

白
ϩΫϩφσ ( ࠨ ) ( 内 ) εε付ண

334 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
3$ 5 ʖ ʖ ᶙ 11�8 3�2 7�8

փ (5:5�1) 

փ (5:5�1)

# 

石 ŋ 白
ϩΫϩφσ ( ࠨ )

( ֎ޱ ) ॏね焼痕 

3#25ŋ4#21- ᶘと઀合。

335 須恵器
ແ台ഋ 

ᶙ類
4# 21 ʖ ʖ ᶘ 11�2 2�7 7�6

փ (5:5�1) 

փ (5:5�1)

# 

石 ŋ 白

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
4#23- ᶘと઀合。

336 須恵器 ແ台ഋ 4# 12 ʖ ʖ
ᶙ 

্位
12�6 3�2 8�4

փ (7�5:5�1) 

փ (7�5:6�1)

# 

白

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り

墨書 �「王」 

( ఈ֎ ) ຎ໣

古代　土器観察表（２） ˞胎土ɿ石＝石英、白＝白৭ཻ子、長＝長石、Ӣ＝Ӣ฼、᛽＝࠭᛽、੺＝੺৭ཻ子
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報告 

番号

分類 άリッド 遺構

層位

法量（ᶲ） ৭調 

্ஈɿ֎面 

Լஈɿ内面

্ஈɿ胎土分類 

( 須恵器のΈ ) 

Լஈɿࠞೖ物

成形・調੔ උ考
種別 器種 大 小 種別 番号 ܘޱ 器高 ఈܘ

337 須恵器 ແ台ഋ 4# 22 ʖ ʖ ᶘ 12�3 3�2 7�8
փ白 (5:7�1) 

փ (5:6�1)

# 

白

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
墨書 �「卅」

338 須恵器 ແ台ഋ 4# 16 ʖ ʖ ᶘ 12�2 2�8 8�1
փ (/6�) 

փ (/5�)

# 

石 ŋ 白

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
墨書 �「王」

339 須恵器 ແ台ഋ 3# 20 ʖ ʖ ᶙ ʖ ʖ 8
փ (/5�) 

փ (/5�)

# 

白

ϩΫϩφσ ( かࠨ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
墨書「王」

340 須恵器 ແ台ഋ 3# 16 ʖ ʖ ᶙ ʖ ʖ 7�2
փ (/5�) 

փ (/5�)

# 

白

ϩΫϩφσ ( かࠨ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り

墨書「王」 

1#25- ᶙと઀合。

341 須恵器 ແ台ഋ 3# 19 ʖ ʖ ᶙ 14 3�6 9
փ白 (5:7�1) 

փ白 (5:7�1)

$ 

石 ŋ 長 ŋ ࠎ

ϩΫϩφσ ( ӈか ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り

( ֎ޱ ) ॏね焼痕 

( ֎ ) ຎ໣ 

( 内 ŋ ֎ ) εε付ண

342 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
2# 20 ʖ ʖ ᶙ 13�4 3�3 8�6

փԫ (2�5:7�2) 

փԫ (2�5:7�2)

$ 

石 ŋ 長 ŋ Ӣ ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈか ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
2#23- ᶙと઀合。

343 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
4# 24 ʖ ʖ ᶙ 13�2 3�7 6�8

փ (5:6�1) 

փ白 (2�5:7�1)

$ 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り

復元実ଌ。 

3$7- ᶙと઀合。

344 須恵器
ແ台ഋ 

ᶘ類
3$ 3 ʖ ʖ ᶙ 12�6 3�4 7�6

փ (5:6�1) 

փ (5:6�1)

$ 

石 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ 

( ఈ֎ ) ճసϔϥ੾り
( 内 ) εε付ண

345 須恵器 ંԑഋ 4# 12 ʖ ʖ ᶙ 15
փ (10:5�1) 

փ (10:5�1)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

ϩΫϩέズリ

346 須恵器 ંԑഋ 5# 22 ʖ ʖ ᶙ 14
փ (10:5�1) 

փ (10:5�1)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( かࠨ ) 

ϩΫϩέズリ

347 須恵器 ંԑഋ 3# 8 ʖ ʖ ᶙ 12�8 4�4 7�3
փ (/5�) 

փ (/5�)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

ϩΫϩέズリ 

( ఈ ) 付高台

3#17- ᶘ ŋ ᶙと઀合

348 須恵器 長ᰍළ 5# 3 ʖ ʖ ᶙ ʖ ʖ 8�4
փ (7�5:4�1) 

փ (7�5:5�1)

A 

石 ŋ 長 ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

ϩΫϩέズリ 

( ఈ֎ ) 付高台 

( 内֎ ) ΧΩϝ

಑部࠷大ܘ �15�5ᶲ 

5#13- ᶘ層と઀合。

349 須恵器 長ᰍළ 4# 24 ʖ ʖ ᶘ
փ (5:5�1) 

փ (5:4�1)

# 

白
ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 350 とಉ一ݸମの可能性が高い。

350 須恵器 長ᰍළ 4# 24 ʖ ʖ ᶙ ʖ ʖ 8�7
փ (5:5�1) 

փ (5:4�1)

# 

白

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

ϩΫϩέズリ 

( ఈ֎ ) 付高台

ఈ部内面に࢒るࣗવᬵの範囲から、長

ᰍළと൑அ。

351 須恵器 ԣළ 3# 22 ʖ ʖ ᶙ ʖ ʖ ʖ
փ (5:6�1) 

փ (5:5�1)

$ 

石 ŋ 白

ୟき成形 

ϩΫϩφσ

3#16ŋ17- ᶘ ,3#17ŋ18ŋ22- ᶙと઀合。

3#23- ᶘ ,4#13ŋ21 とಉ一ݸମ。復元

実ଌ。

352 須恵器 ළ類か 4# 18 ʖ ʖ ᶘ ʖ ʖ ʖ
փ (10:4�1) 

փ (/4�1)

A 

石 ŋ ᛽
ϩΫϩφσ ( 内 ) ઢࠁ。

353 須恵器 ᙈ 2# 21 ʖ ʖ ᶙ 23�4 ʖ ʖ
׊ (7�5:35�3) 

にぶいᒵ (7�5:36�3)

A 

石 ŋ 長 ŋ Ӣ ŋ ᛽

ୟき成形 

( ᰍ～ޱ ) ϩΫϩφσ
2#22ŋ23- ᶙと઀合。

354 須恵器 中ᙈ 4# 14 ʖ ʖ ᶙ 19�8 43�8 ʖ
փ (/4�) 

փ (/5�)

# 

白

( ମ ) ୟき成形 

( ᰍ～ޱ ) ϩΫϩφσ

ᰍ部ܘ �18�2ᶲ 

಑部࠷大ܘ �35�8ᶲ 

઀合関係は別ਤ。

355 土師器 ഋ֖ 4# 10 ʖ ʖ ᶘ ʖ ʖ ʖ
にぶいᒵ (7�5:36�4) 

にぶい׊ (7�5:35�3)
Ӣ ŋ ੺

ϩΫϩφσ ( ӈか ) 

ϩΫϩέズリ 

( 内֎ ) ミガΩ

ܘ端部ޱ �15�8ᶲ 

( 内 ) εε付ண

356 土師器 ֖ 3# 23 ʖ ʖ ᶙ
にぶいᒵ (7�5:37�4) 

にぶいԫᒵ (10:37�4)
長 ŋ ੺

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

ϩΫϩέズリ 

( 内֎ ) ミガΩ

ɿ13�5ᶲܘ端部ޱ

357 土師器 ແ台࿶ 4# 12 ʖ ʖ ᶙ 14 3�4 5
にぶいᒵ (10:36�4) 

にぶいԫᒵ (10:37�4)
長 ŋ Ӣ

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసࢳ੾り
( 内 ŋ அ ) εε付ண

358 土師器 ແ台࿶ 4# 20 ʖ ʖ ᶙ 11�6 3�4 5�4
にぶいᒵ (10:37�3) 

にぶいԫᒵ (10:36�3)
長 ŋ ੺ ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ఈ֎ ) ճసࢳ੾り

( 内 ŋ ֎ ) εε付ண 

5#7- ᶙと઀合。

359 土師器 ແ台࿶ 3$ 3 ʖ ʖ ᶙ 13�2 4�1 6�4
にぶいԫᒵ (10:36�4) 

にぶいԫ׊ (10:35�4)
石 ŋ 長 ŋ ੺ ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ࠨ ) 

( ఈ֎ ) ճసࢳ੾り

( ֎ ) 一部Ṟ཭ 

畑作溝から出土 ( 第 13 ਤࢀ照）

360 土師器 ແ台࿶ 2$ 5 ʖ ʖ ᶘ 14 ʖ ʖ
にぶい׊ (7�5:35�3) 

にぶい׊ (7�5:35�3)
長 ŋ Ӣ ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ )  

ϩΫϩέズリ 

( 内֎ ) ミガΩ

361 土師器 ແ台࿶ 4$ 4 ʖ ʖ ᶘ ʖ ʖ 5�8
にぶいԫᒵ (10:36�3) 

փԫ׊ (10:35�2)
石 ŋ 金

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ֎ ŋ ఈ֎ ) 

ϩΫϩέズリ 

( 内 ) ミガΩ

( ఈ֎ ) ϔϥ記号

362 ৭土器ࠇ ແ台࿶ 3$ 5 ʖ ʖ
ᶘ ŋ 

ᶙ
15 5�4 6�2

にぶいԫᒵ (10:36�3) 

ࠇ (10:32�1)
ࠎ ŋ Ӣ

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

ϩΫϩέズリ 

( 内֎ ) ミガΩ

( ఈ֎ ) ஛؅文 

4#14- ᶙ層と઀合。

363 ৭土器ࠇ ແ台࿶ 2$ 3 ʖ ʖ ᶙ ʖ ʖ 6
にぶいԫᒵ (10:37�3) 

ࠇ (10:32�1)
Ӣ ŋ ੺

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

ϩΫϩέズリ 

( 内֎ ) ミガΩ

2$12- ᶙと઀合。

364 土師器 小ᙈ 4# 21 ʖ ʖ ᶙ 8�6 ʖ ʖ
にぶい׊ (7�5:36�4) 

にぶい׊ (7�5:35�3)
石 ŋ 長 ŋ Ӣ ŋ ᛽

ඇϩΫϩ成形 

( ֎ )  頭痕ࢦ

( 内֎ ) ϔϥέズリ

3#18・23ŋ24- ᶘ ,4$1- ᶙと઀合。 

復元実ଌ (3#23- ᶙ ,3C20ŋ24ŋ25- ᶘ )

365 土師器 小ᙈ 4# 13 ʖ ʖ ᶙ 11�2 ʖ ʖ
փԫ׊ (10:34�2) 

にぶいԫᒵ (10:36�3)
石 ŋ 長 ŋ ੺ ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ֎ ) ΧΩϝ

( 内 ŋ ֎ ŋ அ ) 

コή ŋ εε付ண

古代　土器観察表（３） ˞胎土ɿ石＝石英、白＝白৭ཻ子、長＝長石、Ӣ＝Ӣ฼、᛽＝࠭᛽、੺＝੺৭ཻ子
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報告 

番号

分類 άリッド 遺構

層位

法量（ᶲ） ৭調 

্ஈɿ֎面 

Լஈɿ内面

্ஈɿ胎土分類 

( 須恵器のΈ ) 

Լஈɿࠞೖ物

成形・調੔ උ考
種別 器種 大 小 種別 番号 ܘޱ 器高 ఈܘ

366 土師器 小ᙈ 5# 7 ʖ ʖ ᶙ 11�8 ʖ ʖ
にぶいԫ׊ (10:34�3) 

にぶいԫ׊ (10:35�3)
石 ŋ 長 ŋ ᛽ ϩΫϩφσ

( ޱ ŋ ֎ ŋ அ ) 

εε付ண

367 土師器 小ᙈ 4# 19 ʖ ʖ ᶙ 13�8 ʖ ʖ
にぶいᒵ (7�5:37�3) 

にぶいᒵ (7�5:37�4)
長 ŋ Ӣ ŋ ੺ ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( 内֎ ) Χミϝ
4#22- ᶙと઀合。

368 土師器 小ᙈ 3$ 4 ʖ ʖ ᶙ ʖ ʖ 7�2
ᒵ (7�5:36�6) 

にぶいᒵ (7�5:37�4)
長 ŋ Ӣ ŋ ੺ ŋ ᛽

ϩΫϩφσ 

( ֎ ŋ ఈ֎ ) 

ϔϥέズリ

復元実ଌ。 

3#20ŋ24ŋ25- ᶙ ,4#12ŋ16ŋ21,4$1-

ᶙと઀合。

369 土師器 長ᙈ 4# 20 ʖ ʖ ᶙ 26�8 ʖ ʖ
にぶいԫᒵ (10:36�3) 

にぶいԫ׊ (10:35�3)
石 ŋ 長 ŋ 金 ŋ ᛽ ϩΫϩφσ ( ࠨ )

( 内 ŋ ֎ ŋ அ ) εε付ண 

4#25- ᶙと઀合。

370 土師器 長ᙈ 3# 22 ʖ ʖ ᶘ 22 ʖ ʖ
փԫ׊ (10:35�1) 

にぶいԫᒵ (10:37�3)
長 ŋ ֯ ŋ ੺ ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( 内ޱ ) ΧΩϝ
( ֎ ŋ அ ) εε付ண

371 土師器 長ᙈ 4# 25 ʖ ʖ ᶙ 23�6 ʖ ʖ
փԫ׊ (10:35�2) 

փԫ׊ (10:35�2)
長 ŋ Ӣ ŋ ᛽ ϩΫϩφσ ( ӈ )

( ֎ ) εε付ண 

5#18- ᶙと઀合。

372 土師器 長ᙈ 4# 24 ʖ ʖ ᶙ 19�6 (25) 11
にぶいԫᒵ (10:36�3) 

にぶいԫ׊ (10:35�3)
石 ŋ 長 ŋ ੺ ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( かࠨ ) 

( ֎ ) ΧΩϝ 

( ఈ֎ ) έズリ

ᰍ部ܘ �18ᶲ 

ମ部࠷大ܘ �19�4ᶲ 

4#24- ᶘと઀合。

373 土師器 長ᙈ 3# 15 ʖ ʖ ᶙ 21�6 ʖ ʖ
にぶいԫᒵ (10:37�4) 

にぶいᒵ (7�5:37�4)

石 ŋ 長 ŋ Ӣ ŋ ੺

ŋ ᛽

( ମԼ ) ୟき成形 

ϩΫϩφσ 

( ֎ ) ΧΩϝ

374 土師器 長ᙈ 4# 25 ʖ ʖ ᶙ 22�8 (32�5) ʖ
にぶいԫᒵ (10:36�3) 

にぶいԫᒵ (10:37�3)
石 ŋ 長 ŋ Ӣ ŋ ᛽

( ମԼ ) ୟき成形 

( ମ্～ޱ ) 

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( ֎ ) ΧΩϝ

4#18ŋ24- ᶘ ,4#14ŋ15ŋ19 ～ 20- ᶙ

と઀合。

375 土師器 長ᙈ 4# 19 ʖ ʖ ᶙ 24�5 ʖ ʖ
にぶいԫᒵ (10:36�3) 

にぶいԫ׊ (10:35�3)

石 ŋ 長 ŋ 金 ŋ ੺

ŋ ᛽

ϩΫϩφσ ( ӈ ) 

( 内֎ ) ΧΩϝ

( ֎ ) εε付ண 

4#20ŋ22- ᶙ ,4#24- ᶘと઀合。

376 土師器 大ു 3$ 1 ʖ ʖ ᶙ 29�4 ʖ ʖ
にぶいԫᒵ (10:37�3) 

にぶいԫᒵ (10:36�3)
長 ŋ ᛽ ϩΫϩφσ ( ӈ ) ( 端ޱ ) εε付ண

古代　土器観察表（４）

報告 

番号

器種 

形状
分類

標本 

番号
थ種 木औり

出土位置 長さ 

(ᶱ )

幅 

(ᶱ )

ްさ 

(ᶱ )
උ考

遺構番号 /P� 層位 άリッド

383 ֯材 76 εΪ 板目 4X212 2 ᶙ 4 # 24 200 163 83

384 杭 73 ϠφΪ属
ؙ木थൽ付 

ਊ࣋材
4A237 2 ʖ 2 # 24 128 28 27 境界杭

385 杭 75 ϠφΪ属
ؙ木थൽ付 

ਊ࣋材
4A237 12 ʖ 2 $ 4 115 22 25 境界杭

386 杭 74 ϠφΪ属
ؙ木थൽ付 

ਊ࣋材
4A237 11 ʖ 2 $ 4 153 26 25 境界杭

報告 

番号

άリッド
遺構 層位

ଌ஋（ᶱ）ܭ
木औり

標本 

番号
थ種 அ面形

Լ面 

（形状ʗ޻具）

ଆ面加޻ 

なͲ
උ考

大 小 長さ 幅 ްΈ

377 5# 16 4%207 2 354 124 87 ミΧϯ割 82 εΪ 多֯形 凸状 ੾り཭し痕࢒る。

378 3$ 4 1191 1 294 103 91 ਊؙ࣋ 77 ϠφΪ属 ԁ 凸状 ੾り཭し痕࢒る。

379 3$ 8 1192 1 322 84 88 ਊؙ࣋ 80 コφϥ属コφϥ節 ԁ ࣼめ
थൽ付き。 

੾り཭し痕࢒る。

380 2# 19 1214 1 494 130 120 ਊؙ࣋ 88 Ϋリ ԁ 凸状 ্端ٴͼԼ端に、੾り཭し痕が࢒る。

381 3# 16 1220 1 533 114 105 ਊؙ࣋ 85 コφϥ属コφϥ節 ԁ 凸状 ੾り཭し痕࢒る。

382 4# 19 1221 1 320 84 107 ਊؙ࣋ 79 コφϥ属コφϥ節 ԁ ࣼめ
थൽ付き。 

੾り཭し痕࢒る。

古代　木製品観察表

古代　柱根観察表

˞胎土ɿ石＝石英、白＝白৭ཻ子、長＝長石、Ӣ＝Ӣ฼、᛽＝࠭᛽、੺＝੺৭ཻ子
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SE105
1� 。かな২物遺ମ多量。箸状木製品出土ࡉい。ඇ常にڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ

2� にぶいԫ׊৭෗২　ະ分ղの২物遺ମۃめて多量。板材ࠞೖ。

。い。１層よりしまりऑいڧփ৭࠭質シϧト　シϧト質やや׊ �3

    　　　　　　　　　௚ܘ 5 ～ 20 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ͝くわずか。

4� փ৭ૈ࠭　しまりややڧい。௚１ܘ～ 3 ᶱの୸化物͝くわずか。

ܘい。௚ڧく。しまりややڧփ৭࠭質シϧト　࠭質やや׊ �5 5 ᶱの୸化物わずか。

SE159
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 10 ～ 20 ᶱの୸化物多量。

ܘ৭࠭質シϧト　１層より৭調がやや明るい。１層よりしまりऑい。௚׊ࠇ �2 5 ᶱఔ౓の୸化物わずか。

SD111
1� 。փ৭࠭質シϧト　ᶘ層土が主ମ。୸化物わずか׊

SD112
。փ৭࠭質シϧト　ᶘ層土が主ମ。୸化物わずか׊ �1

P144
。い。୸化物多量ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1

SD147
ܘ৭࠭質シϧト　௚׊ࠇ �1 5 ᶱの୸化物わずか。

0 2N（1ɿ40）

0 1N（1ɿ20）

遺構ݸ別ਤ（1） 図 版 3
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SE101
。い。୸化物͝くわずかڧփ৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମ。しまりやや׊  �1

৭࠭質シϧト　1׊ࠇ �2 層よりしまりऑい。௚ܘ 3 ～ 5 ᶱの୸化物わずか。小᛽わずかにࠞೖ。

3� ԫփ৭࠭質シϧト　2 層よりシϧト質がڧい。2 層よりしまりややڧい。୸化物͝くわずか。

4� にぶいԫ׊৭෗২　しまりऑい。ະ分ղの২物遺ମۃめて多量。

　　　　　　　　　　　 ఈ面近くに曲物のଆ板がॏなる状گで出土。青磁（10）・銭貨出土（87 ～ 102）。

。৭࠭質シϧト　掘形。୸化物͝くわずか׊ࠇ �5

ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　掘形。しまり׊ࠇ �6 5 ～ 30 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ多量。

。փ৭ૈ࠭　̒層よりしまりややऑい。୸化物͝くわずか׊ �7

SE104
1� 。い。୸化物͝くわずかڧい。しまりڧփ৭࠭質シϧト　࠭質やや׊

    　　　　　　　　　௚ܘ 5 ᶱఔ౓のԫփ৭シϧトϒϩッΫ͝くわずか。

ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　１層ಉ様にしまり׊ࠇ �2 5 ～ 10 ᶱの

    　　　　　　　　　ԫփ৭シϧトϒϩッΫわずか。

3� փ৭࠭質シϧト　2 層よりしまりऑい。௚ܘ 5 ～ 10 ᶱの

    　　　　　　　　ԫփ৭シϧトϒϩッΫ多量。

4� 明׊փ৭ૈ࠭　掘形土。しまりऑい。୸化物͝くわずか。

SE103
1� ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ 5 ᶱఔ౓のԫփ৭シϧトϒϩッΫわずか。

。存࢒৭࠭質シϧト　１層よりしまりऑい。ະ分ղの২物遺ମ多量。曲物のଆ板׊҉ �2

                                   ࣗવ᛽出土。

ܘ৭࠭質シϧト　௚׊ࠇ �3 5 ᶱఔ౓のԫփ৭シϧトϒϩッΫわずか。ࣗવ᛽出土。

4� փ৭ૈ࠭　井戸使༻時にଯ積したૈ࠭。௚ܘ 3 ᶱఔ౓の୸化物͝くわずか。

SE106
1� ԫփ৭࠭質シϧト　௚ܘ 10 ～ 20 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ͝くわずか。୸化物わずか。

。く、しまりऑい。１層より᛽・木製品が多く出土ڧ৭࠭質シϧト　１層より࠭質׊ࠇ �2

৭࠭質シϧト　2׊ࠇ �3 層より遺物がগないが、曲物のଆ板、᛽が出土。

4� փ৭3　࠭ࡉ 層よりしまりগない。୸化物͝くわずか。箸状木製品出土。

5� ԫփ৭ૈ࠭　しまりややऑい。௚ܘ 5 ᶱほͲの୸化物わずか。
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6 4�60N6'

5 5'

8 4�60N8'

6 6'

6 6'

SE118

SE115

SE179

SE177

SE115SK114

SE115
1� 。৭࠭質シϧト　しまりややऑい。২物遺ମࠞೖ׊ࠇ

2� ԫփ৭࠭質シϧト　シϧト質ڧく、1 層より೪性ڧい。

3� փԫ׊৭෗২　しまりඇ常にऑい。ະ分ղの২物遺ମۃめて多量。

。৭࠭質シϧト　しまりややऑい。୸化物多量。২物遺ମؚΉ。Լ位より板材出土׊ࠇ �4

。い。しまりややऑい。୸化物多量。২物遺ମわずかڧ৭࠭質シϧト　࠭質やや׊ࠇ �5

փ৭࠭質シϧト　掘形。4׊ �6 層よりしまりڧい。୸化物わずか

SE118
1� ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまり׊ࠇ 10 ～ 30 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ多量。

                                   ୸化物わずか。

փ৭࠭質シϧト　1׊ �2 層よりしまりややऑい。ԫփ৭シϧトϒϩッΫわずか。

                                   ௚ܘ 5 ᶱఔ౓の୸化物わずか。

৭࠭質シϧト　2׊ࠇ �3 層より࠭質ڧい。しまりऑい。ະ分ղの২物遺ମؚΉ。

SE177
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 10 ～ 30 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ多量。

                                   ௚ܘ 5 ～ 10 ᶱの୸化物ࠞೖ。

৭࠭質シϧト　1ࠇ �2 層よりしまりऑい。௚ܘ 10 ～ 20 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫわずか。

                                ௚ܘ 3 ～ 5 ᶱの୸化物を１層より多くؚΉ。箸状木製品গ量出土。

3� ԫփ৭࠭質シϧト　௚ܘ 10 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫࠞೖ。部材ࠞೖ。

৭࠭質シϧト　2׊҉ �4 層よりしまりऑい。ະ分ղの২物遺ମ多量。箸状木製品多量出土。Լ位に板材がෑかれている。

SE179
ܘ৭࠭質シϧト　௚׊ �1 10 ～ 30 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ多量。

                                ௚ܘ 5 ～ 10 ᶱの୸化物わずか。

৭࠭質シϧト　1׊ �2 層よりしまりऑい。௚ܘ 10 ～ 30 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫわずか。

                            　௚ܘ 5 ～ 20 ᶱ୸化物多量。

৭࠭質シϧト׊ࠇ　৭෗২׊҉ �3 30ˋఔ౓ࠞೖ。１・2 層よりしまりऑい。

                         　௚ܘ 5 ～ 10 ᶱの୸化物わずか。箸状木製品出土。

ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �4 10 ～ 30 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ多量。
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SE201

SE187
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12 4�80N12'
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SE187
1� փԫ৭࠭質シϧト　しまりややڧい。௚ܘ 5 ～ 20 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫわずか。௚ܘ 5 ᶱの୸化物わずか。

৭࠭質シϧト　1׊ࠇ �2 層よりしまりऑい。ະ分ղの২物遺ମ多量。ࡉかな୸化物多量。

3� փԫ࠭׊質シϧト　1 層と土質ࣅる。௚ܘ 5 ～ 20 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫわずか。௚ܘ 5 ᶱの୸化物わずか。

৭࠭質シϧト　෗২土多量。3׊ࠇ �4 層よりしまりऑい。板材多量にؚΉ。

5� փ৭ૈ࠭　ࡉかな୸化物͝くわずか。

。փ৭࠭質シϧト　掘ํ。地山土主ମ׊ �6

SE201
ܘ৭࠭質シϧト　௚׊ࠇ �1 5 ～ 20 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ多量。ࡉかな୸化物わずか。

ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �2 5 ～ 30 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫۃめて多量。ࡉかな୸化物わずか。

৭࠭質シϧト　1׊ࠇ �3 層と土質がࣅるが、࠭質がややڧい。2 層より୸化物を多くؚΉ。

                                　௚ܘ 5 ～ 10 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫগ量。

SK102
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまり׊ࠇ �1 5 ～ 50 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫۃめて多量。

2� փ৭1　࠭ࡉ 層よりしまりऑい。௚ܘ 5 ～ 30 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ多量。

SK114
1� 。Έ。ԫփ৭シϧトϒϩッΫ͝くわずか。୸化物わずかࠐ৭࠭質シϧト　ᶘ層の落ち׊ࠇ

い。5ڧ৭࠭質シϧト　しまり׊ࠇ �2 ～ 50 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫۃめて多量。

P119
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 5 ～ 30 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ多量。

2� ԫփ৭࠭質シϧト　1 層より࠭質がڧく、しまりややऑい。

                                   ௚ܘ 5 ～ 20 ᶱԫփ৭シϧトϒϩッΫわずか。

3� ԫփ৭࠭質シϧト　1 層より࠭質がڧく、しまりややऑい。

                                   ௚ܘ 5 ᶱఔ౓のԫփ৭シϧトϒϩッΫ͝くわずか。

P122
ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �1 5 ～ 10 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ多量。

                                   ௚ܘ 5 ᶱఔ౓の୸化物͝くわずか。

৭࠭質シϧト　1׊ࠇ �2 層よりしまりややڧい。௚ܘ 5 ᶱఔ౓の୸化物わずか。
P123
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 5 ᶱఔ౓の୸化物わずか。

P125
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 5 ～ 10 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ多量。

փ৭࠭質シϧト　1׊ �2 層ಉ様にしまりややڧい。௚ܘ 5 ～ 20 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ多量。

P127
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 5 ᶱఔ౓のࡉかなԫփ৭シϧトϒϩッΫわずか。

                                   ௚ܘ 5 ᶱఔ౓の୸化物多量。

փ৭࠭質シϧト　掘形。1׊ �2 層よりしまりややڧい。1 層より୸化物のࠞೖがগない。

                                   ௚ܘ 5 ～ 20 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ多量。

P178
。いڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1

                                   ௚ܘ 3 ～ 5 ᶱの୸化物多量。

P234
৭࠭質シϧト　,1׊ࠇ �1 に༝དྷする地山ϒϩッΫがࠞೖするため、

                                   ࠭質がややڧい。しまりややڧい。

                                   ௚ܘ 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

P211
ܘ৭ૈ࠭　しまりややऑい。௚׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱのࡉかな୸化物多量。

SK213
。いڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1

                                　௚ܘ 5 ～ 10 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫ多量。

                                　௚ܘ 1 ～ 3 ᶱのࡉかな୸化物小量。
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SK304
。いڧ৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମ。ࣗવଯ積層。しまりやや׊ࠇ �1

                                   ௚ܘ 3 ᶱの୸化物多量。

փ৭࠭質シϧト　1׊ �2 層よりしまりऑい。௚ܘ 1 ～ 3 ᶱの୸化物গ量。

                                   ௚ܘ 20 ～ 30 ᶱの地山ϒϩッΫࠞೖ。

SE305
。いڧ৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମ。ࣗવଯ積層。しまりやや׊ࠇ �1

                                    ௚ܘ 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

。փ৭ૈ࠭　地山土主ମ。しまりややऑい׊ �2

。փ৭࠭質シϧト　地山ϒϩッΫ多量にࠞೖ׊ �3

փ৭࠭質シϧト　3׊ �4 層より৭調҉い。3 層よりしまりڧい。

                                   地山ϒϩッΫわずか。

。փ৭ૈ࠭　地山土主ମ׊ �5

փ৭ૈ࠭　5׊ �6 層より৭調҉い。地山主ମ土。׊ࠇ৭࠭質シϧト

                        ϒϩッΫࠞೖ。௚ܘ 1 ～ 3 ᶱの୸化物わずか。

                         板材なͲの木製品・ࢬが出土。

SE309
。いڧ৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମ。࠭質やや׊ࠇ �1

৭࠭質シϧト　1׊ࠇ �2 層よりしまりややऑい。地山ϒϩッΫわずか。

                                   人頭大の᛽ 3 点出土、その௚Լより珠洲焼ย 2 点出土。

৭࠭質シϧト　2׊ࠇ �3 層ಉ様にしまりややऑい。௚ܘ 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

                                   ະ分ղの২物遺ମؚΉ。珠洲焼ย・᛽ย出土。

。い。地山ϒϩッΫ多量ڧփ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ �4

փ৭࠭質シϧト　4׊ �5 層より৭調が҉い。4 層ಉ様にしまりややڧい。

                                   地山ϒϩッΫۃめて多量。

く、ૈ࠭に近い。地山土主ମ。5ڧփ৭࠭質シϧト　࠭質が׊ �6 層より৭調が҉い。

                                   5 層よりしまりऑい。

SE328
ܘい。௚ڧփ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

                                   地山ϒϩッΫわずか。

փ৭࠭質シϧト　1׊ �2 層より৭調明るい。1 層よりしまりややऑい。

                                   ௚ܘ 3 ᶱఔ౓の୸化物গ量。地山ϒϩッΫ多量。

փ৭ૈ࠭　地山土主ମ。2׊ �3 層ಉ様にしまりऑい。

SK329
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମ。しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

փ৭࠭質シϧト　1׊ �2 層ಉ様にしまりややڧい。地山ϒϩッΫわずか。

                                   ୹࡭状の曲物ยがॏなって出土。

ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �3 1 ～ 3 ᶱの୸化物・地山ϒϩッΫわずか。
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SD300

SK301

SK303 SK302
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SK342

SK359P332 P333SK334

SE338

SK303

8 8'

8

9

4�70N8'

4�70N9'

13 4�90N13'

12 12'

12 4�80N12'

11 4�70N11'

7 4�70N7'

10 4�70N10'

SD300
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମ。しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

SK301
。いڧ৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମ。しまりやや׊ࠇ �1

    　　　　　　　　　 ௚ܘ 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

SK302
。փ৭࠭質シϧト　ࣗવのۭܺ。थ根の痕跡׊ �1

。いڧ層をなす。ࣗવଯ積層。シϧト質がޓが࠭ࡉփ৭׊。৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମ׊ࠇ �2

    　　　　　　　　　しまりややऑい。௚ܘ 1 ～ 2 ᶱの୸化物多量。

3� ԫփ৭ૈ࠭　地山の่落土。

փ৭ૈ࠭　3׊ �4 層ಉ様に , 地山の่落土。

い。2ڧ৭࠭質シϧト　シϧト質がࠇ �5 層よりしまりڧい。௚ܘ 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

    　　　　　　　　 Ѳりݓ大の᛽が 50 点出土。人ҝによる埋戻し土。

ܘփ৭ૈ࠭　地山土が主ମ。௚׊ �6 5 ～ 10 ᶱの׊ࠇ৭࠭質シϧトϒϩッΫがࠞೖ。

P332
ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �1 3 ᶱఔ౓の୸化物͝くわずか。地山ϒϩッΫࠞೖ。

P333
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。地山ϒϩッΫわずか。

SK334
ܘい。௚ڧփ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

৭࠭質シϧト　1׊ࠇ �2 層よりしまりڧい。௚ܘ 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。地山ϒϩッΫわずか。᛽出土。

SE338
ܘい。しまりややऑい。௚ڧփ৭࠭質シϧト　࠭質׊ �1 1 ～ 3 ᶱ୸化物গ量。地山ϒϩッΫわずか。

ܘ৭࠭質シϧト　௚׊ࠇ �2 1 ᶱఔ౓の୸化物গ量。地山ϒϩッΫ多量。

৭࠭質シϧト　2׊ࠇ �3 層と৭調・土質ともに近いが、地山ϒϩッΫがより多くࠞೖする。

4� փ白৭ૈ࠭　地山土主ମ。しまりऑい。௚ܘ 3 ᶱఔ౓の୸化物গ量。

5� փ৭ૈ࠭　掘ํ土。地山土主ମ。

SK342
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　シϧト質が׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

     　　　　　　　　   地山ϒϩッΫগ量。ఈ面より᛽がまとまって出土。

SK359
ܘփ࠭質シϧト　しまりややऑい。௚׊ �1 3 ᶱఔ౓の୸化物わずか。地山ϒϩッΫ多量。

ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ  ��2 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。地山ϒϩッΫわずか。

SK303
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମ。しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

72

72

0 1N（1ɿ20）

0 2N（1ɿ40）
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P312 P313 P326

P315P310 P323

P335

P340

P330 P331 P388

P341

P322

P385

P381

P352

P346 P347

P349 P350

P360

P378

P384P380

P357

P356

P324

P392P389

35 4�80N35'

15 4�70N15'

28 28'

16 4�70N16'

18 4�70N18'

28 4�70N28'

32 4�60N32' 34 4�70N34'

29 29'
30 30' 31 31'

31 4�60N

24 4�70N24'

21 4�90N21'

17 4�80N17'

33 4�80N33'

36 4�80N36'

19 4�80N19' 20 4�80N20'

30 4�70N30'

22 4�70N22'

25 4�60N25'23 4�80N23'

29 4�70N29'

26 4�70N26' 27 4�80N27'

14 4�80N14'

P310
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

փ৭࠭質シϧト　1׊ �2 層ಉ様にしまりややڧい。௚ܘ 1 ～ 3 ᶱの୸化物わずか。

    　　　　　　　　　地山ϒϩッΫ多量。

P312
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

　　　　　　　　　　地山ϒϩッΫわずか。

P313
ܘ৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମ。௚׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

P315
ܘ৭࠭質シϧト　柱痕部。しまりややऑい。௚׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

փ৭࠭質シϧト　1׊ �2 層よりしまりややڧい。௚ܘ 1 ～ 3 ᶱの୸化物わずか。

    　　　　　　　　　地山ϒϩッΫ多量。

փ৭࠭質シϧト　2׊ �3 層より৭調҉い。௚ܘ 1 ～ 3 ᶱの୸化物わずか。

    　　　　　　　　　地山ϒϩッΫࠞೖするものの、2 層よりগない。

P322
ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �1 3 ᶱఔ౓の୸化物ඍ量。地山ϒϩッΫࠞೖ。

P323
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

փ৭ૈ࠭　1׊ �2 層ಉ様にしまりややڧい。௚ܘ 1 ～ 3 ᶱの୸化物わずか。

P324
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

P330
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �2 1 ～ 3 ᶱの୸化物গ量。地山ϒϩッΫ多量。

P331
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �2 1 ～ 3 ᶱの୸化物わずか。地山ϒϩッΫ多量。

P335
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

    　　　　　　　　　地山ϒϩッΫわずか。

P340
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

    　　　　　　　　　地山ϒϩッΫわずか。

P341
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　柱痕部。しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �2 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。地山ϒϩッΫわずか。

P346
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。地山ϒϩッΫわずか。

P347
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �2 1 ～ 3 ᶱの୸化物・地山ϒϩッΫわずか。

P349
ܘփ৭ૈ࠭　地山土主ମ。しまりऑい。௚׊ �1 1 ᶱఔ౓の୸化物わずか。

P350
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。地山ϒϩッΫわずか。

ܘփ৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମ。௚׊ �2 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

P357
ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �1 3 ᶱఔ౓の୸化物͝くわずか。地山ϒϩッΫࠞೖ。

P360
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。地山ϒϩッΫわずか。

P378
ܘփ৭࠭質シϧト　地山土主ମ。௚׊ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物わずか。

P380
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　柱痕部。しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

    地山ϒϩッΫগ量。

ܘփ৭ૈ࠭　地山土主ମ。௚׊ �2 3 ᶱఔ౓の୸化物わずか。

P381
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

    地山ϒϩッΫ多量。

P384
ܘփ৭ૈ࠭　地山土主ମ。しまりऑい。௚׊ �1 1 ᶱఔ౓の୸化物わずか。

P385
ܘփ৭࠭質シϧト　࠭質シϧト。௚׊ �1 3 ᶱఔ౓の୸化物わずか。地山ϒϩッΫࠞೖ。

。փ৭࠭質シϧト　地山土主ମ׊ �2

P389
ܘ地山土主ମ。しまりややऑい。௚　࠭ࡉփ৭׊ �1 1 ᶱఔ౓の୸化物多量。

1　࠭ࡉփ৭׊ �2 層より৭調明るい。地山土主ମ。௚ܘ 1 ᶱఔ౓の୸化物わずか。

P392
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ᶱఔ౓の୸化物多量。

փ৭࠭質シϧト　1׊ �2 層よりしまりڧい。地山ϒϩッΫؚΉ。

P326
ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1 1 ～ 3 ᶱの୸化物多量。

    　　　　　　　　　地山ϒϩッΫわずか。

փ৭࠭質シϧト　1׊ �2 層よりしまりऑい。௚ܘ 1 ～ 3 ᶱ୸化物わずか。

    　　　　　　　　　地山ϒϩッΫ多量。 0 2N（1ɿ40）
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3
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4�70N4'4

1 4�90N1'

2 4�60N2'
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SE9
ܘ৭᛽ࠞじり࠭質シϧト　௚ࠇ �1 0�5 ～ 1 ᶱの֯᛽多量。୸化物わずか。

。փ৭࠭質シϧト　෗২土がബくଯ積。փ৭࠭質シϧトϒϩッΫ͝くわずか׊ �2

2�� փ白৭シϧト　׊փ৭࠭質シϧト͝くわずか。

3� ԫ׊৭෗২　׊փ৭࠭質シϧトがബくଯ積。木質遺物の遺存状گがྑ޷。

փ৭࠭質シϧト　2׊ ��3 層とࣅる。

3��� փ白৭ૈ࠭　地山ૈ࠭土 (ᶚ-1) の่落。

৭࠭質シϧト　1ࠇ �4 層より৭調が҉い。෗২土ۃめて多量。

փ৭࠭質シϧト　2׊ �5 層より৭調が҉い。しまりڧい。

SE11
ܘ৭᛽ࠞじり࠭質シϧト　௚ࠇ �1 0�7 ～ 1 ᶱの֯᛽多量。

৭ૈ࠭　1ࠇ �2 層より৭調が҉い。

৭᛽ࠞじり࠭質シϧト　2ࠇ �3 層より৭調が҉い。փ৭࠭質シϧトϒϩッΫ͝くわずか。

৭᛽ࠞじり࠭質シϧト　3ࠇ �4 層より৭調が明るい。෗২土わずか。

。৭シϧト　୸化物わずかࠇ �5

SE12
。৭࠭質シϧト　փ৭࠭質シϧトϒϩッΫわずかࠇ �1

৭ૈ࠭　1ࠇ �2 層より৭調が҉い。փ৭࠭質シϧトϒϩッΫわずか。

৭࠭質シϧト　2ࠇ �3 層より৭調が明るい。஡׊৭෗২土͝くわずか。

ܘ৭シϧト　௚ࠇ �4 0�1 ᶱの֯᛽わずか。ͻょうたん出土。

出土ࡼ৭࠭質シϧト　ఈ面付近に෗২土多量。ఈ面から白磁׊ࠇ �5 ( ਤ൛   ʖ7)。

SE15
ܘ৭࠭質シϧト　௚ࠇ �1 0�5 ～ 1 ᶱの֯᛽わずか。փ৭࠭質シϧトϒϩッΫわずか。

৭࠭質シϧト　1ࠇ �2 層より৭調が明るく、࠭᛽はૈい。௚ܘ 1 ～ 2 ᶱの֯᛽わずか。

。޷がྑگ存状࢒৭෗২　木質の׊ �3

ܘ৭ૈ࠭　௚ࠇ �4 1 ～ 2 ᶱの֯᛽わずか。

ܘ৭ૈ࠭　௚׊ࠇ �5 1 ～ 2 ᶱの֯᛽わずか。

。৭෗২土͝くわずか׊い。஡ڧփ৭೪質シϧト　しまり׊ �6

փ৭ૈ࠭　5׊ �7 層と土質がࣅる。׊փ৭ૈ࠭と࠭׊ࠇ質シϧトのޓ層をなす。

0 1N（1ɿ20）
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SE10
ܘփ৭ૈ࠭　௚׊ �1   2 ～ 4 ᶱの֯᛽わずか。୸化物͝くわずか。փ৭࠭質シϧトϒϩッΫ͝くわずか。

ܘ৭෗২　௚ࠇ �2   2 ～ 3 ᶱの֯᛽͝くわずか。

փ৭ૈ࠭　,1׊ �3   層༝དྷの埋め戻し土。௚ܘ 3 ～ 5 ᶱの֯᛽わずか。

。޷めてྑۃがگ存状࢒৭෗২　木製遺物の׊ �4  

。くわずか。木質・木製品が多量に出土࠭͝ࡉ。いڧփシϧト　しまり׊ �5  

。わずか࠭ࡉ。৭෗২土͝くわずかࠇ　փ࠭質シϧト׊ �6  

い。୸化物まばら。木質・木製品・ԁ᛽が多量に出土。経石出土ڧփ೪質シϧト　しまり׊ �7   (71)。ͻょうたん出土。

。փ࠭質シϧト　෗২わずか׊ ��7  

。৭෗২土͝くわずか׊わずか。஡࠭ࡉ　փ࠭質シϧト׊ �8  

。৭෗২わずか׊৭シϧト　஡ࠇ �9  

。փシϧト　փ৭೪質シϧトϒϩッΫわずか׊ �10

11� փ৭࠭質シϧト　փ৭೪質シϧトϒϩッΫわずか。

11�� փ৭࠭質シϧト　11 層より࠭質がڧい。
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SE16
ܘ৭ૈ࠭　௚׊ࠇ �1 1 ～ 4 ᶱの֯᛽多量。փ৭࠭質シϧトϒϩッΫわずか。

。৭࠭質シϧト　փ৭࠭質シϧトϒϩッΫわずか׊ࠇ �2

。৭࠭質シϧト　木質・෗২土がബくଯ積ࠇ �3

৭࠭質シϧト　2׊ࠇ �4 層より৭調が҉い。্層に෗২土、ബく帯状に͝くわずか。փ৭࠭質シϧトϒϩッΫわずか。

৭࠭質シϧト　4׊ࠇ �5 層より৭調が明るい。஡׊৭෗২土まばら。փ৭シϧトϒϩッΫ多量。

৭࠭質シϧト　5׊ࠇ �6 層より࠭質がややڧい。

。な෗২土を基調。土器・木製品・᛽・多量出土。飾り金具（80）出土。ͻょうたん出土޷存がややྑ࢒৭෗২　ણҡ質のࠇ �7

SE22
ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �1 1 ᶱఔ౓の֯᛽まばら。Լ位にփ৭シϧトがബくଯ積。

৭࠭質シϧト　1׊ࠇ �2 層より࠭質がڧい。௚ܘ 0�5 ～ 0�8 ᶱの֯᛽わずか。

ܘփ৭࠭質シϧトのࠞ合土。௚׊৭࠭質シϧトと׊ࠇ　փ৭࠭質シϧト׊ �3 1 ᶱఔ౓の֯᛽わずか。

。෗২土͝くわずか。木製品多量׊৭シϧトϒϩッΫ・஡ࠇ                                   

。いڧփ৭シϧト　೪性׊ �4

。な෗২土を基調。҉փ৭シϧトϒϩッΫ͝くわずか。木製品多量޷存がややྑ࢒৭෗২　ણҡ質のࠇ �5

。৭࠭質シϧト　҉փ৭シϧトϒϩッΫ͝くわずか׊ࠇ �6
0 1N（1ɿ20）
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SK5
1� փ৭࠭質シϧト　௚ܘ 0�5 ～ 1 ᶱの֯᛽わずか。

。৭࠭質シϧト　փ৭࠭質シϧトとのࠞ土。୸化物多量ࠇ �2

3� փ৭࠭質シϧト　୸化物多量。෗২土ۃめて多量。

。な෗২土を基調޷存がྑ࢒৭෗২　ણҡ質のࠇ �4

。な෗২土を基調޷存がྑ࢒৭෗২　ણҡ質の׊ࠇ �5

SD17
ܘ৭࠭質シϧト　௚׊ࠇ �1 3 ～ 5 ᶱの֯᛽わずか。

SK19
ܘ৭ૈ࠭　௚ࠇ �1 3 ～ 5 ᶱの֯᛽多量。

                     փ৭࠭質シϧトϒϩッΫわずか。

ܘփ৭ૈ࠭　௚׊ �2 3 ～ 5 ᶱの֯᛽多量。

                         փ৭࠭質シϧトϒϩッΫ多量。

ܘ৭࠭質シϧト　௚ࠇ �3 3 ～ 5 ᶱの֯᛽わずか。

ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �4 3 ～ 5 ᶱの֯᛽͝くわずか。

SK20
ܘ৭࠭質シϧト　௚ࠇ �1 2 ～ 5 ᶱの֯᛽わずか。

৭ૈ࠭　1ࠇ �2 層より৭調が明るい。௚ܘ 5 ～ 8 ᶱの大きい֯᛽わずか。

 。৭࠭質シϧト帯状にわずかࠇ。փ৭ૈ࠭　地山่落土׊ �3

SD1
ܘ৭࠭質シϧト　௚׊ࠇ �1 1 ～ 2 ᶱの֯᛽わずか。

                                   փ৭࠭質シϧトϒϩッΫわずか。
SX2
。৭࠭質シϧト　փ৭࠭質シϧトϒϩッΫわずかࠇ �1

P4
ܘ৭࠭質シϧト　௚׊ࠇ �1 1 ～ 2 ᶱの֯᛽わずか。

৭࠭質シϧト　1׊ࠇ �2 層より৭調が҉い。෗২物͝くわずか。

SD7
ܘ৭࠭質シϧト　௚׊ࠇ �1 0�5 ～ 1 ᶱの֯᛽わずか。փ৭࠭質シϧトϒϩッΫ͝くわずか。

P8
ܘ৭࠭質シϧト　௚ࠇ �1 2 ～ 4 ᶱの֯᛽わずか。

2 ৭࠭質シϧト　1׊ࠇ 層より࠭質がڧい。௚ܘ 2 ～ 4 ᶱの֯᛽わずか。

                                  ஡׊෗২土͝くわずか。

SE9
ܘ৭᛽ࠞじり࠭質シϧト　௚ࠇ �1 0�5 ～ 1 ᶱの֯᛽多量。୸化物わずか。

。փ৭࠭質シϧト　෗২土がബくଯ積。փ৭࠭質シϧトϒϩッΫ͝くわずか׊ �2

3� ԫ׊৭෗২　׊փ৭࠭質シϧトがബくଯ積。木質遺物の遺存状گがྑ޷。

৭࠭質シϧト　1ࠇ �4 層より৭調が҉い。෗২土ۃめて多量。

փ৭࠭質シϧト　2׊ �5 層より৭調が҉い。しまりڧい。

SD13
ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �1 0�5 ～ 1 ᶱの֯᛽多量。փ৭ૈ࠭ϒϩッΫ͝くわずか。

                                   ఈ部にࠇ৭࠭質シϧトϒϩッΫ͝くわずか。

SX26
ܘփ৭ૈ࠭　௚׊ �1 3 ～ 12 ᶱの֯᛽を基調。土器ย多量出土。

ܘ৭࠭質シϧト　௚׊ࠇ �2 2 ᶱの֯᛽わずか。փ৭ૈ࠭ϒϩッΫわずか。

SX27
ܘ৭࠭質シϧト　௚ࠇ �1 2 ～ 3 ᶱの֯᛽わずか。

SX37
ܘփ৭ૈ࠭　௚׊ �1 5 ～ 10 ᶱの֯᛽わずか。ࠇ৭࠭質シϧトϒϩッΫわずか。᛽・土器ย多量出土。

P38
。いڧ৭࠭質シϧト　しまりࠇ �1

P41
。৭シϧトϒϩッΫわずかࠇ　փ৭シϧト׊ �1

P42
ܘ৭࠭質シϧト　௚׊ࠇ �1 2 ᶱఔ౓の֯᛽͝くわずか。

SD44
。৭シϧトがうすくଯ積ࠇ。փ৭࠭質シϧト　փ白࠭質シϧトϒϩッΫ͝くわずか׊ �1

SK48
ܘփ৭ૈ࠭　௚׊ �1 2 ～ 5 ᶱの֯᛽わずか。

。փ৭シϧト　փ৭೪質シϧト多量׊ �2

3� փ৭シϧト　地山ϒϩッΫわずか。

。৭࠭質シϧトϒϩッΫ多量ࠇ・փ৭ૈ࠭׊　৭࠭質シϧト׊ࠇ �4

。փ৭ૈ࠭　փ৭シϧトϒϩッΫ多量׊ �5

P52
。৭࠭質シϧト　փ৭࠭質シϧトϒϩッΫわずかࠇ �1

SK21
1� ܘփ৭ૈ࠭　௚׊ 3 ～ 10 ᶱの֯᛽わずか。஡׊৭෗২土͝くわずか。

ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �2 3 ～ 5 ᶱの֯᛽わずか。஡׊෗২土͝くわずか。

ܘփ৭࠭質シϧト　௚׊ �3 3 ～ 5 ᶱの֯᛽わずか。஡׊৭の෗২土͝くわずか。

ܘփ৭ૈ࠭　௚׊ �4 5 ～ 8 ᶱの֯᛽わずか。஡׊৭෗২土多量。

。৭෗২土を基調とする。փ৭࠭質シϧトがബくଯ積׊৭෗২土と஡׊ࠇ　৭෗২׊ࠇ �5

৭෗২土がうすくଯ積。青磁࿶׊な෗২土を基調。஡޷存がややྑ࢒৭෗২　ણҡ質のࠇ �6 ( ਤ൛　ʖ　) 出土。

0 2N（1ɿ40）
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SX402
1C� ׊ࠇ৭࠭質シϧト　࠭ࡉ・ૈ࠭を多くؚΉ。

1E� ׊փ৭׊ࠇ　࠭ࡉ৭シϧトϒϩッΫわずか。

1F� ׊փ৭ૈ࠭　׊ࠇ৭シϧトϒϩッΫわずか。小᛽ؚΉ。

ܘを多くؚΉ。௚࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊ࠇ �4 5 ～ 10 ᶱの׊փ৭シϧトϒϩッΫをؚΉ。

SX403
。৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମࠇ �1  

。を多くؚΉ࠭ૈ・࠭ࡉ　৭࠭質シϧトࠇ �2  

。めて多量ۃ৭ట୸質シϧト　ະ分ղの২物遺ମࠇ �3  

。やや多くؚΉ。ະ分ղの২物遺ମ多量࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊ࠇ �4  

。めて多量。木製品を多くؚΉۃ৭ట୸質シϧト　ະ分ղの২物遺ମࠇ �5  

。めて多量ۃ৭シϧト　২物遺ମ׊ࠇ �6  

。৭࠭質シϧト　২物遺ମわずか׊ࠇ �7  

。৭シϧトもؚΉ׊ࠇ、が主ମであるが࠭ࡉ　փ৭࠭׊ �8  

。めて多量ۃ৭ట୸質シϧト　ະ分ղの২物遺ମ׊ࠇ �9  

。৭シϧトをؚΉ׊ࠇ。主ମ࠭ࡉ　փ৭࠭質シϧト׊ �10

。গ量࠭ࡉ。৭ట୸質シϧト　ະ分ղの২物遺ମ多量ࠇ �11

。৭シϧトগ量׊ࠇ。主ମ࠭ࡉ　փ৭࠭׊ �12

。փ৭シϧト小ϒϩッΫ・২物遺ମগ量׊。を多くؚΉ࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊ࠇ �13

。めてগないۃい。ࠞೖ物がڧ৭シϧト　しまり・೪性ともに׊ࠇ �14

。めてわずかۃփ৭シϧト小ϒϩッΫ׊ 　　　　　　　      

。を多くؚΉ࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊ࠇ �15

。২物遺ମগ量・࠭ࡉ。いڧ৭シϧト　しまり・೪性ともに׊ࠇ �16

。のࠞ合土。২物遺ମ多量。珠洲焼出土࠭ࡉ৭シϧトとࠇ　৭࠭質シϧト׊ࠇ �17
0 2N（1ɿ40）
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SD400
。৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମࠇ �1

৭࠭質シϧト　1ࠇ �2 層より৭調明るい。௚ܘ 10 ～ 20 ᶱの地山ϒϩッΫ多量。

SD401
。৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମࠇ �1

৭࠭質シϧト　1׊҉ �2 層より࠭ࡉを多くؚΉ。

৭࠭質シϧト　2׊ࠇ �3 層より࠭ࡉがগなく、೪性ڧい。

。を多くؚΉ࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊҉ �4

SK405
。৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମࠇ �1

。のࠞ合土࠭ࡉ৭シϧトと׊҉　৭࠭質シϧト׊҉ �2

3B� ׊ࠇ৭࠭質シϧト　࠭ࡉを多くؚΉ。しまりڧい。

3C� ׊ࠇ৭࠭質シϧト　࠭ࡉをগ量ؚΉ。しまりڧい。

3D� ׊ࠇ৭࠭質シϧト　࠭ࡉを多量にؚΉ。しまりڧい。

SK406
。を多くؚΈ、্位には地山土が特に多い࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊ࠇ �1

。いڧ৭೪性シϧト　遺構ఈ面にബくଯ積。೪性ࠇ �2

。を多くؚΉ。小᛽もࠞじる࠭ૈ・࠭ࡉ。いڧ৭࠭質シϧト　しまりࠇ �3

SK407
。৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମࠇ �1

。いڧ৭シϧト　೪性ࠇ �2

。を多くؚΉ࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊ࠇ �3

P408
。めて多くؚΉۃを࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊҉ �1

。を多くؚΉ࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊ࠇ �2

を多くؚΉ。そのཻ࠭は࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊҉ �3 2 層にؚΉものよりࡉかい。

。をؚΉ࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊ࠇ �4

SK409
。を多くؚΉ。小᛽もࠞじる。২物遺ମগ量࠭ࡉ　৭࠭質シϧトࠇ �1

。を多くؚΉ࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊ࠇ �2

P410
。い。২物遺ମগ量ڧ৭シϧト　೪性ࠇ �1

৭࠭質シϧト　1׊ࠇ �2 層ಉ様に೪性ڧい。ؚ࠭ࡉΉ。

。を多くؚΉ࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊҉ �3

SK404
。৭࠭質シϧト　ᶘ層土主ମ。小᛽がࠞೖࠇ �1

ܘ௚・࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊ࠇ �2 2 ～ 5 ᶱの地山ϒϩッΫগ量。

。いڧ৭シϧト　しまり・೪性ともにࠇ �3

P411
ܘ௚・࠭ࡉ　৭࠭質シϧト׊ࠇ �1 5 ～ 10 ᶱのࠇ৭シϧトϒϩッΫࠞೖ。

。৭シϧトϒϩッΫわずか׊ࠇ。主ମ࠭ࡉ　৭࠭׊ࠇ �2

主ମであるが、2࠭ࡉ　৭࠭׊ࠇ �3 層よりཻ࠭がࡉかい。2 層より৭調明るい。

৭シϧトϒϩッΫわずか׊ࠇ                     

0 1N（1ɿ20）

0 2N（1ɿ40）
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SD121
1� փ৭࠭質シϧト　シϧト質ڧい。௚ܘ 5 ᶱఔ౓の୸化物গ量。

    　　　　　　　　須恵器・土師器のࡉย出土。

SD143
1� ҉փԫ৭࠭質シϧト　しまりややऑい。୸化物͝くわずか。

。かな২物遺ମ多量ࡉ　　　　　　　　　　    

。かな২物遺ମわずかࡉ。৭୸化物層　しまりऑい׊ࠇ �2

SD164
1� փ৭࠭質シϧト　しまりややڧい。୸化物͝くわずか。

    　　　　　　　　土師器・須恵器のࡉย出土。

SD189
1� ԫփ৭࠭質シϧト　しまりややऑい。地山ϒϩッΫࠞೖ。

    　　　　　　　　　௚ܘ 5 ᶱఔ౓の୸化物わずか。木製遺物出土。

。৭෗২土　しまりऑい。木製遺物・ࣗવ木が出土׊ �2

P191
に近い。3࠭ૈ～࠭ࡉ、くڧ৭࠭質シϧト　࠭質が׊ �1 ᶱ以Լのࡉかな୸化物わずか。

    　　　　　　　　ະ分ղのࡉかな২物遺ମ目立つ。

P192
に近い。3࠭ૈ～࠭ࡉ、くڧ৭࠭質シϧト　࠭質が׊ �1 ᶱ以Լのࡉかな୸化物わずか。

   　　　　　　　　 ະ分ղのࡉかな২物遺ମ目立つ。
P214
ܘい。௚ڧい。しまりややڧփ৭࠭質シϧト　࠭質׊ �1 3 ～ 5 ᶱのࡉかな୸化物わずか。

    　　　　　　　　　ણҡ状の২物遺ମが目立つ。

P229
ܘփ৭ૈ࠭　ᶚ層主ମ。しまりややऑい。௚׊ �1 3 ᶱఔ౓の୸化物ඍ量。

P220
ܘい。しまりややऑい。௚ڧ৭࠭質シϧト　࠭質׊ࠇ �1 3 ᶱ以Լのࡉかな୸化物多量。

    　　　　　　　　　ະ分ղでણҡ状の২物遺ମが目立つ。
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P202
1� ～１ܘփ৭࠭質シϧト　しまりややऑい。௚׊ 3 ᶱのࡉかな୸化物わずか。

。いڧい。１層より৭調҉い。１層よりしまりڧփ৭࠭質シϧト　࠭質׊ �2

    　　　　　　　　　௚ܘ 3 ᶱ以Լのࡉかな୸化物多量。ະ分ղでણҡ状の২物遺ମが目立つ。 

P203
ܘ৭࠭質シϧト　௚׊ࠇ �1 5 ～ 10 ᶱのԫփ৭シϧトϒϩッΫࠞೖ。

SD207
1� ܘい。௚ڧ৭࠭質シϧト　シϧト質׊ 5 ～ 20 ᶱの୸化物わずか。

৭࠭質シϧト　1׊ࠇ �2 層より࠭質がڧく、しまりがऑい。௚ܘ 5 ～ 10 ᶱの୸化物多量。古代の遺物を多くؚΉ。 

SD208
。いڧ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ࠇ �1

    　　　　　　　　　௚ܘ 5 ～ 20 ᶱの୸化物わずか。

փ৭࠭質シϧト　1׊ �2 層よりしまりऑい。

    　　　　　　　　　地山ϒϩッΫࠞೖ。

　　　　　　　　　    ௚ܘ 5 ～ 10 ᶱの୸化物わずか。

    　　　　　　　　　古代の遺物を多くؚΉ。

P221
1� ܘい。௚ڧい。しまりややڧփ৭࠭質シϧト　࠭質׊ 3 ～ 5 ᶱのࡉかな୸化物わずか。

    　　　　　　　　　ણҡ状の২物遺ମが目立つ。

SK215
。ᶱఔ౓の୸化物গ量̏ܘい。௚ڧփ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ �1

　　　　　　　　　 　地山ϒϩッΫ多量。

2� փ白৭࠭質シϧト　࠭質ややڧい。１層よりしまりऑい。௚̏ܘᶱఔ౓の

　　　　　　　　　　 ୸化物ඍ量。地山ϒϩッΫࠞೖ。
P217
。ᶱの୸化物多量。地山ϒϩッΫࠞೖ̏～１ܘ৭࠭質シϧト　௚׊ࠇ �1

　　　　                     須恵器出土。

SK230
ᶱఔ౓の୸化物̑ܘい。௚ڧփ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ �1

　　　　　　　　　　 গ量。地山ϒϩッΫࠞೖ。SK231
ᶱఔ౓の୸化物̑ܘい。௚ڧփ৭࠭質シϧト　しまりやや׊ �1

　　　　　　　　　　গ量。地山ϒϩッΫ多量。

0 1N（1ɿ20）

0 2N（1ɿ40）

遺構ݸ別ਤ（18） 図 版 27



1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

16

17 18

SE10（1～6）

SE12（7） SE16（8・9） SE101（10）

SE201（11）

SE309（12～15）

SK5（16） SK19（17） SK21（18）

0 30DN（9）
（1�6）

0 15DN（その他）
（1�3）

0 20DN（4～6,8,12～15）
（1�4）

中世の土器・陶磁器（1）図 版 28



19

20

21

22

23 24

25

26

27

28

29

30

31 32 33
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35

36

37

38

39 40

41

42

43
44

45

46

47

48

49

50 51

SK114（19・20）

SX403（27～30）

P169（24）

P132（22）SD17（21）

SX37（25）

P165（23）

SX402（26）

遺構外出土（31～51）

0 15DN（その他）
（1�3）

0 20DN（19,29,30）
（1�4）

中世の土器・陶磁器（2） 図 版 29



52
53

54

55

56

57

58

58 拓本（1:3） 59

60 61

62 63
64 65

66（12T）

67（12T）

68（16T）

69（16T）

70（17T）

試掘トレンチ出土（66～70）

遺構外出土（52～65）

0 30DN（58）
（1�6）

0 15DN（その他）
（1�3）

0 20DN（54～57,59～64,70）
（1�4）

中世の土器・陶磁器（3）図 版 30



71

72
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74

75

76
77

78

79

80

81 82

83

84

85
86

80（復元図）

SE305（73）

遺構外出土（81～86）

石製品（71～79）

遺構外出土（74～79）

SE16（80）

SK302（72）
SE10（71）

金属製品（80～86）

0 15DN（その他）
（1�3）

0 6DN（86）
（2�3）

0 10DN（73,80,83～85）
（1�2）

中世の石製品・金属製品 図 版 31
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116

117

118

87 88 89 90 91 92 93 94 95

96 97 98 99 100 101 102

103 104 105 106 107 108 109 110

119 120 121 122 123 124 125 126
127

128 129 130
131

（87～ 102）

銭貨（87～112）

SE10（113～131）
木製品

皇宋通寳 元祐通寳 天聖元寳 開元通寳 皇宋元寳 元祐通寳紹聖元寳 嘉定通寳 紹聖元寳

天聖元寳 治平元寳 不明開元通寳 至道元寳 元豊通寳紹聖元寳

元祐通寳 洪武通寶 至道元寶 咸平元寳 祥符元寳 嘉祐元寳皇宋通寳 熈寧元寳 熈寧元寳

୸　化

0 15DN（その他）
（1�3）

（2�3）
0 6DN（銭貨） 0 20DN（117～131）

（1�4）

中世の銭貨・木製品（1）図 版 32
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138

139
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149

SE16（136～140）

SE10（132～135）

SE22（141～149）

0 30DN（133ŋ134,149）
（1�6）

N0 15D（136）
（1�3）

0 20DN（その他）
（1�4）

0 40DN（135）
（1�8）

中世の木製品（2） 図 版 33
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151 152
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155
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157

158

159
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163 164

165 166

167

SE101（153～167）SE22（150～152）

0 30DN（150～152,158ŋ159）
（1�6）

0 15DN（154～156）
（1�3）

0 20DN（153,157）
（1�4）

0 40DN（その他）
（1�8）

中世の木製品（3）図 版 34
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B

B

A

A

A

A

A

A

SE103（168） SE104（169～172）

SE105（173・174） SE106（175）

SE115（176～180）

0 20DN（その他）
（1�4）

0 40DN（169～172,174ŋ175）
（1�8）

୸　化

中世の木製品（4） 図 版 35



181 182
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188
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191

189

SE159（187～191）

SE115（181～186）

0 40DN（186）
（1�8）

0 20DN（その他）
（1�4）

中世の木製品（5）図 版 36
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B

SE177（192～204） SE187（205～208）

SE305（209～212） SE306（213・214）

0 15DN（213）
（1�3）

0 20DN（その他）
（1�4）

0 40DN（207ŋ208）
（1�8）

0 10DN（209）
（1�2）

0 15DN（206）
（1�6）

中世の木製品（6） 図 版 37
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(4�1�30)

SE306（215～225）

SK21（226・227）

0 15DN（227）
（1�3）

0 40DN（その他）
（1�8）

0 20DN（216,226）
（1�4）

0 30DN（215）
（1�6）

中世の木製品（7）図 版 38
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246

SK405（228・229） SD1（232）SK406（230・231）

SX235（234）

SX403（236～246）

SX402（235）

SD3（233）

0 15DN（その他）
（1�3）

0 20DN（228,230,232,240,245）
（1�4）

0 40DN（229,231,234）
（1�8）

0 10DN（241ŋ242）
（1�2）

中世の木製品（8） 図 版 39
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SX30（252）

SK403（247～251）

SX31（253） P38（256） P42（257）

P43（258）

P82（260） P234（261）

P45（259）

0 30DN（252,254ŋ255）
（1�6）

0 20DN（その他）
（1�4）

0 40DN（256～261）
（1�8）

漆付ண

੾り཭し痕

中世の木製品（9）図 版 40
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P310（262） P323（263） P324（264・265）

P357（268・269）

遺構外出土（272～278）

P341（266・267）

P385（270・271）

0 40DN（その他）
（1�8）

0 15DN（272～275）
（1�3）

0 20DN（264,276ŋ277）
（1�4）

漆付ண

୸　化

੾り཭し痕

中世の木製品（10） 図 版 41



SD121（279・280） SD207（282～289）

SD164（281）

SD208（290～296）
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292 293

294 295 296

279
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0 30DN（286ŋ287）
（1�6）

0 15DN（その他）
（1�3）

0 20DN（284ŋ285）
（1�4）

古代の土器（1）図 版 42
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SX120（299～306）SD208（297・298）

0 15DN（299ŋ300）
（1�3）

0 20DN（その他）
（1�4）
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（1�6）

古代の土器（2） 図 版 43
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包含層出土（311～329）

SX120（307～310）

0 30DN（307）
（1�6）

0 15DN（その他）
（1�3）

0 20DN（309ŋ310）
（1�4）

古代の土器（3）図 版 44
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0 30DN（353ŋ354）
（1�6）

0 15DN（その他）
（1�3）

0 20DN（351）
（1�4）

古代の土器（4） 図 版 45
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包含層出土（355～376）
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古代の土器（5）図 版 46
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377
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SD207（377）
木製品（377～386）

P191（378） P192（379） P214（380）

P220（381） P221（382）

SA237（384～386）

SX212（383）

0 30DN（383）
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遺跡近景 図 版 48

遺跡近景（北から、2012年撮影）

遺跡近景（西から、2012年撮影）



遺跡近景、１区全景図 版 49

遺跡近景（西から、2013年撮影）

１区　全景（南から）



１区全景、３区全景 図 版 50

１区　全景（南から）

３区　全景（南から）



２区全景、４区全景図 版 51

２区　全景（南から）

４区　全景（南から）



地震痕跡検出状況、基本層序（１区）・（３区） 図 版 52

基本層序（３区）（南から）基本層序（１区）（南から）

基本層序（１区）（南西から）基本層序（１区）（南から）

地震痕跡　検出状況（南から）



地震痕跡（断層面）、基本層序（２区北壁）、SX402、SX403、SE101、SE103、SK114、SE115図 版 53

地震痕跡（断層面）　検出状況（南から） 基本層序（２区北壁）（南から）

SX402　断面（南から） SX403　断面（東から）

SE101　柄杓（154）出土状況（西から） SE101　銭貨（87～102）出土状況（南から）

SE103　棒状木製品（168）・礫出土状況（北から） SK114（左）・SE115（右）　検出状況（西から）



SE115・SE177・SE306・SE10・SE12・SE16・SX403 図 版 54

SE115　板材出土状況（西から） SE177　遺物出土状況（北から）

SE306　縦板組検出状況（南から） SE306　漆器椀（213）出土状況（南から）

SE10　遺物出土状況（北から） SE12　白磁（7）出土状況（南から）

SE16　遺物出土状況（南から） SX403　漆器椀（239）出土状況（北から）



主要出土遺物（古代の土器・中世の漆器）図 版 55

古代の土器

中世の漆器

213

236

237

全て [1:3]

240

238 239



1 区　基本層序・SE101・SE103 図 版 56

基本層序（１区）（南から） SE101　断面（西から）

SE101　曲物内完掘（西から） SE101　縦板出土状況（西から）

SE101　縦板出土状況（東から） SE101　曲物（167）出土状況（西から）

SE103　断面（西から） SE103　完掘（北から）



１区　SE103・SE104・SE105図 版 57

SE103　断面（北から） SE104　検出状況（南から）

SE104　断面（南から） SE104　縦板出土状況（南から）

SE104　曲物（172）出土状況（南から） SE105　断面（南から）

SE105　曲物底板（173）、板材出土状況（南から） SE105　曲物出土状況（西から）



１区　SE106・SE115 図 版 58

SE106　検出状況（西から） SE106　断面（西から）

SE106　遺物出土状況（西から） SE106　曲物内遺物出土状況（西から）

SE106　曲物（175）出土状況（西から） SE115　断面（西から）

SE115　遺物出土状況（西から） SE115　曲物（186）出土状況（西から）



１区　SE118・SE159・SE177図 版 59

SE118　断面（北から） SE118　完掘（北から）

SE159　検出状況（北から） SE159　断面（東から）

SE159　遺物（187～191）出土状況（東から） SE159　完掘（北東から）

SE177　断面（北から） SE177　遺物出土状況（北から）



1 区　SE177・SE179・SE187 図 版 60

SE177　箸状木製品出土状況（北から） SE177　完掘（北から）

SE179　検出状況（南から） SE179　断面（南から）

SE179　完掘（南から） SE187　断面（西から）

SE187　遺物出土状況（西から） SE187　遺物出土状況（北から）



１区　SE187・SE201・SK102・SK114図 版 61

SE187　曲物（207・208）出土状況（南から） SE201　検出状況（南から）

SE201　断面（南から） SE201　完掘（南から）

SK102　断面（西から） SK102　完掘（西から）

SK114　検出状況（南から） SK114　遺物出土状況（南から）



１区　SK213・P119・P122・P123・P125・P127・P211・P234 図 版 62

SK213　検出状況（南から） SK213　断面（南から）

P119　断面（西から） P122（左）・P123（右）　検出状況（西から）

P125　断面（西から） P127　断面（北から）

P211　断面（西から） P234　断面（西から）



３区　SK304・SE305・SE306図 版 63

SE305（左）・SK304（右）検出状況（南東から） SE305　断面（南東から）

SE305　遺物出土（南東から） SE305（左）・SK304（右）　完掘（南東から）

SE306　検出状況（南から） SE306　断面（南から）

SE306　板材出土状況（南から） SE306　縦板組検出状況（南東から）



３区　SE306・SE309・P311 図 版 64

SE306　曲物掘方検出状況（南から） SE306　曲物掘方断面（南から）

SE306　完掘（南から） SE309　断面（南東から）

SE309　礫出土状況（南東から） SE309　遺物出土状況（南東から）

SE309（左）・P311（右）　断面（南東から） SE309　完掘（南東から）



３区　SE328・SE338・SK301・SK302・SK303図 版 65

SE328　断面（北から） SE328　完掘（北から）

SE338　断面（北から） SE338　曲物出土状況（北から）

SK301　断面（東から） SK301　完掘（東から）

SK302（右）・SK303（左）　検出状況（南東から） SK302　断面（南東から）



３区　SK302・SK303・SK304・SK329・SK334・P333 図 版 66

SK302　遺物出土状況（南東から） SK302（右）・SK303（左）　完掘（南東から）

SK304　断面（南東から） SK329　断面（北から）

SK329　曲物側板出土状況（北から） SK329　曲物内完掘（北から）

SK334（左）・P333（右）　断面（西から） SK334　完掘（西から）



３区　SK342・SK359・SK351・SD337・P315図 版 67

SK342　断面（北西から） SK342　礫出土状況（北から）

SK359　断面（南から） SK359　完掘（南から）

SK351　断面（北から） SK351　完掘（北から）

SD337　断面（南から） P315　断面（南西から）



３区　P324・P340・P341・P357・P360 図 版 68

P324　草履芯（264）出土状況（北東から） P340（左）・P341（右）　検出状況（北から）

P340　断面（南から） P341　断面（南から）

P341　礎板（267）出土状況（南から） P357　礎板出土状況（北西から）

P360　断面（東から） P360　礎板出土状況（東から）



３区　P384・P378・P385・P389・SX388・地震痕跡図 版 69

P384　断面（北から） P378　断面（南から）

P385　断面・礎板（270）出土状況（北から） P385　礎板（271）出土状況（北から）

P389　断面（北から） SX388　断面（南から）

地震痕跡（噴砂）　断面（南から） 地震痕跡（断層）　断面（南から）



２区　SE9・SE10・SE11 図 版 70

SE9　断面（南から） SE9　完掘（南から）

SE10　検出状況（北西から） SE10　経石（71）・柱根（135）出土状況（北から）

SE10　断面（北から） SE10　完掘（北から）

SE11　断面（東から） SE11　礫出土状況（西から）

経石経石
柱根柱根



２区　SE11・SE12・SE15・SE16図 版 71

SE11　礫検出状況（西から） SE12　断面（南から）

SE12　ひょうたん出土状況（東から） SE12　白磁皿（7）出土状況（南東から）

SE12　完掘（北西から） SE15　断面（西から）

SE15　完掘（西から） SE16　断面（南東から）



２区　SE16・SE22 図 版 72

SE16　曲物出土状況（南東から） SE16　遺物出土状況（南から）

SE16　飾り金具（80）出土状況（西から） SE16　完掘（南から）

SE22　断面（北西から） SE22　遺物出土状況（北東から）

SE22　遺物出土状況（北東から） SE22　完掘（南東から）



２区　SK5・P81・SK19・P82・SK20図 版 73

SK5　検出状況（東から） SK5・P81　断面（東から）

P81　完掘（東から） SK5　完掘（東から）

SK19　断面（西から） SK19・P82　完掘（西から）

SK20　断面（東から） SK20　完掘（東から）



２区　SD17・SK21・P42・SK48・P41・SK53 図 版 74

SD17（左）・SK21（右）　断面（南から） SK21　青磁（18）出土状況（南から）

SK21　完掘（南から） P42（左）・SK48（右）　断面（南東から）

P41（左）・P42（右）　断面（南東から） P41（左）・P42（中央）・SK48（右）　完掘（南から）

SK53　断面（東から） SK53　完掘（南東から）



２区　SD1・SD3・SD7・SD13・SD17図 版 75

SD1　断面（西から） SD3　断面（東から）

SD3　曲物底板（233）出土状況（南から） SD1（左）・SD3（右）　完掘（東から）

SD7　断面（東から） SD13　断面（東から）

SD7（左）・SD13（右）　完掘（東から） SD17　完掘（西から）



２区　P35・P36・P38・P39・P43・SD44・P45～47 図 版 76

P35（左）・P36（右）　断面（東から） P35（左）・P36（右）　完掘（北東から）

P38（256）　断面（北東から） P38　完掘（北東から）

P39　断面（北西から） P43（手前、258）・SD44（奥）　断面（南から）

P45・P46・P47　断面（北東から） P45・P46・P47　完掘（北東から）



２区　P57・P76・SX26・SX27・SX37・SX30・SX31・SX56図 版 77

P57　断面（南から） P57　完掘（南から）

P76　断面（南から） SX26（右）・SX27（左）　断面（北西から）

SX26（右）・SX27（左）　完掘（北から） SX37　断面（北東から）

SX30（左）・SX31（右）　断面（北から） SX56　断面（北西から）



４区　SK404・SK405・SK406 図 版 78

SK404　断面（南から） SK404　掘方断面（南から）

SK405　断面（西から） SK405　礫出土状況（西から）

SK405　木製品出土状況（西から） SK405　掘方断面（西から）

SK405　完掘（西から） SK406　板材出土状況（北西から）



４区　SK406・SK407・SK409・SD400図 版 79

SK406　曲物内完掘（西から） SK406　掘方断面（北西から）

SK407　断面（南西から） SK407　完掘（西から）

SK409　断面（西から） SK409　完掘（西から）

SD400　断面（北から） SD400　完掘（北から）



４区　SD401・SX402・SX403 図 版 80

SD401　断面（北西から） SD401　完掘（南東から）

SX402　検出状況（南西から） SX402　断面（北西から）

SX403　コマ（241）出土状況（南から） SX403　漆器皿（237）出土状況（北西から）

SX403　漆器皿（238）出土状況（東から） SX403　板材出土状況（東から）



４区　SX403・SX402・SX415・SX416・５区 試掘調査図 版 81

SX403　漆器鉢（240）出土状況（北東から） SX403　断面（北から）

SX403　完掘（北から） SX402（中央）・SX403（左）　完掘（南西から）

SX415　断面（北から） SX416　断面（北東から）

銭貨（112）出土状況（北西から） ５区　試掘調査　断面（東から）



１区　畑作溝 図 版 82

畑作溝　検出状況（南から） 畑作溝　検出状況（南から）

畑作溝　断面（南西から） 畑作溝　断面（南から）

畑作溝　断面（南から） 畑作溝　断面（南から）

畑作溝　須恵器（330）出土状況（北から） 畑作溝　遺物（329）出土状況（北から）



１区　SA237・SK215・P217・SK230・SK231図 版 83　　　

SA237・5～7　断面（西から） SA237・10～12　断面（西から）

SK215・P217　断面（西から） SK215　完掘（西から）

SK230　断面（東から） SK230　断面（東から）

SK231　断面（北から） SK231　完掘（北から）



１区　SD121・SD143・SD164・SD189 図 版 84

SD121　検出状況（南から） SD121　断面（東から）

SD121　遺物（280）出土状況（北から） SD143　断面（南から）

SD143　検出状況（南から） SD164　断面（西から）

SD189　検出状況（西から） SD189　断面（南から）



１区　SD207・SD208・P195・SX120図 版 85

SD207　断面（北から） SD207　遺物出土状況（南東から）

SD207　遺物出土状況（北東から） SD207　須恵器（282）出土状況（東から）

SD208　断面（北から） SD208　遺物出土状況（南東から）

P195　断面（西から） SX120　遺物出土状況（東から）



１区　P191・P192・P202・P214・P220・P226・P229・自然木 図 版 86

P191　断面（西から） P192　断面（西から）

P202　断面（北から） P214　断面（南から）

P220　断面（北から） P226　断面（南から）

P229　断面（南から） 自然木　断面（東から）
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新
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所 収 遺 跡 名 種　別 主な時代 主  な  遺  構 主  な  遺  物 特記事項

小船渡遺跡

生産遺跡 古代（8 世紀末
葉～ 9 世紀前半）

畑作溝群、土坑
3 基、溝 6 条、
杭列 1 条、ピッ
ト 25 基

須恵器、土師器、木製品（柱根・杭）

集落跡 中世（13 世紀～
15 世紀）

井戸 24 基、土
坑 24 基、溝 12
基、ピット 196
基、性格不明遺
構 19 基

土器・陶磁器（青磁・白磁・青花・珠洲焼・北
越窯産瓷器系陶器・常滑焼？・瀬戸焼・美濃焼・
土師質土器・瓦質土器）、土製品（坩堝）、石製
品（多字一石経・砥石・紡錘車）、金属製品（飾
り金具・鎌・楔・釘・鉄鍋・蝶番・銭貨）、木製
品（漆器・井戸の構築材・曲物・柱根・板材・箸
状木製品）

要 約

• 小船渡遺跡は、加治川が作り出した扇状地扇端部に立地する。かつて遺跡の前面には湿地帯が広がっ
ていたと見られ、扇状地扇端に相当する起伏の凹凸を検出した。そして、標高の高い範囲畑地や集
落、低い範囲には水田が築かれており、地形に応じて土地を使い分けていることが分かった。また、
水域近くに遺跡が存在すること、扇端部に舟の付く地名が並ぶように点在することから、付近に内
水面交通の拠点があった可能性がある。

• 遺跡の年代は大きく見ると古代（8 世紀末葉～ 9 世紀前半）と中世（13 世紀～ 15 世紀）の 2 時期があり、

それぞれを層位的に検出した。

• 古代には土地の起伏が大きく、高い土地に畑地、低い土地に水田を築いたと見られ、その境界には
杭列が認められた。遺物は、須恵器が多数出土した。遺存率が高いことが特徴的で、完形またはそ
れに近い状態に復元できたものが多いことが特徴的である。胎土の分類から推定される産地は、佐
渡小泊産が約 5 割、笹神丘陵産が約 4 割、その他が約 1 割である。また、墨書された須恵器が 15
点あり、「寺」「呂」「王」「卅」が書かれていた。

• 中世には集落が築かれており、井戸や掘立柱建物を構成するピットを検出した。土地の起伏は古代
より小さくなるが、中でも高い土地には集落、低い土地には水田を配置した。遺物は、多様なもの
が存在するが、特に木製品の質・量が充実している。また、陶磁器の一部は優品と見られ、比較的、
裕福な集落であったことを想定できる。中でも井戸の覆土中からは多数の遺物が出土しており、埋
め戻し時に祭祀が行われた可能性を想定できた。また、多字一石経が 2 点出土した。いずれも妙法
蓮華の一節が書かれており、当地に仏教（日蓮宗または天台宗）が広まっていたことを垣間見ること
ができた。

• 15 世紀以降、近・現代以前に位置付けられる地震痕跡を検出した。史料との照合から、1669（寛文 9）

年または 1833（天保 4）年＝庄内沖地震に比定できると考えられた。
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